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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その年の九月十五日水曜日。私は生まれて初めてロボットに乗った。

　いや、べつに乗りたかったわけではない。だいたい幼い頃ころから巨きよ大だいロボに乗るのが夢でしたなどというメカ燃えな志向はあいにく私にはなかったし、そもそもそんなものが現実に存在すると知ったのもつい最近のことである。しかもその出会いとて割と最悪な形だったから、したがって自ら望んでこんなものに乗ろうとする理由などないのだ。

　だったらなぜ乗ったのかと訊きかれると、言葉に詰つまる。これが頭部の中にある真っ当な操縦席なら、ふざけて弄いじっていたら動いてしまいましたで済むかもしれないが、私がいるのはちょうどその後ろ、パイロット用シートの背もたれと壁かべの隙すき間まという、家の中なら蜘蛛くもの巣でも張ってそうな場所だった。体を固定するものが何一つない。実に不安定な状態で背もたれにしがみ付き、時々かかるＧにキャアキャア喚わめきながら今後の我が身のことなど考えていると、ついに操縦席の方から「やかましいっ！」とお叱しかりの言葉を賜たまわった。

「ったく、さっきからうるせーな！　降ろすぞ！」

「んなことされたら死にます！」

　そう叫さけび、とりあえず彼の怒いかりを全力で跳はね返してみた。

　まあ、今は一応飛行中だが、下は大だい惨さん事じである。降りれば比ひ喩ゆなしで死ぬ。

　私を一いつ喝かつした少年は、「だったら黙だまってろよ」と微び妙みように力の籠こもった声で言い捨て、再び操そう縦じゆう桿かん代わりの謎なぞの二つの半球体を弄りだした。田た崎ざき龍りゆう平へい──今私達が乗っているこのロボットのパイロットである。

　そして、同級生でもある。

　私立御お伽とぎ学園一年乙おつ組という、今時ちょっと変わった名前のクラスに在ざい籍せき中の私こと高たか浪なみ藍らん子こと、この田崎は、とりわけ親しいわけではなく、かと言って仲が悪いわけでもない、本当にこれと言って接点のない女子と男子だった。それがこんな所で漫まん才ざいよろしく言い合っているのは、単に私の制服の裾すそがロボットの爪つま先さきに引っかかったという下らない理由に端たんを発する。で、あとは何だかんだあって気づけばこの有様。そうでもなければ、こんな天気のいい真っ昼間に私が彼と同じロボットに乗り込んで強大な敵と戦うという、あまりに酷ひどい事態になるはずがない。

　そう、今はちょうど決戦中なのである。

　ついでにその地は学園の敷しき地ち内。ちょっと倒とう壊かいしている。

　外部カメラに繫つながる操縦桿前の正面モニターには、瓦が礫れきと化した体育館を踏ふみ躙にじり咆ほう哮こうする巨きよ龍りゆうの姿が映っていた。もちろん私達が乗っているこのロボットとて巨大なのは同じだが、こちらは何だかんだ言って四階建て校舎一つ分ほどの大きさしかない。そしてあちらは──少なくとも学校の建物では言い表せなかった。

　言うなれば山か。さすがに本物の山さん岳がくには及およばないが、ちょっと見晴らしの良い丘おか程度のスケールはある。だいたいこの周辺はごく普ふ通つうの住宅地だ。高層ビル群と張り合うつもりならともかく、少々気合の入りすぎた大きさぶりである。さらにそのドーム状の身しん体たいから生えている九本の長い龍の首は、各おの々おのが口から天に向かって灼しやく熱ねつの光弾を放ち、この世を破は滅めつに導かんと蠢うごめいている。

「ちっ、接近すらさせない気かよ」

　こちらを射い貫ぬくべく飛んで来たレーザーを紙かみ一ひと重えでかわし、田崎は苦々しげに呟つぶやいた。確かに敵の主しゆ砲ほうは九つ。さらに身体の各所にも無数の銃火器が備えられ、絶えずこちら目め掛がけて弾を放っている。いかに凄すご腕うでのパイロットといえども、間合いを詰めるのは困難だろう。

　ちなみに先ほどから私が龍と呼んでいる敵だが、やはりロボットである。

　そして私達が乗っているこのロボットは、やはり龍である。

　サイバードレイク──と呼ばれるものらしい。大昔に生み出されたドラゴンと金属の生体融ゆう合ごう兵器で、世界各地の古代遺い跡せきに埋うまっていたところを最近「レヴィヤタン」とかいう悪の秘密結社にいろいろ発はつ掘くつされて、破は壊かい活動やら何やらに使われているようだが、その辺は私とは無関係なことなのでどうでもいい。肝かん心じんなのは、今目の前にいる同級生が一頭のはぐれロボットを手に入れた挙句その結社と思いっきり対立し、大きな戦いの中に身を投じているという現実であり、しかもその大きな戦いに、甚はなはだしく理り不ふ尽じんな理由で私が巻き込まれているというこの現状である。

　だいたいこちらは何の特別な力も持たないただの女子高生だ。それも、この決戦に巻き込まれたのを機に何かに覚かく醒せいして、今後彼らの戦いを左右する存在になっていく予定なども全然ない、ひたすら真っ当な女子高生だ。

　どうしろというのだ、まったく。

「ああ分かってるぜ、ラドーン。俺は逃にげない。この身に代えてもあいつを操縦席から引きずり降ろしてやるさ」

　私の憂ゆう鬱うつをよそに、田崎は不意に己おのれの愛機の名を呼び、何やらブツブツ語りかけ始めた。さっきから時々こうなる。どうも彼曰いわく、サイバードレイクというのはただのロボットではなく、意思を持った生き物であって、パイロットとは精神的に交流可能なものらしい。

　まあ、それはいいから、逃げないとかかっこつけてる前に、ちょっとＵターンして私を安全な場所に置いてきてほしい。

　そんなささやかかつ理に適かなった願いを心に抱いだきながら、私は必死で敵の攻こう撃げきを避よける田崎の後頭部を見やった。そして、ハリネズミのように剣けん山ざん化した彼の髪かみは地毛なのか否いなかと悩なやみ出した時、不意にモニターに通信映像と思おぼしき見知らぬ人物の姿が映し出された。

　少女である。年は私達と同じぐらいだろう。映像の背景がコックピットのように見えるから、やはりパイロットなのかもしれないが、今私達がいるような所とは少し景色が違ちがう。全面に紫むらさき色いろの蛍けい光こうが点ともり、各所に剝むき出しのコードが寄生虫の如ごとく這はっている。どことなくおぞましい感じがする。

　少女は学校の制服を着た田崎と違って、いかにもそれらしいボディスーツに身を包んでいた。そして髪型がやはりハリネズミなのは、彼らの中での流行はやりか何かか。

　彼女は険しい顔に敵意を剝き出しにして、『田崎ぃ！』と叫んだ。声に聞き覚えがある。あれは確か今学期の始業式でのゴタゴタの時だったから、今から二週間ほど前か。いろんな悪の軍団が一挙に攻せめてくるという、場末のヒーローショーでは豪ごう華かすぎてあまりやらないタイプの珍ちん事じの中、レヴィヤタンの一味であるこの少女の乗ったロボットも交じっていたはずだ。

　というか、私も短期間にいろいろ巻き込まれすぎである。我ながら呆あきれるばかりだ。

「エキドナ……、やっぱりお前だったんだな」

　田崎の台詞せりふに出てきたその名前が彼女のものらしい。もっとも顔はどう見ても日本人だから、コードネームか何かだろうが。

「どういうつもりだ？　そんな機体、お前には似合わないじゃないか」

　そして彼が漏もらした言葉に漂ただよう微かすかな寂さびしさが、どこか思わせぶりな空気をばら撒まきつつあったが、やはりどのみち私には関係ないことである。とりあえず台詞からして、あの「山」に乗り込んでいるのが彼女なのだろう。それだけ判わかれば充じゆう分ぶんだ。

　エキドナと呼ばれた少女は何かを押し殺すように一いつ瞬しゆん小刻みに震ふるえ、『うるさい』と静かに叫さけんだ。

『あたしには……貴様に何度も敗れたあたしには、もう……これしか残されてないんだ』

　それだけのものが残されていれば充分だろう、とは私の素す直なおな意見だった。

　九つのレーザー砲が、私達の乗るラドーンを狙ねらって、もう幾いく度ど目になるか分からない光を噴ふいた。左右に並ぶ半球体に押しつけた両手の平をしきりに滑すべらせて旋せん回かいしながら、田崎は我を失った宿敵に向かって呼びかける。

「お前だって解わかってんだろ？　その『クズリュウ』はパイロットとの交流なんかできやしない。ただ一方的にお前の心を喰くらってるだけだ。それと引き換かえに得られる強さなんて、ただの作り物じゃねーか」

『いいんだ。あたしは……貴様を倒たおせればそれで！』

　一瞬光線の強さが増した気がした。あの巨龍が彼女の心から何らかの影えい響きようを得ているのは、確かに間違いないようだ。

「ちっ、追い詰つめられやがって、あのバカ……」

　体勢を立て直すべく、田崎は激しく急上じよう昇しようした。同時に私は思いっきりよろめき、横の壁かべにドンとぶつかってみたが、もはやパイロットの方にもこちらを罵ば倒とうする余よ裕ゆうはない。ただ自分の宿敵であり、おそらくはそれ以上の何かを抱いているのかもしれない相手に向かって、しきりに彼なりの説得を続ける。

「おい、お前が結社のやつらに何を言われたかなんて知らないけどな、それで勝手にそんなもん持ち出して取り返しのつかないことをしちまったら、俺を倒せたって後に何も残んねーだろ。お前は何のためにそれに乗ったんだ？　これから先も生きるためじゃないのか？」

『……田崎、貴様には解らないだろう。物心付いた時から結社の中で暮らして、戦うことだけを教えられて……あたしには勝つ以外に存在価値なんてないんだ。なのに戦うだけじゃない、普ふ通つうに飯を食べて寝ねて学校に行って仲間を作って……そんな生き方がある貴様には、絶対に──絶対にあたしの気持ちなんか解るはずが！』

『甘ったれんなっ！』

　エキドナの悲痛な叫びは、そんな唐とう突とつな一いつ喝かつによって断たち切られた。

　田崎の声ではなかった。そして、当然私の声などでも決してない。

　手がかりはたったの一つ。一喝ついでにモニター内のエキドナの頰ほおを殴なぐり飛ばした、謎なぞの青い腕うでである。しかも結構太い。あれで頭ず蓋がい骨こつに異常でも起きなければいいが、という心配をよそに、腕は突然の暴漢よろしく少女の短い髪を摑つかんで引きずり上げ、その顔をモニターと通じたカメラに向かってグイと押し付けてきた。

　画面いっぱいに涙なみだ目めのエキドナが映った。あまりに酷ひどい画えである。

『何が解るはずないだこの腐くされ頭！　うぜーこと言ってんじゃねーよ』

　乱暴な言葉遣づかいとともに、画面上の顔が左右にグリグリと動く。明らかに擦こすられている。

「……おい、焰ほの邑むらか？」

　呆あつ気けに取られていた田崎がようやく口を開いた。というか、むしろその名前の方が私にとっては呆気に取られるものだった。

　焰邑相そう馬まといえば、私もそれなりに見知った人物である。やはり一年乙組の生徒で、この近所に古くからある神社の一人ひとり娘むすめらしい。家が家だけに巫女みこの手伝いなどもやっているようだが、彼女の特とく徴ちようはその「巫女」に依よる部分が大きかった。

　例えば──原理はよく分からないが、ああやっていろんな所に召しよう喚かんされる青あお鬼おにとか。

「おい焰邑、今どこにいるんだ？」

　突然の乱入者に呼びかけた田崎に対して、声の主は『外だ』とだけ答えた。おそらくいつもどおりの無表情で、ついでに巫女装しよう束ぞくでいるのだろうが、それにしたって外のどこにどうやっているのだかは謎である。何しろ瓦が礫れきの山だ。

　エキドナからの攻こう撃げきが止やんでいることを確かく認にんし、田崎はラドーンの長い首を回めぐらせて周囲を見み渡わたした。そして少し後方にヘリが一機舞まっているのをモニター越ごしに見るや、おもむろにハッチ──というか、今私達がいるラドーンの頭上半分をパッカリ開ける。

　周囲の壁が丸々青空に変わり、同時に凄すさまじい風が吹ふきつけてきた。どうしてもう少し周りに気遣って行動しないのかとふてくされながら、私は風圧を遮さえぎるべく片手で目の上を押さえた。

「そこにいるのか？」

　外部用のマイクに向かって田崎が呼びかける。だが返事は来ず、代わりにヘリは急接近して、こちらの真横につけてきた。

　ドアが開かれていた。中には操縦者の他ほかに、案の定メガホンを手にして無表情で座る巫女姿の焰邑と、いかにもこんなことをしそうな例の男の姿が見て取れた。

「──灘なだくん？」

　思わず飛び出した私の声は、悲しいことに風に搔かき消されて誰だれにも届かなかった。しかしそこにいるのは、どこからどう見ても生徒監かん視し委員の灘英ひで斗とに違ちがいなかったのである。

　いつものようにメガネを光らせてこちらを憮ぶ然ぜんと睨にらみつけている。その視線が私に向けられているところから察するに、間違いなく不ふ機き嫌げんになっているに違いない。

　私と灘の目が合った。刹せつ那な、彼は口を開き、激しい勢いでパクパクと動かしてきた。どうせいつもの嫌いや味みを垂れ流しているのだろう。こうなっては風の音がうるさいのも悪くない。

　一方モニター内のエキドナは完全に鬼に押さえ込まれ、すっかり戦意を失っていた。結果、敵の巨きよ大だいサイバードレイクの動きも止まり、あとは壊こわれた体育館を建て直せば万ばん事じ解決だが、さすがにそこは建築業者に任せるしかない。

「ったく、何のために飛んだんだか」

　田崎は一言愚ぐ痴ちるとハッチを閉め、着陸態勢に入った。私はようやく助かった安あん堵ど感かんと、えらく理り不ふ尽じんな急展開に対する疲つかれから放心状態のまま、煙けむりを噴く学校の片かた隅すみに向かってゆっくりと降りていった。

「まったく、どうするのさ、これ」

　各おの々おのが着陸して一番、急いで己おのれのブレザーを正すや、灘は真っ先に私と田崎に向かっていつもどおりの愚痴をぶつけてきた。

「体育館は全ぜん壊かいだし、東ひがし棟とうも一部壊れているし、これで明日からまたまともな授業進行ができなくなるよ」

「いや、それ、俺が壊したわけじゃないから」

「しかしその馬ば鹿かでかいロボットがここに来た目的は君じゃないか。だからあれほど変な争いに加わるなと、口を酸っぱくして言っているのに……」

　彼は一度機嫌を損そこねたら最後、言葉を止める術すべを持たなくなる。何か言い返すだけ無む駄だというものだが、そこは妙みような拘こだわりを持つ田崎のこと。すかさず灘を睨み返し、ロボットじゃなくてサイバードレイクだ、と至し極ごくどうでもいい反論をした。

「いい加減覚えろ。俺だって相当酸っぱくしてるぞ」

「だったらアンケートでも取ってみるかい？　おそらく世間の九割がロボットと答えるはずだよ。そして残りの一割は竜りゆうとか怪かい獣じゆうとか答えるはずだ。ねえ高たか浪なみさん」

　突然こちらに振ふってくるから困る。私は「はあ」と曖あい昧まいに首を傾かしげ、そう言えば自分も最初は生身のドラゴンだと思ったっけ、と田崎のラドーンを見上げた。

　長い首に四本の脚。背には二に対ついの巨大な翼つばさ。赤色のボディ上に点々と並ぶ、目のようにも見える青い球体は少々異質だが、それゆえに「多眼竜」の異名を持つというのは、これまた同級生の新聞部員から聞いた話である。

　ちなみにパイロットがここにいるため、動く気配はない。それはつい今しがたまで私達を攻撃していた巨きよ龍りゆうの方にも言えることである。おそらくあちらのコックピットの中では、エキドナという少女がボロボロになって延びているのだろう。そして、それをしでかした張本人である巫女の焰邑は、少し離はなれたところから無表情な顔で私達を眺ながめていた。こうしていると一見クールな美少女だが、その内面はあの鬼とリンクしているそうなので、間違った方向に熱い人なのは確かだ。

「で、どうして君がそこに乗っていたのさ」

　田崎との言い合いを終えた灘は、実に真っ当な質問を私に向かって投げかけてきた。

「灘くんこそ、そのヘリはどうしたんですか？」

「これは借物だよ。それに僕が操縦していたわけでもないのだから、そんなに不思議がることはない。解げせないのは君の方じゃないか。早くわけを話したまえよ」

　能面の如ごとき顔の眉み間けんに皺しわを寄せ、彼は再び訊たずねた。とはいえ、わけなどただ下らないの一言に尽つきる。何しろ爪つめの先に引っかかっただけなのだ。そしてそんなこちらの説明を聞くと、灘は激しく唸うなってから一言「まったく」と漏もらし、すぐさま胸ポケットから見慣れた一冊の手帳を取り出して、素す早ばやくペンで今回起きたことを書きまとめた。

　──九月十五日午後二時十一分、ロボット同士の戦いを巫女を使って治める。なお、校舎の一部が損そん壊かい。

　それだけである。実に短い。

「しかしこれから次し第だいに寒くなっていくというのに、体育館がなくなったのはきついだろうね。何しろ運動はすべて屋外だ」

　どうするのさこれ、と彼は同じ台詞せりふを口にした。

　私は無言で溜ため息いきをつき、それからなぜ自分が怒おこられているのか解らないことに気付いて、もう一度うんざりした顔で天を仰あおいだ。

　よく晴れた空だった。雲一つなく澄すんだ空気の中、降り注ぐ太陽が校舎を白く輝かがやかせ、嗚呼ああこれって本当は青春の一コマに焼き付けるべき光景なんだなぁと思いながらも、どうしても視界の片隅に割り込んでくる二機の巨大ロボットは、やはり邪じや魔までしかなかった。




　生徒監視委員会──それは急増する未成年者の事件への関かん与よを防ぐため、政府によって各学校に設置が義務付けられた特とく殊しゆな委員会である。委員達は生徒の問題行動を調べ上げ、学校に報告することを任務とするが、それゆえ決して周囲に馴な染じむことはない。だからこそある者は手を抜ぬき、またある者は地位を悪用する。それが他ほかの生徒と同じ一未成年者でしかない彼らなりの自己防衛手段なのである。

　灘英斗はそのどちらにも当てはまらない。手を抜くこともなければ悪事に走ることもない。だから彼は孤こ独どくである。

　そして、三十人の問題児を抱かかえた我がクラスをまとめる、最高の──あるいは最悪の生徒監視委員なのである。







　１　九月十六日放課後　私、超古代人から相談を受ける。
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今回のマキゾエは、図書館の受付で始まった。超古代巫を名乗る少女を、緒深田が連れてやってきたのだ。









「それであなたが生徒監かん視し委員の高浪藍子さんなのですね？」

　彼女はそう言ってカウンター越ごしに私の顔を恐おそる恐る覗のぞき込んできた。どう答えるべきか迷ったが、横から緒お深み田た麗うら乃のが「監視委員の窓口ですよ」と訂てい正せいしてくれたので、とりあえず頷うなずいておくことにした。

　もちろん窓口というのだって出で鱈たら目めである。図書室の受付に座っている以上、私は図書委員に違ちがいない。

「この子はミシェル＝エルフィーノっていうの」

　さらにその横にいたもう一人から、紹しよう介かいの言葉が入った。

　緒深田に連れられて私を訪ねてきた二人の少女は、何やら大層な名前を告げるやぺこりとお辞じ儀ぎをした。普ふ通つうならふざけるなと一いつ喝かつするか、苦笑いしつつ引いてみるかのどちらかだが、しかしあいにく私はここ半月ほどの間に「それもありかな」と思えるようになっていたものだから、「はあ」と気の抜けた相あい槌づちを打っただけに留とどまった。免めん疫えきというのは恐ろしいものである。

　ミシェルという名前の少女は、やはりこの学校──私立御伽学園の生徒なのだろう、私と同じクリーム色のシャツに濃のう緑りよく色しよくのスカートという出いで立ちで、こちらをおずおずと眺めていた。背は高くもなく低くもなく、髪かみも普通に肩かたの上辺りでカットした程度で、顔の方もこれといって特とく徴ちようがない。まあ、言うなれば控ひかえめな、悪く言えば地味な部類に当たるだろう。だから妙みようなところと言えば、もう一人が教えてくれた例の名前ぐらいだ。

　そのもう一人もやはり見た感じは普通の女子である。シャツを第一ボタンまできっちり留めている辺り、几き帳ちよう面めんそうにも見えるが、どこぞのメガネ男のような刺とげ々とげしさはないから、ただ純じゆん粋すいに真ま面じ目めな性格なのだろう。体は全体的に小こ柄がらで、髪を頭の右みぎ端はしにまとめて、あんな名前を口にしたにも拘かかわらず真顔で立っている。

「ミシェル様というのは、本来とは違うもう一つのお名前なのです」

　横から緒深田がわけの分からない補足説明を入れてきた。要するにあだ名か何かだと言いたいのだろうか。

「ご本名は鈴すず木き真ま里り様。それからこちらがその鈴木様のお友達で、冬とう麻ま香か織おり様。お二人ともお隣となりの一年丙へい組の方だそうです」

「それはいいとして、とりあえずそのミシェル様ってのは何？」

「はい、前世のお名前なのだそうです。鈴木様はその前世の記き憶おくに目覚められまして──」

　そう来たか。

　私は気取られぬ程度にコメカミに血管を浮うかせ、小さく溜息をついた。そして、そんな説明をやはり何のためらいも抱いだかずに口にした緒深田に対して、少し反省を促うながしたくなった。

　緒深田麗乃は、つわもの揃ぞろいの私のクラスメイトの中では、確実に「人間」として通用する部類の一人である。とはいえ常にメイドカチューシャとエプロンを身に着けた変な子には違いなく、言動もその服装を裏切らないものばかり。ある意味メイドの鑑かがみだが、何をするにも失敗だらけで怒られてばかりというのも、別の意味で期待を裏切っていなかった。

　灘同様、衣ころも替がえには少し早いというのにわざわざブレザーまで着込んだ緒深田は、笑え顔がおのままミシェル様とやらの説明をしてくれた。

「まず昔のことなのですが、アラクードという国がございまして」

「聞いたことない名前だね」

「昔と言っても、相当昔なのでございます。おそらく四大文明よりも古いかと……」

　合いの手を入れるだけアホらしいと感じた瞬しゆん間かんだった。ムーか、はたまたアトランティスか。そういった妄もう想そう古代文明は得てして現代に痕こん跡せきを残さぬよう、きれいさっぱり滅ほろびているものなのである。
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「で、そのアラクードは一夜にして滅めつ亡ぼうした、と？」

　なので茶々を入れてみると、緒深田は目をぱちくりさせて、「よくご存じですね」と驚おどろいてみせた。図星だったようだ。

「伝説では恐るべき大だい邪じや神しんによって滅ぼされたとされています」

「あーそうですか」

　何だかどうでもよくなってきた。これはもう、ただのおとぎ話かファンタジーの類たぐいである。そして、そういえばそんなファンタジーな異世界からやってきたお姫ひめ様さまもうちのクラスにいたっけか、と逆に納なつ得とくし始めた時、ミシェル＝エルフィーノこと鈴木真里が口を開いた。

「ミシェルというのは、そのアラクードの神しん殿でんに仕えていた巫かむなぎの名前なんです」

　どうやらそれが自己紹介のようだった。

「今こちらのメイドさんがお話ししたように、アラクードは大邪神によって滅ぼされました。その名を──ええと、ガゾツフスといいます」

「口にするのもおぞましいんだって」

　口元を変な方向に開きながら大邪神の名を告げた真里を、すかさず香織がフォローする。おぞましいと言うよりも、明らかにただ発音しにくいだけである。

　というか、この三人は私にこんな話を聞かせてどうしようというのだろう。

「で、その大邪神に国が滅ぼされて、それから？」

「はい。アラクードは滅びました。しかしそれは決して人類の滅亡そのものを意味してはいなかった──。その時一人の勇者が立ち上がり、自らの命と引き換かえにガゾツフスの肉体と魂たましいを大地に封ふうじたのです。その後、文明を失った人類は世界中に散らばり、やがて現代で言う四大文明の起源になりました」

「はあ、そうですか」

　徐じよ々じよにアレな香かおりが漂ただよってきている。いくら耐たい性せいのできつつある身といえども、これを丸ごと信じてしまうにはさすがに抵てい抗こうがあるが、それでも今は一応彼女の話を聞く立場にあるわけで──。

　そこまで考えて、私は激しく疑問を覚えた。どうしてただの一図書委員が、超ちよう古代人の生まれ変わりから相談事を受けねばならないのだ。

「それでその大邪神なんだけど、蘇よみがえるんだよ」

　そんな私に香織の援えん護ご射しや撃げきがアッサリと止とどめを刺さしてくれた。

「いや、蘇るって何ですかそれは」

「文字通り蘇るの。ミシェルが覚かく醒せいしたように」

「預言のとおりです」

　すかさず横から緒深田が口を挟はさむ。そういえば、何でこの子はこんな所に一いつ緒しよにいるのだろう。

「発見された謎なぞの銅板に書かれてあった預言があるのです。それによれば、大邪神ははるか彼方かなたの未来、再びこの世に蘇るとされています。そして勇者の生まれ変わりによってもう一度倒たおされる、と」

「詳くわしいんですね」

　真里が驚いたように言うと、緒深田は笑顔で頷うなずき、「これで勉強しました」とエプロンのポケットから一冊の本を取り出してみせた。少々古めの薄うす手での文庫本で、タイトルを見れば『神秘と破は滅めつの国・超古代文明アラクードの謎』とある。まあ、よくありがちなオカルト本の類だろう。ただ、メイドが暇ひま潰つぶしに読むにはかなり不自然な代しろ物ものなわけで。

「……それは？」

　私は当とう惑わく気味に緒深田に訊たずねた。

「アラクードの伝説をまとめた本です。これにいろいろ書かれてました。問題の預言は、ええと……一〇二ページですね。はい、ここにありました」

　メイドはそう言って本を捲めくると、まるで子守中に絵本でも読んで聞かせるかのように、その預言とやらを読み上げ始めた。

「『創世主の名において次の言葉を後に託たくす。破滅の王ガゾツフス、今この地に伏ふす。その眠ねむり、遥はるかなる時を超こえて憎にくしみの扉とびらより呼び覚まされし時、かの王、古いにしえの巫の魂を求めて再びこの地に君臨せん。民たみよ恐おそるるなかれ。己おのれの信念をもって希望の扉を開きし時、伝説の勇者生まれ変わりて破滅の王を打ち滅ほろぼさん』……。そしてですね、この本によれば、アラクードと四大文明の間に旧邪や馬ま台たい文明の存在が──」

「あー、内容じゃなくて、どうして緒深田さんがそんなものを持っているかってことなんだけど」

　そう続けて訊ねると、メイド娘むすめは目をパチクリさせて、「こちらでお借りしたのです」と答えた。こちらというと、つまり図書室ということか。

　言われて私はその本を受け取り、表紙を確かく認にんしてみた。確かに裏面に学校指定のラベルが貼はられている。手近にあった蔵書管理用のパソコンで確認してみると、間ま違ちがいなく一週間前に彼女によって借り出されていた。

「緒深田さんって、こういう趣しゆ味みがあったの？」

「いえ、私の趣味というわけではないのですが、あの時ちょうど工く藤どう様がお風邪かぜを召めしておられまして。それで保健室で休む間、暇潰しにしたいから何か面おも白しろそうな本を持ってきてほしいと仰おつしやられましたので、私がこうしてお手配を」

　そういえば彼女は保健委員だった。それにしても──工藤というのは、やはりあの工藤か。

　工藤スグルは、いろいろいる同級生の中でも、灘と並んでかなり特別な位置に存在する男子である。とりあえず彼には言いたいことが山ほどあるが、それより風邪をひいて保健室で臥ふせっている彼と、その彼にオカルト本を読んで聞かせている緒深田というシュールな図が何となく想像できてしまったのが、私としては辛つらい限りだった。

　というか、面白そうか否いなかを判断したのはやはり緒深田本人ではないのか、それは。

　まあいい。人の趣味なんて知ったことではない。

「で、この本の預言によると、そのガゾなんたらが蘇って勇者の生まれ変わりに倒される、と。それで私にどうしろと？」

　接客スマイルで事情を説明するメイドをひとしきり睨にらんでから、私は横で黙だまって本を見み詰つめていた真里に話しかけた。自分の故郷のことが書かれた本に興味があるのは解らなくもないが、こちらとしては早く話を進めてもらいたい気持ちでいっぱいだった。

「ああ、それなのですが……」

　真里は微かすかに俯うつむき、それから香織の方をちらりと見た。香織はその視線に気付くと、やはり同じようにこくんと頷き、前世に目覚めた友人に大おお真ま面じ目めな眼まな差ざしで続きを促うながした。

「ええと……ガゾツフスを倒す人を紹しよう介かいしてください」

「はあ」

　それは実に妥だ当とうな──というには少々微び妙みような願いだった。そしてすぐさまクラスの中から二、三人心当たりを思い浮うかべることのできる自分に、軽く嫌いや気けが差したのも事実である。

「乙組にはそういう人がいるって聞いています。なのでぜひ」

「いや、ぜひって……だってほら、預言ではその……」

　勇者の生まれ変わりが倒してくれるのではないのか。だったら放置に限ると思うのだが。

　そう、放置でいいのである。「触さわらぬ神に祟たたりなし」と、私の死んだ祖父も生前よくうわ言のように口走っていた。だからべつにこちらがいろいろと策を練ることはない。大だい邪じや神しん様には勝手に蘇よみがえって勝手に倒されてもらえば、何の後あと腐くされもなくていいはずだ。

「だから、乙組にいるんでしょ？　勇者の生まれ変わりが」

「勇者の……ああ、そういえば」

　いた。確かに。

　香織に言われて思い出した。名を間ま宮みや勇ゆう輝きという。一応昼間はこちらで普ふ通つうに高校生活を送っているが、放課後はミヴェなんちゃらとかいう異世界に行って、勇者として怪かい物ぶつの軍勢と戦っているらしい。で、どうも彼自身、伝説の勇者の生まれ変わりなのだそうで、真里と香織もこれを紹介してくれと言っているのだろう。

「でも、肝かん心じんの大邪神はいつ出てくるんですか？」

　間宮はいいとして、とりあえずいない敵は倒たおせないのだが。

「あのさ、全部預言のとおりなの。真里がミシェルとして覚かく醒せいしたんだから、ガゾツフスが出てくるのも時間の問題なんだよ。本にだって、大邪神が復活する日は近いって書いてあるんだから」

　だが香織は負けじとそう言い返し、真里の肩かたをグイと摑つかんでみせた。

「蘇ったガゾツフスは、まずミシェルの命を狙ねらってくるはずだよ。預言にもあるでしょ？　ガゾツフスは巫かむなぎの魂たましいを求めるって。真里は──いや、ミシェルは巫として、神のお告げを受ける立場にあるの。その神と対立するガゾツフスにとっては目の仇かたき。だからその命を狙うの。もしミシェルの命がガゾツフスに奪うばわれれば、人々は神の声を聞くことができなくなるんだよ。神の声とは即すなわち希望。希望を失った人々に訪おとずれるのは、ガゾツフスによる絶対的破は滅めつのみなの」

　ある意味自信に満ち溢あふれた演説だった。まあ、私もここ十六年弱ばかり生きてきて、いろんな希望を抱いだいたりもしてみたものだが、神の声などは一回も聞いたことがない。しかしそんなツッコミをいちいちしていても時間の無む駄だである。彼女達に迅じん速そくにお引き取り願うためにも、やはりここは向こうの提案を吞のむしかない。

「あー、分かりましたよ。じゃあ明日にでも紹介しますよ。異世界で大戦争でも始まらなきゃ、きっと普通に登校してくると思いますから」

　つくづくどれだけ人材豊富なクラスなのかと思ってしまう。まあ、それが一年乙組の持ち味とも言えるが、味といっても極きわめて練り辛がら子しか何かに近い部類である。多量摂せつ取しゆはお勧すすめできない。

「ああ、間宮様のことでいらっしゃいますね」

　メイドの顔がパッと明るくなった。今いま頃ごろ思い出したらしい。

「確かに預言とピッタリです。私、すっかり忘れてました」

　駄だ目めですねぇ、と照れ笑いなどしながら、彼女は自分の頭をコツンと殴なぐった。そんな仕草を眺ながめていて、ふと私は残っていた疑問を思い出した。

「それで緒深田さんはどうしてここに来たの？」

　そう、それが一つ不思議だったのだ。

「ええと、本を返そうと思いまして」

　実に呆あきれるほど当たり前な理由だった。

「それで図書室へお伺うかがいしようと思いましたら、そこへひょっこり教室にミシェル様と冬麻様がおいでになったのです。それで、まとめ役の方にお話があると仰いましたので、ではご一いつ緒しよにどうぞとこうして高浪さんのところへ……」

　なるほど、何となく状じよう況きようは分かった。要するに他クラスの二人はたまたま緒深田と一緒にここへ来ただけで、しかもたまたま緒深田の方がミシェルの言う超ちよう古代文明とやらに詳くわしかった、というだけのようだ。ただ、私がまとめ役でも何でもないという一点、そこだけが腑ふに落ちない部分である。

　まとめ役といえば普通は担任だ。あるいは百歩譲ゆずったとしても監かん視し委員が相応ふさわしい。まあ、担任の西にし岡おかは神経性の腹痛で欠勤していたし、監視委員は監視委員でアレな男だから、行き場がなかったということなら解らなくもないのだが、それをいちいちこちらに持ってこられても困るのである。

　しかし現実に、私は周りから「生徒監視委員会の窓口」という立場で扱あつかわれていた。ここへ転校してきて早々、ものの弾はずみで大事件に巻き込まれて、それをこれまたものの弾みで解決に導く形にしてしまったのがいけなかったらしい。まったくもって損ばかりしている。

　この際はっきり言っておくが、この学校の生徒監視委員会に窓口などという役職は存在しない。公式にもなければ非公式にもない。そもそも委員長の灘からして認めてないし、もちろん私だって認めてない。

　いや、確かに緒深田にそう紹介されて頷うなずいてはみせたが、あれはもう連日のことで面めん倒どう臭くさくなっていたからで──。

「じゃあ間宮くんによろしく伝えてね」

　己おのれの立場を考えて苦しんでいる私に向かって、香織が頭を下げてきた。

「また明日、ミシェルと一緒に来るから」

　そしてそう駄目押しした上で、真里を連れてすぐさま図書室を出て行った。しかし残念ながら明日は私が受付に座る番ではない。交こう替たい制万ばん歳ざいである。

　それから緒深田の本を受け取って彼女を見送り、私はようやく一人に戻もどった。ここに座り出して約一週間。そんな短い間の割にいろいろな問題を持ち込まれてきたが、他クラスからお声がかかったのは今日が初めてだった。おかげでかえって適当にあしらいづらいし、内容もそれなりに酷ひどい。

　やはり明日は絶対に図書室には顔を出すまい、と私は心の中で誓ちかった。

　とはいえ、ここにいなければいないで教室の方に顔を出してくることだろう。はっきりと断らなかった以上、やはり彼女の望みどおり、間宮に話をつけておくしかないのかもしれない。

「──大変ね」

　不意に背後で声がした。私がギョッとして振ふり返ると、同じ図書委員の瑪瑙めのう凜りんが、いつの間にやら哀あわれむような眼まな差ざしで立っていた。

　何の飾かざりっけもない髪かみを後ろに縛しばっただけという、ミシェルをはるかに凌しのぐ地味な外見をした彼女は、軽く首を曲げて己のメガネを光らせてみせた。

「そうやって放課後ここに座るたびに誰だれかが来るじゃない。おかげで賑にぎやかになったわ」

「いやあ、寂さびしいよりは賑やかな方がいいですよね」

　私はそう言って引き攣つった笑え顔がおを返したが、地味なメガネッ娘こは冷れい酷こくに微笑ほほえみ、「私は静かな方がいいわ」と殺意混じりの言葉を吐はいてこちらの心臓の鼓こ動どうを速めさせた。

　彼女の殺意はまずい。場合によっては本当に殺やられる。

「まあ、べつにいいけどね。どのみち私はここで目立たないように本でも読んでいればいいんだし、問題を押し付けられるのは私じゃないし。ただ人がよく来る分、こっちが仕事に専念できる時間が削けずられるだけで」

「あの……怒おこってます？」

「怒ってないわよ？　だって高浪さん、こうして生きてるじゃない」

　そういう物ぶつ騒そうな比ひ喩ゆ表現はやめてほしかった。

　ちなみに改めて説明するまでもないことだが、彼女も乙組の一人である。普ふ段だんは地味な本好き少女を演じているが、こうして私と二人きりだと、よく友好的とは判断しにくい軽口を叩たたいてくる。それは単に私が彼女の正体──優ゆう秀しゆうな腕うでを持つ殺し屋──を知っているからに他ほかならない。

　その事実を私以外に知っているのは、灘と、それから例の工藤ぐらいだろう。灘は監視委員として生徒の情報には一通り通じているし、工藤も工藤で──何と言うべきか分からないが、本来秘密であるはずのことまでよく把は握あくしている。だから唯ゆい一いつ理り不ふ尽じんな理由で凜の正体を知ったのが私だ。

　本当にたまたまだった。たまたま彼女が銃じゆうの手入れをしているところを覗のぞいてしまったのだ。以来こんな関係である。

　凜は私の隣となり、ちょうどパソコンの前に椅い子すを引っ張ってくると、そこに座って画面を確かく認にんした。さっきオカルト本のチェックをしてから、返へん却きやく処理もせぬまま放置されている。

「趣しゆ味みの悪そうな本ね」

　至し極ごくまともな意見が出てきた。

「後で借りていい？」

　それは勝手にすればいい、と思った。

　それにしても妙みように人気のある本だ。貸し出し履り歴れきを見る限り、緒深田の他にも様々な生徒が頻ひん繁ぱんに借りている。まあ、確かに教育の場にはいまいち相応ふさわしくない代しろ物ものだし、内容も内容なので目立つといえば目立つのだが、それにしたって少し多すぎやしないか。だったら今度私も読んでみるべきか。

　……と、危あやうく罠わなに嵌はまりそうになったところで少し冷静にならせてもらうが。

　冷静さを取り戻したついでに、私は履歴に残っている名前を確認してみた。べつにこの本に何かの事件性を見み出いだして急に調査を思い立ったとか、そういうわけでは決してない。ただ、ここに灘の名前があったら笑えるだろうなぁと思っただけで。

「緒深田さんって、この本何回借りてるのよ……」

　残念ながら目的の名前は見つからなかったが、その代わりにメイドの名前がちょくちょく並んでいた。遡さかのぼって見てみると、この春からほぼ月一の割合で借りている。そんなにこの本に惚ほれたか。

　私が呆あきれていると、図書室の扉とびらが開いて一人の女性が入ってきた。司書の深み山やま享きよう子こだった。

　深山は一応私達図書委員のまとめ役に当たる。年は二十代後半。常に紺こんのスーツ姿で、すっきりまとめたショートヘアとナチュラルメイクが落ち着いた大人の女性という印象を与あたえているが、その実これでなかなかややこしい性格をしている。

「あー、困ったの」

　深山は私の顔を見るなり、そう言って溜ため息いきをついてきた。

「藍子ちゃん、ちょっとおねーさんの悩なやみも聞いてくれない？」

「何ですか？」

　私が面めん倒どう臭くさそうに訊たずねると、彼女は形の良い眉まゆをハの字に曲げて、「明日なんだけどね」と横の掲けい示じ板ばんに貼はってある今月の活動予定をまとめたプリントを指差した。もっとも活動と言っても普段から大したことをしているわけではない。ただ今日のように自分の番が回ってきたら受付に座って、昼休みと放課後をダラダラ潰つぶすぐらいである。

　その例外が明日だった。

「新しい本が届くのよね、明日。しかも大量に」

「それは楽しみですねー」

　我ながら投げ遣やりな応答だな、と思った。

　そう、ここの図書施し設せつは定期的に──と言っても年に一度だが、まとめて新刊を入れるようなのである。そんなことは春先にでもやるべきではないか、とこの秋から転校してきた私などは思うのだが、どうも読書の秋に引っ掛かけて時期を設定しているらしい。そしてその搬はん入にゆう作業は当然図書委員が手伝うことになるわけで。

「そうそう、藍子ちゃんも楽しみよねー」

　深山は心得たりと言わんばかりに、うんうんと大きく頷うなずいてみせた。どうもこの人、生徒を小学生か何かと勘かん違ちがいしているらしい。

「凜ちゃんも、本、楽しみよね」

　ついでに横で黙だまって聞いていた凜にも、同じようなことを言い出す。もっとも凜の方は、不要とあらば徹てつ底てい的に暗い人間を演じているようなので、ただメガネ越ごしに相手を一いち瞥べつするに留まった。

「うん。やっぱり楽しみなのね」

　深山は勝手に合点して、もう一度うんうん頷いた。何と言うか、幸せな人である。

　で、そんな幸せな女の悩みというのは何なのだ。

「ところが一つ困ったことができたの」

　彼女の眉まゆ毛げは、再びハの字に戻もどった。

「大量の本って、当然荷物で送られてくるの。段ボール二箱ぐらいね。で、いったん下の事務所に持ち込まれた荷物をここまで上げて片付けるのが私達のお仕事なんだけど、ところが。どっこい」

　その微び妙みような位置に置かれた句点は何なのだ。

「アレが邪じや魔まなの」

　そう言った深山の指先は、ドアの外にある廊ろう下か側の、ちょうど学校の外側に面した窓に向かってまっすぐに伸のびた。

　見るまでもなく何が言いたいのか解わかった。そこには田崎のラドーンこそいないものの、昨日私を散々な目に遭あわせた挙句動かなくなった悪の巨きよ大だいロボットがしっかりと放置されたまま、裏手の駐ちゆう車しや場じようを塞ふさいだ形でズンと寝ねそべっているのだ。

　もちろん運送用のトラックはどこにでも停とめられる。だから駐車場が使えないのは問題ない。ただ、それとは別にたくさん生えた首の先が一本、ご丁てい寧ねいにこの東校舎にめり込んで、荷物の昇しよう降こうに使われる専用リフトの入口を塞いでいたから、どのみち何かを運び込むには大仕事にならざるを得なかった。

「一階からここまで、ちょっと持って運ぶにはきつい重さなのよね。藍子ちゃん、筋肉ある？」

　そりゃ哺ほ乳にゆう類るいなんだから多少はあるが、本の詰つまった段ボールに対処できるほどはない。私は慌あわてて首を横に振ふった。

「そうなのよねー。うちの委員会、男子は男子でモヤシ揃ぞろいだし、私に至ってはカイワレだし。困ったなー。どうして文化系が体力使わなきゃいけないのかなー。ねぇ、凜ちゃん」

　今度は懲こりずに凜に振った。もちろん一瞥されただけだったが。

　とりあえず、明日は重労働になりそうである。さっきのミシェル様といい、どうして私に絶え間なく憂ゆう鬱うつイベントを与えるのだろう。

「延期かな。明日は」

　と、その時深山が嬉うれしい弱音を吐はいた。

「楽しみだったんだけどなー。新しい本がいっぱいで……」

「まあ、こういう場合は止やむを得ないですよ」

　私は仕方ない風を装よそおって相あい槌づちを打った。まさかその瞬しゆん間かん、凜が反応するなどとは思いもしなかった。

「……駄だ目めです」

　ずっと黙っていた殺し屋兼けん図書委員の少女はすっくと立ち上がり、真しん剣けんな──というか半ば殺意混じりの眼まな差ざしで私達を睨にらみながら、そう告げた。

「私は階段でも構いません。運びます」

「運ぶったって大変だよ？　それよりあのロボットが撤てつ去きよされるのを待った方がいいって」

「それは……いつですか？」

　次し第だいに瞳ひとみの奥の殺意度が増してくるのが見て取れた。一応言っておくと、凜はクラスメイトにだけは手を出さないと決めている。言い換かえれば、それ以外の人間ならためらいなく手を下すということでもある。そして、深山は見事にクラスメイトではない。

「あー、きっと大だい丈じよう夫ぶですよ」

　少し不安になった私は、慌ててフォローすべく二人の間に割って入った。

「今灘くんが対処してますから」

「灘くんっていうと、乙組の監かん視し委員の子だね？　藍子ちゃんの相棒の」

「いやそれは違ちがいます」

　深山の勘かん違ちがい甚はなはだしい認にん識しきに対して、私はきっぱりと否定した。一応自分が受け持っている委員会のメンバーなのだから、監視委員窓口とかいう意味不明のポジションが噓うそだということぐらいは理解しておいてほしい。

「とにかく、放課後から取り掛かかるって言ってましたから、きっとすぐにあの邪魔なロボットを片付けてくれるはずです。ね、瑪瑙さん」

「……間違いないのかしら。本当に消してくれる？」

　その「消す」というのは専門用語か何かか。

　それから凜は軽く首を傾かたむけてメガネを光らせ、「今の言葉に責任がもてるのかしら」と真顔で続けた。

「迂う闊かつな発言なら後で後こう悔かいするわよ」

「あらま凜ちゃん、本のことになると真剣だよねー。きっと将来いい司書さんになれるよ。羨うらやましいなー。私もそういう人間になりたいな」

　深山が何も考えずにニコニコしながら頷うなずく。むしろ私は彼女の無知さの方が羨ましくてならないが。

「でも大きすぎて無理なんじゃない？　実際のとこ」

　それは無知ゆえの追い討うちだったかもしれない。

　凜のメガネがさらに光った。やり場のなかった彼女の底知れぬ殺意がもはや私に向けられていることは明白で、それが理由を考えるに逆ギレなのは間違いないのだが、しかしだからと言ってその逆ギレを甘んじて受け入れ、散らせるにはまだ惜おしいこの命である。

「灘くんならきっとやってくれます！」

　とっさに不本意な発言をしてしまった。これでは本気で私があの男のパートナーになったようではないか。

　そして、当然それが凜を挑ちよう発はつすることになるというのは、声に出した後で気付いた悲しい結末である。

　凜が首を左に二十度ほど傾かしげた。レンズの光は片側だけになり、そこからいつになく鋭するどくなった瞳が私を睨み付けている。彼女の本好きは演技でも何でもなかった。というか、たぶん病気の一種だ。

　私はすかさずカウンターから飛び出すと、「ちょっと様子を見てきます」と叫さけんで廊ろう下かへ飛び出した。そして、結果的に進んで灘とロボットに関かかわりに行こうとしている自分が、とにかく情けないばかりだった。




　問題のロボットは、敷しき地ちの北側に位置する体育館と駐車場を潰つぶす形で居座っていた。陽ひ射ざしが強いせいで、機体表面の金属に反射した陽光が周囲に散らばり、影かげの中にもぼんやりとした明かりを生み出している。周囲にはロープが張り巡めぐらされて人が入らないようになっており、どこの誰だれだか知らないが、黒いスーツの国こく籍せき不ふ詳しようの男達が見張りとして点在していた。

　もちろん普ふ通つうのスーツなら、まだ警察か学校関係者として納なつ得とくできるのだが、ご丁寧に胸ポケットに金の糸で「Ｑ」と刺し繡しゆうされている。それがまた陽光を反射して必要以上に輝かがやいているものだから、意味もなく不安になることこの上ない。いったい何者なのだろう。そこいら辺のサラリーマンとも思えないが。

　さて灘はどこかとキョロキョロしていると、遠くの方から「高浪さん」と聞き覚えのある呼び声が聞こえてきた。見れば季節外れの雪のように真っ白な少女が一人、パタパタと走ってくるところだった。

「あ、根ね室むろさん」

　クラスメイトの一人だった。

　根室アヤカは銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして私の前で立ち止まり、軽く息をついてから「遅おそいですよ」と私に言った。

「灘くんも田崎くんも、もう中です」

「中って、校舎？」

　するともう済んだ後だったのか。ロボットの方は片付いてない様子だが。

「さあ、急いでください」

　アヤカはそう言うと、周囲の空気をキンと震ふるわせて私の体を浮うかび上がらせた。俗ぞくに言う超ちよう能のう力りよくである。そして、ともすれば捲まくれ上がりそうになるスカートを手で押さえてキャアと叫ぶ間もなく、私はいい具合に宙を舞まって、ドーム状の機体の天てつ辺ぺんにあるハッチの開いた所にスポンと入っていった。構造上、田崎のラドーンのように頭から入る形にはなっていないらしい。

　円えん筒とう状の通路を梯はし子ごも使わぬまま軽く落下して尻しり餅もちをつくと、目の前に扉とびらがあった。そしてこちらが手を触ふれる間もなく、それは勝手に開き、内部のコックピットの様子を露あらわにする。直径二メートルほどの狭せまい空間で、レバーやらスイッチやら正面の巨きよ大だいスクリーンモニターやらといったそれらしい設備とは裏腹に、先日も見た蔦つた状の壁へき面めんが不気味な様相を見せている。

　で、その中に灘と田崎が詰つまっていた。ああ、中だ、と私は察した。

「何をしに来たんだ、君は」

　シートに手をかけて操縦席の方を覗のぞき込んでいた灘は、振ふり向いて私の姿を確かく認にんするや、呆あきれたようにぼやいた。一方田崎はシートに座り、いろいろと操縦用の装置を弄いじくっている。何だかこのままだと、また例のパターンになるような気がしてならないが、まあ、二人よりは三人の方が賑にぎやかでよさそうである。あとは定員的に狭すぎるのを我が慢まんするだけだ。

　と、そんな下らないことを考えながら、私は灘に向かって「いや根室さんがちょっと」と言い訳をしてみた。

「根室さんに手伝ってもらったのは知っているよ。他ほかにここに辿たどり着く方法なんてないんだからね。だからそうじゃなくて、ここへ来た目的を訊きいているんだ」

　それを正直に言うと、田崎に凜の正体を教えることになりはしまいか。確かにおかしな面子メンツばかりが揃そろったクラスだが、一応犯罪絡がらみの人間の詳しよう細さいまでは、灘の方も気を遣つかって迂闊な公言はしないようにしている。だから今余計な人間がいる前ですべてを明かすわけにはいかない。

　私は「察してください」と目だけで訴うつたえかけた。もちろん無言のメッセージなんて届くはずもないから、一睨にらみされただけで終わったが。

　わざわざ気遣ってやっているのに、あまりに哀かなしすぎる。

「まあいいさ。君も一応関係者の一人なのだし、そこでおとなしくしている分にはね。で、田崎くん。どうだい？　動かせるかい？」

「いや、さっぱり」

　そこいら辺のスイッチを片っ端ぱしから押していた田崎は、そう言って正面のモニターをベシンと引っぱたいた。自分の機体はあれだけ旋せん回かいさせておいて、こちらは無理だと言うのか。まあ、確かにここはごく普通の操縦席で、ラドーンのようにぺたぺた触れる半球体は見当たらないが。

「やっぱりコンピューター操縦に変へん更こうしちまってるな。この操そう縦じゆう桿かんは複雑すぎて俺には扱あつかえない」

　複雑も何も、世間的にはこちらの方が飛行機感覚で動かせそうである。

「それに思うんだけどな、たぶんどんな操縦法にしたって、誰もこいつはまともには動かせないぜ。高浪、お前なら知ってるだろ？　あのエキドナですら暴走してたんだからな」

「いや、私はそのエキドナさんのことをよく知らないので……」

　あの、と言われても困るのである。ただ焰邑みたいに口くち汚ぎたなくて、田崎みたいな髪かみ型がたの少女、という認識しかない。

「あいつは小さい頃ころから結社のエリートパイロットとして、操縦と戦せん闘とうの訓練だけを受けて育てられてきたんだ。サイバードレイクと直接心を通わすことはできねーが、このタイプの操縦桿ならどんな機体だって操あやつっちまう。形はどうあれ、乗り手としての腕うでは確かなんだ」

「はあ」

　言われてみれば、九本も頭があるような馬ば鹿かげたメカを、あの時はしっかりと操っていた。とは言えべつに不具合があったようには見えない。せいぜい精神的に不安定だっただけだ。

　だが私がそう言うと、田崎は「問題はそこだ」と言って顔を曇くもらせた。

「サイバードレイクについては知っているな？　竜りゆうと機械を融ゆう合ごうさせた、古代のまったく未知の兵器だ」

「要するにロボットだよ」

　横から灘がいらぬ口出しをしてくる。田崎はそれを聞くといつものように濃こい眉まゆをビンと震わせ、「違ちがう！」と騒さわいだ。もうお互たがいにどうでもいい拘こだわりとかはいいから、早く話を進めてほしい。

「ロボットが生きてると思うか？」

「その件については何度も君とやり合っているから、今さら答える必要もないよ」

　ああ言えばこう言う男である。彼は日々の事件をまとめる際に、その内容を極きわめて簡略化させるため「記号」を用いる。だからサイバードレイクは「ロボット」だし、焰邑は「巫女みこ」である。要は余計な細部を取っ払ぱらってしまうわけだ。

　ちなみに私などはついこの間まで「転校生」で通っていた。それも最近はどうやら「受難マキゾエ」に改まったようだが、べつに嬉うれしくも何ともない。

　もちろんそうやって自分を簡略化されることに反感を覚えるクラスメイトは少なくない。ここにいる田崎がいい例だろう。

「いいか？　サイバードレイクってのはな、元々パイロットと心を通わせることで動くものなんだ。心が通じる最適なパイロット──それ以外に余計なものはいらない。俺はラドーンを動かすのに、レバー一本、スイッチ一つ弄いじったことはない。それはあいつが俺の心に応こたえて、思うままに動いてくれるからだ。だけどこのやり方は誰だれにもできるってもんじゃない。だから結社のやつらはサイバードレイクにコンピューターの制せい御ぎよシステムとやらを導入して、自分達にも扱えるように改造しちまってるわけだ」

　要するにさっき私が思った飛行機感覚のことだろう。これなら本来の適性に関係なく機体を動かせるというわけである。一方で、田崎のように適性だけで成り立っているような天才だか天然だか分からない乗り手には、このような改造は邪じや魔までしかない、ということか。

「だけどな、このクズリュウは──」

　そう言えばそんな名前が付いていたっけ、と私は田崎の声を聞き、昨日の記き憶おくを確かめながら続きを待った。

「パイロットの心を喰くっちまうのさ」

　彼はそう重々しげに呟つぶやいた。

「だから乗ったやつは我を忘れちまう。自分の心の奥底を最大限に引き出されて、元の目的も忘れたまま暴走する。どんなにコンピューターを挟はさんだって無む駄だだ。エキドナが宿敵の俺を殺すためだけにここに現れたようにな」

「ほら見たまえ。やはり原因の一いつ端たんは君じゃないか」

　再び灘が口を挟んできた。どうしてこの男は話の流れというものを読もうと努力しないのか。そしてそんな相手に田崎ももはや言い返す気力が失うせたようで、無言で監かん視し委員の顔を見やり、そうかもな、と開き直った。少しだけ学習したようである。

「とにかく、だ。こいつは俺には動かせないし、動かせる腕を持ったやつがいたとしても、暴走しちまえば結果は同じだ。そう簡単にはどかせられないぜ」

「ああ、これって、二人ともどかせるためにここにいたんですか」

　私はようやく状じよう況きようが理解できた。何ゆえこんな狭せまい所に二人して、と思っていたのだが、そう考えれば納なつ得とくが行く。運転手不在の車が邪魔なら、乗って移動させるのが最も手っ取り早いではないか。

　しかしそれは乗った人間が運転できる場合のことだ。無理なら無理で、レッカー車で引っ張っていくしかないが、こんな山のような代しろ物ものを運ぶ手段など、なかなか世間にはないわけで。

「しかしそうなると、撤てつ去きよは難しいな」

　灘は眉を顰ひそめてふむと唸うなった。ついでに私の方も、それが自分の命に関かかわるということを思い出し、ちょっぴり心臓に負担を掛かけてみる。

「明日の放課後までに何とかなりませんか？　ほら、根室さんの超ちよう能のう力りよくとかでフワッと」

「根室さんにできるなら、昨日これをおとなしくさせる段階で彼女に頼たのんでいたさ。しかしさすがに限界はあるらしい。重すぎて駄だ目めとのことだったから、昨日は特例で焰邑さんに頼んだというわけだ。それより、だいたいどうして君が必死になっているのさ」

　脂あぶら汗あせが出ているよ、と彼は私のおでこを睨にらみながら指し摘てきした。そりゃこちらだって人生が懸かかっているのだから、脂でも血ち糊のりでも噴ふいてみせる。

「なあ、やっぱりあいつらに頼むしかないのか？　あのＱとかいう……」

「何ですか、そのキューって」

　おそらく下にいた連中のことに違いないが、その正体までは知らされてない。私が訊たずねると、田崎は手近な壁かべをガツンと足あし蹴げにし、「こいつが欲しいんだとさ」とぶっきらぼうに答えた。

「古代技術の分ぶん析せきと研究とか大層なこと言ってたけどな、あいつら、どう見たってクズリュウの力が欲しいだけだぜ」

「いや、あそこは未知のものなら何でも保管したがるのさ。梅雨つゆ時に根室さんが火口に落とした怪かい獣じゆうの細さい胞ぼうとかも置いてあるはずだよ」

　そういえばそんな逸いつ話わもあったっけなぁ、と私は改めて乙組の異様性を再さい認にん識しきした。私と灘を除いた三十人、いずれもが何らかの一芸を持った曲くせ者もの揃ぞろいで、しかもそれが一いつ致ち団結することなく、好き勝手に自分の活動に専念している。確かにまとめ役の灘としてはうんざりしたくもなるだろう。

　ちなみに私を除いたのには深い理由などない。ただ、自分が至って普ふ通つうの女子高生だと思ったからだ。当人が言うのだから間ま違ちがいはない。

「Ｑというのは某ぼう大型団体に所属するチームの一つでね。たまたま伝つ手てがあったから、時々協力を仰あおいでいるんだよ。例えばヘリをチャーターしたり」

　あのヘリか。というか、どうたまたま伝手があったのだ、それは。

「だから田崎くん、君が一言オーケーと言えば、僕はこれを彼かれ等らに任せるつもりだ。あそこならすぐに空輸で持っていけるだろうし、そうすればいつまでもこんな邪魔なものを校内に置いておくこともないからね。それとも他ほかにいい手があるかい？」

「俺としては、このままブッ壊こわしちまいたいところだけどな」

「そういう穏おだやかでない選せん択たく肢しはこの際遠えん慮りよしたまえよ」

　世界平和のために提案された意見を灘は無遠慮に突つき返し、「決まりだね」と勝手に決定を下した。どうやら本気であの金文字集団に委ゆだねるつもりらしい。もっともそれでどうなろうと私には関係ない話だから、特に口出しするつもりはないが。

「おい、いいのか？　こんなもん、素人しろうとが迂う闊かつに触さわったらそれこそ世界の終わりだぜ？」

　もはや誰も信用できないと言わんばかりに、田崎が最後の反論を試みた。

「それはこのロボットを動かした時の話だろう？　その辺の注意点については僕の方からよく言っておくから、君は心配しなくていい。だいたい焰邑さんの力で簡単に無力化できたんだから、早々世界の終わりが来るはずもないよ」

　何だか後出しジャンケンで勝って威い張ばっているような言い草である。そもそも機械同士の勝負を想定して造られたものが、コックピット内に鬼おにを召しよう喚かんするというオカルトじみた攻こう撃げきに勝てるわけがないのだ。ある意味反則とも言える手段だが、この灘という男は何のためらいもなくこれを命じる。もちろん焰邑ばかりではない。だいたい普段は根室アヤカがその超能力を駆く使しして敵ロボットの相手を務めているのだし、逆に田崎とて人間サイズの敵が現れた時は無関係でも担かつぎ出され、灘の指示どおりにラドーンの圧あつ倒とう的武力に任せて相手を取り押さえている。

　例えば私が転校してきた日がそうだった。あの時は確か、間宮勇輝を相手に戦っていた怪かい人じんが、突とつ然ぜん乱入してきたラドーンを見てあっさり敗北宣言をしたのだ。

　と、そんな楽しくもない記き憶おくを探さぐったところで、私は間宮というキーワードから、何となく忘れかけていたことを思い出してしまった。そう、ミシェルの一件である。

　もっとも今はもう放課後だし、あの勇者が校内に残っているという保証はない。明日に延ばしたところで文句はないだろう。

　私は極きわめて楽観的に考えると、それを灘に報告するでもなく、三人でコックピットを後にした。そして下で私達を待っていたアヤカを見て、これからもう一度あの空中浮ふ遊ゆうを体験するのだと気付き、少しだけ脳のう味み噌そを痛くした。

　下界のサイキッカーも心得ているのだろう。私達の体はすぐに浮うかんだ。

　宙を舞まっている最さ中なか、ふと北校舎の屋上に二つの人ひと影かげが見えた。一方はミシェルこと鈴木真理。そしてもう一方は見知らぬ男子だった。二人は何とはなしにこちらを眺ながめているようだったが、不意に私の視線を感じたのか、微かすかに身を強こわ張ばらせて後あと退ずさりした。

　それが何を意味するのか、その時はまだ知る由よしもなかった。ただ私は闇やみ雲くもに三半規管に翻ほん弄ろうされながら、コンクリートの地面へと降りていくばかりだった。







　２　九月十七日朝　私、勇者の本音を聞く。
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勇者が必要なら、間宮くんに押しつけようとしたが、なにやら彼には、事情があるようで……。









　そもそも私はミシェルこと鈴木真里の話をそれほど真しん剣けんに考えていなかった。彼女が超ちよう古代の巫かむなぎの生まれ変わりで、大だい邪じや神しんの復活を恐おそれて私に訴うつたえかけてきた──というこの状じよう況きよう。いくらこちらが非常識な日々を送っているとはいえ、普通に考えれば、他クラスの生徒が乙組をからかいに来たと見るのが妥だ当とうだし、仮に十六歩ほど譲ゆずって本気だったとしても、まあ向こうも若いのだからそういうドリームだってあるだろう、ぐらいのものだ。

　だからかえってどうでもよかったのである。どのみち全体的に話がでかすぎて、どうせ自分の出る幕ではないと思っていたのが正直なところだし。したがって翌朝、私はとっとと目的の人物にその問題を押し付けてしまおうと、いつもよりも早めに通学路を突つっ走っていった。その時口に咥くわえていたはずの食パンはいつの間にか消しよう滅めつしていたが、どこで落としたのかは定かではない。

　ところが人がたまに頑がん張ばった時ぐらい天は味方をしてくれないもので、常に木刀を持ち歩いている勇者の姿はどこにもなかった。来るのが早すぎたらしい。

「おはようランちゃん」

　教室に飛び込んできた私を見つけた百もも川かわ優ゆうが、今日も元気に目の下の隈くまを色付かせて声をかけてきた。新聞部お抱かかえのこのゴシップ記者は、何かと事情通なことで知られている。私がここへ転校してきた時に乙組の面々のことを詳くわしく教えてくれたのは彼女だったし、そもそも間宮が勇者の生まれ変わりというのもこの娘むすめに教えられたのだ。

「今日は早いね。何かあるの？」

　人が少しでもいつもと違ちがう行動をとれば、こうしてすぐにでも喰くらい付いてくる。その辺、記者根こん性じようは充じゆう分ぶんである。

「うん、ちょっとね。ねえ、間宮くん見なかった？」

「間宮くん？　まだ来てないよ？　イオンさんなら飼育委員の仕事があるから、今いま頃ごろ鳥小屋でインコと戯たわむれているはずだけど」

「ああ、イオンさん。その手があったね」

　イオン＝セラモード６世。間宮勇輝と同どう棲せい中の、例の異世界から来たクラスメイトである。

　爛ただれた関係だ、などと騒さわいではいけない。彼女の故郷は霊れい魔ま軍ぐんとやらの圧倒的侵しん略りやくにピーピーしており、その地に伝わる預言によれば、それを救う唯ゆい一いつの希望の星こそが勇者・間宮勇輝なのだそうだ。預言なんてどこの世界でも似たようなものである。で、聞くところによれば二人は深い絆きずなで結ばれているとかで、だから──だから同棲は同棲じゃないか、という気がしなくもない。

「ていうか間宮くんに用があるなら、私の方から伝えておくよ？」

　優が彼女なりの笑え顔がおとして頰ほおを引き攣つらせながら、暗に情報公開を求めてきた。一応この記者は友人には違いないが、こうして何かの事件に関かん与よしてくると、途と端たんに状況を混乱させる名人でもある。私はやんわりとお気き遣づかいに感謝すると、イオンに言こと伝づてを頼たのむべく、教室に鞄かばんを残して飼育小屋を訪ねることにした。

　一年乙組は図書室とは反対の西校舎にある。そこからＬ字形の連れん絡らく通路を通って南校舎へと移動し、そのまま一階へ下りて外へ出るのが、飼育小屋への近道である。

　ちなみに巨きよ大だいロボット・クズリュウが潰つぶした裏口が北側。さっき来た時、相変わらず東校舎に蛇へびの頭がめり込んでいるのが見えたから、いまだ撤てつ去きよは完かん了りようしてないらしい。「Ｑ」などと怪あやしさ満点の名前の割には、使えない連中である。

　あとで灘に状況を訊きいた方がいいかもしれない。私はそう考えながら、階段を下りて表に出た。

　飼育小屋の方へ行くと、イオンの姿はすぐに見つかった。金きん髪ぱつに碧へき眼がんと、ちょっとした欧おう米べい人じんと言い張っても通じそうな外見に、なぜかいつも悲しみを湛たたえた顔をした彼女は、異界の姫ひめの証あかしなのか高そうな首くび飾かざりなど光らせ、小屋の中で餌えさ袋ぶくろ片手に、インコを指に乗せて何やら物もの憂うげに語りかけていた。

　美人だから様になってはいるが、冷静に考えたらツッコミ所満まん載さいとしか思えない図である。

「おはよう、イオンさん」

　私が外から声をかけるのと、指のインコが飛び立つのとほぼ同時だった。イオンは寂さびしそうに頭上の樹の枝へ戻もどった小鳥を見送ると、それからその麗うるわしい顔を私の方に向け、「おはようございます」と優ゆう雅がな物もの腰ごしで頭を下げた。

「高浪さんもクリオネとお話しですか？」

　そんなややこしい名前のインコに用はない。

　私が首を横に振ふると、彼女は悲しそうな表情をさらに悲しませ、餌なら小屋の横にいっぱいありますのに、と呟つぶやいた。どうもこちらの目的を勘かん違ちがいしている節がある。

「イオンさん、今日は間宮くんは一いつ緒しよじゃないんですか？」

　私が間宮の名を口にすると、彼女は急に頰を軽く赤らめて俯うつむいた。

「間宮様は……あの方は、お寝ね坊ぼうさんですから」

　心なしか口元が少しほころんだような気がした。お気楽なものだ。

「昨日もちょっとあちらに戻って、霊魔軍を一個中隊ほど倒たおしていただいたのです。その疲つかれもあって、わたくしが家を出る時にはまだぐっすりでしたけど……。間宮様に何かご用ですか？」

「うん、それなんだけど、ちょっとお願いがね」

　まさかいきなり「大だい邪じや神しんを倒してください」と言うのも気が引けるなあ、と我ながら思った。してみると、あの真里という子は、おとなしそうな割に大分図太いに違いない。

「ねえイオンさん、間宮くんって、勇者の生まれ変わりなんですよね？」

　とりあえずこの辺りから攻せめてみることにした。

　イオンはそれを聞くと、赤らめた頰をさらに赤らめ、はいそうなのです、と力強く頷うなずいてみせた。

「かつて地にのさばっていた霊魔軍を倒し、我が祖国ミヴェラノーダに人類の繁はん栄えいを導いた伝説の勇者──その生まれ変わりがあの方なのだと、わたくしは信じています」

「いや、信じてるって……もうちょっと具体的な証しよう拠ことかはないんですか？」

「はい。とりあえず伝説の聖剣は使いこなしてますけど。ほら、いつも木刀に偽ぎ装そうして持ち歩いているあれです」

　あの木刀、そんなにエライ代しろ物ものだったのか。

「あの剣を使いこなせるのは真の勇者である証。我が国の預言によれば、『世界が再び霊魔の脅きよう威いに喘あえぐ時、伝説の勇者、この地に再臨してこれを救うであろう』とあります。ですから間宮様は──」

　頰の紅潮具合が三段階目に突とつ入にゆうした。もはやリンゴ病に見えなくもない。

「──間違いなく伝説の勇者の生まれ変わりなのです」

　それはかなり自信に満ち溢あふれた言葉だった。

　そこまで言うなら間違いはないだろう。私は、ならばと姿勢を正し、「実はちょっと倒してもらいたいのがいるんです」と本題に入った。

「まあ、いったいどなたですか？」

「ええと、大邪神なんですけど」

「はい。お任せください」

　イオンは儚はかなげな瞳ひとみを細め、アッサリと安やす請うけ合いしてくれた。本当にこれでいいのか、と私の方が不安になるばかりだったが、まあ、引き受けてくれるのならそれに越こしたことはない。私はさっそく昨日ミシェル達から聞いたことを、そのままイオンに話して聞かせた。

「あらまあ、大変なのですね」

　彼女もまたこのぶっ飛んだ話を信じてしまう病気にかかっているようだった。

「何となく解わかるような気がします。そのミシェルさんという方、どことなくわたくしに似てるのですね」

「似てる……かな」

　イオン＝セラモードとミシェル＝エルフィーノ。確かに名前の響ひびきだけは似ているが。

「わたくしも預言に振り回されて生きていますから、その方のお気持ちはよく解ります。この世の破は滅めつという恐きよう怖ふに怯おびえながら、預言の中にあるただ一つの希望を信じてすがっていく──。嗚呼ああ、とても悲しい定めです」

　イオンはそう言うと己おのれに浸ひたるかのように涙なみだ目めになり、鳥小屋の天てん井じようを仰あおいですっと手を差し伸のべた。同時にクリオネがチィと鳴いて、心得たかの如ごとくその指先に飛んでくる。大変仲のよろしい飼育委員と小動物である。

　一つ異議を申し立てておくなら、大邪神が現代に復活するのとは違って、イオンの故郷が滅めつ亡ぼうしたところで私達の住むこの世界はびくともしない、ということぐらいか。

「でも、だからこそわたくしは間宮様のこと、何があっても信じています」

　ですからお任せください──。姫君はそう言って涙を拭ぬぐうと、私に向かってにっこりと微笑ほほえんだ。

　それからイオンと別れた私は、外に出たついでに少し足を延ばして、例の巨きよ大だいロボットの様子を見にいくことにした。まあ、足を延ばすといっても一つ高校の敷しき地ち内だから、そんなに距きよ離りがあるわけではない。撤てつ去きよ作業の進み具合など確かく認にんして、予よ鈴れいが鳴る前に教室に戻ってしまえば、手間は取らないはずだった。

「あれ、藍子ちゃん」

　元体育館に着いた私を目め敏ざとく見つけたのは、司書の深山だった。その隣となりにいるのは「Ｑ」と思おぼしき男の一人である。服装は他ほかの面子メンツ同様、黒のスーツに金の刺し繡しゆう文字。アンニュイなどと言えば聞こえはいいが、どことなく人生に疲れたかのような倦けん怠たい感かん漂ただよう顔の上にオールバックの髪かみを乗せ、年の頃ころなら三十代前半といった具合か。

「やっぱり心配で来ちゃったのね？　私も気になって来てみたんだけど、まだ運べないんだって、これ」

　怪あやしげな男が見ているにも拘かかわらず、深山はいつもの調子で手など振ふり回しつつ、私に困った事態を告げた。

「運べないってどういうことですか？　だって灘くんが、確かすぐにでも空輸できるって……」

　だから「Ｑ」に任せようと決めたのではなかったのか。これでは話が違ちがう。

「それがね、何でも輸送用のケーブルが切られちゃったとかでね」

「切られたって、いったい誰だれに」

「さあ。ねえミスター佐さ原はら、どうだったんでしたっけ？」

　深山はそう言うと、おもむろに隣の男に話しかけた。どうやらこの男、佐原という名前らしい。怪しげな組織の割には至って普ふ通つうである。呼ばれ方は変だが。

　彼は「ああ」と頷き、手の平を目の上に宛あてがって陽光を遮さえぎりながら、眼前の機械龍りゆうを眩まぶしそうに見上げた。声にまで疲ひ労ろう感かんが籠こもっている。

「誰がやったかは不明です。まあ、よほどこいつを運ばれたくなかったのでしょうね。何しろ人工知性体の有機能動テスト並みに凄すごい手間をかけて、あの特とく殊しゆケーブルを十本も切っていったわけですから──」

　喩たとえからして謎なぞだ。いったいどれぐらい凄い手間だったのだろう。

「ともかく先ほど代わりのケーブルを要よう請せいしましたが、届くのは夕方になります」

「あー、それもっと早くなりませんか？」

「無茶を言ってもらっては困ります。海外から運んでくるのですから、これがうちでなければ、もっと時間がかかってますよ」

　すると、どう足あ搔がいても間に合うことはなさそうである。凜に何をされるのか、想像するだけでお腹なかが痛くなってくる。

「というわけで、ミズ深山」

　佐原はそう言って襟えり元もとを正し、それでも脱だつ力りよく気味の姿勢は崩くずさぬまま、司書を上うわ目め遣づかいに見た。

「あなたのお話は分かりました。しかし今お話ししたとおり、今日の放課後までにというのは少し無理があります。もちろんケーブル以外の手段を用いる手もありますが、民間の施し設せつで実行するには少々乱暴な……いやいや、これはあまり触ふれないでおきましょう」

　もうちょっと触れてほしい気がしたのは私だけか。

「まあ、そういうことでご了りよう承しよう願いますよ。それではこれで。私も仕事がありますので。もっとも、コレの見張りに過ぎませんけどね」

　彼はそう言って力なく微笑んだ。つくづく覇は気きの抜ぬけた顔だった。

　深山はぷぅと頰ほおを膨ふくらませ、校舎の方に引き返していった。私も後を追おうとしたが、不意に「ミズ高浪」と嫌いやな感じで苗みよう字じを呼ばれ、何事かと振り返る。呼び止めたのは案の定佐原だった。

　どうして私のことを知っているのだろう。何か、私はこんな怪しげかつ大規模な組織にまでマークされているのか。

「いや失礼。ミスター灘の名が出たのでもしやと思いましてね。いつもうちの妹がお世話になっているそうで」

「はあ。妹さんですか」

　はてうちのクラスに佐原なんていう苗字の人間はいたっけか、と首を捻ひねってみる。しかし向こうもこちらの疑問は心得ていると見えて、小声で「根室アヤカですよ」と付け加えてきた。

「あくまで登録上での血けつ縁えん関係に過ぎませんがね」

　そういえばあの超ちよう能のう力りよく娘むすめは、国連内の某ぼう組織が所持するとかいう純じゆん粋すい培ばい養よう品ひんだったはずだ。ということは、Ｑがそれか。でもって佐原は育ての親か何かか。

　そして、素す直なおに「父親」としていないのは、仕様か。

「まあ、アヤカのバックボーンが最高機密事じ項こうであることはあなたもご存じでしょうから、これ以上深くは語らないでおきましょう。とにかくこれからもあの子をよろしく頼たのみますよ」

　佐原は軽く頭を下げてみせた。凜のことといい、どうして私はこう、知ってはいけないことをあれこれ知っているのだろう。

　私は苦く笑しようとも嘆なげきともつかぬ曖あい昧まいな顔で頷うなずき返し、ようやくその場を後にした。そして校舎に入るや予よ鈴れいが鳴ったのを聞きつけ、慌あわてて階段を駆かけ上がり、ぜーぜー喘あえぎながら教室に飛び込もうとした次し第だいである。

　もちろん無む駄だな努力だった。廊ろう下かを走ってあと一歩というところで、私は例によって誰かとぶつかりそうになり、がっつり体を受け止められてその場に踏ふみ止とどまった。

　いつもながら進歩がない。いったい今度は誰に迷めい惑わくをかけたのだろう、と相手の顔を見て、私は思わず叫さけび出しそうになった。

「おや、これはこれは転校生。いや、今は『受難』と言ったか。まあどちらでもいいが、とにかくおはよう」

　目を細め、どこか狐きつねを思わせるような顔で彼は私の両りよう肩かたを摑つかんだまま、まどろっこしい朝の挨あい拶さつを済ませた。相変わらず優やさしげな笑みを浮うかべている。この男の場合、人前では常にこんな顔をしているが、私はやはりその笑みが作られたものでしかない、という事実を知っている。

　工藤スグルだった。

「どうしたのかな？　朝人に会ったらおはようと挨拶するのが礼れい儀ぎだがね」

「ああ、いや、その、おはようございます」

　何だかしどろもどろの挨拶をしながら、私はそっと身をよじり、彼の両手を離はなして後あと退ずさった。

　一年乙組というクラス、まあ、かなりの特殊人間が集まっていることは先にも述べたとおりだが、灘はどうでもいいとして、問題がこの工藤である。ロボットに乗ったり鬼おにを出したりと、とりわけ怪あやしげな能力に満ちた生徒の中では、所しよ詮せん普ふ通つうの人間で、だからクラスでは酷ひどく目立つことはない。ただ、その機転の利きき方と妙みようなカリスマ性から、何となく親しみやすい人として持て囃はやされているだけである。

　あくまで表向きは、だ。

「ねえ工藤くん、ちょっといいですか？」

　私は声を落とし、他ほかの誰だれにも聞こえないよう細心の注意を払はらいながら、そっと彼に訊たずねた。

「あの……外のロボットを運ぶケーブルを切ったのって、やっぱり工藤くんですか？」

「証しよう拠こもなしの詮せん索さくをしていては、いい監かん視し委員にはなれないさ」

　だが工藤はその細めた瞳ひとみを開くこともなく、適当にはぐらかしただけだった。

　どちらとも取れる発言である。この男ならばもしや、と思ったのだが。

「いや、私はそういうのになるつもりはないですから」

「そうかい？　決して悪い筋ではないと思うがね」

　にんまりと蠱こ惑わく的に微笑ほほえみ、彼は私のもとを離れて教室に入っていった。まったく、思わぬところで鉢はち合あわせをしたものである。彼と何かを話すには、どうもまだ心構えが必要だ。

　常に柔にゆう和わな笑みを貼はり付け一見無害さを装よそおった中に、恐おそるべき鋭えい利りな刃は物ものを隠かくし持っているというこの事実を、私と灘以外の誰もが知らない。常に謀ぼう略りやくを巡めぐらせ、あらゆる罠わなを仕し掛かけてはクラスを混乱に陥おとしいれようとする張本人。

　工藤の記号は「黒幕」なのだ。

　その黒幕ぶりがどれほどのものなのかは、私もここへ転校してきて早々、嫌というほど見せ付けられている。だからこそ、無駄に緊きん張ちようしたりもするわけで。

　ちょっとした恋こいする乙おと女めのように心臓を暴れさせながら、私は少し遅おくれてそっと教室に入った。工藤はさっさと自分の席に着き、周囲の生徒と談笑しているようだった。

　この時間になると、さすがに乙組の面々もほとんどが顔を揃そろえている。間宮もようやく到とう着ちやくしたようで、だらしなく裾すそを垂らしたシャツの背に、ご丁てい寧ねいに伝説の木刀を背負ったまま、飼育小屋から戻もどってきたイオンと楽しげに語らっていた。

　一見真ま面じ目めそうな顔をした少年だが、敵に出くわすたびに見せる不敵な笑みが素敵とやらで、女子からの人気も上々のようである。しかしこうして見ている分には、彼はイオン以外眼中にないようなので、そういう意味では平和と言えば平和なことだった。

　こちらが急いだにも拘かかわらず、担任の西岡はまだ来ていなかった。もっとも、これはいつものことである。おかげで真面目に席に着いている生徒もほとんどおらず、そこいら辺を騒さわがしくうろついたり、適当に固まって喋しやべっていたりと、この辺は普通の高校生と同じように思えた。

　もちろん普通の高校生の集団の中に、身長十五センチの少女や喋る猫ねこが交じっていたりはしないだろうが。

　そんな中、おとなしく自分の机に向かっている数少ない真面目な面々の中から飛んでくる、凜の苛いら立だちの視線と灘の無意味な嘲さげすみの視線が痛々しくて、私はしょんぼりしながら生徒達の間を縫ぬって自分の机へと向かった。窓まど際ぎわの一番後ろという、徹てつ底てい的に隅すみに寄った席である。この時間はそうでもないが、正午を過ぎて西にし陽びが差し込むようになると、机の上が熱せられて、かなり過か酷こくな状態になってくる。これが車のボンネットなら目玉焼きができているところだ。

　もっとも、こんな環かん境きようで平然としている吸きゆう血けつ鬼きの女子なども同じ窓際の列にいるから、私のような生者がどうこう言ってもいまいち説得力がないかもしれない。しかもあちらは熱を集めやすい黒マントを羽織り、ついでにワニっぽい形をした妙な燭しよく台だいなど机の隅に置いて、その横に突つっ伏ぷしてすやすやと寝ねている。

　名を帷子かたびらミリルという。あだ名は「串くし刺ざし姫ひめ」というらしい。一応お日様に当たっても塵ちりと化すほど不便な体ではないようだが、生活の昼夜は思い切り逆転している。そこをわざわざ学校に通っているのだから、ご苦労なことだとは思う。

　ただ、燭台の火ぐらいは消した方がいいと思った。彼女の長い髪かみに引火でもしたら一大事だ。ついでにそのワニの口の部分にこびり付いている赤い染しみも、できればどうにかしてほしい。

　それにしてもこの少女、時々よく分からない不気味道具を辺りにちりばめていることがある。いつだか更こう衣い室しつのロッカーに謎なぞの注射器をしまっていたこともあったし、今は謎のワニだ。趣しゆ味みだろうか。

「おはようございます。高浪様」

　そこへ私の姿を見つけた人物が、またもやそばに歩み寄ってきた。今日は登校してからずっとこの調子である。ちなみに今度は緒深田だ。忙せわしないことこの上ない。

「どうなさったのですか？　不思議そうなお顔をして……ああ、あのワニですか。あれは『セベクの炎ほのお』という骨こつ董とう品ひんだそうですよ。あの火を絶やさないでおくと、望むものが何でも集まってくるそうです。でも長時間使いすぎると、火を消した時にあの牙きばでガブリと嚙かみ付かれるとかで──」

　そんなことは誰も訊きいてない。

「……ああ、それよりもお訊たずねしたいことがあったのです。間宮様にはもうお話しになられましたか？」

　ようやく本来の用件を思い出したらしい。緒深田はおかっぱ頭を揺ゆらしながら、いつもの接客スマイルで首しゆ尾びを訊ねてきた。

「うん、代わりにイオンさんにね。っていうか、本人に訊けばいいじゃない」

　最低限の役目を終えた身としては、その件とはもう無む縁えんにしてほしいのである。後々のフォローまでしていられるほど、私の現状は気楽なものではないのだ。

　緒深田はそれを聞くと慌あわててぺこりと頭を下げ、申し訳ございませんと叫さけんだ。べつに怒おこっているわけではないのだが。この子はそういうことに少し過か敏びんなのかもしれない。

「それではさっそく間宮様にご確かく認にんさせていただきますね」

　そして、思い立ったら即そく行動というその姿勢は、もうマメとしか言い様がなかった。

　そんなメイドと入れ違ちがいに、遠くの席に座っていた灘が立ち上がる。もしやあの男まで私に何か用なのかと身構えたが、どうやらそれは考えすぎだったようで、彼はよそ見もせずに廊ろう下かへ出ると、そのままどこかへ去っていった。おそらくなかなか来ない担任を呼びに行ったか、あるいは病欠の確認を取りに行ったかしたのだろう。べつに珍めずらしいことではない。

　というか、もういっそのこと担任を替かえた方がいいんじゃないか。私がそんな心配をしていると、緒深田がとぼとぼと戻ってきた。

「あの、間宮様にお伺うかがいしたのですが……」

　何もご存じでないそうです、と彼女は目を瞬しばたたかせながら不安そうに訴うつたえかけてきた。

　そう言われても困る。私がイオンに事の次し第だいを伝えてから、まだ一時間も経たってないのだ。あんな馬ば鹿かみたいな内容だけに、向こうもすぐには打ち明けかねて、タイミングを見計らっている最中かもしれない。

「高浪様、申し訳ございませんが、今すぐもう一度お話し願えませんでしょうか」

　しかし緒深田の方は積極的だった。まあ、人に仕えるという立場上──もちろん当人が勝手に仕えているだけだが──何事も迅じん速そくに行動しなければ気が済まない性質たちなのかもしれないが、その反面、どう考えても無む駄だなことまですかさず実行しようとするから困る。

「うーん、べつにいいけど、今緒深田さんが話してきたんじゃないの？」

　私は軽く困こん惑わくの表情を作り、ドジっ娘こメイドにツッコんでみた。案の定、彼女は軽く固まった。

「あらあら。そういえば」

　何ともそそっかしい人である。

　それに間宮は今イオンと一いつ緒しよにいるのだ。そこへ緒深田が例の大だい邪じや神しん退治話を持ち出したとなれば、今度こそイオンの方からもちゃんと話が行くことだろう。心配する必要はまったくない。

　私は満足し、顔を回めぐらせて勇者と姫君の様子を見た。ちょうど勇者の方が立ち上がり、こちらへ小走りで近寄ってくるところだった。

「おい、ちょっといいか？」

　間宮勇輝はどことなく難しい顔で私達にそう言うと、クイと手首を曲げて、親指で廊下を指してみせた。どうやら表に出ろと言っているらしい。私は緒深田と軽く顔を見合わせ、それから時計に目をやって一限目が始まるまでに多少余よ裕ゆうがあるのを確かめると、何だかよく分からないまま彼の後に続いた。

「あーっと、今イオンからも聞いたんだけどさ、いったいどういうことだよ」

　開口一番、彼は正直に戸と惑まどいの視線を私に投げかけてきた。実際無理のないことだとは思うが、こちらが同情する間もなく、横から「そういうことなのでございます」と満面の笑えみで返した緒深田に対し、間宮は難しい顔で唸うなりだした。

「なあ、そのミシェルって子、勇者の生まれ変わりに助けてほしいんだよな？」

「はい。そのとおりでございます」

「ってことは、俺は勇者の生まれ変わりだから指名されたってことだよな？」

「はい。間宮様のお噂うわさをお聞きになって、ぜひにとのことで」

「あ、そうか。うん、そうだな。いや……」

　何だか歯切れの悪い勇者である。何か問題でもあったのだろうか。

　複雑に歪ゆがむその表情を観察していると、彼は視線を逸そらせて一言、「まいったな」と呟つぶやいた。

「まあいいさ。俺が勇者の生まれ変わりだってのは、どうせ校内中に知れ渡わたってることだし、今さらそれを悔くやんだってしょうがないしな。あー、だけど俺もあんまり無責任な安請うけ合いとかしたくないから言っておくけどさ。その……」

　噓うそだよそれ、と彼は衝しよう撃げきの事実を口にした。

　正に思わぬ急展開である。だったらその背に背負っている木刀は何なのだ。いつぞや私に披ひ露ろうした、その剣けんから飛び出す切れ味抜ばつ群ぐんの光の輪っかはただの幻げん覚かくだったとでも言うのか。それに、この男を狙ねらってこっちの世界にまで現れた怪かい物ぶつの軍団とか、灘からはっきり「勇者」呼ばわりされていることとか──いや、それはただ記号で呼んでいるだけだろうが──、いちいち指し摘てきしたい思い出がいくつも出てくる。

　それに、イオンの発言はどうなるというのだ。

「もちろんミヴェラノーダじゃ、俺は勇者の生まれ変わりで通っているよ」

　姫ひめ君ぎみの故郷の名を挙げ、間宮は自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。

「だけどそれは『通っている』だけだ。本当に偶ぐう然ぜんだったんだ。偶然近所にできた時空の裂さけ目に落ちて、気がついたらあっちの世界にいて……。そこで怪物に襲おそわれているイオンを見た。元々俺ってそういうのが許せない性質だったからさ、全力で止めに入ったんだよ。で、殺されかけた」

　とても敵かないそうになかった、と彼は呟いた。相手は身の丈たけ三メートルもあろうかという、岩のような肌はだを持った獣じゆう人じんだった。生身の少年──当時はまだ中学生だったらしい──がいきなり丸腰まるごしで挑いどんで勝てるような相手ではなかったのだ。

「その時だよ。イオンとその召めし使つかいが運んでいた例の剣が反応したんだ。気が付いたら俺はそいつを握にぎって、怪物をぶった切っていた。剣道なんてやったこともないのに、体が勝手に動いてさ。で、おかげでみんな無事だったってわけだ。それでイオンが言ったんだよ。この剣が反応したと言うことは、あなたは預言にある伝説の勇者の生まれ変わりに違いないんだ、って」

「違いないならそれでいいじゃないですか。どうしてそれが噓になるんですか？」

　一中学生が味わうにはステキすぎるエピソードに半ば呆あきれながらも、私はそう訊きいてみた。その状じよう況きようで勇者認にん定ていされたというなら、何の問題もない気がする。

「最初は俺も信じていたさ。いや、どっちかって言うと舞まい上がっていたのかな。まあ、無理もないよな。中学生がいきなり勇者扱あつかいされて、可愛かわいいお姫様にすがられて──。だからあいつに会うまでは、俺は絶対の自信を持っていた」

「あいつって？」

「魔ま法ほう使つかいさ」

　森の奥の塔とうに住むという年老いた一人の魔法使い。過去と未来を見通す宝玉の眼めを持ったその老人は、塔を訪おとずれた間宮にこう伝えたのだという。

　お主の前世は勇者などではない──と。

「だったら何だったって言うんですか？」

「べつに大したもんじゃない。名前もよく分からないただのプランクトンだったかな。考えてみりゃ、世の中これだけ命に満ち溢あふれてるんだ。もし転生なんてのが本当にあるんだとしたら、当然前世が人間の、しかも伝説の勇者だなんて確率は限りなくゼロに近いよな」

　確かに。理り屈くつで考えるなら、それはまったくもって同意せざるを得ない。

「正直戸惑ったよ。ものの弾はずみで剣を振ふるって、しかもそのせいで周りを騙だましていたのかって、自己嫌けん悪おに陥おちいったりもしてさ。しかもいまだにそのことをイオンに話せてない。だからこのことを知っているのは、俺とその魔法使いと、お前ら二人と灘だけだ」

「はあ。それは……何とも」

　申し訳ないです、と私は理由もよく分からぬまま詫わびてみた。もっとも顔には同情を浮うかべてみせているが、内心では「またか」という気持ちの方がはるかにでかい。そのうち洒落しやれ抜ぬきで優以上の事情通になりそうな気がしてならない。

　それに、間宮本人は知らないだろうが、どうせこの事実は工藤の耳にも入っているのだろう。あれはそういう男だ。

「とにかくそういうわけだから、この依い頼らい、ええと……大だい邪じや神しん退治だっけ？　素す直なおに引き受けるってわけにもいかないんだよな。いや、もちろん向こうが全部知った上で、それでも頼たのむっていうなら、べつに断るつもりはないけどさ」

「うーん、そうですか……。高浪様、いかがいたしましょう」

　緒深田が私に訊たずねてくる。そんなことを言われたって、いかがいたしようもない。

「鈴木さんに言っといた方がいいのかもね。間宮くんは違ちがいました、って」

「やはりそうなってしまうのですね……。間宮様、それでもよろしいですか？」

「ああ、構わないぜ。それで最終的にどうするかはその依頼主が決めるだろう。俺はただ、自分の前世のことがイオンの耳にさえ入らなければいいだけだ……」

　消極的だな、と思った。間宮自身それで本当に納なつ得とくしているのかと言えば、おそらく違うだろう。彼は真から自分の前世のことを気に病やみ、それが最愛の少女に知られることを恐おそれている。日ひ頃ごろから不敵に木刀を振り回す勇者の内面は、こんなにも脆もろいものだったのか、と私は正直に事情を打ち明けた彼に対して少しだけ心を痛めた。

「──かしこまりました」

　横で緒深田が深々と頭を下げた。果たしてこのメイドは、今の告白にどんな気持ちを抱いだいたのだろう。

「それではさっそくミシェル様にお話ししてきますね」

　笑顔だった。もうこれ以上になく、満面の。

　やっぱりこの子は駄だ目めだと感じた瞬しゆん間かん、彼女は私の手を引き、参りましょうと訴うつたえかけた。いったいどこへなどと訊くまでもない。行き先はすぐ隣となり、一年丙組のミシェル＝エルフィーノこと鈴木真里のところに決まっている。

「さあお急ぎください。早くしないと西岡先生がいらしてしまいます」

　一応学活時間中に出歩いているという自覚だけはあったようだ。

　そんなわけで、私は緒深田に引きずられたまま、間宮に見送られながら隣の教室へと向かう羽目になった。せめて彼にもついてきてほしかったが、やはりこれから話す内容が内容だけに決まりが悪いのだろう。とはいえ当事者たる彼が行かずに、無関係の私が行くのは絶対に間違っている。

　緒深田は数メートル先のドアの前で立ち止まると、失礼します、と言ってそっと中を覗のぞき込んだ。こちらもまだ担任は来てないようで、えらく騒さわがしい。私は緒深田の後ろから身を乗り出して中を覗き込み、そこに展開されている極きわめて普ふ通つうの少年少女の姿に激しくカルチャーショックなど受けてみたりした。

　みんな普通に制服姿だった。白衣を羽織っているメガネッ娘ことか、黒マントの顔面蒼そう白はく娘むすめとか、小さすぎるのとかでかすぎるのとか動物とか幻げん影えいとか、やはりそういう生徒はよそのクラスにはいないものなのだ。

　何だかオアシスでも見つけた気分になりながら、私はもう一歩前に踏ふみ込んだ。その拍ひよう子しに緒深田が押され、二人して教室にずいと入っていく。しかし誰だれもこちらを気に留める様子がない。それもそのはずで、全員の注意はどうやら教室の片かた隅すみに集中しているようだった。見れば数人の男女がそこに集まって、しきりに床ゆかを覗き込んでいる。

「あの、すみません」

　ずれたメイドカチューシャを直し、緒深田が呼びかけた。同時に数人が振り返ったが、皆みな隣からの訪問者を気にかける素そ振ぶりも見せずに、口々にひそひそと囁ささやきながら再び隅に注意を向けてしまう。

　いったいあそこに何があるのだろう。気になった私は緒深田とともにそちらへ近寄り、事情を訊ねてみようと適当に一人捕つかまえてみた。

「あ、高浪さん」

　彼女は私の顔を見るなり、びくんと身を震ふるわせた。顔に見覚えがある。昨日真里と一いつ緒しよにいた少女──冬麻香織である。だが妙みように顔が蒼あおい。何か良からぬことでもあったのか。

　思いがけない緊きん迫ぱく感かんに表情が強こわ張ばる。そして香織はそんな私に向かって、必死の形相で叫さけんだ。

「ねえ助けて！　真里が倒たおれたんだよ！」

　不安げに集まった生徒達の中、そこには床の上に仰あお向むけに倒れ、カッと目を見開いて痙けい攣れんする、自じ称しようミシェル＝エルフィーノこと鈴木真里の姿があった。







　３　九月十七日午前　私、黒幕の始動を確信する。
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倒れた真里と昨日の依頼。混乱の最中、運び込まれた保健室から真里が、消えた──。









「ただ今救急車をお呼びしました！」

　携けい帯たい電話を手に派手に叫んだ緒深田は、続いて「点てん滴てきをご用意いたします！」と明らかに間違った対処手段を口にし、保健室の中をグルグル走り回り始めた。そしてそのまま一分ほど走り続け、ようやく見つけた点滴道具一式を引っ張ってベッドの方へ駆かけ戻もどってこようとしたところで、期待違たがわずステンと引っくり返る。

　手の甲こうに針が刺ささった。弾はずみというのは恐ろしいものである。

「あ～栄養がぁ、栄養が来てますぅ」

「いいから落ち着いて、緒深田さん」

　私は涙なみだぐむメイドを黙だまらせると、保健室のベッドの上に寝ねかされた真里を見下ろした。だいぶ持ち直したようである。相変わらず顔面は蒼そう白はくで声も出せない様子だが、つい先ほどまでは呼吸もおぼつかない様子だったから、それに比べれば幾いく分ぶんかはましになったのだろう。

「冬麻さん、いったい何があったの？」

　香織も併あわせて三人で真里を保健室に運び、てんやわんやした挙句、ようやく冷静さを取り戻してきた私は、ふと疑問に思って香織に訊たずねてみた。彼女は半泣きになりながら慣れない応急処置をこなし、今は人工呼吸後の何かの損失感をぼんやりと味わっていたようだったが、私の声が聞こえるとこちらを向いて、何、と頼たよりない応こたえを返した。

「だからさ、倒れた原因とか判わからないかなって」

「ああ、原因。……いや、よくはその……」

　判らない、か。まあ、医学的知識がなければ詳くわしい病状なんて判るはずもない。見たところ全身が麻ま痺ひしていたようだし、何か中毒症しよう状じようかもしれないが。

「それにしても、ここってどうして先生がいないの？」

　保健室をキョロキョロ見回しながら、香織は放心したように呟つぶやいた。

「お忙いそがしいのではないですか？」

　手に針を刺したまま緒深田が反応する。いい加減その点滴はしまってきた方がいいと思う。

「でも大だい丈じよう夫ぶです。そのような時こそ、私達保健委員の出番ですから」

「救急車呼んだだけじゃん」

　香織からのツッコミは、なかなか厳しいものがあった。

　まあ、言いたくなるのも無理はない。丙組の保健委員を差し置き、意気込んで真里を運んだ緒深田ではあるが、通報した後はただ栄養補給をしていただけである。私の目から見ても、真里の命を救ったのは香織の働きが大きかった。しょげるメイドの方は、あとで覚えていたら慰なぐさめておくことにでもしよう。

「そういえばここ、掛かけ布ぶ団とんとかもないの？」

　ベッドの上にそのまま横たわって天てん井じようを睨にらみ付けている真里を見やり、香織はさらに疑問を投げかけた。

「毛布でもタオルケットでも何でもいいんだけどさ、何かないと風邪かぜ引くんじゃない？　汗あせが凄すごかったし」

「うーん、確かあったと思うけど」

　私は首を傾かしげ、改めてベッドの周囲を確かく認にんした。夏場には少々暑いかもしれないが、間ま違ちがいなく掛け布団は置いてあったはずだ。いつだかこの目で見たのだから確かである。

「緒深田さん、どこにあるか知らない？」

「ええと、申し訳ございません。私はもうこの栄養で手て一いつ杯ぱいで」

　だからしまってこいと言うのに。だいたいどうしてそんなものが保健室にあるのだ。

「まあいいよ。どうせクリーニングにでも出したんでしょ」

　香織はそう言うと、真里の顔と自分の顔が同じ高さになるようしゃがみ込み、「ねえ大丈夫？」と友人に向かって呼びかけた。

　返事はなかった。ただ、その目が微かすかに動いたから、意識はあるようである。

「救急車呼んだからね。すぐ楽になるからね」

　そして再び立ち上がり、私達の方に向き直ると、ありがとうございました、と初めて丁寧に礼を述べた。

「もうここは大丈夫です。あとは私に任せてください」

「そう？　でも、一応最後まで見送った方がいいんじゃないかな。非常時だし、先生も許してくれると思うから……」

「いえ、本当に大丈夫ですから」

　香織は頑かたくなに頷うなずいた。顔に赤みが増している。急にどうしたというのだろう。

　しかし当事者がそう言うのなら、あとは任せておいていいのかもしれない。第一よく考えてみたら、そもそも私も緒深田も部外者である。いや、緒深田は保健委員だからともかく、私の方は絶対にイレギュラーだったはずだ。

「じゃあ、本当にもう大丈夫だね？」

　私は香織に今一度確認を取ると、緒深田の方を見た。彼女は彼女でいまだに点滴と挌かく闘とうしていたが、私に促うながされてようやく針を引っこ抜ぬき、ガーゼで傷口を押さえながら点滴道具を部屋の隅すみに戻しにいった。

　とりあえず、針だけは換かえておくよう注意しておいた。あのまま放置されたら、いつか洒落しやれでは済まなくなる。

「それでは参りましょう」

　やることをやり終えた不安だらけの保健委員は、そう言って率そつ先せんして保健室の扉とびらをがらりと開けた。

　外に人が立っていた。

　正に鉢はち合あわせといったところか。おかげで緒深田はきゃあと叫さけび、後ろに尻しり餅もちをつく形になった。もっともこうして傍はたから見ている分には愉ゆ快かいな光景の一幕で済ませられるが、何だかんだ言って明日は我が身である。純じゆん粋すいには笑い難がたい。

「あ、ごめん。驚おどろかした？」

　ドアの外に立っていたその少年は、よく通る声で慌あわてて緒深田に謝ったが、その拍ひよう子しに何か見てはいけないものを見たらしく、急に頰ほおを赤らめて目を逸そらした。これは尻餅をついていた緒深田の方が悪かろう、と私は彼に軽く同情してみた。

　眉び目もく秀しゆう麗れいという形容が相応ふさわしい、なかなか整った顔立ちである。うちのクラスにも一人それなりの人物がいるが、そっちは半分機械だから、やはり生身とは違う。こちらは全体的にほっそりしてやや華きや奢しやな感じはするものの、健康的に陽ひ焼やけした肌はだが清すが々すがしい、一見スポーツマンタイプの少年だった。

　どことなく見覚えがあった。私の記き憶おくに間違いがなければ、昨日こちらが空を飛んでる最中に、真里と一いつ緒しよに屋上にいた男子ではなかったか。

　ああ先せん輩ぱい、と香織が呟いた。どうやら彼女とも知り合いらしい。

「真里ならもう大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「ああそう？　いや、倒たおれたって聞いて慌てて来てみたんだけど……」

　平静を保とうとして、逆に声が震ふるえている。額の汗の量を見ても、走ってきたであろうことは容易に判わかった。

　そして「先輩」ということは、香織とは部活が同じなのだろうか。陸上系か何かか。

「あ、彼は永なが代しろ先輩。私や真里と同じ演劇部なの」

　そこへ香織からの紹しよう介かいが入った。思いっきり文化系である。

　永代はメイドをよけるようにして室内へ入ってくると、真里の寝ねているベッドを確認し、そのどこか異様な光景に軽く身を強こわ張ばらせた。無理もない。目をかっと見開いたまま、微び動どうだにせず横たわっているのだ。喩たとえは悪いが、推理物のドラマなどで見かける死体のようである。

「……本当に大丈夫なの？」

　永代は不安げに香織に訊たずねた。ただし、その目は真里の顔に向けられたままで。

　何だろう。昨日一緒にいたことといい、邪じや推すいするわけではないが、決して浅い仲ではないように思える。

「大丈夫だよ。ね、高浪さん」

　香織がこちらに振ふってくる。私は仕方なく、なおも真里のそばに立ち尽つくす永代に向かって、簡単に状じよう況きようの説明などしたが、ああやらうんやらと生返事が返ってくるばかりで、いまいち手て応ごたえがなかった。

　おそらく冷静ではいられないのだろう。ついさっきまでの私達のように。

「戻もどろうか。緒深田さん」

　尻餅をついたまま体を捻ひねってベッドの様子を見ていた緒深田を引き起こすと、私はそう言ってそっと部屋を出た。それに気付いて香織と永代が軽く頭を下げたのを見て、私もまた手だけ振りつつあとを閉める。とうに鐘かねも鳴り終え、すでに授業が始まっているのだろう。廊ろう下かはえらく静まっていた。

「どうしましょう。また怒おこられちゃいます」

　不意に思い出したかのように、緒深田がおろおろしだした。「また」ということは、しょっちゅうこんなことをしているのか、この娘むすめは。

「まあいいよ。人の命が懸かかってたんだし。とにかくあとは冬麻さんに任せよう」

　私は緒深田を慰なぐさめ、そのまま二人して乙組へと戻った。

　当然ながら、授業はすでに始まっていた。緒深田の必死の言い訳も虚むなしく、私達二人はたっぷりと絞しぼられ、放心状態のまま一限目を乗り越こえる羽目になった。

　そして──後にして思えば、この時からすでにすべてが動き始めていたのである。




　結局間宮の件は話せずじまいだったということを思い出したのは、それから三十分後、ちょうど授業が一段落して休み時間に入った時だった。もちろんそれどころではなかったわけだし、止やむを得ないことだったが、少し落ち着いたようなら香織を通して伝えておいてもいいだろう。

　ノートをしまいながらそんなことを考えていると、すかさず緒深田が駆かけ寄ってきた。

「どうしましょう。ご様子を見にいった方がよろしいでしょうか」

　やはり保健室が気になるようだった。

　しかし思うに、今行っても誰だれもいないのではなかろうか。

「どうだろ。もう病院に運ばれちゃったんじゃない？」

　よほどの渋じゆう滞たいにでも巻き込まれていなければ、とうに救急車が連れて行っておかしくない時間である。となれば、今日の授業がすべて終わらない限り、こちらから出向く術すべはない。あとはせいぜい香織に様子を訊きくぐらいだろうが、それならアリか。

　私がそれを言うと、緒深田は例によって「ではさっそく」と張り切りだし、私を促うながして教室を飛び出そうとした。しかしまあ、この時点ではすっかり存在を忘れていたわけだが、一人厄やつ介かいな相手の処理をしなければならないことを、呼び止められることで私はようやく思い出したのである。

「ちょっと待ちたまえよ二人とも」

　生徒の問題行動には異様に厳しいメガネこと灘が、すでにペンも手帳もスタンバイ済みの形で、私達を敷しき居いの前で足止めさせた。

「急いでいるところを申し訳ないけどね、ちゃんと何があったかは訊かせてもらうよ」

「あー、でも休み時間が終わっちゃいますよ？」

「その辺は僕の権限で融ゆう通ずうを利きかせてもいいのだけどね。第一こんな所で事情聴ちよう取しゆというわけにもいかないだろう。やるならいつもの生徒指導室だ」

　灘はそう言って、ちらりと後ろを振り返った。何だろうとそちらを見れば、優が興きよう味み津しん々しんな面おも持もちでこちらを睨にらみ付けている。なるほど、確かに最低限でも情報漏ろう洩えいの防止策だけは練らなければならない。

「あの、私もでしょうか」

　そこへ緒深田が困ったように割って入る。私もも何も、図書室にあの二人を連れてきたことといい、事態に一番首を突つっ込んでいるのはこのメイドだ。

「その、いつもご注意されているのが高浪様ばかりなので、もしかしたら私は違ちがうのかなと思ったのですが……」

　勝手な思い込みで責任逃のがれをしてはいけない。というか、私は緒深田にまでそんな目で見られていたのか。

　いきなり突き付けられた残ざん酷こくな事実に微かすかな虚きよ脱だつ状態を覚えていると、廊下の方から外国人の男が二人、足並揃そろえてきびきび歩いてくるのが見えた。黒い背広にＱとある、例の連中である。もっとも朝会った佐原とは違ってこちらは両者ともにスピーディだから、単にあの男が疲つかれすぎていただけだろう。

　彼らは乙組のドア口に辿たどり着くなり、「ミスター・ナダ」と流りゆう暢ちようかつ嫌いやな呼び方で監かん視し委員を呼び出し、彼の耳元で何事かを告げた。

　灘の顔は瞬またたく間に険しくなった。もっとも私を相手にする時に比べれば、はるかに可愛かわいげがあったが。

「──分かりました」

　彼はＱの二人に頷うなずくと、それからすぐに教室中をさっと見回した。そして目当ての人物を見つけたのだろう、すぐさま机の一つに駆け寄り、「ちょっといいかい」と相手を立たせる。

　田崎龍平である。何かあったのか。

「あのぅ、お時間が……」

　そんな中、突とつ然ぜん自分達を無視して動き出したメガネに向かって、緒深田が控ひかえめに何かを主張しようとしたが、私以外に気付いた者は一人もいなかった。これはこれで可哀かわい想そうかも、と軽く同情した刹せつ那な、無む慈じ悲ひにも次の鐘が鳴り響ひびいた。

「時間だ。君きみ等らは席に着きたまえ」

　田崎を引っ張って来た灘は私達にそう命じると、Ｑの二人を促して教室を去っていった。相変わらず忙せわしない男である。いや、あるいは彼を取り巻く環かん境きようそのものが忙しないだけかもしれないが、よくもまああそこまで働くものだ。

　私はしょげている緒深田の肩かたを押して席に着かせると、仕方なく自分も机に戻り、次の授業の準備を始めた。

　そういえば──あのロボット、いつになったら片付くのだろう。

　真里の一件が大きくなりすぎて、これまたえらく肝かん心じんなことを忘れていた。Ｑが来て灘と田崎を連れて行ったとなれば、間違いなくアレが絡からんでいるに違いないのだ。何かアクシデントでもあったか。だが早く撤てつ去きよしないと、今日の放課後、私は本好き少女の手によって、冗じよう談だん抜ぬきで死の縁ふちに立つことになる。

「ランちゃん、ちょっといいかな？」

　ひとり悩なやんでいた私の後ろで、不意に声を出した人物がいた。見れば優だった。

「さっきはどうしたの？　緒深田さんと一いつ緒しよにどこかに消えていたけど」

「ああ、それ？」

　どうやらそれが気になっていたらしい。まあ、気になるのは構わないが、真里に関する事情を事細かに打ち明けるのは気が引けた。プライバシーとかではない。超ちよう古代人とか大だい邪じや神しんとか、そんな話題を出したら、またこの記者は良からぬ方向に発展させてしまうに違いないのだ。

「ちょっと知ってる人が倒たおれてね。看病していたの」

　とりあえず、無難な情報だけ伝えておくことにする。

「ああ、倒れたって、丙組の鈴木さんでしょ？」

　そして私の気き遣づかいがいまいち無む駄だに終わった件に関しては、もうそっとしておいてほしい。

「相当危険な状態だったって聞いたけど、どうだったの？」

「うん、でももう持ち直していたし、救急車も呼んだから大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

「あっそう」

　いやに返事が簡素だった。どうせまた脳内で過激な展開ばかり妄もう想そうしていたのだろうが。

「でも意外だね。ランちゃん、あの子と知り合いだったんだ」

　そして、続いて彼女が口にした台詞せりふは、どこか妙みように含ふくみのあるものだった。

　どういうことだろう。そんなに真里は有名人なのか。

「まあ、そうだよね。何たってミシェル＝エルフィーノだし」

　私の疑問に、優は超古代人の名を用いて答えた。どうやらあの少女の前世は、少なくともこのゴシップ記者が嗅かぎ付けるぐらいには知れ渡わたったものだったようだ。

　ただ、それで有名になれるかというと微び妙みようである。何しろこの学校には一年乙組という最大の変てこ坩堝るつぼが存在するのだ。ちょっとやそっとのことでは──いや、どんなに突とつ飛ぴな背景の持ち主でも、そう簡単に目立つことはないと思うのだが。

「どうして鈴木さんがミシェルだってこと、そんなに有名なの？」

　私が訊たずねると、優は「だってさ、それって噓うそだから」と、いとも簡単に言ってのけた。それに対して驚おどろくべきか、それとも納なつ得とくするべきなのか、私は大いに反応に困り、「噓？」ととりあえず反復してみる。

「そう、噓。夏休み前ぐらいから急に言い出したんだよ。それまではミシェルなんて名前、全然名乗ってなかったし」

「でも、その、覚かく醒せいしたとか何とか聞いたけど……」

「うーん、でもちゃんと動機もあるんだよ？　噓をつく動機ってやつが」

「動機って？」

　いったい何だろう。目立ちたかったのか。いや、それをやったところで目立てないというのは、今私が頭の中で論理的に考えた結果である。

　もっともそれを確かく認にんする時間はなかった。ようやく訪おとずれた二限目の担当教師が、教きよう壇だんに立って一同を席に着かせたのだ。当然優も「また後でね」と自分の机に戻もどっていき、結局気がかりな発言だけが私の心に残った。

　しかし今は仕方がない。その動機とやらは後で問い質ただすことにしよう。

　そう思った時である。不意に教師が私の名を呼んだ。

「高浪さん、ちょっといいですか？」

　まだ若い物理担当のその青年は、そう言って私を前に呼び出すと、続いて緒深田も同様に立たせ、保健室の方に行ってください、と神妙な顔で告げた。

　私は言われるままに緒深田と二人連れ立って、すっかり授業の始まった廊ろう下かをそっと保健室に向かった。緒深田はしきりに「ミシェル様の身に何かあったのでしょうか」と不安がったが、それは私に知りようはずもない。ただ、少なくとも彼女のことで呼ばれているのは間違いなさそうだった。

　保健室には香織と永代、そしてもう一人、真ま面じ目めそうな小こ柄がらな少年がいた。彼は丙組の監かん視し委員を名乗り、まず私達を授業中に呼び立てたことを詫わび、それに当たって灘の許可を取らなかったことを詫びてきた。

　そういえば私は彼ら監視委員の横の繫つながりというのをまったく知らないが、もしかしたらクラス単位での領分というのは確かに存在しているのかもしれない。

「ええと、何があったんですか？　鈴木さんはちゃんと病院へ行ったと思うんですけど……」

「いや、それがちょっと事情が変わったんだ」

　私の問いかけにそう答えたのは、監視委員ではなく永代の方だった。

「詳くわしいことは僕の方から話すよ。ええと、それで君、名前は何だっけ。まあいいや。君は先に行っててくれ。手分けした方がいい」

　彼はすかさず丙組の監視委員に指示を下し、保健室から追い出した。こうやって言われて素す直なおに動く監視委員というのも初めてである。いっそのことうちのクラスのアレとトレードすれば、もう少しストレスの少ない生活が送れるかもしれない。

「それで……ミシェル様はいったい……」

　緒深田が不安そうに訊ねた。そう、今の問題はミシェル──というか真里だ。

「病院に行かれたのではないのですよね？」

「うん、あの子はまだ病院には行ってない。というか、どこに行ったのか分からないんだ」

　行方ゆくえを晦くらましたんだよ、と永代は困こん惑わくした表情で告げた。

「行方って……だって鈴木さんは動ける状態じゃなかったんですよ？」

　そのはずだ。まるで全身が麻ま痺ひしたかのようになっていた。それに、仮に回復したのだとしても、体の異状を抱かかえてここから出ていく謂いわれがない。だとしたら、誰だれかに連れ出されたということか。

「僕も詳しい事情は分からないんだ。とにかく一度冬麻さんを残してトイレに行って、戻ってきたら鈴木さんが消えててさ」

　ということは、香織は真里が出ていく一部始終を見ていたのか。私は彼女の方に目を向けたが、そちらはそちらで何だか申し訳なさそうに顔を伏ふせ、よく分からない、と小さく呟つぶやいた。

「ちょっと目を離はなした隙すきに消えてしまったって言うんだ。で、一応救急車には事情を説明して帰ってもらったけど、このまま事態を放置するのもまずい。それで、もしかしたら君達が何か知ってるかもと思って呼んでみたんだけど……駄だ目めみたいだね」

「まあ、私達もたまたま看病していただけですからね」

　だいたい知り合ったのだって、つい昨日のことなのだ。私は真里の行動原理などまったく把は握あくしてないのである。ならば友人の香織の方が、まだ心当たりがありそうだが。

「とにかくこれから学園中を捜さがしてみるよ。非常時だし、さっき丙組の彼を通して先生には許可を取ったから、見つかるまで捜し続ける。君達には急に呼んじゃって迷めい惑わくかけたね。もう戻っていいよ」

「いえ、お供させていただきます！」

　今の発言はもちろん私のものではない。まったく、このメイドはどこまで私をゴタゴタに巻き込むつもりだ。確かに真里の行方は気になるが、いい加減どこかで線を引かないと、いずれ図書室が全校生徒のお悩なやみ相談所と化してしまうような気がするのは私の考えすぎか。

　だが感謝と尊敬の意を込めて私達を見み詰つめる永代を前にすると、さすがに断るのも気が引けた。もう少し人として強くなりたかった。

「それじゃ手分けしよう。僕は西校舎の方から捜してみるよ。冬麻さんはこの南を頼たのむ。さっきの彼には東をお願いしているから、君達は北と外を当たってくれ」

「外って、校庭とかですか？」

「校庭とか、校舎裏とかね。とにかく頼むよ。そうだな、見つからなければ二時間後にもう一度ここに集まろう」

　その二時間、延々と捜し続けなければならないのか。こんなことをしていたら、また灘に何か言われるに違ちがいない。

　私は真里への心配と自分の行動への疑問とが綯ない交まぜになった状態で、永代に率いられて保健室を出た。そして彼の提案どおりに分かれると、緒深田に北を任せて校舎の外へ出る。さすがに授業中の校内はうろつきにくかった。

　すぐ近くに飼育小屋が見えた。そういえば間宮の問題も抱えていたんだっけ、と私は自分の無意識的窓口ぶりに呆あきれ、呆れついでに小屋の方から捜してみようと、そちらへ向かってふと足を止めた。

　小屋の横に飼料を保管しておく木箱がある。鳥用やウサギ用、ハムスター用と、種類に応じていろいろと入っており、餌えさをやる時に必要な量をここから取り出す仕組みだが、普ふ段だんはハトやカラスに荒あらされる恐おそれがあるため、その蓋ふたは閉まっているはずである。

　なぜか、開いていた。

　誰かが閉め忘れたのか。今日の飼育当番はイオンだったようだが。

　もっともここをいじるのは彼女一人ではない。たまに小動物に癒いやされたくなった人が勝手に餌を使うようなので、誰か慣れてない人間の仕し業わざかもしれない。

　気付いたついでに閉めておこう、と木箱に近寄り、何気なく中を覗のぞき込むと、餌の袋ふくろが妙みように減っているのが見て取れた。補ほ充じゆうのし忘れか。まさか誰かが盗ぬすんだとも思えないし。

　首を傾かしげながらあとを閉め、真里捜しを再開する。他ほかの生徒が授業を受けている中、こうしてサボって辺りをうろつくというのは、どことなく背徳的な気分になる。そういえばつい以前にもこんなことがあったが、あの時は灘の許可があったから、さほど気にすることもなかった。

　彼はどうしているだろう。今いま頃ごろあのロボットの前だろうか。

　あまり顔を合わせたくはなかった。会えば確実に嫌いや味みを言われるという自信があった。

　南側をひととおり捜したが、真里の手がかりはなかった。私は四校舎に囲まれた校庭で体育の授業をやっているのを確かく認にんすると、何となく避さけるようにして、校舎裏沿いに西へと向かった。

　ちょうど乙組や丙組の教室がある方角だ。もっともあそこは三階だし、教室の窓は校庭側に面しているので、私の姿が見つかることもないだろうが。

　辺りを見回したが、やはり真里の姿はない。とりあえず小さな並木道や部活用の各種コートなどもあったので、そちらの方も回ってみたが、結果は同じだった。

　ついでに運動部共通の更こう衣い室しつがあったので、そちらも覗いてみた。「変質者に注意」などと赤字の張り紙がある中、こそこそと挙動不ふ審しんな動きで中に入るのも紛まぎらわしい話だったが、幸い誰だれに見つかるでもなく、誰を見つけるでもなく、至し極ごく無難に調査を終えただけだった。

　さて、残すところは東と北である。ここからだと北校舎裏が一番近いが、そこには灘がいるはずだ。あるいは向こうがすでに教室に戻もどった後だったとしても、あのＱの面々はいるわけで、迂う闊かつに近付いて何か言われても面おも白しろくない。ここは少し大回りになるが、東から行くべきだろう。そこで真里が見つかれば万ばん事じ終しゆう了りようだ。

　方針を決めた私は、何とはなしに足を忍しのばせて、南側へ引き返そうとした。

「スタァップ！　ミズ・タカナミ！」

　その妙な言語さえ聞こえてこなければ、だが。

「おっと失礼、ここは日本でしたね。思わず公用語になってしまいました」

　振ふり返ればあの疲ひ労ろう中年こと佐原が、微び妙みようなインテリ自じ慢まんを交えつつ、こちらへ歩いてくるところだった。結局こちらの作戦など無意味である。

「いやぁ、手間が省けました。ちょうど教室まで迎むかえに行こうとしていたところでしてね」

「迎えって、私をですか？」

「ええ、少々訊ききたいことがあったもので。ほら、ミスター灘もお得意の『関係者への事情聴ちよう取しゆ』というやつですよ」

　お得意と言うか、あの男にとってはもはや持病のようなものである。しかしその病の持ち主たる灘はすでに田崎を連れて行っているはずだから、私が今頃になって必要になるというのも納なつ得とくがいかない。

「あの、何があったんですか？」

　一応佐原に探さぐりを入れてみたが、向こうは曖あい昧まいな笑えみで誤ご魔ま化かし、手の平を上に向け、こちらにアメリカ流の手招きをしただけだった。

　仕方なく彼に続いて裏口の方へ向かうと、そこには例によって私の姿に顔をしかめる灘と、何だか不ふ機き嫌げんそうな田崎、それにおまけとしてＱの面々が、横たわる巨きよ大だいロボットの前にたむろしていた。

「まったく、君は授業中に教室の外で何をしているんだ」

　そして灘が言った台詞せりふもお決まりのものである。どうやら彼は私をここへ呼ぶことには反対だったらしい。

「佐原さん、この高浪さんという女子は、極きわめてどうでもいい理由で、極めて重要な現場に居合わせてばかりいる、極めて理り不ふ尽じんな人物ですよ。まあ、少しは可哀かわい想そうだと思うから、僕も多少世話は焼いてみましたけど、おそらく今回の件とはどう見積もっても無関係でしょう。お引き取り願った方が無難だと思いますけどね」

　何だか事情も語られぬまま、いきなり言いたい放題である。私は灘を一ひと睨にらみし、それでも彼が不平を垂れ流し続けているのを見ると、今度は咳せき払ばらいをしてどうにかその台詞を遮さえぎった。

「どうでもいいってなら帰りますけどね。だいたい何があったんですか？」

　このロボットが絡からんでいることは疑う余地もない。そもそも最初に呼ばれたのは田崎だ。このロボット乗りの少年こそ、重要な関係者のはずである。

「あのな、濡ぬれ衣ぎぬなんだよ、濡れ衣」

　私の視線が自分に移ったことに気付き、田崎はすかさず口から唾つばを飛ばして抗こう議ぎした。

「こいつらみんなして俺を疑いやがって。クズリュウの内部プログラムを破は壊かいした、だ？　んなこと知るかってんだ」

「内部プログラム？　何ですかそれ」

　正直なところチンプンカンプンである。クズリュウというのがこの巨大なロボットの名前なのはさすがに分かっているが、そういえば操縦にコンピューターがどうとかいう話を聞いたような気もするから、その内部プログラムというなら、やはりそっち関係か。

「いいでしょう。私の方から説明しましょう」

　相変わらず疲つかれきった顔の佐原が、そう言ってフォローに入った。

「今朝のケーブルを用いた計画に妨ぼう害がいがあった以上、我々はあらゆる移送手段を検討しなければならなくなった。そこで先ほどアヤカを──いや、ミズ根室を呼び出して、その力でうちの部下を操縦席に入れましてね。確認をしたわけですよ」

「確認って、何のだよ」

　田崎が凄すさまじい形相で疲労男を睨む。もっとも訊かずとも解わかることだ。「あらゆる移送手段」の一いつ環かんとしてＱが企たくらんだというなら、おそらく実際に操縦できるかどうかの確認だったに違ちがいない。

「我々は通常の車両はもちろん、飛ひ行こう艇ていから船せん舶ぱくまで、あらゆる移動手段に対処できるよう、それ相応の操縦技術は身に付けています」

　佐原は悪びれることなく、さらりと組織自慢などしてみせた。

「まあ、あくまで最終手段ですよ」

　ついでにそう軽く微笑ほほえんでもきたが、この人物も敵に回すには少々厄やつ介かいのような気がしてならない。乙組の関係者は基本的にこんなのばかりである。

「で、ですね。我々が確かく認にんしたところ、操縦用のプログラム部分が弄いじられている形けい跡せきがあった。そこで詳くわしく調べてみると、どうもウイルスを流し込まれたらしい。ええ、もうあれは操縦できません。修復不可能です。一からプログラムを組み直すにしても、機体のシステムが未知数である以上、最低でも一年はかかると見ていいでしょう。しかし問題はそのウイルス攻こう撃げきを仕し掛かけた人物です。果たしていったい誰なのか──」

「それをやったのがこの俺だって言いたいんだとさ、こいつらは」

　田崎はそう言うと鋭するどい目で佐原を睨み、「ムチャクチャだ！」と叫さけんだ。

「いつ俺がそんなことできたってんだ。それに、だいたい理由がねーだろ」

「時間に関してはまったくもって不明ですね。しかし我々にも朝のケーブル騒さわぎで注意散さん漫まんになっていた時間はあるわけで、その隙すきをついた──という見方は充じゆう分ぶんにできます。そしてこのクズリュウという機体、搭とう乗じよう口が天てつ辺ぺんにある以上、普ふ通つうにはなかなか乗り込めませんが、この手の物のパイロットであるあなたなら、そこに達するまでの手段を隠かくし持っていたとしても不思議ではない」

　そういえば私もあの中へ入る時は、アヤカの念動力の力を借りたのだ。田崎のラドーンの方は、長い首の先がそのまま入口になっているので、首さえ地面に着ければ乗り込める。しかし一方でこの山のような多頭龍りゆうは、そのドーム状の胴どう体たいの天てつ辺ぺんに行かない限り、中に入りこむことはできない。

　顔を上げ、試ためしにその位置を確認してみた。まあ、でかいから下から這はい登るのは無理だ。しかし北校舎の屋上から飛び移ればあるいは──とも思ったが、その天辺は屋上の高さをはるかに超こえていた。まったく、どれだけ馬ば鹿かでかいのやらである。

　それにもし飛び移るにしても、クズリュウはドーム状だ。そして校舎は四角い。仮に向こうが足元を校舎にピッタリ寄せたとしても、こちらが校舎を上れば上るほど、機体までの距きよ離りは必然的に開いていく。ならば屋上から飛び移った場合、それなりの長さの放物線を描えがいて落ちた挙句、金属のボディにぶち当たることになる。

　なるほど、確かにこれに乗り込もうと思ったら、普通の手段では無理だ。してみると、やはりここはこの手の物に慣れた人物の仕し業わざということになるのか。

　私は納なつ得とくして頷うなずいた。当然田崎がそれを見み逃のがすはずもなかった。

「んなわけねーだろっ！」

　濃こい眉まゆ毛げがくねっている。相当必死である。

「どうして俺がそんなことしなきゃならねーんだよ」

「ええと、ほら、田崎くん、これのことブッ壊こわしたいとか言ってませんでしたっけ」

　要はクズリュウが再起不能になればいいのである。動機は充分だ。

「あのなぁ、確かに言ったけど、だったら手っ取り早くラドーンで攻撃するまでだろ？　何でそんなウイルスなんてわけ分かんないもん使う必要があるんだよ」

「いや、それはほら、犯人が誰だれだか判わからないようにするためで……」

「だったらもっと他ほかの方法を考える。っていうか、俺コンピューターとか全然使い方知らないから」

　開き直って威い張ばるようなことではない。

「それにな、朝ケーブルを切ってったやつがいるんだろ？　そいつが犯人じゃねーのか？」

「それが我々に隙を生じさせるためだとしたら、やはりケーブルを切ったのもあなたである可能性が高くなりますがね、ミスター田崎」

　横から佐原がいらぬ口を出してきた。

　その言葉についに我が慢まんできなくなったのだろう。田崎は髪かみを逆立たせると、佐原のネクタイを摑つかもうと、その手を闇やみ雲くもに伸のばした。

　校内で、しかも監かん視し委員が見ている前で暴ぼう力りよく沙ざ汰たはまずい──。そう思ったが、私が心配するまでもなかった。田崎の手がネクタイに触ふれた瞬しゆん間かん、何やら静電気が爆はぜるような音がして、彼は軽く弾はじけ飛んだ。

「失礼。このネクタイ、少々高価なものですのでね」

　それはまあ、何か仕込んであるなら高価には違ちがいない。

　さて問題は犯人の方である。ケーブルを切った人物というなら、私は一人、それらしいのに心当たりがある。

　だが──まさかここであの黒幕の名を挙げるわけにはいかないだろう。彼の正体を明かすこと自体が、乙組を混乱に陥おとしいれかねないのだ。それは灘からきつく止められている。だからそれを承知で暗あん躍やくする工藤スグルは、クラス内の調和を重んじる生徒監視委員長にとっては、あたかもコンピューター内に潜せん伏ぷくするウイルスのようなものに違いない。

　で、差し当たっては現実の方のウイルスだが。

「とにかく俺には無理だ。ウイルスなんてインフルエンザでしか知らねーからな」

　体勢を立て直した田崎は、佐原に向かってもう一度駄だ目め押おしした。何だかもう己おのれの間ま抜ぬけさはどうでもよくなっているらしい。

　もっともコンピューターに疎うといからこそ、彼はあそこまでラドーンに拘こだわっているのだろう。何しろ自分だけが動かせる最高のパートナーだ。だから乗りながら語りかけ、ロボット呼ばわりされれば怒おこる。それだけ愛情を注いでいるのだ。
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「さて、そうなると結局また犯人は判らずじまいになるわけだけど──」

　すぐにもまとめに入るべく、手帳とペンを手に灘が口を開いた。

「朝のケーブル切断事件といい、どうもこのロボットには何か不ふ穏おんなものが付きまとっているようでならない。やはり早いところ撤てつ去きよした方がいいでしょうね。だから佐原さん、もう少し早まりませんか？」

「全力は尽つくしますよ。何ならワイヤーの到とう着ちやくを待たずに、空輸用の機械にもう一本ジェットを取り付けるという手もあります。ただ、風圧が強すぎてこちらの北校舎は崩ほう壊かいするでしょうがね」

　何者なのだあんたらは。いや、さすがはアヤカの関係者と言うべきか。

　灘は、当然うんとは言わなかった。ひたすら嫌いやそうに顔をしかめ、手のペンを一回転させてから、「これ以上学校を壊されても困ります」と至し極ごく真っ当な台詞せりふを吐はいた。

「それでは当初の予定どおり、夕方ということでお願いします。それをもって、僕達はこの巨きよ大だいロボットとの関かかわりは断たたせてもらう。あとは自己責任で保管してください。田崎くんも、それでいいね？」

「まあ、動かなくなったならもう暴れないだろうからな」

　田崎はようやく落ち着いたようで、渋しぶ々しぶながらも首を縦に振ふった。

「動かないったって、プログラムを組み直すんじゃないんですか？　一年かけて」

　そして私が思ったままを口にした。一応軽いツッコミのつもりだった。

　ただ、それはどうも余計な一言だったらしい。というよりも、このままスムーズにＱにクズリュウを引き取らせるためには、その再起動を疑う田崎を納なつ得とくさせる必要があったわけで、私の発言はそれに水を差すものでしかなかった──と気付いたところでもう遅おそい。

　田崎の眉毛が再びくねった。佐原もその疲つかれた顔に苦く笑しようを浮うかべ、さてどうしたものかとコメカミなど搔かき始める。

「君はもう少し空気というものを読みたまえよ」

　一番凄すさまじい形相になっていたメガネが、己を棚たなに上げた発言で私に止とどめを刺さした。

　刹せつ那な、いきなり田崎はクズリュウのもとへ走ると、壊れちまえと叫さけんで足を振り上げ、金属のボディをげしげしと蹴けり飛ばし始めた。それを見たＱの面々が慌あわてて駆かけ寄り、彼を止めようとする。まあ、あんなことで壊れるとも思えないが。

「人の物を粗そ末まつに扱あつかってはいけないよ」

　灘が一言苦言を飛ばしたが、誰も聴きいてなかった。しかし彼はそれ以上何を言うでもなく、黙だまって事の成行きを見守っているだけである。

「止めないんですか？」

　私が訊たずねると、彼は憮ぶ然ぜんとした表情で「べつにどうでもいい」と珍めずらしく素す直なおな意見を口にした。

「僕としてはこのロボットが片付けばいいだけだよ。それが壊れようがどうなろうが、うちのクラスにはまったく影えい響きようがないからね。まあ、このまま乱らん闘とうにでも発展して怪け我が人にんが出そうになったら止めるさ。それより君だよ。いったいどうして授業中に抜ぬけ出しているのか、まだ理由を聞かされてない」

　いちいち細かいことを覚えている男である。というか、話題が変わりすぎだ。

　私は観念して、今朝真里が倒たおれているところに出くわしたこと、そして彼女の行方ゆくえが知れなくなったことを話して聞かせた。

　もっとも昨日の相談事については伏ふせておくことにした。彼女と関わったのは今朝が初めてで、それも本当に偶ぐう然ぜんだったことにしておけば、あれこれ言われることもないと踏ふんだからだ。

　しかし、そんな画策などすぐ無む駄だに終わった。

「高浪様ぁ！」

　突とつ如じよ頭上から、元気のいい声が降ってきた。

「ミシェル様が見つかりました！　昨日のことでお話があるそうです！　早くいらしてください！」

　見上げれば、北校舎の屋上からメイドカチューシャをつけた頭が覗のぞき、私を激しく呼び立てていた。




　それから屋上へ上るまでの数分間、私が灘からどれだけ不平を聞かされたかは、いちいち紹しよう介かいしてもきりがないので大おお雑ざつ把ぱにまとめておきたい。早い話が「処理がややこしくなるから、よそのクラスの問題にまで関わるな」ということだった。

　しかし無理な話である。いくら学校がクラス単位で動いているとはいえ、やはり他クラスとの繫つながりというのも時には必要なはずだ。多少のお悩なやみ相談ぐらい受けたって……いや、それは全然よくないが。

「だいたいそれで起きた厄やつ介かい事ごとがすべて僕に回ってくるというのがおかしいのさ」

　右手に持った手帳を己おのれの左手にベシベシ叩たたき付けながら、灘は私に向かってそう言った。

「どうしてクラス単位で任命されている委員が、他クラスの問題まで解決しなくちゃならないんだ」

　ある意味ごもっともな意見ではあった。

　例えば今の乱闘だってそうである。「クラスメイトの問題行動」という一点に注目するなら、あれは田崎が暴れていること自体が問題だったのであり、それでクズリュウのボディがどうなろうとも特に重要ではない。だから灘も極きわめて傍ぼう観かんに近い態勢でそれを処理したのだろう。

　──九月十七日午前十時三十一分、ロボットの修理を巡めぐってロボット乗りが暴動。

　これが、彼の手帳に残された記録だった。クズリュウのプログラムが破は壊かいされた件については、それで撤去が不可能になったというわけではない以上、どうでもいいようである。

　視界を塞ふさぐドームが邪じや魔まで遠景が楽しめなくなった屋上には、メイドの他ほかにただ一人しかいなかった。それが誰だれかなど、わざわざ改まって言うこともない。たった今見つかった少女である。

　鈴木真里。自じ称しようミシェル＝エルフィーノ。今朝突とつ然ぜん倒れて保健室へ運ばれた後、突如行方を晦くらました彼女は、季節外れの紺こん色いろマフラーで首から口元までをすっぽりと覆おおい、瞬まばたき一つせぬまま私を見み詰つめて一言、「ガゾツフスを狩かるのはそなたか」と訊ねてきた。

「ええと、鈴木さん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　何だか様子がおかしい。逃にげ出した病人という意味でも変だが、それ以前に昨日とは何かが違ちがっている。どことなく堂々としているとでも言おうか、少なくとも最初に見た時の控ひかえめな印象は、もはや彼女からは感じられない。私は戸と惑まどいのあまり灘の方に目をやったが、彼は黙って真里を睨にらみ付けているだけだった。

「緒深田さん、この人どうなったの？」

「はあ。何もお変わりないかと思いますが」

　メイドは素直に首を傾かしげた。どうも彼女は、真里の様子の不自然さには気付いてないらしい。確かに外見上は、マフラーをしているぐらいしか妙みような点などないのだが。

「一階から順番にお捜さがしして、最後にここに出たらこうしていらしたのです。お名前をお呼びしたのですが、ちゃんとお返事もありましたし」

　お名前というのは、例の「ミシェル様」というやつか。しかしあれは──。

「我はミシェル＝エルフィーノ。超ちよう古代文明アラクードの神しん殿でんに仕えし巫かむなぎである」

　真里はマフラーをもごもご蠢うごめかせ、毅き然ぜんとした態度で改めて自己紹介をした。やはり昨日とは明らかに違う。ただ、言っている内容自体は何も変わってない。今さら教わるまでもなく、彼女がミシェルの生まれ変わりだという話は、すでに昨日から聞かされていた。

「今一度問う。我が仇きゆう敵てきガゾツフスを狩るのはそなたか」

　だから妙なのはこの部分だけだった。

「べつに彼女は何も狩らないよ」

　不意に灘が横からいい加減なツッコミを入れてきた。そういえば、彼も知っているのだろうか。真里の以前からの奇き行こうというやつを。

「さようか、狩らぬか。ならば誰が狩るのか」

　真里はそう言うと、途と端たんに私達への興味を失ったようで、くるりと緒深田の方に向き直り、どこかピントのずれたことを訊たずねた。狩るというなら、おそらく勇者の生まれ変わりとして紹介した間宮だろう。昨日の約束では、今日彼と引き合わせることになっていた。だから真里も間宮を待っているということになるはずだが。

「あのぅ……」

　緒深田が申し訳なさそうに、私に話しかけてくる。

「どうすればいいのでしょう、この場合」

「いや、私にそんなこと訊きかれても困るってば。だいたい緒深田さん、鈴木さんを見つけた時何て言ったのよ」

「ええと、すぐに勇者の方をご紹介いたしますから、と……」

　何かもっと大事なことを忘れてないか、この娘むすめは。

　それでは真里が勘かん違ちがいしてしまうのも無理はない。無理はないが、ただやはり私を間宮と間違えるのはどうかしているように思う。昨日はっきりと、高浪藍子さんなのですねと言っていたではないか。

　いや、それよりも今は医者だ。こうして見つかったのだから、すぐにでも病院へ運んでおかないと、またさっきのような症しよう状じようが出ても困る。そう何度も助かるとは限らない。

「鈴木さん、体の具合はどうなんですか？」

　私が訊ねると、真里はやはり瞬きもせぬままウムと唸うなり、すこぶる不調だ、と面おも白しろくなさそうに答えた。だったら抜ぬけ出してなんかいないで、素す直なおに救急車に乗っておくべきである。

　そして、それを聞いた緒深田がさっと青ざめ、それは大変です、と騒さわぎ出す。彼女は彼女で気付くのが少し遅おそすぎる。

「そうです。すぐにでも救急車を」

「今から急いで呼んだところで、あまり変わらないような気もするけどね」

　再び灘がツッコミを入れてきた。ごもっともとは言いよう、いちいち小うるさい男である。単に爪つま弾はじきにされているのが面白くないだけかもしれないが。

「それで、丙組の監かん視し委員は何をしているんだい？　こういう時に動かないでいつ動くというんだか」

「ああ、あの人。たぶんまだ鈴木さんのこと捜してるんじゃないですか？」

　確か東校舎を受け持っていたはずだ。それに永代と香織も捜索中である。だがこうして見つかった以上は、誰かに連れん絡らくを入れるべきかもしれない。まあ、本来ならここで丙組の監視委員の彼に伝えるのが正しいのだろうが、如何いかんせん名前も知らない相手だ。それよりはあとの二人の方がいい。

「それでは私、さっそく永代様のもとへお連れいたします！」

　その辺は緒深田も同意見のようだった。彼女はすかさず真里の手を取ると、階段を駆かけ下りていく。そして私も後に続こうとしたが、灘から「待ちたまえ」と駄だ目め出しされて、仕方なくその場に踏ふみ止とどまった。

「あとは緒深田さんに任せればいい。それよりも君に確かく認にんしておきたいことがある」

「いったい何ですか？」

　昨日から起きていたことは、大だい邪じや神しん退治のことも含ふくめてあらかた白状したはずだが。

「鈴木さんのことだよ」

　灘は手帳を取り出し、眉み間けんに不ふ審しんそうな皺しわを寄せてそう告げた。

「うちの委員会は月一で報告会議があるのだけど、以前そこで丙組の委員から彼女の話が出てね。突とつ然ぜんわけの分からない名前を口走り始めたというので、気になって様子を見てみたのさ」

「ははあ、他クラスのことなのに、ですか」

「他クラスと言ったって、ひょっとしたらうちのクラスが影えい響きようしているかもしれないじゃないか。あれほど人様に迷めい惑わくをかけるなと言っているのに、また誰だれかが良からぬことでもしでかしたのではないかと思ったのさ。しかし僕が見るに、鈴木さんは至って普ふ通つうの女子だったよ。ただ名乗る名前がたまに変だっただけだ。出欠を取る時などは普通の名で通していたようだしね」

　言われてみればそのとおりである。初めて見た時は、ごく普通のどこにでもいる女の子といって差し支つかえなかった。名乗り以外は。

「おそらく図書室にあるアラクードの本が原因だったのだろうね」

　灘は手帳を睨にらみながら、そう続けた。緒深田お気に入りのアレである。彼もその存在は知っていたようだ。

「あの本を読んで影響を受けて、そんな名前を口走るようになったと考えれば納なつ得とくのいく話だよ。だいたいもし噓うそでないと言うなら、どうして超ちよう古代の人間が今いま頃ごろになってのこのこと生まれ変わってくるのさ。常識的に考えて遅すぎる」

　それはまあ、灘の理り屈くつだろうが。

「それに間宮くんに用があるというのも変だね。鈴木さんは本来、アラクードの勇者の生まれ変わりに用があるわけだろう？　確かに間宮くんだって勇者の生まれ変わりとして頑がん張ばっているけど、彼はアラクードとは関係ない。勇者違ちがいじゃないか」

「それじゃあ鈴木さんが言っていたのは、全部噓ってことですか？」

「ああ、噓なら噓で理に適かなっているわけだ。もっとも、べつに噓だって構わない。それで学園生活に支障を来きたしていたわけじゃないからね。なのに今のは何だい？　言こと葉ば遣づかいまでおかしくなっている」

　それが彼の覚えた──そして私もまたはっきりと感じた疑問だった。

「そこで君に確認したいんだ。彼女は昨日の段階で、どうだったんだい？」

「どうって、普通でしたよ。今みたいな喋しやべり方じゃなくて、本当に普通」

　そう、あの時は何も変わりなかったのだ。だからその後、豹ひよう変へんしたきっかけがあるに違いない。私は真里のことを逐ちく一いち観察しているわけではないが、もし明確な変化の瞬しゆん間かんがあったのだとすれば、おそらくは今朝のあの一件。一度倒たおれて生死の境を彷徨さまよい、目が覚めたら──。

　どうなったというのだろう。少なくともミシェルであることには違いない。虚きよ言げんが過ぎて役になりきってしまったのだろうか。

　私が考えていると、灘は「解わかった」と言って手帳をしまい、教室に戻もどるよう言ってきた。いつものことではあるが、何か明らかになったのなら、少しぐらいは教えてくれてもいいではないか。

「とにかく何度も言うけど、よそのクラスの問題にまで深く関かかわるのはよしたまえ。そもそも君は今回の事件とはまったく無関係で構わないはずなのだろう？」

　彼の意見はもっともだった。

　そのはずである。気が付けば私は真里の問題に首を突つっ込みすぎている。当初の予定どおり間宮を紹しよう介かいして、そこで終わりにするべきだったのだ。

　まあ、彼女が病院に行ってしまえば、それも必要なくなるかもしれないが。

　私は軽く頷うなずくと、言われるままに教室へ戻るべく階段を下りようとした。そしてふと思い出し、せっかくだからと灘の方に向き直って「あの、ちょっと一ついいですか？」と訊たずねてみる。

　だからといって、何も凄すさまじく不ふ機き嫌げんな目を向けてくることもないと思うのだが。

「あの巨きよ大だいロボット、放課後までに撤てつ去きよしないと本の搬はん入にゆうができないんですよ。何とかなりませんか？」

「ああ、その件なら深山さんからも聞いているよ。佐原氏は夕方と言っていたけど、実際はもう少し早く終わるだろう。そうだな、三時ぐらいには片付くと思うけど」

「そうですか。なら安心ですね」

　どうやら凜に襲おそわれることもなさそうである。私はようやく胸を撫なで下ろし、階段を下りていった。

　二限目の終わりを告げる鐘かねは、その途と中ちゆうで鳴った。結局今日はまともに授業を受けてないと気付いたのはそんな時である。ただ、一応この御伽学園は名門進学校という位置付けにあるわけで、あまりぐだぐだ遊んでいては、それこそ進路上の大きな壁かべに衝しよう突とつしかねない。それだけはご免めんだ。衝突するのは人間だけでいい。

　何となく足を速めた。次の授業は美術なので、教室を移る必要があった。

　乙組へ戻る途中、丙組の教室の前を通ったので、ついでにちらりと中を覗のぞいてみた。当然真里の姿はなかったが、香織の姿も見当たらなかった。緒深田はちゃんと彼女にも、真里が見つかったことを伝えただろうか。あるいは永代にすべてを任せたのかもしれないが、どのみちその辺はもう私とは関わりのないことだった。

　ようやく戻った乙組の教室には、すでに移動した後と見えて、生徒はまったくと言っていいほど残っていなかった。せいぜい昼間が睡すい眠みん時間なことでお馴な染じみの黒マントこと帷子ミリルが、相変わらず机に突っ伏ぷして爆ばく睡すいしているぐらいである。起こすべきかどうか非常に迷うところだが、何だか幸せそうに涎よだれなど垂らして寝ねている姿を見ると、そっとしておきたい気もする。

　他ほかにここに残っていそうな人物といえば、姿こそ見えないが、教室に「いる」と専もつぱら噂うわさの幻まぼろしの少女ぐらいか。よくもまあ、これだけ不可解な連中を集めたものだ。

　そういえばいつぞや工藤が言っていた。このクラスには作為的なものを感じる、と。

　確かに偶ぐう然ぜんにしてはできすぎている。しかし集まってしまったものはしょうがない。べつに作為的だろうともそれで害があるわけでなし、むしろ私などは日々を無事に過ごすことに精せい一いつ杯ぱいである。

　もちろん、その精一杯はいつも空から振ぶりに終わっているわけだが。

「おや、まだいたのかい？」

　私が自分のロッカーから美術用の画材を取り出していると、不意にドアの方から声が聞こえた。思わずギョッとして振ふり返る。その先にいるのは、紛まぎれもなく問題の黒幕だった。

「なに、いちいち驚おどろくことはない。ただそこの吸きゆう血けつ鬼きを放ほうっておくと、なかなか教室を移らないものだからね。僕が先生に言われて起こしに来たというだけのことさ」

　工藤はミリルを指差し、その存在を「記号」で呼んだ。どうやらこれが彼の癖くせであるというのは、ここへ転校してきた時に、嫌いやというほど教えられている。

「だから、べつに君に何かをしようなどとは決して考えてないから安心したまえ。何しろ僕も病やみ上がりだ」

　彼はそう言って、わざとらしくケホンと一つ咳せきをした。しかしそれでもなかなか安心などできないもので、おかげで彼が教室に入るなり、私は絵の具の入った箱を抱だき締しめて、足を踏ふん張り臨戦態勢など取ってみた次し第だいである。

「これまたえらく警けい戒かいされたものだね」

「いや、もう厄やつ介かい事ごとはご免ですから」

　ミリルが寝ている以上、ある程度の発言は許される。私は顔を強こわ張ばらせ、黒幕に向かってそれとなく皮肉を言ってみせた。

　工藤の口元がにやりと歪ゆがむ。やはり安心はできない。

「そういえば君は授業中に呼ばれて保健室に行ったにも拘かかわらず、どういうわけか北校舎裏の方にいたね。そうそう、あそこに放置されているロボット。あの操縦用プログラムが何者かによって破は壊かいされたらしいが──」

「……何でそんなこと知ってるんですか？」

「まあ、見ていたから、と素す直なおに答えておこう」

　いつの間にだ。なぜだ。そしてどこからだ。

　この黒幕の動きは本当に謎なぞばかりである。それでいて意外と理に適かなったことをやるものだから、決して油断はできない。

「さて、君も僕の質問に答えてもらいたい。プログラムを破壊した人物の見当は、もうあいつにはついているのかい？」

　あいつ、というのは、灘のことだろう。

　もっともそんなことまで私には分からない。灘は基本的に無関係な相手には口を噤つぐむ男だし、確信のない予測を迂う闊かつに口外することもない。今回のプログラムの件でも、一見疑わしい田崎への追つい及きゆうはまったくしていなかった。

「その顔では、君には分からないようだね」

　工藤は私の顔を見て、いとも容易たやすく判断した。

「無理もないか。しかしそうなると朝のケーブル切断事件も、どうやらまだ未解決のようだ」

「どうしてそんなことをいちいち探さぐるんですか？」

「さて、どうかな。それを今教えるというのも野や暮ぼな話さ。とにかく答えてくれるならありがたいが、もちろん答えなくとも、他に探り様はいくらでもある。そこを敢あえて君に訊きいているのだよ。何しろ君は僕のお気に入りだ」

　そういう悪い冗じよう談だんはエイプリルフールだけにしてほしい。というか、これはもう明らかに何か企たくらんでいるに違ちがいない。そもそも校舎裏でのやり取りを覗いていた時点で、確実に黒としか思えない。

　それに、これはあくまで私の推測だが──。

「工藤くん、もしかしてあのロボットのこと欲しがってません？」

　私は恐おそる恐る訊たずねてみた。

　彼の笑え顔がおに変化はない。

「なぜそう思うんだい？」

「いや、その朝のケーブルのことですよ。あれが切られたせいで、ロボットの撤てつ去きよができないでいるんです。だからそれをやった犯人の動機って、やっぱりロボットを運ばせないためですよね」

「そうだろうね。しかしそれをやったのが僕だという証しよう拠こはない」

　どうやら私の言わんとしていることが解わかったらしい。そう、もしケーブルを切ったのが工藤なら、彼がロボットを欲しがっているという私の推測もはっきりと成立するわけだ。ついでに例のプログラム問題。田崎が無実だとしても、工藤ならば相当怪あやしい。

「プログラムを破壊したのも工藤くんの可能性があります」

　もうこうなったら言ってしまった方が早い。どうせギャラリーはいないも同然だ。

「ほう、聴きこうじゃないか」

　工藤は手近な机に腰こしを掛かけ、続きを促うながした。

「僕がプログラムを破壊したというなら、それは僕が自らこの手であのロボットに死を与あたえたことになる。それは君が今言った、僕があのロボットを欲ほつしているという推理と矛む盾じゆんするはずだ。もっとも単に巨きよ大だいなガラクタが必要だった、というのなら話は別だがね」

「でも、その気になれば何とかなるんですよ。一年はかかりますけど。だからもし今回の一件であのＱとかいう人達が機体の回収を諦あきらめてしまえば、あとはもう修復させて乗りたい放題だと思うんです」

「僕があれに乗る、か。何のために？」

「それは……破壊活動とか」

　悪の手に落ちた巨大ロボならそれぐらいやるだろう。何しろこの男は黒幕だ。

　だが、そんな私の推理を彼はフッと微び笑しよう一つで一いつ蹴しゆうすると、その腰を机から離はなし、やれやれといった面おも持もちで立ち上がった。

「なかなか面白いとは思うがね。しかしあいにく僕はそこまでストレスを溜ため込んではいない。しかし……そう、いかなる武力大国といえども、のべつ幕なしに他国に爆ばく弾だんを落としているわけではないからね。ではなぜ武力を強化する必要があるか」

　これがヒントだ、と工藤は言った。

　そして、ついにその細い目を見開いた。

　瞼まぶたの間に限りなく薄うすい瞳ひとみが覗のぞく。その瞬しゆん間かんから彼の表情が豹ひよう変へんすることを、私はよく知っている。それは言い換かえれば、私以外に知っている生徒がいない、ということでもある。

　だがその唯ゆい一いつの例外である灘のいない今ここで、彼は悪あく魔まの笑みとともに、私に対して意味深な台詞せりふを吐はいた。

「あの機体、修復してでも入手しがいのある兵器だとは思わないかい？」

　この瞬間。私は彼の始動をはっきりと確信した。







　４　九月十七日正午前　私、前世の秘密を知る。
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優から聞いた情報で、ミシェルを名乗りだした原因が解明。そして私は推理してみた。









　不ふ穏おんな空気が漂ただよいだしてはいたが、何はともあれ今は授業である。私は廊ろう下かを激走して美術室に文字どおり滑すべり込み、どうにか出欠確かく認にんに間に合うことができた。

　だからこそ、灘や緒深田がすでに中にいたのは面白くなかった。自分はどれだけ時間を食ったのか、という話だ。

　そして待っていたのがお決まりのスケッチ大会である。友人の優やら弥生やよい雛ひな世よやらと一いつ緒しよになって、首だけの石せつ膏こう人間など睨にらみつつ鉛えん筆ぴつを走らせるわけだが、どうしてもおとなしくしていられないのが人の常というやつで──。

　と言っても、あくまでただお喋しやべりするだけである。どこぞのお嬢じよう様さまのように召めし使つかいに自分の分まで描かかせたり、どこぞの科学者のように自作の全自動スケッチマシンを暴走させてそこいらをカラフルに塗ぬり上げたり、どこぞの女難男のように実じつ妹まいに襲おそわれてヌードモデルにされかけたりといった問題行動は起こしてない。そういう意味では、私は一年乙組の良心と言っても過言ではないのだ。たぶん。

「ヒナちゃんは、丙組の鈴木さんって知ってる？」

　巻き毛の影かげ付けに苦戦しながら、私は雛世に訊ねた。お下げ髪がみに柔にゆう和わな笑え顔がおが親しみやすいこの幼おさな馴な染じみは、これまた石膏とスケッチブックとを交こう互ごに眺ながめながら「知ってるよ」と小さく頷うなずき、「優ちゃんから聞いたから」と付け加えた。となると、どうも源流が新聞部員というのは共通していることらしい。

　だがそれは要するに、雛世もまた優以上の情報は持ってないということになる。クラス中の生徒と古くからの顔見知りで、やたら昔のあだ名などを覚えている彼女ならば、あるいは真里のことも何か知っているかもと思ったのだが、どうやら深読みが過ぎたようだ。

「なあに？　鈴木さんのこと知りたいの？」

　こちらの話を聞きつけて、私と石膏との間にすかさず優の頭が入ってくる。邪じや魔まである。

「私も詳くわしいわけじゃないよ？　人並に調べて分かることぐらいしか知らないし」

「でもほら、さっき何か言いかけてやめてたじゃない」

　彼女が自じ称しようミシェルになった動機、というやつだ。優はそれを知っているのである。私もそのミシェル発言でいろいろ手て間ま隙ひまかけさせられたのだし、少しでも真里が噓うそをついていたという話があるなら、把は握あくしておいて損はない。

　私が指し摘てきすると、優は「ああ、あれ」と頷いて、私のスケッチブックに手を掛けて身を乗り出してきた。やはり邪魔だ。

「鈴木さんが所属している演劇部の人達から取材したんだけどさ、その子が変な名前を名乗るようになったのって、好きな人の気を惹ひくためだったんだって」

「……はあ」

　何なのだ、その微び妙みような動機は。いや、人の恋れん愛あいにとやかく言うつもりはないが、何かもう少し他ほかにアプローチの手段があったのではないか。

「それで、ちゃんと気は惹けたの？」

　そう訊たずねたのは、私ではなく雛世の方である。といっても私同様のツッコミ精神とは関係なしに、純じゆん粋すいに真里の恋こいの行方ゆくえに興味があったらしいのは、その瞳の奥のキラキラ度合いを見ても判わかるとおり。まあ、彼女は彼女で最近少しばかり焦こがれているようなので、そういう話題には何かと敏びん感かんになっているのかもしれない。

「成功だったんじゃない？　一応その相手の人とは、前よりはよく一緒にいるようになったって話だし」

　優は詰つまらなそうに答えた。おそらくはもっと波乱に満ちた展開を期待していたのだろう。

「ちなみにその相手の人って、同じ演劇部の先せん輩ぱいで永代邦くに美みって名前なんだけど」

「永代？」

　それはあの永代か。いや、演劇部員で真里と関係のある永代というなら、あの男と考えるのが当然である。ただの先せん輩ぱい後輩同士でないというのは薄うす々うす察していたとはいえ、まさかそんな経けい緯いがあった上での恋仲とは考えても見なかった。

「おや、ランちゃんは知ってるの？　永代先輩のこと」

「うん、ちょっと鈴木さんの一件で知り合ってね」

「ははあ、なるほど。すると特にファンというわけではない、と」

　いや、何なのだ、そのファンというのは。

　私が首を横に振ふった時である。雛世が「思い出した！」と小さく叫さけんだ。また昔の記き憶おくでも掘ほり起こしたのかと思ったが、「その永代先輩って、去年の文化祭で見たんだよ」と言ったので、彼女の幼馴染力とは無関係らしい。

「ほら、もともとここを受験しようと思ってたから、文化祭の時遊びに来たのね。それで演劇部の公演があって、その時に見たの。あれは『不知火しらぬい伝説殺人事件』だったかな。探たん偵てい役がかっこよかったんだよ」

「そうそう、何しろ二枚目ってやつよ。しかも演劇部。だからファンクラブがあって当然なの」

　優が勝手に納なつ得とくして頷いた。しかし、だ。もしそんなファンクラブがあるのだとしたら、真里は周囲からどう思われていたのか。決して想像するに難かたくないが、ただ、それはあまり好ましい状じよう況きようではない。

「だから鈴木さんって、クラスとか同じ部の女子からは結構冷たく扱あつかわれているみたいね」

　案の定である。ミシェル＝エルフィーノなどというふざけた名前を使って永代の気を惹き、しかもそれが成功したとなれば、当然周りは快く思うまい。だから私が真里と知り合いだと知った時、優は微び妙みような反応を示したのだ。それは彼女がやはり永代のファンだったとかそういうわけではなく、ただ友人に妙な累るいが及およびやしないかという純粋な心配から来ていたのだろう。

　それはさて置き、真里がそんな理由からミシェルを名乗ったとして、解げせないのが昨日私に持ちかけてきた相談である。

　それに、今日の豹ひよう変へんぶりも解らない。だいたい昨日は普ふ通つうだったのに、灘も認めるほどのあの変わり様は何だ。やはり何かがおかしい。

　ふと灘の方を見れば、彼は誰だれとも隣となり合うことなく、ひとり黙もく然ぜんと難しい顔でスケッチに勤いそしんでいた。性格が性格だけに、ああしていつも孤こ独どくでいる。それに対して哀あわれみを抱いだくわけではないが、一応よく知った人間だけに、傍はたから見ていて痛々しいものはあった。

　そこへ行くと工藤などはまったく対たい照しよう的だ。余よ裕ゆうの笑みで鉛えん筆ぴつを走らせ、周囲の生徒から上手うまい上手いと絶賛されている。この辺、世よ渡わたりの差だけは歴然としている。

「でもその鈴木さんって、永代先輩と仲良くなった後はどうしたの？　そういう変なキャラで押し通してるってこと？」

「うん。だってもうずっと『ミシェル』さんだから」

　雛世の問いかけに、優がスケッチブックを乗り移る。いちいち邪じや魔ましないと答えられないのか。

「少なくとも先輩と一いつ緒しよにいる時はいつもそう。だいたい先輩からしてそう呼んでたんだから、今さらやめられなかったってところでしょ」

　はて、そうだったか、と私は永代の台詞せりふを思い出してみる。彼が真里のことをミシェルと呼んでいるのは、まだ耳にしてないような気がするが。

　しかし私が彼と話したのは、真里が倒たおれて以降のこと。その後は行方不明騒そう動どうなどもあって、ふざけている場合ではなかったから、彼も普通の名で呼んでいたのかもしれない。考えてみれば当然のことだ。だいたい常識的に考えれば、永代だって本気で真里がミシェルという人物の生まれ変わりなどと信じているはずがないのだ。

　そんな中、少しだけでも本気にしてしまったのが私である。全面的に信用したのが緒深田だ。これでは乙組が本気でダメッ子集団のような気がしてならない。

　いや、そういえば他のクラスにも例外が一人いたか。

　そう、冬麻香織だ。真里の友人だというあの少女は、少なくともミシェル云うん々ぬんを本気で信じていたはずだ。何しろこの私に相談を持ちかけてきた時、真里や緒深田と一緒になって、いろいろと話を進行させていたのだから。

　ただ──彼女も真里が倒れた時には、普通に本名で呼んでいたように思う。

　どうも解らない。あの時彼女達は、何を思って私のところに来たのだろう。

　何しろすべてが噓なのだ。実際には真里は前世の記憶なんて取り戻もどしてないし、取り戻したと思い込んでいたわけでもない。そして、永代の気を惹くためだけについた噓を引きずって、大だい邪じや神しん復活に怯おびえるあまり、勇者を調達しに来る必要もまったくない。

　だいたい彼女がミシェルという名前を選んだのは、灘の言うように、例の胡う散さん臭いオカルト本の影えい響きようである可能性が高いのだ。ならば問題の預言もあの本を見て知り、それをそのまま私に伝えただけではないのか。

　で、その挙句の今日である。もう何だかさっぱり分からない。もちろん当人に訊きけばいいことだが、当の真里は今、ちょっとばかり妙な状態にあるし。

　となると香織に訊くべきか。いや、もう無関係と決めた以上、深追いするのも無意味というものかもしれない。

　そう、あとは緒深田に任せるべきなのだ。何しろ彼女が持ち込んだことなのだから。

　その緒深田はといえば、鉛えん筆ぴつ削けずり片手に教室中をうろつき、甲か斐い甲が斐いしく一同の芯しん先の手入れをして回っているところだった。それを見て、何とまぁ世話焼きな子だろう、と思った矢先、灘の鉛筆を削ろうとして「いいから早く君も描かきたまえ」と叱しかられ、例によってぺこぺこと謝りだす。あそこまで低姿勢だと、かえっていまいちツッコみづらい。

「オミちゃんって、昔からああだったんだよね」

　私の視線に気付いてか、ふと雛世がそんなことを言った。

「人の喜ぶ顔を見たいからって、ああやっていろいろ世話を焼いて、失敗して怒おこられて……。でも絶対に挫くじけないで頑がん張ばってるんだから、偉えらいと思うよ、私は」

「うん、それはそうなんだけどね」

　確かにその精神は崇すう高こうかもしれないが、結局周りに迷めい惑わくをかけているのでは意味があるまい。それに同じ世話を焼くにしても、あのメイドカチューシャとエプロンはいらないと思う。絶対に。

「それにオミちゃんの笑え顔がおに癒いやされることだっていっぱいあるんだよ。きっとランちゃんもそのうち分かるよ」

　雛世はなおも寛かん大だいな態度でドジっ子メイドをフォローした。

　確かに緒深田はよく笑顔を見せる。接客──のつもりかどうかはよく分からないが、私と初めて会った時からしてニコニコしていたし、たとえ怒られてしょげた後でも、少しでも微笑ほほえむべき機会があればすぐに笑顔を取り戻す。

　そういう意味では、内面が表に出やすい性格なのだろう。ただ、そんなメイドに振ふり回されている私にとっては、彼女の笑顔はむしろ混乱への第一歩でしかない。

　それともいずれ雛世が言うように、癒される時も来るのだろうか。

「ねえ、緒深田さんって、オカルトっぽい話とかに興味あるの？」

　ちょうどいい機会だと思い、私は雛世に昨日の疑問を訊たずねてみた。あの超ちよう古代文明アラクードの伝説が書かれた胡散臭い本。借りるにしたってせいぜい二回が限度だろうと思うのだ。それなのに彼女の場合はちょっと尋じん常じようではない。

「オカルトってなあに？　心しん霊れいとか？　それならホノムーが昔から得意だったけど」

「いや、そっちじゃなくて……幻まぼろしの超古代文明とか」

　ちょっとだけ、言ってて恥はずかしくなった。ついでに焰邑の昔のあだ名は、少々レアだとも思ってみる。

　雛世は私の発言を聞いて軽く首を傾かしげたが、そこは優の方からすかさずフォローが入った。

「ああ、アラクードってやつね」

　今の情報と昔の情報。上手うまく使い分けてくるいいコンビである。

「優ちゃんは知ってるの？　アラクードのこと」

「知ってるっていうか、そりゃ学校の図書室にあんな本があったら普ふ通つう見るでしょ」

　確かに本ほん棚だなの中で目立っているのは間ま違ちがいない。しかし、それがすぐに緒深田と結び付いたのはなぜなのか。やはり何度も借りているためかもしれないが、それだけでアラクードとメイドが容易に繫つながるほど有名になるとは思えない。だいたい普通は人が借りた本など気にしないだろうし。

「あの本はね、オミちゃんの『読み聞かせ用』なんだよ」

　私の疑問だらけの脳に、雛世が新たな疑問を投とう与よした。

「読み聞かせ用？」

「そう、読み聞かせ用。読んで聞かせるの」

　いや、言葉の意味は解わかる。それに昨日は緒深田自身も、あれを工藤に読み聞かせたことがあると言っていた。だから少なくとも一週間ほど前に一度そういう事実があったのはいいとして、問題はそれ以前である。

「実際に誰だれが聞かされたの？」

　私が訊ねると、まず真っ先に雛世が手を挙げた。ついでに優も手を挙げ、それから教室中をぐるりと見回し、あの人もあの人もと次々に追加し始める。なるほど、それだけの人数がいたなら、「読み聞かせ用」と言われても不思議ではない。

「オミちゃんは保健委員だから、病気で臥ふせっている人とかには、よく本を読んであげるんだよ。でね、このクラスになって一番最初に読んであげたのがそのアラクードの本で、とても相手に好評だったんだって。それで、あとはずっとその本ばかりになったの」

「はあ。好評って、いったい誰に」

「帷子さんだよ」

　と、こちらは優が得意げに、教室の片かた隅すみを指差して答えた。そこにいるのは当然眠ねむっている帷子ミリル。さっき教室でも寝ねていた黒マントの吸きゆう血けつ鬼きである。ちなみに今はワニは持ってない。代わりに必要以上に尖とがらせた鉛えん筆ぴつを持ってきているようだが、どのみち寝ているので使っていなかった。

「帷子さんは結構そういうの好きなんだよ。超古代文明とか心霊とかＵＭＡとか、とにかくオカルト全ぜん般ぱんに詳くわしいの。あとはよく専門店でいろいろな呪じゆ術じゆつ道具を手に入れてくるのね。でも素人しろうとが迂う闊かつに触さわると身を滅ほろぼす物ばかりで、この学校でもすでに犠ぎ牲せい者しやが五、六人……」

　そういう不ふ穏おんな情報までは聞かせないでほしい。ていうか、それこそ灘は止めろ。

　で、そのミリルのせいで、緒深田は今やアラクードマニアと化しているわけだ。それによく考えてみたら、吸血鬼が病気で臥せるというのも怪あやしい。どうせただ眠くてぶっ倒たおれていただけに違いない。実に傍はた迷めい惑わくな話だ。

　ただ、そうするとミリルもあの預言とやらを信じているのだろうか。いや、まさかそんなことはないと思うが、一応香織の例もあるし、ここいらで少し全校アンケートでも取ってみたら意外に信しん奉ぽう者しやが多かったりして──。

　この学校はやはり変だ、と私はひとり結論付けた。まあ、変なら変でいい。せめてクラスメイトとその身内だけに留とどまっていてほしい。それが私のせめてもの──来年のクラス替がえを見み越こした──願いだった。

　その願いは一つの形で叶かなえられることになった。結局一年乙組以外の生徒は、あくまで常識的に考え、誰もが抱いだく当たり前の感情で動いていたのだ。それを知ったのは、三限目が終わり、続けておこなわれる四限目の美術との合間、ちょうど休み時間のことだった。

「高浪さん！」

　私がトイレの洗面所で、鉛筆で黒ずんだ右手のサイドを洗っていると、後ろから呼びかけてきた人物がいた。振り向くまでもない。鏡に映っているのは、髪かみを片側にまとめた小こ柄がらな少女──冬麻香織だった。

　ただ、その顔には最初に見た時の真ま面じ目めさはない。かといってふざけているわけでもなく、むしろ真しん剣けんというか、それを通り越して鬼き気き迫せまる様相である。何しろ顔筋も凝ぎよう固こせんとばかりにコメカミを引き攣つらせ、瞬まばたきもせぬまま凄すさまじく開いた瞳どう孔こうで私を睨にらんでいるのだ。

「どうしたの、怖こわい顔し……」

「ねえ、真里はどうしたの？　ちゃんと捜さがしてるの？」

　こちらがすべてを言い終わらぬうちに、彼女はその手で私の両りよう肩かたをグワシと摑つかみ、細かな振しん動どうを送りながら訊ねてきた。まさかとは思うが、知らされてなかったのか。

「鈴木さんなら見つかったよ。緒深田さんが見つけて、永代先せん輩ぱいのところへ連れて行ったはずだけど」

「何それ、聞いてないよ。今どこにいるの？」

「病院じゃないかな、たぶん」

　一応元気そうには見えたが、一度は死にかけていたのだから検査は必要だろう。私が永代なら、改めて救急車を呼んで然しかるべきだ。

「どこの病院かは知らないけど……。たぶん先輩が知ってると思うよ」

「そう。分かった。ありがとう」

　香織はようやく落ち着いたのか、ふうと息を吐はき出して表情を緩ゆるめた。友達想おもいなのは結構なことかもしれないが、それで見境をなくしては困る。

「放課後にでもお見み舞まいに行ってあげるといいよ」

　とりあえず私はそう言って彼女に平静を取り戻もどさせた。向こうもそれを聞いて頷うなずいたから、もう安心だろう。ひとまず安あん堵どし、それからいろいろと山積みになっていた問題を、どうせならこの場で済ませてしまおうと思って、私は去ろうとする彼女を呼び止めた。

「ああ、そうだ冬麻さん。鈴木さんのところへ行くなら、ちょっと伝えてもらっていいかな。間宮くんのことで」

「間宮くん？……ああ、勇者の人だっけ」

　香織は私の言葉に足を止めると、一いつ瞬しゆん目を泳がせ、「何かあったの？」と訊たずねた。

「いや、それがちょっと言いにくいんだけど、当てが外れたみたいなの。間宮くんは勇者の生まれ変わりじゃなかったみたいで……」

「ああ、そのこと？　それならもういいよ」

　ごめん、と香織は頭を下げた。私はどういうことだか解わからず、目を瞬しばたたかせて彼女に説明を求めた。

「あれ、噓うそなの」

　どうということもない。実にあっさりとした理由だった。

「騙だましてごめんね。それに、緒深田さんにも。ちょっとやりすぎたかなって思ってたけど、でもここまで本気で信じるなんてちょっと意外だったから、びっくりしちゃった。どうして『勇者違いだ』ってツッコんでくれないかな」

　アハハ、と彼女は乾かわいた笑い声を上げた。まるでその場で取り繕つくろったかのような、どことなく空くう虚きよな声だった。

　そしてしきりに私から目を逸そらそうとしているのは、彼女がはっきりと罪悪感を抱いているという何よりの証しよう拠このはずである。

「ねえ冬麻さん」

　私は戸と惑まどいとも納なつ得とくともつかない妙みような気持ちになりながら訊ねた。

「どうしてそんな噓をついたの？」

「……ごめん」

　騙したいわけじゃなかったんだ、と彼女は答えた。

「ただ……真里が悪いんだよ。あの子があんなことするから、つい、さ」

　そして、先輩のこと盗とっちゃうんだもの、と静かに付け加えた。

　その先輩というのが永代のことを指すのは、もはや確かく認にんするまでもなかった。真里、香織、永代という演劇部のこの三人、どうもただの共通の知人では済ませられないものだったらしい。

「ずるいと思うんだよ」

　香織はそっぽを向いたまま、微かすかに震ふるえる声でそう続けた。

「ファンとかじゃないんだ。私は先輩のこと本当にずっと好きで、だから頑がん張ばっていっぱい仲良くなろうとして、でもなかなか上手うまくいかなくて……。それなのに真里は、あんな……あんなふざけたやり方で！」

　語ご尾びが荒あらくなったのは、次し第だいに感情を抑おさえ切れなくなったためだろう。目に涙なみだこそ浮うかべていないが、その動どう悸きの速まりは、手で触ふれているわけでもないのにはっきりと判った。

　私は黙だまって、彼女の次の言葉を待つ。

「だからさ。ちょっと懲こらしめてやりたかったんだ。超ちよう古代の巫かむなぎの生まれ変わりだっていうなら、あの本の預言とか気にしなきゃいけないはずでしょ？　そうやって気にして大だい邪じや神しんに怯おびえて、それで周りにも迷めい惑わくかけなきゃいけないはずでしょ？　自分で名乗ったんだから、責任持ってその設定引きずれよ、って思った」

　そして昨日、香織はその鬱うつ憤ぷんを晴らすべく、真里を無理矢理乙組に連れて行ったのだという。暴力でもなく脅きよう迫はくでもなく、これまで同じクラスで、そして同じ部活で培つちかってきた友情という拘こう束そくこそが、真里を従わせる恰かつ好こうの武器となった。

「あの子、脆もろかったよ。私が真ま面じ目めな顔で預言のこと話したら、凄すごく挙動不ふ審しんになっちゃってさ。でも私が本気で心配してるって思い込んでたから、噓だって言えずに本当に乙組まで行っちゃった。もともと優ゆう柔じゆう不ふ断だんなとこあったし、いつも私の言うことは簡単に聞く子だったから、予想どおりだったけど……でも、どうしてだろうね。あそこで素す直なおに謝ってくれてれば、ひょっとしたら──あんなことにはならなかったかもしれないのに」

「あんなこと？」

　どのことだろう。私のもとへ相談に乗り込んできたことか。それとも。

「ねえ高浪さん」

　香織からの説明はなかった。ただ、彼女はようやく私の方に顔を向け、笑えみ一つ浮かべることなく「友達って何かな」と訊ねてきた。

「同じクラスで同じ部活で一いつ緒しよにいろいろ話して……それって友達のはずだよね。でも、それだけの理由で生まれた友情なんて、こんなことで簡単に壊こわれるんだって分かったら、ちょっと馬ば鹿か馬ば鹿かしくなっちゃった。それでさ、あの子、まだ私のこと友達だと思ってるはずなんだよ？　何なの、いったい」

「さあ。そう言われても……」

　どう答えればいいのだろう。

　私とて友達と呼べる人間はいる。それはたまたま同じクラスにいた女子という──ついでに言えば、妙な能力のない普ふ通つうの女子という部分が大きかったが──香織に言わせればあまりに脆いものでしかないらしい。実際、優にしろ雛世にしろ、彼女達の奇き抜ばつな言動が私を呆あきれさせることはある。

　ただ、それは人として当然なのではないか。人と人とが関かかわり合っている以上、どこかしらで軋あつ轢れきは生まれる。それを理解した上で楽しく付き合えるのなら、それこそ親友と言ってしまっていいのではないか。

　たぶん、優も雛世も私の親友で間ま違ちがいない。少なくとも、私にとっては。

「冬麻さんは鈴木さんのこと、真しん剣けんに捜さがしてたじゃない」

　それこそ死に物狂ぐるいの形相で。私は彼女の陰いん気きに満ちた顔を見み詰つめ、そう言った。

「それはやっぱり、友情が壊れているわけじゃないんだよ、きっと」

「……違うよ」

　だが香織は不意に身を強こわ張ばらせ、慌あわてて首を左右に振ふった。

「違うんだよ。そうじゃないんだよ。私が真里を捜していたのは──」

　そこまで言って、不意に彼女の台詞せりふは止まった。そしてどこか迷った瞳ひとみで床ゆかを見下ろし、しばらく間を空けた後、「ごめん、言えない」と小さく呟つぶやいた。

「言えない。怖こわい。言えない」

　顔に怯えが覗うかがえる。何があったのだ。

　問い詰つめるべきかと迷っているうちに、次の鐘かねが鳴るのが聞こえた。香織はそれを耳にすると、急に我に返ったように顔を上げ、何も言わずに素早くトイレから出て行った。

　私はこの短い休み時間中に得た情報をひとしきり頭の中で巡めぐらせ、それから心にやるせない気持ちを抱かかえたまま、美術室へと戻もどっていった。







　５　九月十七日正午過ぎ　私、乙組の裏側を垣間見る。
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ミシェル問題は片がつきそうでつかなくて、そのうえ、灘くんと工藤くんの直接対決が開始される。









　スケッチというのは考えごとに向いているのかもしれない。四限目の間中、私は真里と香織の間にあったことを頭の中でしきりにリフレインさせていた。そして気が付けば、しつこく正面で邪じや魔まをしていた優と石せつ膏こう像ぞうの顔とを融ゆう合ごうさせていたりもしたわけだが、それは一応周囲の受けがよかったのでよしとしておこう。

　結局、昨日の相談はすべて噓うそだった。思えば超古代文明に関する様々な情報は、そのほとんどが香織と緒深田の口によるもので、真里はそんなに発言をしていなかった気がする。あれは、彼女なりに香織や私への罪悪感に苛さいなまれていたからではなかったか。

　真里は、香織がミシェルのことを本気で信じていると思い込んでいた。香織はそう思い込ませることで、真里を罠わなに嵌はめた。そんな二人の関係について、私が口を挟はさむ余地はない。灘の言い分ではないが、それこそ他人の問題なのだ。

　やはり、これ以上関わることではないのかもしれない。

　授業が終わった後、私は香織から聞いた話を、緒深田に伝えることにした。あまり周りに吹ふい聴ちようしたくなるような内容ではないが、あの勘かん違ちがい甚はなはだしいメイドにだけは事実を知らせておかないと、後々面めん倒どうなことになりそうだと直感したのである。

　そして、そのまま終わらせるつもりだった。

　昼休みだった。緒深田は自分のロッカーに美術道具一式を詰め込むと、急いでトテトテと小走りで廊ろう下かを走り、そのまま階段を下りていった。

　まあ、途と中ちゆうで転んでくれたので簡単に追い付いたが。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　そう言って助け起こしてやると、彼女は強打したと思おぼしき顔を片手で押さえながら、「ひゃい」と半べそで頷うなずいた。私が言うのも何だが、実にそそっかしい子である。

「そんなに急いでどうしたの？」

「ちょっとお使いなのです」

　購こう買ばい部ぶへパンを、と彼女は付け加えた。だからといって、走る所以ゆえんはない。

「でも、急がないと売り切れてしまいますから」

　どうも競争率が激しいようだった。もっとも私は両親が過保護なこともあって、今まで学校で取る昼食は必ず弁当だったから、その辺はよく知らないが。

　緒深田は私に、よろしければご一緒しませんか、と持ちかけてきた。それは彼女に用がある私にとっても、願ってもないことだった。

　購買部はそれなりに混雑を見せていた。乙組の生徒も何人か見かけたが、皆みな目当てのパンを手に入れるのに必死である。もちろん、だからといって周りの生徒集団を鬼おにで蹴け散ちらす巫女みこ様辺りは、かなり反則な気もした。

　とりあえず真里の話は後に回して、緒深田の買い物を済ませることにした。私が片かた隅すみから見守る中、彼女は人ごみに揉もまれてひゃあひゃあと騒さわぎながらも、どうにか惣そう菜ざいパンを四つほど抱えて、あたふたとこちらへ駆かけ戻ってきた。

　一人で食べるには少々多い量である。もしや私の分も含ふくまれているのか。だが私は弁当だから、これだと無む駄だになってしまうわけだが。

　しかしそれは杞き憂ゆうだったようだ。緒深田は手持ちの手て提さげ袋ぶくろにパンをしまうと、「高浪様はよろしいのですか？」と訊たずねてきた。私の分というわけではないようである。

　まあ、こんな世話焼きな子なのだし、もしかしたら誰だれかに頼たのまれての買い物なのかもしれない。そういえば、「お使い」と言っていたし。

　私が首を横に振ると、緒深田は申し訳なさそうな顔になって、「それではお誘さそいしてご迷めい惑わくだったのでは……」と不安げに訊ねてきた。どうもこの辺、気を遣つかいすぎている節がある。

「いいんだよ。ちょっと緒深田さんに用があったから」

「私にでございますか？　いかがなさいましたか？」

「うん、鈴木さんのことでね」

　いちいち敬語で訊ね返してくる彼女にテンポを削そがれながらも、私は例の話を語って聞かせた。その間緒深田は、始めのうちは静かにしていたが、こちらが香織の言動の細かな理由について話し出すと、哀かなしそうに顔を曇くもらせ、そしてついには泣き出しそうになり、「申し訳ございません！」と叫さけんだ。

「私、またやってしまったのですね……」

「いやまあ、緒深田さんのせいじゃないから」

　とりあえずそう慰なぐさめてみる。もちろん香織の話を信じ切って私を振ふり回した点については、謝ってもらって構わないわけだが、それで泣かれるとさすがにこちらの方が申し訳なくなってくる。そもそも私とて、いろいろ巻き込まれそうになった時に普ふ通つうに断っておけばよかったのだ。まったく非がないわけではない。

「本当に申し訳ございません。私、てっきりあの預言が実現したものと思って……」

　いや、それはいかがなものかと思うが。

「でも、いつかは実現するはずなんです」

　いったいその自信は何なのだ。私にはさっぱり解わからなかった。

「とにかく……そういうことだから、もう鈴木さん達のことはそっとしておいた方がいいと思うんだよね。もちろん絶対にって言うわけじゃないよ。べつにお見み舞まいに行くぐらいなら構わないと思うし、むしろその方が向こうも喜ぶと思うし」

　私がそう言うと、ようやく緒深田も気を取り直したのか、はい、といつもの笑え顔がおを見せて頷いた。

「そうですね。あとで永代様に病院の名前を伺うかがっておきます」

「あれ？　どこだか知らされてないの？」

「ええ。鈴木様を永代様にお引き渡わたしした時、あとは任せてほしいと仰おつしやられまして。ですから実際に救急車をお呼びするところは拝見していないのですが……あの……まずかったでしょうか」

「いや、そういうわけじゃないんだけど」

　まあ、どこかの黒幕と違って永代は普通の高校生だし、その辺は無駄に不安がる必要もないだろう。

　そうは思ったものの、妙みような胸むな騒さわぎがあったのも確かである。それは、今日になって急に始まった真里の得体の知れない動きによるものだったのかもしれない。

　とにかく話が済んだのであれば、いつまでも購買部で鬼の暴力ショーを眺ながめていても仕方がなかった。私は教室へ戻もどろうと緒深田を促うながしたが、彼女はまだ何か用があるようで、私はここで、と言って教室とは反対側の方へ駆けていった。やはりあのパンをどこかへ届けるためだろう。

　さて、これでようやく一段落したわけである。次に待っているのは北校舎裏の粗そ大だいゴミこと巨きよ大だいロボットと、それについて何かを企たくらんでいる黒幕の問題なのだが──。

　やはりここは素す直なおに灘に知らせるべきだろうか。ただ、私が工藤の不ふ穏おんな発言を伝えたところで、彼は「また君か」と顔をしかめることだろうが。

　考えてみれば癪しやくに障さわる話だったが、この際止やむを得ない。そう思った私は急ぎ足で教室に引き返した。

　灘の姿はどこにもなかった。またロボットのところへでも行ったのだろうか。

「どうしたんですか？　キョロキョロして」

　そんな私に、不意に話しかけてきた女子がいた。イオンである。見れば彼女もどこかへ買い物に行ったのか、手にスーパーのビニール袋を提げている。中身が重いのだろう、持つ部分が紐ひも状に延びているが、一人で運んできたのか。

「それは？」

　私が訊ねると、彼女は例の儚はかなげな顔を微かすかに綻ほころばせ、「マングースの餌えさです」と答えた。一いつ瞬しゆん脳のう裏りをニョロニョロしたものがよぎったが、しかし怖こわ々ごわ中を覗のぞけば何のことはない、ただヒマワリの種の詰つまった袋が入っているだけだった。

「あの、一応訊きいてみるけど、マングースって？」

「ここで飼っているハムスターの名前です。わたくしが名付けたんですよ。可愛かわいい名前がいいなと思いまして、参考にしようとこちらの世界の動物図ず鑑かんを眺めていたら、そんな動物がいたので」

「ええと、動物に動物の名前を付けるのはやめた方がいいと思いますよ？」

　差し出がましいながらも、とりあえずアドバイスしておいた。もっとも、かく言う私も小さい頃ころ飼っていたブチ猫ねこに「シャチ」と名付けて弄いじっていたので、あまり人のことは言えないのだが。

「そうでしたか。別世界の文化に慣れるのは大変ですね」

　こちらで暮らしていると、いつも間宮様にご迷惑をかけてしまいます──とお姫ひめ様さまは申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「最初は本当に大変でした。言葉の壁かべもありましたし。幸いわたくしの住んでいた世界は人間以外にも様々な種族が暮らしていましたから、おかげで翻ほん訳やく装置の技術が発達していて助かったのですが」

　そう言って首くび飾かざりを片手で覆おおってみせる。それがその翻訳装置なのか。彼女の故郷がどのような所なのか、行ったことがないのでよく知らないが、意外と文明は進んでいるらしい。いや、それがこちらで言う科学に基づくものかどうかは甚はなはだ怪あやしいが。

「こちらにもいくつか持ってきているんですよ。よろしかったらお貸ししましょうか」

「いえ、べつにいいです。ところでそれ、今買ってきたんですか？」

　ふと気になり、私はビニール袋ぶくろを指差して訊たずねた。昼休みとはいえ、勝手に外へ買い物に行っていいのだろうか。しかし彼女は「はい」と頷うなずいて、ちゃんと先生に許可は取ってまいりました、と説明した。それにしたって、よく許可が下りたものと思うわけだが。

「餌がなくなったんですよ」

　イオンは形のよい顎あごに己おのれの人差し指を宛あてがい、首を傾かしげてみせた。

「飼育小屋の横に木箱があるじゃないですか。あそこに入れておいたマングース用のヒマワリの種が──」

　そのマングースとは、ハムスターのことである。しつこいようだが。

「──先ほど覗いたら、消えていたんです」

「ああ、それで……」

　蓋ふたが開いて中がガラガラになっていたのか。こうして見る限りでは、種は結構な大袋に入っているようだし、一袋担かつぎ出すだけでもそれなりに隙すき間まができてしまうに違いない。

「それで、マングースに餌をあげる方は多いものですから……」

「つまり誰だれかがあげすぎた、と？」

「いえ、いくらなんでもそれはないと思います。一度に食べる量は知れてますから、あげすぎたら周りに種が散乱しているはずです。だからなくなった原因は判わかりませんけれど、それよりも他ほかに餌をあげようと思われた方がいた時、餌がなくてがっかりしてはいけないと思いまして」

　それはまたお優やさしいことである。さらに言えば、それだけの理由で餌を買ってくる許可を出したという飼育委員担当の教師も、かなりの大物に違ちがいない。

　ただ、やはり一人で運ぶには重そうだった。誰も手伝ってくれなかったのか。

「間宮くんは一いつ緒しよじゃなかったんですか？」

　そう、こういう時に手伝わなくてどうするというのだ。

「間宮様は……何だかお元気がないようでしたので、無理にお誘さそいするのも悪いと思いまして……。それに今はどこかへ行ってらっしゃるようですし」

　しかしイオンはそう言って表情を曇くもらせてみせた。どうもあの勇者、まだ朝言っていたことを引きずっているらしい。というか、私達に話したことで、かえって余計な悩みを思い出させてしまったのだろうか。

「ですから最初はここへ持って上がらずに、そのまま下に置いてこようと思っていたんです。でも、何だかマフラーを巻いてブツブツ呟いているおかしな方が飼育小屋の前にいたので、ちょっと怖こわくて戻もどってきてしまいました」

「……マフラー？」

　それは……どういうことなのだ。

「ええと、その人ってここの女子ですか？」

　念のため、私は訊ねてみた。

「はい。女子でしたけど」

「一人で？」

「ええ、一人で」

「それを今この昼休みに見た、と？」

「はい、今です。間違いなく」

　それが何か、と訊ねるイオンの声は私の耳には届かなかった。この時季にマフラーをしている者など一人しかいない。あの少女はまだ病院に行ってなかったのだ。いや、それどころか、どうも話を聞く限り、誰の手も借りずに勝手にその辺をうろついているようである。

　緒深田は確かに永代に預けたと言っていた。ならば、真里を放置しているのは永代なのか。

　私は不思議がるイオンをその場に残して廊ろう下かへ飛び出し、すぐ隣となりの丙組の教室を覗のぞき込んだ。真里の姿はない。ただ私に気付いたらしい香織が、こちらに向かってくるのが見て取れた。

「高浪さん、どうしたの？」

　こちらの強こわ張ばった表情から何かを察したのだろう。彼女の声もまた緊きん張ちように満ちる。

「冬麻さん、永代先せん輩ぱいの教室ってどこ？」

「先輩の？　二の甲こうだけど……どうかしたの？」

　そう不ふ審しんげに訊ねてきた彼女に、私は「鈴木さんがまだこの学校にいるみたいなの」と簡潔に答えた。

　香織の瞳どう孔こうがくっきりと開いた。よほどショックなことだったらしい。

「ええと……それってどういうこと？　だってさっきは病院に行ったって……」

「てっきり永代先輩が病院に送ったと思ってたの。でもさっき飼育小屋の前で姿を見たって人がいて。ねえ、鈴木さんはあの後ここに戻ってきた？」

　もし真里がすぐに診しん察さつを受けずに、放課後病院へ行こうと考えていたなら、丙組に戻っていてもおかしくない。そう思ったのだが、しかし香織は「知らない」と言って首を横に振ふっただけだった。

「保健室で逃にげられた後は、ずっとあの子のことなんか見てないよ。ねえ、本当に間違いないの？　本当に真里はまだ学校にいるの？」

「ええと、たぶん。詳くわしくは分からないけど」

　イオンに目もく撃げきされた後で、学校の敷しき地ち外へ出てないという保証はない。だから断言はできないが、保健室を脱だつ走そうしてからもう三時間以上は経たっているのだ。もし彼女に最初から学外へ逃げ出すつもりがあったのなら、とうにそうしているだろう。それをしなかったということは、真里がまだ校内に残っている可能性は高い。

　香織はそれを聞くと、何かに憑つかれたように廊下へ飛び出そうとして、それからすぐに何事か思い付いたらしく、ふと足を止めて私の方を振り返った。

　ここで踏ふみ止とどまるか否いなかが、私と他ほかの人間との違いである。これが私なら、少なくともそのまま三メートルぐらいは加速で滑すべる。

「ねえ、高浪さんは真里のことを見たの？」

「うん。と言っても、あれはまだ二限目の途と中ちゆうだったけど」

「時間とかはどうでもいいの。見たなら聞かせて。あの子、どんな感じだった？」

　それが彼女の不意に気になった部分だったようだ。

　先ほどトイレで私を捕つかまえた時の必死の形相に戻っている。果たしてそこまでしてこの少女を駆かり立てているのは、いったい何なのだろう。

　とりあえず質問には答えておこう、と私はあの時の真里の様子を思い出した。明らかに変化した言葉遣づかい。優ゆう柔じゆう不ふ断だんという割には、いやにしっかりとした断定口調。そしてその口ではっきり名乗った、ミシェル＝エルフィーノという名前──。

　あまりにおかしい。すべてが本気としか思えないあの言動。少なくとも意中の人間の気を惹ひくためだけに振る舞まっているレベルではない。

「冬麻さん、いったい鈴木さんはどうしちゃったの？」

　そう、これは香織が知っているはずの問題である。

「今日私が会った時、鈴木さんは自分のことをはっきりミシェルと名乗ってた。まるで別人のように態度まで変わって。うちのクラスの灘くんも言ってたけど、あまりに不自然だった。だから何かきっかけがあったとしか思えない──。冬麻さんは何も知らないの？」

「別人……か」

　香織が小さく呟つぶやいた。その目がしきりにあらぬ方向を泳いでいるのは、やはり彼女が何かを隠かくしている何よりの証しよう拠こだった。

「ねえ、教えて冬麻さん。鈴木さんは……」

「あの子はね、高浪さん」

　指先が、微かすかに震ふるえる。

「──本当に覚かく醒せいしたんだよ」

　ミシェル＝エルフィーノ。超ちよう古代文明アラクードの巫かむなぎにして、大だい邪じや神しんガゾツフスの復活を巡めぐる鍵かぎの一人。まさか本当に緒深田の言うとおり、あの預言が──そしてただの女子高生がついた突とつ拍ぴよう子しもない噓うそが、現実のものになろうとしているとでも言うのか。

「でも、いったい何でそんなことが分かるの？　さっきは噓だって……」

　そう、初めは間違いなく噓だったはずだ、だとしたら、その後いったい何があったのだ。

　そして、この少女は何を知っているのだ。

　だが香織はやはり答えなかった。何かよほど人には言えないことがあるのだろうか。

「お願い高浪さん、一いつ緒しよに真里を捜さがして！」

　不意に懇こん願がんするような瞳ひとみで彼女は訴うつたえかけてきた。

「このまま真里を放ほうっておいたら大変なことになる。あの子がまだこの学校にいる今のうちに、早く！」

「でも……大変なことって、何？」

「詳しいことは真里が見つかってから話す。だからお願い、協力して」

　がっしりと腕うでを摑つかまれた。振り解ほどくことなど敵かなわない、あまりに強ごう引いんな力で指が食い込み、思わず顔をしかめる暇ひまもなく、私はグイと引きずられる。

　改めて廊ろう下かへ出た香織は、私に北校舎側を指差して「あっちをお願い」と叫さけぶと、すかさず反対側へ走り去っていった。あとに残った私は腕についた指の痕あとなど擦こすりつつ、いったい何があそこまで彼女を焦あせらせているのか判わからぬまま、得体の知れない戦せん慄りつを覚えて微かに身を震わせた。

　しかし──疑問は山積みだが、とりあえず「大変なこと」とは何だろう。

　私は最初、香織の焦あせりが真里への心配から来ているものと思っていた。だから香織に友情について訊たずねられた時、それを引き合いに出して答えた。

　そして、否定された。

　あの時の香織はただ怯おびえていた。自分が真里を捜さがす理由を言えずに震え、私の前から逃にげていった。そして今、彼女はようやく一つの「事実」を打ち明けた。

　鈴木真理は、噓ではなく本当にミシェル＝エルフィーノとして覚醒した、という。

　そこから導き出される不安とは何か。

　一つ思い浮うかぶことがあった。それはあまりに突拍子もなく、しかし私が一年乙組という非現実的クラスに在ざい籍せきしている以上、起こり得うる可能性としてどうしても考えなければならない結論だった。

　大邪神復活──。あの預言が本当になったというなら、絶対に避さけられない最悪の事態である。

　ただ、香織はこうも言ったのだ。「真里を放っておいたら大変なことになる」と。

　大邪神の復活に、ミシェルを放っておくもおかないも関係ないような気がする。あるいは、放っておいたら大邪神に狙ねらわれる、という意味かもしれないが……果たしてどうだろう。そもそも真里を見つけたところで、預言を回かい避ひすることまでできるのだろうか。

　解わからないことは多々あった。しかし実際のところ、そんな疑問など些さ細さいなことだったのかもしれない。それよりも、ごく普ふ通つうの少女達のナマの感情が錯さく綜そうするその断だん片ぺんに直接触ふれてしまったという現実の方が大きくて、少しだけ怖こわく、そして少しだけ興奮を覚えていたのは間ま違ちがいなかった。

「廊下の真ん中に立っていては通行人の邪じや魔まだよ」

　人が珍めずらしく真しん剣けんに考えていると、廊下の向こうから聞き慣れた声が私を咎とがめてきた。姿が見えないと思っていたが、ようやく戻もどってきたらしい。

　私は振ふり返り、「この大変な時にどこへ行ってたんですか」と灘を睨にらみ付けた。

「大変な時ということは、また何かいらぬ問題に巻き込まれているわけだ」

「ええそうですよ。悪いですか」

　もはや開き直るしかない。そして案に違たがわず、灘は「悪い」と断言してきた。

「だいたいどうして何かあるたびに君がいつもいるんだ。君がうちのクラスに来てまだ一月経たってないというのに、すでに報告書が君の名前でいっぱいだよ。ああ、そう言えば転校初日にも同じようなことを言った気がする」

　そういうどうでもいいことは思い出さなくてもよい。

「それで──何があったのさ」

　例によって胸ポケットから手帳を出しつつ、灘は私に事情を訊ねてきた。どんなに嫌いやな相手でも、突つっ撥ぱねるということはしない男である。まあ、仕事熱心といえば聞こえはいいが、単に融ゆう通ずうが利きかないだけだろう。

「ええ、そのことなんですけどね……」

　実は冬麻さんが、と言いかけて、私はふと思った。ここで灘にすべてを話したらどうなるのだろう。

　彼は基本的に、無関係な人間が事件に関かかわるのを嫌がる。当然今回についても、私がいまだ丙組の問題に巻き込まれていると知れば、いいから早く距きよ離りを置きたまえよ、と眉み間けんに皺しわを寄せて説教してくるだろう。そして、おそらく何らかの手を打つ。私が関わることのない方法で。

　何となく口を噤つぐんだ。

　確かに私自身、何度も関わるのはやめようと思った件である。機会はいくらでもあった。もともとは間宮に委ゆだねて終わりにするつもりだったし、真里が屋上で見つかった後は永代に預けて一件落着になっていたはずだった。ただそのたびに新たな問題が湧わき起こって、解決に至らぬままここまで来てしまったのだ。

　そして今私には成行き上、まだ真里を捜すという仕事が残されている。しかし灘に事情を話すということは、その問題との決別を意味する。

　なぜか迷った。迷う理由などないはずなのに。

「──二人して何の相談をしているんだい？」

　ふと背後で新たな声がした。私は考えるあまり動けなかったが、代わりに灘の眉間の歪ゆがみが、そこにいる黒幕の存在をはっきりと知らしめていた。

　工藤スグル。なぜ今ここに現れるのだ。

「工藤くん、君が出てくると何かと厄やつ介かいだから、教室に戻っていてくれないか」

　顔をしかめたまま灘が言い放つ。しかし工藤はくすくすと笑って私の視界に入り込んでくると、「そうはいかない」と可笑おかしそうに言い返した。

「昼休みに僕がどうしようと僕の自由さ。それに今は少々用事があるのでね。教室に戻るつもりはない」

「用事、か。まあいい。なら僕ぼく等らに絡からんでないで早く行きたまえよ」

「行ってもいいが、そうなると君にしても手間だろうと思ったのさ。何しろこの受難が何かを君に打ち明けようとしている。その内容とはおそらく──」

　僕のことだ、と彼は続けた。

　そう、私は今、真里と香織の一件とは別に、もう一つの問題に関わっている。この工藤のことである。彼は私にはっきりと、怪あやしげな企たくらみを見せ付けてきたのだ。

「……どういうことだい？」

　灘は視線を工藤から私の方に向け直し、訊ねた。そしてすぐさま辺りを見回すと、「場所を変えよう」と言って、人の少ない廊ろう下かの片かた隅すみに私達を誘ゆう導どうした。

「で、今度は何を企んでいるのさ」

　そう言った灘の目の下に、一いつ瞬しゆん疲ひ労ろうの色が浮かんで消えた気がした。いずれ佐原と優を足して二で割ったような顔になるかもしれない。

「それはこの受難から聞けばいいことだよ」

　工藤はあろうことか、すべてを私に押し付けてきた。ついでにわざとらしく腕うで時ど計けいをチラチラと眺ながめて、ふむと唸うなったりしているが、ここまで来て灘が見み逃のがしてくれるはずもない。要するに私に「早く言え」と促うながしているのだろう。
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　ただ、これを話せば、丙組側の問題は打ち明けられる機会を逃のがし、再び私の胸にしまわれる気がしてならない。そして工藤が自ら急せかす今、そうならざるを得ないことも明らかだった。

「ええと、この本人から直接聞いたんですけど」

　私はやむなく工藤を目で指し、声を落として告げた。

「北校舎裏の巨きよ大だいロボットがあるじゃないですか。工藤くんがあれを手に入れようとしてるみたいなんです」

　我ながらエライことを口走ってるなぁ、と思った瞬間だった。

　そんな私を灘は訝いぶかしげに見やり、ついでに工藤の方も軽く睨んでから、「何のために」と訊たずねてきた。だがそれを訊きかれるとこちらも困る。最初は黒幕の名に恥はじぬ大暴れでもしてくれるのかと思っていたが、それは真っ先に当人から否定され、しかもよく解わからないヒントまで与あたえられた始末。工藤があれを手に入れようとしているのが明白なだけに、その動機が判わからないのは気持ち悪くてならない。

「でも、間違いないんですよね？」

　私は改めて工藤に確かく認にんした。もちろん素す直なおに答えてくれるような相手でないことは知っていたが、ここで黙だまって立っているぐらいなら、何かフォローしてくれてもよさそうなものである。

「その辺は自分で考えるべきだね。ヒントは出してあるのだし」

　工藤は可笑しそうに薄うすい瞳ひとみで私の顔を眺めた。ヒントというのは、やはりアレのことに違ちがいない。

「ねえ灘くん」

　仕方なく灘にも同じヒントを与えることにした。

「爆ばく弾だんを落とさない武力大国が武力を強化する理由って何ですか？」

「何だいそれは。冷戦か何かか」

　突とつ如じよ意味不明なことを口走り始めた私を、灘は珍めずらしく哀あわれみを込めた目で眺め、それからフンと鼻先で笑いとも相あい槌づちともつかない音を出した。どのみち馬ば鹿かにされていることには変わりないらしい。

「要するに他国への圧力だろう？　攻こう撃げき力りよくを強化することで周囲の増長を抑よく制せいし、防ぼう御ぎよ力りよくを強化することで周囲からの侵しん攻こうを阻そ止しする。社会の時間に習わなかったのかい？」

「いや、それはいいんですけどね」

　問題はこれが工藤の発言ということだ。この場合、武力がイコール巨大ロボットであるというのは間違いないだろう。となると、工藤はそれを使って独立国家でも築き上げるつもりか。

　国旗がどんな模様になるのか、非常に気になるところである。シンボルマークで「乙」とでも描えがくか。

「もし仮にだ。工藤くんがあの巨大ロボットを手に入れたとして──」

　灘はそう言って、私の下らぬ妄もう想そうを中断させた。

「乗り回さないだろう」

　その台詞せりふは、当の黒幕に向かって放たれた。

「確かに君は裏で画策するのが大好きなようだけど、これまで率そつ先せん的に表立って暴れることは一度もなかった。それに、急に破は壊かい衝しよう動どうに目覚めたわけでもあるまい」

「まあ、そういうことにしておこう」

　工藤は微び妙みような答えを返すと、もう一度腕時計に目をやった。その動きが逐ちく一いち私を焦あせらせる。灘はともかくとして、私の方はまんまと彼のペースに乗せられている。

「でも言ったじゃないですか。『修復してでも入手しがいのある兵器だとは思わないかい？』って、凄すごく思わせぶりに」

　そう、これこそ決定的な発言である。だから私は工藤があのロボットを狙ねらっているとはっきり知ったのだ。

「そんなことまで言ったのか。じゃあ疑う余地はないじゃないか」

　灘もまた納なつ得とくしたようだった。実に嫌いやそうな顔である。

「なるほど工藤くん、少なくとも君がロボットを手に入れようという素そ振ぶりを見せていることは間違いないわけだね」

　灘は難しい顔で手帳を捲めくりながら、「するとケーブルも君のせいか」と呟つぶやいた。今朝切断されたアレのことである。工藤は明言を避さけてはぐらかしていたが、これは間違いない。何しろＱに機体を回収された時点で、それが工藤の手に渡わたるのは困難になるからだ。

　いや、この黒幕のことだから何らかの手段はあるかもしれないが、しかしあちらの金文字刺し繡しゆう軍団も相当曲くせ者もののようだし。

「だがそれだとしても解らないな」

　どうもまだ彼は納得がいかないようだった。工藤本人から直接明かされたことだというのに、何が疑わしいのだろう。

「工藤くん、君はあれを手に入れてどうするつもりだい？　乗らない。乗ったところで動かない。仮に修復するにしたって、それは技術があって最低一年、なければ生しよう涯がいかかっても修復不可能な代しろ物ものだ。しかも動かすことができたところで、今度は操縦者の暴走というネックがある──。そう、どんなに君が企たくらみを明かしたところで、これはあまりに不自然じゃないか」

「その辺はどう思おうとも委員長の勝手さ。しかし、人の自白ぐらいは素直に聞いておくものだ。僕は間違いなくあのロボットを手に入れようとしている。それは動かし難がたい事実なのだから、今さら疑いを持ったところで仕方のないことだよ」

「事実を疑いはしない。目的が問題だと言っているんだ」

　つまり、動機不明というやつだ。

　確かに灘の言い分はもっともである。工藤があれを乗り回さないなら、ロボットを手に入れる動機など本当になくなってしまうのだ。まさか家に飾かざっておくわけでもないだろうし、他ほかには売り飛ばして小こ遣づかいにするとか、もうろくなアイデアが出てこない。

　そう、とりあえず私には彼の真意など判わからない。ただ確実に言えることは一つ。工藤の暴走はちょっと見てみたい。それだけだ。

「それにもう一つ。手段にも疑問が残る」

　私の妄想を丸めて捨てるかのように、灘は新たな問題を提示してみせた。

「いくらケーブルを切ったところで、新しいのが届けば無意味だろう。それをまた切って、Ｑが新しいのを持ってきて……と、このまま延々と鼬いたちごっこを続けても仕方ない。工藤くん、君が今朝やったあの方法だけでは、どう足あ搔がいたって機体の入手は不可能だよ」

「ほう、なら僕が噓うそをついていると言いたいのかい？」

「その辺は断定できる段階ではないな。もちろん鼬ごっこを終わらせる機会があるなら話は別だからね。もしかしたら今はその機会を待っている段階とも取れる」

　それは──どういうことだろう。いずれ何かが起きるとでもいうのか。

　工藤があの機体を手に入れるためには、何よりもまずＱを遠ざける必要がある。問題はその手段だ。一番手っ取り早いのは、機体を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいしてしまうことだが、それでは元も子もない。

　そう、だからこそ、プログラムの破壊をしたのではなかったか。

「ええと、ちょっといいですか？」

　私は訊きいてみた。

「あの操縦プログラムを破壊したのも、やっぱり工藤くんなんですよね？」

「なぜだい？」

　その返事は灘から戻もどってきたものだった。

「いや、なぜって……」

　私でさえ思い浮うかんだ推理なのに、なぜこの男にそれがないのだ。

「ほら、Ｑを諦あきらめさせるためですよ。要はあの人達がいなくなれば、機体は手に入ったも同然なんでしょう？」

「しかし彼かれ等らは現に諦めてないじゃないか」

　まあ、それは確かにそうなのだが。

　私は工藤が何か言うのではないかと思ったが、彼は何の反応も示すことなく、相変わらず時計を眺ながめている。

「そもそもこの工藤くんはクラスの生徒だけじゃない、その関係者に至るまで、細かく情報を握にぎっているんだ。となれば、それしきのことでＱが手を引かないことぐらい、とうに解わかっていたはずさ」

「はあ。そうですか」

「それにプログラムを破壊した段階で、工藤くんが機体を手に入れる意味もなくなるはずだよ」

　そう、やはりそこがネックなのだ。だが、だとすると、あのウイルス工作にはどのような意味があったのだろう。

　私は最初、あれをやったのは田崎だと思っていた。いや、私だけじゃない。Ｑの面々も彼を疑っていたわけだし、動機だけなら充じゆう分ぶんである。

　しかしその可能性は、田崎自ら否定した。破壊するなら物理的にやれば済むことだし、コンピューターのことはよく解らないから、というのがその理由だった。これは一理ある。しかし、他に該がい当とうしそうな人物といえば、工藤ぐらいしかいないではないか。

　だが犯人が工藤ということになると、今度は動機がなくなるのである。

「つまりさ」

　灘は私の考えを察してか、一つの結論を出した。

「プログラムを破壊した人物は、まったく別にいると考えるのが自然だ」

「はあ、そうなるんですか……」

　いったい何人があの機体を狙ねらっているのやら。まあ、一口に狙っていると言っても、どうもその目的は異なるらしい。工藤とＱは漠ばく然ぜんと手に入れたがっているわけだし、その謎なぞの第三者はロボットの無力化を企たくらんだわけだし。

　で、問題はその第三者が誰だれか、ということだ。

　他にあのロボットを忌いみ嫌きらっていた者といえば、図書委員兼けん殺し屋の凜と司書の深山ぐらいしか思い浮かばない。しかしこちらはべつにロボットそのものを憎にくんでいたわけではない。単に邪じや魔まだからどいてほしがっていただけで、それならＱに一任してしまうのが一番だということも解っていたはずである。

　まったく判らなかった。

「だいぶいい時間になってきたようだ」

　不意に工藤が口を開いた。その目を腕うで時ど計けいから外し、ゆっくりと階段の方に向け、「そろそろではないのかい？」と訊たずねてきた。

　いったい何を言っているのだろう、と訝いぶかしがる私の耳に、軽い空気の振しん動どうが響ひびいてくる。

「ほら、エンジンの音が聞こえてきた。やはり僕の読みは間ま違ちがっていなかったようだ。あのロボットの撤てつ去きよ作業は、正にこれから始まろうとしている。そうだろう委員長」

「撤去って、えらく早くないですか？　だってあれは……」

　三時ぐらいになると言ってなかったか。いや、もちろん早いに越こしたことはないわけだが、それを工藤が読んでいた段階で、妙みような不安が脳のう裏りをよぎる。

「いや、実に簡単なことだ。あの黒服組織は意地でも巨きよ大だいロボットを持ち去るため、ケーブルを切断する犯人──つまりこの僕を出し抜ぬこうとする。そのため予告していた時間よりも早く行動を起こす。情報操作という常じよう套とう手しゆ段だんを用いた、実にありふれた作戦さ」

「確かに工藤くんの言うとおりだ」

　灘はポケットに手帳をしまい、緊きん張ちようの面おも持もちで黒幕の後を続けた。

「さっき様子を見に行ったら、すでにケーブルは繫つなぎ終えていた。だからこの音は空輸機のエンジンの音に違いない。しかし──工藤くん、君は何を仕し掛かける気だ」

　そう。常套手段ならいくらでも予測はつく。工藤が何の手も打たないわけがない。

　すぐに判る、と黒幕は口元を歪ゆがめて答えた。

　その言葉に灘は何かを察したらしい。私に向かって「教室に戻りたまえ」と言い残すと、すぐに階段の方へと走り出していく。おそらく北校舎裏に向かったのだろう。

「もちろん教室には戻らせないさ」

　灘を見送った黒幕は、低く囁ささやいた。

「せっかくの機会だ。僕達も巨大ロボットのお見送りといこうじゃないか。北校舎裏を眺めるのに最高の場所があるのでね、案内するよ」

　そう言って、大おお仰ぎようなポーズで私に階段へ進むよう促うながす。眺めると言うなら屋上か。そう、下よりは上の方が眺めやすい。真里が見つかったあの北校舎の屋上こそ、工藤の言う最高の場所に違いない。

　私は工藤に導かれるままに階段を上り始めた。断る気は起きなかった。理由はよく分からない。もしかしたら、少なからず自分が関かかわっていた問題の結末を見届けたいという、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんか──あるいは義務か。とにかくそんな当たり前の衝しよう動どうかもしれない。

　ここは三階である。建物自体は四階建てだから、屋上へ出る方が一階に下りるよりも近かった。そしてそれは、灘とはまったく逆の道へと進むことでもあった。

　窓を震ふるわせるエンジン音が一ひと際きわ大きくなってきている。

「そういえば、覚えているかい？」

　私の少し前を上りながら、工藤が話しかけてきた。

「いつだか君に言ったことさ。うちのクラスに漂ただよう作さく為い的な空気というやつだ」

「それが……どうかしたんですか？」

　いったい何を言い出すのだろう、と私は彼の背を見ながら問い返す。

「一つの答えを見せようと思う」

　工藤からの返答はそれだけだった。

　やがて踊おどり場へ出た。その瞬しゆん間かん、動きがあった。

　エンジン音が途と切ぎれた。それから不意に何かの破は裂れつ音おんがし、微かすかに校舎の揺ゆれを感じた。

　私は急ぎ足で工藤を追い越し四階に出た。校舎裏に続く近くの窓には、すでに大勢の生徒達が集まり、外を覆おおい尽つくす黒こく煙えんを前に口々に騒さわいでいる。乙組のせいで緊きん急きゆう事態に耐たい性せいができ、何があっても平然としているここの生徒だが、さすがに自分達の身に明確な危険が迫せまるようだと話は違うらしい。皆みな戸と惑まどいながらも、いつでも逃にげ出せる姿勢だけは取りつつ、外の様子を窺うかがうのに懸けん命めいになっている。

「始まったようだ」

　工藤が囁いた。私は彼の薄うす笑わらいを見やり、それからすぐに上へと続く階段を見上げると、再び駆かけ上がった。上り詰つめ、その先にある扉とびらを勢いよく開ける。

　屋上である。

　手て摺すりの向こうにあったはずのドーム状のロボットは、すでに見えなくなっていた。撤去されたのではない。その前に立ち昇のぼる黒煙がその姿を覆い、包つつみ隠かくしているのだ。

「工藤くん……何をしたんですか？」

　私は振ふり返ることなく、背後に立っているであろう黒幕に向かって訊ねた。

「さっきも言ったとおりさ。僕にはあの黒服達の作戦が読めた。だから先手を打たせてもらったのさ」

「先手？」

　しかしこの煙けむり、さっきの音と照らし合わせても、ただごとではない。いったい何が起きたのかと慄おののく私の視界の中央に、新たな影かげが現れる。

　それは、黒煙の中より巨大な翼つばさを広げて飛び出した一頭の竜りゆう。

「──田崎くん？」

　赤色の胴どうに青い光球を輝かがやかせた多眼竜は、屋上の様子など目に入らぬかのように、下方に向かって一声咆ほう哮こうすると、その口から陽光よりもはるかに熱い光を撃うち出した。

　まさか、彼がやったというのか。いつ復活するやも知れぬ最悪の敵を打ち滅ほろぼすため、相手がこの場を離はなれる前に、止とどめを刺さそうとしているのか。

　確かに彼は怪あやしかった。しかしそのような私情だけでこうして学校を巻き込み、破は壊かいに勤いそしんでいるその様は、もはや我を忘れているとしか思えない。

「正に呆ぼう然ぜんという形容が相応ふさわしい顔をしているね」

　工藤は私の前に回ると、残暑の光降り注ぐ中、手摺際まで歩み出いで、こちらに体を向けくすくすと息を漏もらした。そして「安心したまえ」と付け加える。

「あの正義感に溢あふれたロボット乗りが、そんなことをするはずがなかろう。ただ、少々乱暴なのは否いなめない。何しろ敵を見つけるや、場を弁わきまえずにこうして争いを始めてしまったのだからね。ともあれ君も知っているだろう。僕は人を意のままに操あやつるのが得意なのさ」

　そんな彼の言葉と同時に、ラドーンの灼しやく熱ねつ光こうを弾はじくかのように、下方からもう一いつ対ついの翼が出現する。

　多眼竜同様の蛇へびによく似た頭部が黒煙を突き破り、後に続く長い胴を伴ともなって空へと向かい伸のびていく。その頭に取り付けられた鉤かぎ状じようの一本角が電光を伴うや、幾いく筋すじもの紫むらさき色いろの稲いな妻ずまが空気中に解き放たれる。

　宙を旋せん回かいし、互たがいの光を打ち付け合う二頭の機械竜。それが何を意味するのか、工藤の言葉を反はん芻すうして私はようやく理解した。

「あのサイバードレイクは……」

　禍まが々まがしき蝙蝠こうもり状の翼のみを有した一角の大だい蛇じや。それ自体を直接見るのは初めてだが、ああいった類たぐいのロボットを何機も揃そろえ、田崎と争いを繰くり広げている結社があることを、私は知っている。

「工藤くんが呼んだんですね？」

「ご名答。察しがいいのは、さすがに僕のお気に入りといったところか」

　工藤はそう言って、色素の薄うすい瞳ひとみを私に向けたまま、ゆっくりと手摺から体を離した。同時に彼の背後で新たな爆ばく発はつが起こり、白い光の中に少年のシルエットだけが浮うかび上がった。

「ここもそろそろ危険なようだ。そちらに戻もどらせてもらおうか」

　口元を満足げに歪ゆがめ、彼は私のもとへと再び歩み寄った。

　その跡あとには手摺の残ざん骸がいだけが残されている。今の爆発にやられたらしい。

「あれは、田崎くんの『敵』なんですね？」

「ああそうさ。もともとそこに寝ねている巨きよ大だいロボットとて、その『敵』の持ち物に過ぎない。だから彼らがこれを見つけて取り戻しに来るのは時間の問題だったはずさ。ただ少しだけ情報を流して、その時間を調節させてもらったまでのことだ」

　今いま頃ごろケーブルはズタズタだよ、と彼は笑え顔がおで囁ささやいた。

　つまりやり方こそ派手だが、今回も同じ目的だったということか。どこまで足止めをさせるつもりなのか。そして、そこまでしてあのロボットを渡わたすまいとしている理由は何なのか。

「工藤くん、よかったら説明してください。あのロボット──クズリュウを手に入れて、どうするつもりなんですか？」

「知りたいかい？　しかしもうその必要はないさ」

　どうやら答えが現れたようだ、と彼は呟つぶやいた。その視線がいつの間にか私の後方に向けられていることに気付き、今度は何かと振り返る。

　階段を、誰だれかが上ってくる。そのどこかひっそりとした、緊きん張ちよう感かんを押し殺そうとする足音は、爆音轟とどろくこの屋上にいて耳にするのは困難だったが、それでも彼は表情を固めたまま、やがて私と工藤が見下ろす踊おどり場にその姿を現した。

「ようこそ、歓かん迎げいしようじゃないか」

　工藤がよく通る声で言い放った。

　そんな黒幕を微び妙みようにたじろいだ瞳で見返した相手は、もはや引き返せないと知ってか、足を止めることなく屋上へと上がってきた。

　永代邦美──それは真里と香織が所属する演劇部の先せん輩ぱいであり、彼女達の友情の崩ほう壊かいのきっかけとなった張本人であった。

「永代……せんぱイ？」

　意外な人物の登場に、声が思わず裏返る。彼はそんな私をちらりと見やり、それから工藤の方に目を向けて、どういうつもりだ、と叫さけんだ。

「君は……どこまで判っているんだ」

「そうだな、君が僕達のクラスを見張るために用意された諜ちよう報ほう員いんだ、ということなら今判ったところさ」

　ようやく誘おびき出せたようだ、と工藤は嘲あざ笑わらうように呟いた。それを聞いた永代の顔は、たちまち石と化したかのような強こわ張ばりを見せ、グゥと呻うめくような音を発して微び動どうだにしなくなる。そして工藤は工藤でまっすぐ彼を見み詰つめたまま動こうとせず、したがって私一人だけが、工藤と永代、そしてすぐ間近で空中戦を展開する二機のサイバードレイクと、三点を交こう互ごに眺ながめながら、忙せわしなく首を回転させる形になった。

「落ち着きたまえ、受難」

　工藤が記号を用いて私を制した。転校生と呼ばれていた時より、人間扱あつかいされてないように思うのは気のせいか。

「言ったはずだ。僕達のクラスには作さく為い的な臭においがする、とね。いかなる偶ぐう然ぜんが重なろうと、ああまでしておかしな連中ばかりが集まるということはそうそう起こり得ない。ならばどこかにすべてを仕組み、あのような構成のクラスを作り上げた人物がいる、ということになる」

「それが……先輩だった、と？」

　私は永代の顔を見た。血の気の失うせたまま、いまだ硬こう直ちよくの緩ゆるまない彼は、眼球だけを動かして私の視線を跳はね返した。

「言っただろう。この男は諜報員さ」

　即すなわちスパイだ、と工藤は私の判断を訂てい正せいさせた。

「考えれば解わかることさ。このようなただの高校生に何ができる。少なくとも彼は、うちのクラスの構成員の一人には選ばれなかった。そう、所しよ詮せんそれだけの存在に過ぎない。しかしこのような舞ぶ台たいが用意された以上、少なからず僕達の動向を探さぐる者が、学園内に一人はいると見て間ま違ちがいない。つまりはただの見張りだ。下っ端ぱの仕事さ」

　解らなかった。いや、言わんとしていること自体は理解できても、その内容があまりに──そう、大だい邪じや神しんの預言などどうでもよくなるぐらいに──突とつ飛ぴすぎた。

　一年乙組は、何者かに仕組まれたクラスである。そして永代は、その何者かに遣つかわされたスパイである──などと、妄もう想そうとして聴きくならともかく、突然現実として目の前に置かれても戸と惑まどうばかりである。

「この男子は僕の記号を知っている」

　だが工藤は笑えみを絶やさぬまま、そう告げた。

「クラスでも僕自身を含ふくめてただの三人しか知らない、この僕の記号をだ。その証しよう拠こに、こうして僕がいる屋上まで、僕に会うためにのこのことやって来たわけだからね」

　どこまで判っているんだ──。今しがた永代は、工藤に向かってそう言った。それは永代が、工藤に関する何らかの事実を知った上での発言と見てよさそうではある。だが、だったら永代がここへ来た理由とは何だ。スパイである以上、目立った行動は避さけるべきだし、こうして直接見張りの対象者の前に現れるなど、もってのほかではないのか。

「僕は……」

　永代が、口を開いた。その額に浮いた汗あせが、彼の心に掛かかる圧力を如によ実じつに物語っている。

「僕は、君を止めなければいけない」

「そのためには正体を現すのも厭いとわない、か。愚おろかしいね」

「ああ、愚かかもしれない。でも、だからといってこれ以上君の好き勝手にはさせられない。なぜなら君は、僕達に牙きばを剝むこうとしているからだ」

　工藤は乙組を作り上げた存在とやらを快くは思っていなかった──。そのことは、以前彼自身から聞かされたので知っていた。だから相手が何らかの組織立った集団というなら、彼はその組織を敵に回そうと考えておかしくなかったはずだ。

　永代は、そのことを言っているのだろうか。

「君がクズリュウを巡めぐって不ふ穏おんな動きを見せだしていたのは確かだ。仮にそれが僕を誘おびき出すためだったとしても、放ほうっておくわけにはいかなかった」

「そうだろうね。何しろ強大な力とは、敵を威い圧あつするために手に入れるものなのだからね」

　僕の敵とは即ち君達だ、と工藤は目の前のスパイに向かって低く囁ささやいた。

　国が武力を強化するのは、他国の動きを抑おさえるためである。いつ何時火を噴ふくか判らぬ恐おそるべき相手ともなれば、それを気安く利用しようなどという考えは起こり得ないはずだ。

　これが、工藤がクズリュウを手に入れようとしていた──見せかけの──理由だったというのか。

「見たまえ、この状じよう況きようを。北校舎周辺は戦場と化し、屋上に近寄る余計な生徒はいなくなる。そんな中で僕がこの転校生を呼び出す──」

　私の記号が、一いつ瞬しゆん元に戻もどった。

「つまり舞台を整えてやったのさ。君が動きやすいようにね。もっとも確実性のある作戦ではなかったことも事実だから、君がこうして本当に現れてくれたことについては感謝もしよう。さあ、聞かせてもらうよ。君達がうちのクラスを作り上げた目的を」

　再度爆ばく風ふうが吹ふき荒すさんだ。周囲に焦しよう熱ねつの臭いが立ち、私は軽く噎むせ込んだ。

「それを僕に言う権限はない」

　永代は頷うなずくことなく、静かに拒きよ否ひの意を表した。

「僕は君を止める。ただそれだけだ」

「どうやって？　暴力でも振ふるってみるかい？」

　相手になるよ、高校生──。

　そのあまりに無力感漂ただよう記号を前に、工藤は恐れる様子など何一つ見せなかった。そしてポケットから拳こぶしに収まる程度の黒い小型機械を取り出し、スイッチを入れる。テレビで見たことがある。スタンガンというやつだ。

　永代が僅わずかに後あと退ずさった。その頭上を勢いよく二つの影かげが流れ、雄お叫たけびを上げながら南側へと戦場を変えていくのが見えた。

　不意に警報が鳴った。どうやら火災が発生したらしい。

「おやおや、このままでは北校舎の壊かい滅めつも間近かもしれない」

　自分で招いたにも拘かかわらず、工藤は可笑おかしそうに笑う。そのあまりの余よ裕ゆうぶりはいつものことだが、ここまでがすべて計算ずくなのは、彼の発言が何よりの証拠である。そう、少なくとも火事になれば、誰だれかがこれ以上屋上に近付くことはないはずだ。

「これでもう邪じや魔まは入らない。時間はたっぷりできたのだから、ゆっくり話をしよう」

　すでにすべてが黒幕のペースで展開していた。だがそこに居合わせている──いや、明らかに導かれてここにいる私は、いったい何なのだろう。工藤の台詞せりふからして、私は必要不可欠な存在らしい。しかし詳くわしいことは何も解わからず、ただ得体の知れない状況に置かれているという緊きん張ちよう感かんから身動き一つできないでいる。

　こんな時だというのに、灘は来てくれない。今いま頃ごろ暴れ回る二機のロボットを鎮しずめるために、アヤカ辺りを担かつぎ出して南側へ移っているはずだ。

　だから──本当にここへ誰かが来るなど、工藤にとってはまったく予想外のことだったろう。

　カツン、と音がした。

　それが新たな足音だと気付いた時、振り向いた一同の視線の先にいたのは、やはりさっきの永代同様、踊おどり場に立ってこちらを見上げる一人の少女の姿だった。

「……ここにいたか」

　マフラーの内側からくぐもった声が響ひびいた。鈴木真里──いや、ミシェル＝エルフィーノだ。やはり校内に残っていたのだ。

　彼女は私達三人を見上げたまま、さらに言葉を続けた。

「人を捜さがしている。図書委員の高浪藍子という女だ」

「それは、この子だよ」

　そう答えたのは、案の定永代だった。やはり彼はあの後救急車を呼ばずに、真里を学校に留とどめていたのだろう。その理由までは判わからない。ただ、工藤の言っていた組織云うん々ぬんという部分が関かかわっている気がしなくもない。

　そして、そのミシェルは私の居所を知るために、永代にお伺うかがいを立てに来たわけである。

「そなたのことであったか、高浪藍子とは」

「はあ」

　この期ごに及およんであまりに緊張感のない返事だ、と我ながら思った。まあ、突とつ然ぜんのことだったのだし、仕方あるまい。

「あの、何か用でしょうか」

　私が訊たずねると、ミシェルは一言、「我を図書室に案内いたせ」と命じてきた。

「知りたいことがある。早さつ急きゆうに頼たのむ」

「ええと、それは構わないのですが……」

　この場を離はなれていいのだろうか。私は残る二人を見やり、まだ続けるかと目で訊ねた。もちろん続けるからといって、ミシェルを待たせて自分もここに残るかどうかは分からなかったが、しかし邪魔が入ってやる気を殺そがれたか、工藤はいつもの摑みどころのないにこやかな顔立ちに戻り、永代は永代でミシェルをサポートするべく、先に階段を下り始めようとしている。どうも二人の戦いは、ここで中断されるようだった。

「分かりました。今行きます」

　昼休み、もう終わってしまうだろうな。

　そんなことを考えながら私は工藤に小さく一礼すると、永代に続いて階段を下りていった。







　６　九月十七日放課後　私、呪いの目覚めに遭遇する。
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オカルト本を読みたいと、真里がついに登場。やはり覚醒しているようだが、噓が本当に？









　あれからすぐに、ロボット大戦争は根室アヤカの超ちよう能のう力りよくによって鎮ちん圧あつされたらしい。

　今回敵のサイバードレイクに乗っていたのは、例のロボットテロ結社の幹部である老博士で、その博士が乗ってきた一本角のサイバードレイクは、すでにアヤカの力でスクラップにされていた。おかげで帰る足を失ったのが大きかったのだろう、博士もまた引き上げることなく延々と学校に居座り続け、灘相手に戦争と平和についての問答などやらかしていたそうである。

　そして被ひ害がいといえば北校舎の一階で小火が起きた程度で、さすがにボス級だけあってかクズリュウの機体はびくともせず、代わりに運送用の機材一式が滅め茶ちや苦く茶ちやになって佐原が苦い顔をしている、とのことだった。

　で、そんなドタバタの後でさすがに五限目はなかなか始まらないらしい。これはまあ、ありがたいことではある。

　そんな事情をしょげながら教えてくれたのは、図書室で受付に突つっ伏ぷしていた深山だった。いったい何を打ちひしがれているのかと思えば、「あ～ん、本が本がぁ」と叫さけび出したので、要するにクズリュウ撤てつ去きよの失敗を嘆なげいていたのだろう。

　そういえば凜はこの一件について何を思っているだろうか。勢い余って田崎を撃うたねばいいが、と私は無む駄だに心配してみた。

　で、とりあえず今はミシェルである。彼女はしっかり私に連れられ、今こうして図書室を訪おとずれていた。

　相変わらずマフラーは巻いたままである。これで鼻から下を見たらまったくの別人などという展開だったら、その時はかえって楽しいかもしれない。

　そして、永代はさすがに私の視線が痛かったのだろう。彼なりの後ろめたさでもあるのか、それとも細かな情報だけは後で収集するつもりなのか知らないが、図書室の前まで付き合っただけで、すぐに引き返していった。彼にはいずれいろいろと事情を訊ききたいところである。

　一年乙組が仕組まれたクラスだという事実を、私はまだどこか受け入れ難がたい目で見ていた。言ってみれば胡う散さん臭くさい。まるであのアラクードの本のようだ。

「緒深田とやらから聞いたのだが──」

　そんなことを考えている私に、ミシェルが唐とう突とつに話しかけた。

「我のことを記した書物があるそうではないか。何処いずこだ」

　どうやら彼女は、その本に用があるらしかった。まあ、興味を抱いだくのも無理はないが、それはともかく緒深田に会ったのか。彼女がミシェルに何を吹ふき込んだのか、不安ではある。これも後で問い質たださねばなるまい。

「ええと、ちょっと待ってくださいね」

　私は超ちよう古代人様にそう言うと、カウンターの中に入って深山を椅い子すごとどかし、蔵書管理用のパソコンで検けん索さくを掛かけてみた。もともと本ほん棚だなのどこに眠ねむっているのかさっぱりだったし、万が一また貸し出し中ということもあり得うる。

　タイトルに「アラクード」という特とく殊しゆな単語が入っているので、検索には手間取らなかった。ただ、モニター上にはしっかり「貸し出し中」の文字が浮うかんでいた。

「ええと、すみません。誰だれかが借りているみたいですね」

「すると読めぬか」

「はい。すみませんが……」

　念のため、誰が借りたか確かく認にんしてみる。もし知っている人間なら少し融ゆう通ずうしてもらうこともできるのだが、と思いモニターの変化を眺ながめていると、「貸し出し状じよう況きよう」と書かれた下に、堂々と「緒深田麗乃」の文字が現れた。

　何なのだ、あのメイドは。

　いくらお気に入りとはいえ、昨日の今日である。少しおかしくはないか。それともあの本に妙みように執しゆう着ちやく心しんを見せているということは、実は彼女が大だい邪じや神しんガゾツフスの仮の姿だったりして──といろいろ即そつ行こう推理で頭を回転させていると、横から深山が覗のぞき込み、「ああそれね」といかにも何か知ってそうな口くち振ぶりで頷うなずいた。

「昨日からずっとカウンターの横に置いてあったよ？　藍子ちゃん、ちゃんと返へん却きやく処理したの？」

「え？　いやその」

　忘れていたかもしれない。何となく。

　いや、昨日は凜に脅おどされて結構混乱していたし、そこで私一人を責めるのは酷こくというものだ。それにだいたい、今はどこにあるのだ、その本は。

「あれから凜ちゃんが読んでいたんだけど、薄うすいからすぐに終わっちゃったみたい。それで今は、ユーくんがそっちで読んでるよ」

　そう言って彼女は閲えつ覧らん用の机が並ぶ奥の方を指差した。もっともここからは書棚が邪じや魔まで、そちらの様子は見えないが。

「ユーくんって誰ですか？」

「知らない？　ほら、藍子ちゃんと同じ乙組の」

　まさか、優か。

「ええと、木刀持った子」

「ああ、間宮くんですか」

　なるほど、間宮勇輝でユーくんか。いつぞやの事件の時といい、どうしてこの学校には、紛まぎらわしいニックネームを付ける人間ばかりいるのだろう。

「いいよね、あの子。真ま面じ目めそうでさ～。でも彼女いるんだよね～。残念だな～」

「生徒相手に何を企たくらんでるんですか」

　しょうもない司書である。それはともかく、ならば間宮が今この図書室にいるということか。そういえばイオンも彼がどこかへ行ったと言っていた。しかもあの本付きと来た。

「あるのか、その書物は」

　ミシェルが憮ぶ然ぜんと口を挟はさんだ。そう、とにかく今はこちらを何とかする時である。私はカウンターを飛び出し、彼女を連れて部屋の奥へと向かった。

　間宮は椅子に座って、例の本の表紙を難しい顔で睨にらんでいた。特に読書中というわけではないらしい。ならば事情を話せばこちらに回してくれるかもしれない。

「間宮くん、ちょっといいですか？」

　さっそく呼びかけると、彼はギョッとしたような顔でこちらを振ふり向き、「なんだ驚おどろかすなよ」と叫さけんだ。しかしその顔には陰かげりが見える。イオンの言ったように、まだ立ち直れてないのだろうか。

「その本、読んでたんですか？」

「ああ、これか？　いや、こんなもん昼休みの間に読み終えたよ」

　そんなに薄いのか、それは。物理的にも内容的にも。

「それに、前に緒深田に読んでもらったこともあったしさ。何だ？　読みたいのか？」

「ええと、ちょっと借りたいって人がいるので……というか、間宮くんも緒深田さんから読み聞かされてたんですか」

「ああ、ちょっと戦いで足を挫くじいた時にな。そう、あの時は俺も勇者だったんだよなぁ……」

　どうもいらぬところを突つついてしまったらしい。彼は目に見えて精気を失ったように肩かたを落とし、どんよりとした顔であらぬ方向を眺めてみせた。打たれ弱いにも程ほどがあるというものだ。

「勇者なのか？」

　そしてすっかり忘れていたが、勇者の生まれ変わりにも用のあるミシェルが、ここで反応しないわけがなかった。だがそれを聞くや間宮は首を横に振り、力なく己おのれを嘲あざ笑わらう。もう見てられないとしか言いようがない。

「俺はただの高校生だよ。どんなに剣けんを振るったって、所しよ詮せん本物にはなれないのさ」

　なあ、勇者って何だろうな、と彼はえらく哲てつ学がく的な問いかけをしてきた。そしてその手に勇者も出てくるアラクードの本を持っていることを考こう慮りよするに、どうも昼休みの間中、そんなことばかり考えていたようである。
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「そうか。勇者ではないのか」

　ミシェルが何か納なつ得とくしたように頷いた。そういう風前の灯ともしびを団扇うちわで扇あおぐような発言は、この際遠えん慮りよしておくべきである。

「いいから教室に戻もどりましょうよ。イオンさんが、間宮くんが元気がないって心配してましたよ。勇者じゃなくたって間宮くんは間宮くんなんだから、ちゃんと彼女のこと守ってあげてくださいよ」

　何しろカップル揃そろって嘆なげき顔なのだから、堪たまったものじゃない。私は心の中でこっそりとそう付け加えた。

　しかし、そんな私の言葉に間宮も少しはその気になったらしい。ああと小さく頷いて、それから十秒ほどじっとした後、ようやく椅い子すから立ち上がると、「そうだよな」と自分を納得させるかのように再度頷いた。

「あいつのためにも、俺が挫けてちゃいけないんだよな。すまない高浪、感謝するよ」

　割とどうにでもなる性格のようである。私はそんな彼に向かって無む駄だに親指など立てつつ、ついでにもう片方の手で本を取り戻した。

「これ、もういいですよね？」

「ああ、好きなだけ読んでくれ」

　いや、べつに私が読むわけではない。

　間宮は私に本を託たくすと、すぐに教室へ引き返そうとして、不意に足を止めた。

「ああそうだ、高浪。それなんだけどさ」

　表紙の裏に落書きがあったぜ、と彼は告げた。言われて捲めくってみると、確かにスタンプでも捺おし付けたかのような模様が、隅すみっこに目立たなく付いている。黒とも赤ともつかぬ微び妙みような色合いのインクで、六ろく芒ぼう星せいを象かたどったようにも見えるが、三角同士の隙すき間まに得体の知れない文字まで刻まれている。

　何なのだこの不気味なマークは。いくらオカルト本だからって、こんなマークを付けてどうしようというのだ。

「まあ、もう落ちないかもしれないけどさ。一応伝えといたぜ。じゃあな。授業が始まる前には戻って来いよ」

　自分のことは無視した発言を残して、彼は私達の前から去っていった。

　私はもう一度マークを眺ながめ、それが確かに指で擦こすっても落ちないほど古いものであることを確かく認にんしてから、ミシェルに手て渡わたした。

「はい。これでいいですか？」

「うむ。ついでに読み聞かせてもらいたい」

「それはあそこの受付でグダグダしているお姉さんに言って下さい」

　もしくは緒深田だ。まあ、どちらでもいいが、自分で読むのが一番早かろう。

　私はあとを深山に任せ、教室へ戻ることにした。ふと香織のことを思い出し、ミシェルを丙組に連れて行こうかとも思ったが、すでに彼女は深山の前にピッタリ張り付き、とても動かせそうになかった。

　仕方ない、教室に戻るついでに丙組に寄って伝えておけばいいだろう。

　私は深山に一言声をかけると、ミシェルを残して廊ろう下かに出た。そこに待ち人がいようとは思いもしなかった。

「……工藤くん？」

　笑えみを絶やさぬ黒幕が、そこに立っていた。

「君に一つ頼たのみたいことがあってね」

　彼は私に向かってそう言った。

「先ほど屋上であったこと、委員長には黙だまっていてもらいたいのさ。これは僕が追っている問題だ」

「ええと、それはまあ、べつにいいんですけど……」

　しかしどこまでが事実なのだ。というか、乙組そのものに関かかわっている問題なら、素す直なおに灘と協力した方が早いと思うのだが。

　いや、そんな意見は工藤に対して野や暮ぼというものかもしれない。何しろこの男は、利用できる相手ならとことん利用する。もしかしたら、永代達を新たな手て駒ごまにしてやろうと企たくらんでいるのかもしれない。

　で、私に黙っていろというわけか。どうしたものやら。

　もっともこちらとて何の確認もしていない以上、そうほいほいと灘に口走って馬ば鹿かにされるのもご免めんではあった。ならば、また何かそれらしい事件が起きた時にでも、改めてその組織とやらの情報を伝えれば済むことだろう。

　とりあえず、頷うなずいてみせた。

　工藤は満足げに頷き返し、「では教室に戻ろうではないか、受難」と、やはりすでに人間扱あつかいではなくなった記号を用いて私を促うながした。




　それから先、授業が終わるまでは何事もなく進んだ。一つあるとすれば、香織がまだ丙組に戻ってないことだったが、これは仕方あるまい。おそらく必死になって真里のことを捜さがしていたのだろう。とりあえず他ほかの生徒に、真里が図書室にいると伝えてもらえるよう頼たのんでおいたが、果たして届いたかどうかは分からなかった。

　それにしても実に忙いそがしい一日だったと思う。朝っぱらから間宮の悩なやみを聞いたり真里が引っくり返ったり、その真里を捜しているうちに今度は香織に絡からまれたり、工藤の妙みような目もく論ろ見みに巻き込まれたりと、とにかくいろいろなことがあった。したがって放課後にはすでに精神的疲ひ労ろう感かんでいっぱいだった私だが、残念ながら次は肉体的疲労が待っていた。

　そう、私の予想を大いに裏切り、本の搬はん入にゆう作業は強行された。段ボールに詰つまった本を外で小分けすること十数分。その後、かねてより深山が手て懐なずけておいた男子生徒十数名が群がって、寄って集たかって四階の図書室まで階段を使って運んだわけだが、そこからは私達図書委員の仕事である。

　新たに来た本のデータを入力してラベルを貼はり、それを随ずい時じ指定の書しよ棚だなへと収めていく。凜などはもはや私への殺意など吹ふっ飛んでしまったかのように、憮ぶ然ぜんとした顔を微かすかに上気させ、微妙に判わかりにくい喜びの様子を見せていたが、私は何しろ初めてやるものだから、紙の隅っこで手を切ることしきり。気が付けばチクチクする感かん触しよくに不快感を覚えながら、冷れい房ぼうが効いているにも拘かかわらず汗あせだくになって部屋中を右往左往した次し第だいである。

　すべてが終わった時には、時計は五時を回っていた。深山は「お疲つかれ様」と言って皆みなに缶かんジュースを振ふる舞まったが、さすがにその時間まで残って手伝っていたのはごく僅わずかな生徒だけだった。

　おかげでジュースが数本余った。私はそれをジャンケンで手に入れたものだから、嬉うれしさ半分自棄やけ半分、ついでに凜の凶きよう弾だんの的にならずに済んだ祝いも兼かねて片っ端ぱしから飲み干し、その結果妙に下腹を圧あつ迫ぱくさせて、帰り際ぎわにトイレへと向かった。

　そういえば、香織は真里と会えたのだろうか──。トイレのついでに美術の合間にあったことを思い出し、私はふと気になった。

　放課後私が再度図書室に行った時には、真里ことミシェルはすでにいなかった。深山の言うには、本を読み終えるとすぐに出て行った、とのことで、その間香織が訪ねてきた様子もなかったそうだから、これは会えなかった可能性が高い。

　本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか。このまま放ほうっておけば「大変なこと」になるそうだが。

　やはりあの時、縛しばり上げてでも丙組に連れて帰るべきだったかも──。用を足し終えた私は、そんな後こう悔かいを覚えながらトイレを出た。そして廊下の隅すみに置き去りにしておいた鞄かばんを取ろうと身を屈かがめ、そこで見慣れたフリル付きのエプロンの裾すそを目の端はしに留めて顔を上げる。

「あら、高浪様」

　昨日から私を振り回して止やまないメイドが、箒ほうきとチリトリを持ってそこに突つっ立っていた。いったいこんな所でどうしたのかと思ったが、チリトリの中に花か瓶びんの欠片かけらが確かく認にんできたので、どうやらまたやらかしたのだと判る。

「こんなお時間まで、いかがなされたのですか？」

「うん、ちょっと委員会の用事でね」

「まあ、それはお疲れ様です。これから教室へ戻もどるところなのですが、よろしければご一いつ緒しよしませんか？」

　もう晴れ晴れするほどにこやかに緒深田はそう誘さそってきた。私はいいよと頷いて鞄を持ち上げ、チリトリの中身を零こぼさないよう頼たよりない足取りで歩き出す彼女の後を追いながら、そういえばこの子は私の「委員会」が何だか解わかっているのかな、と少しだけ不安に思った。

　もっとも、ミシェルに例の本のことを教えたのはこの娘むすめである。その時私は図書委員として紹しよう介かいされているわけだから、生徒監かん視し委員の窓口ではないということも一応は理解しているのだろう。とはいえ昨日はあんなことがあったし、一いち概がいにそうとも言い切れないのだが。

　もしや、勝手に兼けん任にんだと思い込まれているのか。それはそれで相当辛つらい。

「そうそう、ミシェル様はアラクードの本、ご無事にお読みすることができたのでしょうか」

　不意に思い出したと見えて、緒深田が振り向きざまに訊たずねてきた。その拍ひよう子しに欠片が一つ転がり落ち、リノリウムの廊ろう下か上でさらに細かく砕くだけた。

「うん。深山さんが読んでくれたみたい」

　私はそう答えながら、どうしてあの少女は自分で読もうとしなかったのだろう、と不思議に思った。その間緒深田は「それはよかったです」と笑え顔がおで頷きながら、落ちた欠片を箒で搔かき集めようとしてチリトリを傾かたむけ、新たにガチャガチャと残りの破は片へんを撒まき散らかしていく。

　何となく彼女がこんな時間まで残っていた理由が判ったような気がした。

「鈴木さん……というか、ミシェルさんとは、昼休みに会ったの？」

　掃そう除じが終わるのを待つ傍かたわら、私は緒深田に訊ねた。時間的に考えて、他にこの二人が会う機会はないだろう。

「はい。購こう買ばい部ぶで高浪様とお別れした後、お使いの品をお届けする途と中ちゆうでバッタリと。私もまだこちらにいらしたことに驚おどろいたのですが、それから世間話などさせていただいているうちに、あの本にあった預言のお話になりまして」

「いや、世間話とかしている場合じゃないと思うよ、それは」

「ええと、申し訳ございません」

　案の定、彼女はまたしょげた。そして肩かたを落とした拍子に、せっかく集め終えかけていた破片がしつこく廊下に散乱する。その後二、三やり取りした結果、彼女の箒とチリトリは必然的に私の手に収まった。

「本当に重ね重ね申し訳ございません」

　代わりに私の鞄を持ち、緒深田はペコペコと頭を下げた。

「さあ、早く教室へ戻りましょう。まだあそこにも用事が残っているんです」

「まだ何か壊こわしてるの？」

「いえ、そういうわけではないのですが、灘様から私にご用があると伺うかがいましたので」

　不ふ穏おんな名前が出てきた。ということは、私はこの緒深田と行動をともにすることで、自動的にあの男のもとへ向かっているというのか。

　嗚呼ああこれでまた聞かされたくもない嫌いや味みの嵐あらしだハリケーンだ、とうんざりする。そして、予あらかじめうんざりしておけば多少はダメージも減るだろうと思ったものの、実際に会ってみるとそうでもなかったというのは、実に哀かなしい結末であった。

「──僕は緒深田さんに用事があったのであって、そこへ君が出てくる必然性はまったくない。どうしてこうも毎度毎度狙ねらったかのように、いらぬところへ顔を出すわけさ」

　教室の前に立って緒深田を待っていた灘は、私に向かってひたすら毒づいた。もっとも私だからいいのだ。これが焰邑辺りなら、とっくに手にしたチリトリを振ふり回し、ちょっとした血まみれ流星雨をお見み舞まいしていたところだろう。

　どうでもいいが、そもそもこの男はなぜこんな遅おそくまで残っているのだ。私の委員会活動が終わる前に済ませておいてくれれば、ここでかち合うこともなかったはずだ。まったくもって間が悪い。

「あの、それで私にご用というのはどのようなことなのでしょう」

　横から緒深田が不安げに訊ねた。それが灘の愚ぐ痴ちに備えてのことか、自分がまた何かミスをしでかしたのではという恐おそれからか、私のキレ気味の形相に対する怯おびえによるものなのかは定かではない。

「いや、実はこれのことでね」

　灘はそう言うと、ポケットから一冊の文庫本を取り出してみせた。それが何なのかは、もはや言うまでもない。ついに借りたのだ、この男も。

「まあ、灘様もそれを。よろしければお読みして差し上げましょうか？」

「いや、遠えん慮りよしておこう。こんな薄うすい本だし、すぐに読み終えたよ」

　ということは、一応は読んだのだ。果たしてどんな顔をしながらページを捲めくっていたのか、私としては大いに気になるところである。

「それで一つ質問があってね」

　灘が表紙を捲る。そこには私が図書室で見た、あの怪あやしげなスタンプマークがあるわけだが。

「この模様に見覚えがないかい？」

「ええと、それは何度も拝見しておりますが……ああ、でも最初はなかったです」

　緒深田は首を捻ひねりながら、どことなく意味深なことを言い出した。

「そうです。最初はありませんでした。二度目にお借りした時に見つけて、誰だれかがいたずらしたのかなと思ったのです」

「なるほど、すると君は、この模様が付けられた事情に関してはまったく知らないわけか」

「はい。私、人様の物をお汚よごしするようなことは絶対にいたしません」

　それは花か瓶びんを割りまくっている人間が言う台詞せりふではない。まあ、それはともかくとして、いったいその模様の事情というのは何なのだ。それに灘がわざわざその本をチェックした理由というのも気になるわけで。

「灘くん、その本がどうかしたんですか？」

　私は横から手を伸のばして本を突つつき、訊ねてみた。

「これって、丙組の問題に関係している物ですよね。このスタンプもそれに繫つながっているんですか？」

「いや、それはたまたま見つけたのさ。僕がこの本を借りたのは、屋上で鈴木さんに会った時に彼女の様子が気になったからだ。この問題には多かれ少なかれこの本が影えい響きようしている。だったら嫌いやでもこれを読むしかないだろう？　ところが読もうと思ったら、そのスタンプがあったというわけだ」

　ところで高浪さん、と彼は改めて私の方に向き直り、話しかけてきた。

「君は今日、えらく丙組の人間と絡からんでいるね。さっき鈴木さんのことであのクラスへ聞き込みに行ったら、君の話題が出たよ。何でも昼休みが終わった後もあそこを訪おとずれて、何か伝言を残していったそうじゃないか」

　確かに、真里が図書室にいることを伝えるために丙組に行った。それは香織には伝わらなかったようだが、またえらく不適切な人物の方に伝わってしまったようである。

「まだ巻き込まれているのかい？」

　眉み間けんに皺しわを四本寄せて、灘は私を睨にらんだ。

「いや、まあ」

「まあじゃないよ。それにどういうことさ。僕が聞いた話だと、鈴木さんは病院ではなく図書室にいたそうじゃないか。君は何を知ってるんだ？」

「ああ、それは私が悪いのです」

　慌あわてて緒深田が割って入ってきた。責め立てられる私を助けようという気持ちはありがたいが、頼たのむからまたややこしくなるようなことは言わないでほしい。

「ミシェル様があの預言にご興味を持たれたようなので、図書室へ行くようお勧すすめしたのは私なのです。本当はきちんとご案内したかったのですが、お使いの途と中ちゆうだったもので……」

「興味、か。しかしどのみち彼女が病院に行かなかったのは間ま違ちがいないんだね」

　灘はそう言うと本をポケットにしまい、代わりにいつもの手帳を取り出した。もっとも何か書き込むわけではないらしい。ページを捲るかと思えば裏返し、叩たたくかと思えば回転させ、いい加減私がイラついてきたところで「高浪さん」ともう一度私を睨んだ。

「とにかく事実をまとめると、だ。昨日ミシェルを名乗る鈴木さんが図書室を訪れて、君に頼みごとをしていった。その鈴木さんが今朝倒たおれ、行方ゆくえを晦くらました。そして見つかった時には、完かん璧ぺきにミシェルになりきっていた──ということになる。しかし、どうもここにもう一人の人物が絡んでいるような気がしてならないのさ」

　冬麻香織さんだ、と彼は続けた。いつもながら、勘かんの鋭するどい男である。

「彼女は昨日、鈴木さんの同どう伴はん者しやとして君の前に現れた。そして今朝鈴木さんが倒れてからいなくなるまで、ずっとそばにいた人物でもある。さらに言えば、君が昼休みに伝言を残した相手でもあるんだ。さあ答えてもらうよ。君と冬麻さんは、いったい何を知っているんだい？」

　有う無むを言わさぬ思考展開を見せつけながら、灘は私を問い詰つめてきた。

　隠かくす術すべなどなかった。それに緒深田とて事情の半分は承知済みである。もし灘が矛ほこ先さきをこのメイドに変えれば、また彼女はペコペコしながら洗いざらい白状してしまうことだろう。

　だいいち、本当は隠す必要だってなかったはずだ。

　灘が鈴木真理の態度に疑問を抱いだいた段階で、彼の調査は始まっていたのだ。私が進んで情報を与あたえようが与えまいが、いずれ冬麻香織に辿たどり着いていたに違いない。

　なぜ、私は最初から灘にすべてを話しておかなかったのだろう。

　なぜ、丙組の少女達との関かかわりを断たち切ろうとしなかったのだろう。

　灘に任せれば、すべてが丸く治まる。これ以上巻き込まれる心配も、一応はなくなるはずである。

　私は──何をやっているのだろう。

「灘くん、鈴木さんは……」

　本当に覚かく醒せいしたんです、と告げるのに、それでも少しためらった。

　灘は黙だまって聴きいていた。その灘に、私は今日知ったことを思いつく限り教えていった。壊こわれかけていた友情。香織の怯おびえ様。それに「大変なこと」。

　話せば話すだけ、彼に委ゆだねられていった。できることなら、どこかで止めてほしかった。

　そんな中、工藤と永代の一件を最後まで口にしなかったのは、あれが丙組とは無関係なことだからか、それとも工藤の口止めがあったからか、あるいは灘への最後の抵てい抗こうか。すべてそうだったのかもしれないし、すべて違ったのかもしれない。ただ、あのことだけはしばらく胸の内に隠しておきたかった。

「なるほど、話は分かったよ」

　灘はひととおり聴き終えると、手帳を開き、また閉じた。意味のない仕草ばかりである。

「これでようやく事件の全体像が見えてきた。もっとも何となく予想はついていたけど、しかし偶ぐう然ぜんというのは恐おそろしいものだね。今回起きた丙組の騒そう動どうと、この本に捺おされていたスタンプ。僕の推測が正しければ、まったく同じ人物が関かん与よしているのさ。それも乙組の、ね」

　灘はきっぱりと断言した。

　それはまあ、乙組の生徒たる私と緒深田がこれだけ首を突つっ込んでいるわけだから、今さら驚おどろくべきことではないが、しかし彼がわざわざそう言ったからには、意外な第三者というやつが潜ひそんでいるに違いない。

「うん、ずいぶん待ったがそろそろ時間だ。さっそく彼女に真相を問い質ただしてみようじゃないか」

　私の考えをよそに己おのれの腕うで時ど計けいを確かく認にんし、ようやく望んでいた時が訪れたと見た灘は、そう言って教室の扉とびらを開けた。

　まだ日の入りには少々早い九月半ばの午後五時過ぎ。しかしその人物はすでに目覚め、明かりの消えた教室の中で、次し第だいに黄昏たそがれへと変わりゆく空模様を窓から眺ながめていた。

「──おはよう、帷子さん」

　灘の挨あい拶さつに、蒼そう白はくの少女は闇やみ色いろのマントを翻ひるがえし、こちらを振ふり向いた。昼間の寝ね惚ぼけ顔とは明らかに違う、冷たい微び笑しようを浮うかべた夜の姫ひめ君ぎみは、その鋭い犬歯の覗のぞく真っ赤な口を開き、「おはよう、委員長」と蠱こ惑わく的な声で囁ささやいた。

　帷子ミリル。串くし刺ざし姫の異名を持つという、トランシルバニアからの帰国子女である。

「それに高浪と緒深田まで、いったいどういう風の吹ふき回しかしら。みんなして私を起こしに来たというわけでもないようだけれど」

　その切れ長な目の奥に、仄ほのかに赤い光が宿る。緒深田が思わず後あと退ずさり、私の背後にヒシとしがみ付くのが分かった。

「いや、君に訊ききたいことがあったのさ。と言っても、どうせ廊ろう下かでの話ぐらい、君の耳には届いていただろうから、手短に済ませるとしよう。答えてくれたまえ。君は丙組の冬麻香織さんに、何を渡した？」

　そんな灘の質問は、ミリルの「判わかっているのでしょう？」という台詞せりふに返された。何者をも寄せ付けぬその気き迫はくは、彼女が内に秘ひめた底知れぬ恐ろしさを物語っている。

「委員長はいつもそう。判っていながら訊たずねてくる。無む駄だだわ。あまりに無駄だわ。さあお答えなさい。私があの憎ぞう悪おに満ちた少女に渡した物が何なのか、あなたなら判っているはずよ」

「相変わらず素す直なおでないね」

　自分のことを差し置いて、灘は憮ぶ然ぜんとした口調で言い返す。そしていつもの手帳を開き、「いろいろと考えるに、やはり君としか思えなかったのさ」と、己の推理を披ひ露ろうし始めた。

「そもそもうちの学校にはやたらと特とく殊しゆな人間が多いけど、それはあくまでうちの教室に集中しているだけだ。だから隣となりのクラスの一女子が、その記き憶おくを前世のものに戻もどしたという今回の事件は、本来起こるはずがない。となれば必然的に、うちのクラスの生徒が関与している可能性が高い、となる」

　それは、真里が永代の気を惹ひくためにわざとミシェルを名乗り始めた時から、灘も疑っていたことだった。もっともその時はただの噓うそだったわけだが、今日、真里は本当に前世の記憶を取り戻してしまった。となれば、ここに乙組の生徒が絡からんだ可能性は否いなめない。

「そして気になる点がもう一つある。それは鈴木さんの事件に対する冬麻さんの怯え様だ。僕が直接見たわけじゃないけど、高浪さんからの報告によれば、相当酷ひどい様子だったという。しかも彼女は何かを知っているらしい。となれば、これらの点から導き出される最も大きな可能性は、即すなわち冬麻さんが人間の前世の記憶を蘇よみがえらせるというオカルト的な力を得て、しかもそれを行使した挙句怯えている、ということに他ほかならない。その怯えている理由とは、鈴木さんを放ほうっておくと『大変なこと』になるという漠ばく然ぜんとしたものだけど、さて、それは純然たる罪悪感から出た発言か、それとももっと他に事情があるのか──。前例は確かく認にん済みだよ」

　この学校にはすでに五、六人の犠ぎ牲せい者しやがいる。ミリルが所有するというオカルトアイテムに手を出して、身を滅ほろぼした人間が。

「帷子さん、冬麻さんが怯おびえているものとは、即ち君だ」

「それは少し違ちがうわね。私はあの子に何もしないもの」

　ただ道具の呪のろいがあの子に降りかかるだけ、と彼女は言い返した。

「二十四時間以内に相手の魂たましいを元に戻さなければ、道具を使った者にそれ相応の災わざわいがもたらされる。べつに無茶なことではないでしょう？　人の魂を玩もてあそぶのは、神と悪あく魔まにのみ許された遊び。それを人がやるというなら、リスクを負うのは当然のことよ。そう、人はいつも勝手に身を滅ぼしていく。自らの愚おろかさゆえに陥おちいる当然の結果。私は黙ってそれを眺めているだけだわ」

「しかし、道具を貸し与あたえたのは君で間違いないわけだ」

「そうね。どうしてもとせがまれたのだから、断る理由はないでしょう？　あの子が忠告に背そむかなければ、それで済むことなのだもの」

　その忠告とは、真里が前世の記憶を蘇らせてから二十四時間以内に元に戻す、というもの。それが破られた場合、道具の借主たる香織の身には災いが降りかかる。だから彼女はあれほど怯え、行方ゆくえを晦くらませた真里を見つけようと必死になっていたのだろう。病院に運ばれたと聞いて安心していたのも、居場所がはっきりしたからだったに違いない。

　そして今、彼女は再び真里を捜さがし回っている。友情のためではない、ただの我が身可愛かわいさで動いていたのだと知り、再び少しだけやるせない気持ちが湧わいてくる。

「冬麻さんは、おそらく鈴木さんの本当の前世を暴あばいてやろうと思ったのだろうね。高浪さんの話を聞く限り、彼女が鈴木さんに相当嫌いや味みな仕打ちをしたのは事実だ。ならば彼女の本当の前世を暴き、それを永代くんに教えようと考えていたとしても不思議じゃない。つまり冬麻さんは、君から人間の前世を暴く道具を借りたのさ。さあ今度こそ答えてもらおう。それはどんな代しろ物ものだい？」

　すべてを一本に通し、灘はミリルを睨にらみ付けた。そこで相手がはぐらかさなかったのは、やはり彼女が工藤と異なり、「黒幕」という記号を持たない悪意なき傍ぼう観かん者しやだからか。

「鍵かぎよ」

　ミリルはマントを翻し、手近な机に腰こしを下ろした。スカートから伸のびる黒のタイツに覆おおわれた形のよい脚あしが交差し、その先にあるロングブーツが鎌かま首くびをもたげる。

「輪りん廻ねの鍵──。馴な染じみのアンティークショップで手に入れた品よ。相手の胸に挿さし込んで回すだけで、その魂は前世のものに支配される。もともとは十九世紀の宗教学者・グーデン＝ベルゴールが輪廻の存在を証明するために、悪魔との契けい約やくによって入手したものとされているわ。もっともその学者の家は火事で焼け落ちて、鍵の行方も長い間分からなくなっていたのだけれど……」

「能書きはどうでもいい。要するに鍵の形をしているわけだね」

　灘はそう言うと、手帳を開いて一文字「鍵」とだけ書き込んだ。このような状じよう況きようの中でいつもどおりに振ふる舞まえるこの男が、少しだけ羨うらやましかった。

　ミリルはその様子に嫌いやな顔一つすることなく、赤い瞳ひとみを動かして、私と緒深田の方を見やった。

「それで、そこの二人は何かしら？」

「ああ、高浪さんはただいるだけだから気にしなくていい。それより緒深田さんさ」

　言われて私の後ろで縮こまっていたメイドがびくんと震ふるえた。その振しん動どうにこちらの体も一いつ緒しよになって震え、おかげで必要量の二倍の恐きよう怖ふを体感した私は、お返しにとばかりに逆に緒深田の後ろに回りこんで、よいしょと二センチほど前に押し出してみた。

「緒深田さん、さっきの本の話に戻らせてもらうよ」

　灘は私の馬ば鹿かな行こう為いには一いつ切さい触ふれず、震えるメイドに話しかけた。

「君が一番最初にこの本を借りたのは、この帷子さんに読み聞かせようとした時だった。それで間違いないね？」

「は、はい。そうなのでございます。よくご存じで……」

　それは優辺りに訊きけば判わかることだろう。それよりも問題は「最初」という部分だ。緒深田はさっきこう言っていた。この本の表紙裏に付いていた謎なぞの模様、最初は間違いなく存在しなかった、と。
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「帷子さん、この怪あやしげな模様に見覚えがあるだろう」

　灘は手帳を胸ポケットにしまうと、改めて文庫本を取り出し、開いてみせた。

「このあからさまに呪じゆ術じゆつ的なマークは、君がこの本の内容を知った直後に付けられたわけだ。さすがに知らないと言うには無理がある。そして僕が気になるのは、今この期ごに及およんで『ミシェル』と名乗る人物が現実に現れ、預言が動き始めたことなのさ。これは果たして偶ぐう然ぜんか」

「ええと、預言って、その本に書かれているアレですよね」

　後ろから私が話しかける。そう、大だい邪じや神しんガゾツフスがミシェルの魂を求めてこの世に復活し、それを勇者の生まれ変わりが倒たおすというあの預言だ。緒深田はそれを実現するものと信じていたわけだが、もしやそこにも何か良からぬオカルトアイテムが絡からんでいるというのか。

「そのとおり。これは僕の想像だが、帷子さんが付けたと思おぼしきこの模様──本に書かれている内容を現実にするものではないのかい？　ねえ緒深田さん」

「あの、私は、その……」

　緒深田は細かく震え、その顔をゆっくりと床ゆかに向けた。私は彼女のか細い肩かたに両手をかけ、慰なぐさめるようにして続きを促うながす。

「あの時──この本を初めて借りて、保健室で帷子様にお読みして差し上げた時、確かに私は申し上げたのです。この預言が現実になったらいいですね、と」

　それは決して悪意や妄もう信しんから出た言葉ではなかったのだろう。ただ、この本を甚いたく気に入ってくれたミリルに対し、純じゆん粋すいな善意でなされた発言だったに違ちがいない。それは、この緒深田麗乃という少女と付き合っていれば、自おのずと判ることだった。

　しかし、その相手が冷れい酷こくな心を持つ魔ま性しようだったとしたら。彼女の善意を、その無自覚な悪意をもって塗ぬり替かえてしまったとしたら。

　その結果がこれだ。

「ええ、『魔書の印』を付けさせてもらったわ」

　ミリルは何の悪びれた様子も見せずに、真っ赤な口を開いて真実を語った。

「少々やんちゃが過ぎたかしら。でも緒深田がとても嬉うれしそうに言うものだから、私もその想おもいに応こたえてあげなければと思ったの。だからこの預言は現実になる。でも、そのことを緒深田にはしっかりと伝えたのよ？　あの預言は間違いなく実現するから楽しみにしておくように、とね」

「それを緒深田さんは無む邪じや気きに喜んだのだろうね」

　灘はそう言って、涙なみだ目めのメイドをちらりと見やった。何だかあまりに可哀かわい想そうだったので、私は彼女の頭を、メイドカチューシャをずらさない程度に撫なでてみたが、どうもそれが火に油を注いだらしい。ついに緒深田はぺたりと床にへたり込み、めそめそと泣き出してしまった。

「そんな……私はただ、帷子様に喜んでいただけたらと思っただけなのに……」

　恩を仇あだで返されたその痛みは、彼女の忠誠心があまりに高かったればこそ、よほど大きなショックだったに違いない。私はミリルの赤い目を、そして無む慈じ悲ひな物言いをした生徒監かん視し委員を緒深田の代わりに睨にらみ返し、二人の鋭するどい視線に立ち向かうべく口を開いた。

　文句が出る前に、声を発したのは緒深田の方だった。

「酷ひどいです！　どうして本を汚よごしたんですか！」

　それは、何か大事な部分が欠けているような気がする一言だった。

「ええと、オミタさん？」

　思わず呼びかける。すると緒深田は顔をこちらに向け、何でしょうと首を傾かしげてみせたが、首を傾げたいのはこちらである。どうしてこの子はもっと重要なことに気付いてないのだ。

「緒深田さん、預言が実現するってことは、大邪神が本当に復活するってことじゃないの？」

　その恐おそるべき事実を前に打ちひしがれていたのではなかったのか。

　私の言葉に、緒深田はさらに首を傾げた。そしてその頭が床に着こうとした刹せつ那な、彼女はヒャッと叫さけんで立ち上がり、弾はずみで私を突つき飛ばして、どうしましょうと叫びながらその場でクルクル横に回転し始めた。ついでに私の持っていたチリトリも弾はじき飛ばされて、教室の床に派手にまきびしをばら撒まき、またその上で混乱した緒深田が足あし踏ぶみするものだから、チャリチャリパキパキと実に賑にぎやか極きわまりない。もう吸きゆう血けつ鬼きの恐きよう怖ふなどそっちのけである。

「落ち着きたまえよ。預言では、大邪神はちゃんと倒されるのだろう？」

　灘がすかさず暴れるメイドを静まらせる。そうなのだ。私も昨日図書室で相談を持ちかけられた時、それをまず思った。大邪神が蘇よみがえったところで、それが倒されるという運命まで決まっているなら、何も悩なやむ必要はない。その勇者の生まれ変わりというのが現れてくれれば、それで万ばん事じ解決である。

「だから勇者の生まれ変わりが現れるまでの間、大邪神が暴れないよう注意しておけばいいだけじゃないか」

　ただ、彼がそう簡単に言ってのけたことに対しては、私もいろいろと異議を申し立てたかった。そんなもの、どうやって注意すればいいのだ。だいたい倒されると決まっているものなら放ほうっておけばいいのだし、そもそもその大邪神自体まだ現れてない。

「問題はそこなのさ」

　だが灘は私の反論に、顔をしかめてみせた。

「一つ気になったんだ。高浪さんには言ったと思うけど、ミシェル＝エルフィーノというのは果てしなく大昔の人間なのだろう？　それがどうして今いま頃ごろになって鈴木さんに生まれ変わってきたのか。いくら何でも間が空きすぎている。ただ、もちろん輪りん廻ね転生の仕組みなんて僕は知らないからね。だから『専門家』に訊きいてみたのさ」

「専門家って？」

「焰邑さんだ」

　なるほど、あの巫女みこならそっち方面には詳くわしいだろう。ついでに今ここにいるミリルも、そういうことには熟知してそうだ。そして案の定この吸血娘むすめは軽く首を傾げ、「どうかしら」と疑問の声を上げた。

「確かに委員長の言うとおり。魂たましいは絶え間なく輪廻の中にあるから、アラクードの人間が今になって直接生まれ変わるということはないかもしれない」

「だろうね。焰邑さんもそう言っていたよ」

「でも例外はあるわ」

　そう言ってマントを広げ、彼女は机から降り立つ。どうやら乗ってきたらしい。

「記き憶おくというのは魂に刻み付けられているものだから、何かの拍ひよう子しで何代も前のものが蘇ってしまうという事例はあるわよ。例えば一九七九年、アメリカのフロリダ州でマイケルという八歳の少年が突とつ然ぜんフランス革命時代の──」

「事例はこの際どうでもいいよ。問題は、今回鈴木さんを支配している記憶は間ま違ちがいなく前世のものだ、ということさ。つまり彼女はその前世でも、やはり預言に関わる人物だったということになる」

　ただ、それは明らかに矛む盾じゆんしている。前世がミシェルならそれは超ちよう古代人なわけだし、ミリルや焰邑の言う輪廻の仕組みに間違いがなければ、前世はミシェルのはずがない。

　だんだん考えているうちにわけが分からなくなってきたが。

「つまり、こういうことでしょうか」

　頭を悩ませる私を差し置いて、何か閃ひらめいたと思おぼしき緒深田が晴れやかフェイスで手を挙げた。

「鈴木様はすでにその前世で、ミシェル様としてのご記憶を取り戻もどしてらした、と」

「察しがいいね」

　灘が褒ほめた。そして緒深田が褒められた。なかなかの決定的瞬しゆん間かんだった。

「緒深田さんのその考え方はとても自然で理に適かなっている。そこで問題のこの本だ。アラクードの預言を記し、それが近々起きるであろうと説いているオカルト本。しかしこの奥付を見るとだね……」

　裏表紙が捲めくられる。そこに書かれている年号は、どう見ても八十年代の終わりだった。

　その当時といえば、私もまだ生まれてない頃だ。まあ、べつにうちの図書室は新刊書の宝庫というわけではないから、多少古い本があったところで不自然ではない。ただ、今の真里の前世の話と照らし合わせると、これが何を意味するのか。

「そう、この本で近々と言うなら、それはもうとっくに過ぎている可能性が高い。つまり預言はすでに起きた後だったのさ。おそらく鈴木さんや僕ぼく等らが生まれる少し前にね」

　それが、灘が示した解答だった。

　だが、だとしたら今起きていることは何なのか。ミリルの道具で預言は本当になろうとしているのではなかったのか。現にそのせいで、ミシェルはこの世に舞まい戻ってきたのだし。

　私がそれを指し摘てきすると、灘は「簡単なことさ」と私を小こ馬ば鹿かにした目で睨にらみ返した。

「預言は僕等らが生まれる前に済んだ。そしてその預言をもう一度帷子さんが実現させようとした。ということは、今僕等が直面しているのは、本来のものとは別のイレギュラーな預言。言わば預言の複製ということになる」

　そこで──と彼は本をパラパラ捲り、あるページを開いた。それが例の預言の書かれた箇か所しよだと気付いたのは、短い朗読が始まったときだった。

「創世主の名において次の言葉を後に託たくす。破は滅めつの王ガゾツフス、今この地に伏ふす。その眠ねむり、遥はるかなる時を超こえて憎にくしみの扉とびらより呼び覚まされし時、かの王、古いにしえの巫かむなぎの魂を求めて再びこの地に君臨せん。民たみよ恐おそるるなかれ。己おのれの信念をもって希望の扉を開きし時、伝説の勇者生まれ変わりて破滅の王を打ち滅ほろぼさん」

　昨日緒深田から聞いたものである。そして、この預言がミリルのせいでそのまま具現化しようとしているわけだが。

「この文章が現実になる。それは間違いない。しかし逆に言えば、再現されるのはこの文章にある内容のみ、ということにもなる。何しろ帷子さんが使ったのはそういう道具だからだ」

　本に書かれた内容を現実にする、と言っていた。

「つまり十六年ほど前に起きた事実を、そのまま再現するとは限らないのさ。どんなにこの預言が現実になるとしても、それが具体的にどんな形で現れるかは、まったく確定してない。例えばこの預言には三人の登場人物がいるだろう？　超古代の巫ミシェル、大だい邪じや神しんガゾツフス、そして勇者の生まれ変わりだ。さらに現実に輪りん廻ねの鍵かぎという道具の存在がある以上、大邪神も誰だれかが生まれ変わった結果と見なすことだってできる。ならば相手はもう復活して、その辺で暗あん躍やくしているのかもしれない。何もいきなり怪かい物ぶつが出現して大邪神と名乗るような事態になるとは限らないのさ」

　それを聞いて、私は最初に図書室で相談を受けた時の香織の言葉を思い出した。大邪神の蘇そ生せいについて私が訊たずねた時、彼女は──今にして思えば出で鱈たら目めだったのだろうが──こう答えたのだ。「文字通り蘇よみがえるの。ミシェルが覚かく醒せいしたように」と。

　なるほど、確かにガゾツフスもまた何か別の存在に生まれ変わってくる可能性がある。ならば、もしやそれはとっくに蘇っているということもあり得うるのか。そして勇者の生まれ変わりが現れるまでの間、好き勝手に暴れ回る、と。

　しかしその大邪神が誰なのだかまったく判わからない。今明らかなのは、真里がミシェルの生まれ変わりであり、ついでに間宮が勇者の生まれ変わりではない、という二点だけだ。

「だいたいすべての鍵となるはずのこの預言が、漠ばく然ぜんとしすぎているのが問題だよ。大邪神が復活して勇者の生まれ変わりに倒たおされる──。じゃあいったいどんな姿で復活するのか。そもそも復活とは何を指して復活とするのか。復活した後具体的に何をしでかすのか。勇者の生まれ変わりがどう出てきて、それをどう倒すのか。それは自覚的なのか無自覚的なのか……。まったくもって説明がないから、今回の複製預言ではあらゆるケースを想定しなければならない」

　そう、灘が言ったとおり、確かにこれは相当ややこしい問題だった。何しろこの一年乙組を中心に、私達の周りではどんなことでも起こり得る。いかなる状じよう況きようでその預言が成立したと見なされるのか、それを予想するのは至難の業わざだ。

「とにかく関係者を押さえることだね」

　それが、灘が示した暫ざん定てい的解決策だった。

　と言っても、今のところ関係者で判明しているのはミシェルとして覚醒した鈴木真里だけである。そういえば彼女はガゾツフスに命を狙ねらわれる存在ではなかったか。あんなにふらふらしていて、危なくはないのか。

「鈴木さんについては僕が捜さがしておこう」

　灘は何やら手帳に書き殴なぐりながら、そう言った。

「捜そう索さくの効率としては悪いかもしれないけど、すでに冬麻さんや丙組の監かん視し委員が捜しているはずだから、実質手分けということになる。あとは……そうだな、まだ他ほかに確かめたいこともいろいろあるし、そういうわけだから今日はお開きと行こうじゃないか。緒深田さんも帷子さんも、いつまでも残ってないで帰った方がいい」

　長話をさせておいて、失敬な言い草である。それはいいが、私の名前が出なかったのはどういうわけだ。まさか、一人だけ残って手伝えとでも言うつもりか。

　私がどんよりとした眼まな差ざしで見守る中、灘は緒深田とミリルを立ち去らせた。あの二人の間にこれ以上妙みような軋あつ轢れきが生まれなければいいが、と思いながら、灘の方に向き直る。

　彼はいつものように、手帳に今の記録を書き込んでいる最中だった。「九月十七日午後五時十八分、超ちよう古代文明に関かかわる丙組の事件に吸きゆう血けつ鬼きの関かん与よを確かく認にん」とある。言われてみれば今回の諸もろ々もろの件、すべてミリルのオカルトアイテムが招いた事態なのだ。

　いや、それとは別にもう一人、厄やつ介かいな人物が暗躍していたか。

「さて、会ったついでに君にも訊ねておきたいんだ」

　工藤くんのことさ、と灘は告げた。それが私一人をここに残らせた、考えてみれば妥だ当とうな理由だった。

「昼間のロボット襲しゆう撃げきで輸送機材が駄だ目めになったのは君も知っているね。工藤くんがロボットをここに引き止めるよう画策していたのは明らかだから、あれも彼の仕業に違ちがいないわけだけど──君はあの後、僕と別れてからそれについて何か聞かされなかったかい？」

「ええと、それは……」

　いっぱい聞かされた。その作戦に至るまでの裏の目的を、当人の口からはっきりと。ただ、その中に永代邦美という余計な人物が現れたことにより、事態は不可解な方向へと迷めい走そうし始めている。

　永代のことを灘には黙だまっていろ、と工藤は忠告した。しかしその永代が工藤の動機に大きく関わっている以上、それを伏せるのは困難でもある。

　私は灘に、どう伝えればいいのだろう。

「まあ、分からないなら分からないでもいいさ。おそらくそれで間違いない」

　しかし彼は、ひとり納なつ得とくしたように頷うなずいただけだった。いったいこの男は、どのような推理を立てているのだろう。

「本当は工藤くんを問い詰つめるのが一番なのだけどね。何しろ呼び止める間もなくどこかへ行ってしまうから、なかなかコンタクトが取れないのさ。今度話す機会があったら、君からも訊ねてみてくれ」

「いや、そんな無茶な」

　とはいえ訊ねるも何も、判わかっているわけだが。

　それにこちらが事件に関わることを、灘は快く思ってないはずではないのか。そう言ってみたが、彼は「どうせ工藤くんのことだ。放ほうっておいても君を巻き込むはずだよ」と苦々しい顔で答えるばかりだった。

「まったく、えらい相手に気に入られてしまったものだよ。いったい君のどこがそんなにいいのだろうね」

　最後の一言が何となく余計ではあったが、それでも同意せざるを得ないのが微び妙みように悔くやしかった。

「それから、丙組の問題だけどね」

　灘は──当然そちらにも触ふれてきた。

「乙組の生徒の関与が明らかになった以上、僕は本格的に動かなくちゃならない。しかし君も解わかっていると思うけど、これは僕の仕事であって君の仕事ではない」

　そして、当然私の予想どおりの結末になろうとしていた。

「鈴木さん捜しの方も僕がやろう。君は帰りたまえ」

　すべてが閉とざされた。私はそこに何の異議を申し立てることもできず、ただ黙って頷くと、立ち去る生徒監視委員をおとなしく見送った。

　終わってしまった。あくまで私にとっては、だが。

　おそらくこれで良かったはずなのだ。彼に一任し、私はこの厄介事からおさらばする。冷静に考えれば、実に合理的な結末のはずである。

　なのに、私の心には確かに喪そう失しつ感かんと呼べそうなものが漂ただよっていた。そして、予期していたとは言え、そんな感情を抱いだいた自分に軽く動どう揺ようしてもみた。

　複雑な気分だった。確かに私はここへ転校してきてから、いろいろなことに巻き込まれてきた。そのたびに灘が現れて解決し、私はどうにか事件から切り離はなされた。だからいつものことに違いない。だが。

　預言のように上辺で起きていることだけではない、その裏にあるごく普ふ通つうの人間模様──例えば真里と香織の間にあった感情の齟そ齬ごとか、そういうより深い部分を知ってしまったことで、灘への一任という当然の形に対して、少なからず違い和わ感かんを覚えている。

　そう、私は今明らかに丙組の二人の少女のことが気がかりでならなかった。灘に言わせるなら、私は少々この問題に首を突つっ込みすぎていたのかもしれない。だから私がこれまでに見てきた、クラスの面々が自分の関かかわった事件を灘に勝手に解決されて釈しやく然ぜんとしないでいるあの顔も、今の私なら理解できるような気がする。

　誰だれしも結末を見届けたいのだ。外からの傍ぼう観かんではない。一人の関係者として、自分が関わった事件に、せめてものけりをつけるために。

　しかし、にも拘かかわらずこれ以上私にできることが何もないのも事実である。

　もどかしかった。

　一つあるといえば、灘が言ったように工藤の真意を探さぐることぐらいなのだろうが、それも判っていることだ。あとはあの永代の一件、本当にどうするべきなのか、私はまだ決めあぐねている。

　そう、永代だ。彼は図らずも真里と工藤、両方の事件に直接関わっている唯ゆい一いつの人物である。その彼からは、まだこれらの事情について詳くわしい話を聞いていない。

　ついでに、乙組という存在についても。

　学校から貰もらった全校名めい簿ぼが家にあったのを思い出し、私は足を速めた。







　７　九月十八日朝　私、恋人達の哀しみを聴く。
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マキゾエではなく自ら動いてみる。永代先輩に真里の真相と、そして乙組の秘密を聞く。









　永代との連れん絡らくは、意外なほどスムーズに取れた。得体の知れない活動をしている以上、それ相応の壁かべもあるかと覚かく悟ごしていたのだが、家に電話すれば普通に当人が出て、こちらから話を持ちかけると、それなら明日の朝一番に学校で、という具合にあっさりと事が進み、私は多少拍ひよう子し抜ぬけしながらも、翌朝に備えてその日は早く寝ねることにした。

　ただ、寝ようと思って寝られる気分ではなかったのも事実である。頭の中で、私は今日この日に怒ど濤とうの如ごとく押し寄せた様々な出来事について考え、半ば知ち恵え熱ねつなど出しかけながら、明かりの消えた寝しん室しつで暗い天てん井じようを睨にらみ続けた。

　すべては帷子ミリルから始まった。彼女の「やんちゃ」によってアラクードの本に書かれた預言は現実のものとなることが決定付けられた。そして嫉しつ妬と心しんに駆かられた冬麻香織が輪りん廻ねの鍵かぎという道具を使うことで、まずミシェルがこの世に現れた。そう、偶ぐう然ぜんにも──あるいは皮肉なことに──鈴木真理は正しよう真しん正しよう銘めい、超ちよう古代の巫かむなぎ・ミシェル＝エルフィーノの生まれ変わりだった。こうして預言は、実現への第一歩を踏ふみ出したわけである。

　香織はそうとは知らずに預言を具現化させるべく動いたのだ。ミリルが付けた「魔ま書しよの印」とは、そういう回りくどい偶然を利用してでも、大だい邪じや神しんを世に復活させる力を持っているのだろう。

　その大邪神ガゾツフスがどんな姿で現れるのかは、いまだに判わからない。一つ言えるのは、それがミシェルを──即すなわち鈴木真里の命を狙ねらおうとする、という預言が残っているだけだ。ならば真里の命を狙う可能性のある人物こそが、ガゾツフスの転生後ということになるのだろうか。

　例えば、真里を憎にくんでいる……香織、とか。

　まあ、あくまで連想に過ぎない。今までの経験上、私が何となく立てた推理など空回りばかりなのだから、そのまま突つっ走るのも危険だろう。

　そして、大邪神問題とは別に進行しているもう一点。永代とロボットを巡めぐって暗あん躍やくを重ねた工藤のことだ。あの黒幕は今後どうするつもりなのだろう。永代の炙あぶり出しに成功した以上、ロボットを校舎裏に留とどめておく理由もなくなったわけだが、しかし彼の犯行自体は灘も承知済みである。これから工藤が灘の事情聴ちよう取しゆを受けるとして、彼は永代の一件をどう説明するつもりだろうか。

　もちろん、はぐらかすという手もあるにはある。それに永代との決着だって、あの時点では付いてないはずだ。これから先、工藤がどう動くかによって、私はまたあらぬ事態に巻き込まれる可能性がある。油断は禁物だ。

　一方相手側の永代は、工藤を止めると言っていた。乙組という特とく殊しゆなクラスを作り、それを看視していたという彼にとって、その行動が何を意味するのかは解わからない。その真意は明日訊きき出すことになっているが、それが果たして上手うまく行くのか。まったく自信が持てぬまま、私はやがて眠ねむりに落ちていった。




　そして朝が来た。

　まず、一つ自じ慢まんしたいことがある。この日私が咥くわえていた食パンは、歩道橋の上を走っている最中人にぶつかって引きちぎれ、青森行きのトラックの荷台に落ちて旅立って行った。ちょっとした快挙だった。

　それはともかく、約束の時間には完全に遅ち刻こくである。一応永代と待ち合わせておいた演劇部の部室へも行ってみたが、そこにはすでに誰もおらず、代わりに私の机の中に、昼休みにもう一度待つという旨むねのメモが残されているだけだった。朝の予よ鈴れいまでにはまだ時間があるのに、向こうもえらくせっかちである。そんなわけで実に虚むなしい気分になりながら教室でグッタリしていると、そこへ灘が現れて、相変わらずのしかめっ面つらで話しかけてきた。

「さっき、またケーブルが切られたよ」

「はあ」

　どうやら工藤はしつこく暗躍を続けているようだった。永代を誘おびき出して当初の目的は達成したというのに、まだ何か企たくらんでいるのか。私には彼の複雑な脳のう味み噌そなど理解できないものだから、ただ間の抜ぬけた返事しかできなかった。

　灘はそんな私の生返事は意に介かいさぬかのように、「それより少々訊きたいことがある」と言って話題を変えた。そちらが本題だったようだ。

「昨日あれから事件に関係のあった場所をいろいろ回ってみて気付いたんだけど、君は保健室の掛かけ布ぶ団とんのことを知らないかい？」

「ああ、そういえばなくなってましたね」

　他ほかのことに気を取られてすっかり忘れていたが、言われてみればそんなこともあった。

「いつからなくなっていたか知っているかい？」

　灘は手帳を弄いじくりながら、そう訊たずねた。しかし私とて定かなことは判らない。確かに昨日、倒たおれた真里を保健室に運んだ時にはなくなっていたが、それ以前のことはさっぱりである。

「知りませんけど、それがどうかしたんですか？」

　あの掛け布団が何か重要な手がかりになるとでも言うのか。

「いや、どうも妙みようだと思ったのさ。そう簡単になくなるものでもないだろう？　もしかして校舎裏に寝ね泊とまりしているＱの誰だれかが使っているのかと思ったけど、そういうわけでもないみたいだし。ただ……一つ思い当たることがあるにはある」

「だったら私なんかに訊かないで、その思い当たることとやらを確かめてみればいいでしょうに」

　私はいつもの仕返しとばかりに、皮肉交じりに答えてやった。しかし減らず口のベテランがそれに対して動じることなどない。彼は手帳をしまうと、「ならちょっと一いつ緒しよに来てくれ」と言って、私を教室から連れ出した。

　いったいどこへ行くのかと思えば、着いた先は図書室だった。

「深山さんがまだ来てないようだから、君に頼たのむしかないんだよ。そこのパソコンで調べてもらいたいんだ」

「調べるって、何をですか？」

　受付にある蔵書管理用のパソコンである。これで調べるというなら、おそらく例のアラクードの本のことだろう。貸し出し状じよう況きようでも見る気か。いや、あれは今灘自身が借りているはずだ。

「貸し出された履り歴れきというのがあるだろう？」

「ああ、それですか」

　一昨日おととい私が見たやつである。ついに念願叶かなって、そこに灘の名前も並んだわけだが、まあ、それはこの際どうでもいい。私は言われるままに受付に入り、パソコンを弄いじって目的の画面を呼び出した。

「今は灘くんが借りてますね」

「そんな判わかりきっていることはどうだっていいよ。調べたいのはそれ以前のことさ。確か一昨日、緒深田さんがその本を返しに来たのだろう？」

「ええそうですよ。工藤くんが風邪かぜを引いていたから読み聞かせたとかで、一週間ばかり借りていました」

「そう、問題はそこだよ」

　灘はそう言って、ポケットからあの本を取り出してカウンターの上にバンと置いた。

「見てのとおり、薄うすい」

「ええ、薄いですね」

　それがどうしたと言うのだ。

「一週間も読み続けるようなものではないだろう？」

「……なるほど」

　私はえらく納なつ得とくしてしまった。そうなのだ。工藤がどんなに風邪を拗こじらせていようとも、こんな本は数時間もあれば読み終えてしまう。現に灘も間宮も、一週間かけてまでこれを読んではいなかった。

「つまり、どういうことなんですか？」

「工藤くんが風邪を引いていたのは僕も知っている。もっとも二、三日で治ってしまったから、そう酷ひどいものでもなかったようだけど、だとしたらなおさら一週間も借りるというのは不自然だ。ここは場所が離はなれた町の図書館じゃない。同じ学校の中なんだから、その気になればいつだって返へん却きやくできたはずだろう？　ならば緒深田さんは、それだけ長期間この本に用があったということになる」

　問題はその用だ。彼女がこの本を借りる場合、その目的はいつも同じである。即すなわち、誰かに読み聞かせること。

「ええと、要するに最近誰かが病気で臥ふせっていた、と？」

「いや、ここ数日の間に保健室のベッドで寝ねたのは、とうに回復した工藤くんを除けば、君が運んだ鈴木さんだけだ。しかし何も病人とは限らない。緒深田さんに面めん倒どうを見られていて、なおかつ時間を持て余している人間がいれば、読み聞かせがおこなわれる条件としては充じゆう分ぶんだったはずだからね。さて、ここで出てくるのがさっきの掛け布団だよ。緒深田さんは誰かの面倒を見ていた。そして、保健室の掛け布団が勝手に持ち出されている──。これが何を意味すると思う？」

　訊ねられて私は考える。布団を持ち出したということは、つまり保健室では面倒が見られなかったということである。ならば相手は部外者か。しかも、よっぽど人目には晒さらされたくない存在。それがこの学校に寝泊りしている。

「もしかして……誰かを匿かくまっているって言うんですか？」

「そのとおり。あとは布団がなくなった時期が判れば、それが誰だか見当もつくけど、君が判らないとなると、やはりここは当人に訊ねるのが早そうだ」

　当人、つまり緒深田か。あの子はまだ何か妙な問題を抱かかえていたということになる。これでまたしょげさせるのは可哀かわい想そうかもしれないと考えながら、昨日の昼休みにお使いと称しようして大量の惣そう菜ざいパンを買い込んでいた少女の姿を思い出し、私は軽く溜ため息いきをついた。

　それにしても、彼女は誰を匿っているのだろう。居所のはっきりしない人物といえば、真っ先にミシェルが思い浮うかぶわけだが、しかし彼女が倒れた時点で保健室にはすでに布ふ団とんがなかった。となると、まったく知らない第三者だろうか。

　例えば──大だい邪じや神しん、とか。

　あり得なくはない。何しろ緒深田といえばアラクードだ。その知識につけ込まれ協力させられているとか、実は脳のう味み噌そを操あやつられているとか、何かあったとしてもおかしくないではないか。

　いや、あくまで私の推理だから信しん憑ぴよう性せいは薄いかもしれないが。

「そういえば鈴木さんは見つかったんですか？」

　緒深田の黒白はともかくとして、大邪神がすでにいるなら一番危ないのはミシェルの生まれ変わりである。それに香織のタイムリミットのこともある。確かこの男が捜さがすと言っていたが、どうなったのだろう。

「冬麻さんが鍵かぎを使ったのが、たぶん鈴木さんが倒たおれた昨日の朝。だとしたら、二十四時間はもうすぐですよ。早く元に戻もどさないとまずいんじゃ……」

「いや、僕も相当捜してはみたけど無理だったよ。ただ、決して目もく撃げき情報がないわけじゃないんだ。何しろマフラーなんて目立つ物を身に着けているからね。聞き込みによると、一番頻ひん繁ぱんに姿が目撃されていたのは北校舎周辺。だからそこを徹てつ底てい的に洗ってみたんだけど、どうも手がかりがない」

「駄だ目めじゃないですか。本当にちゃんと調べたんですか？」

　何しろこのままでは香織が鍵の呪のろいとやらを受けるのだ。それこそ部外者がどうこうとごねてないで、人海戦術でも使った方がよかったのではないか。

「しかしね、当然鈴木さんが学校に残っていたという保証もないわけだ。何しろ彼女には協力者がいる。放課後はその人物の家に行っていたとしてもおかしくはない」

「協力者……？」

　まさか、永代のことか。ついに嗅かぎ付けたというのか。

「どういうことでしょう」

　恐おそる恐る、私は鎌かまをかけてみた。

「あのマフラーだよ」

　灘は、平然と答えた。

「あの下にはおそらく、翻ほん訳やく装置が隠かくされているはずだ」

「翻訳装置……ですか？」

　どこかで聞いた気がする。そう、あれは確か昨日の昼休み。マングース改めハムスターの餌えさを買ってきたイオンと話していた時に、彼女が自分の首くび飾かざりを押さえながら口にしていたのだ。

　イオンの故郷である異世界は、人間以外の種族が多く存在している。だから翻訳装置の技術が進んだ、と。

「イオンさんの翻訳装置は知っているかい？　まあ、装置と言っても魔ま術じゆつ的な装そう飾しよく品ひんだけどね。彼女の着けているあの首飾りがそうだよ。他ほかにもいくつか持ってきていて、そちらは本当に細いベルト状の首輪みたいなものだから、少し首を隠すだけでなかなか見つからなくなる。おかげで英語の時間前によく貸し借りされていて、取り締しまるのが大変だよ」

「首を隠す……というのは、つまり、あれですか？」

　マフラーのことを言っているのだろう。だが解わからない。その翻訳装置が真里の首にくっついていたとして、どうしてそれが協力者に繫つながるのだ。いや、そもそも真里はどうしてそんな物を着けたのだ。

「順序立てて考えてみようじゃないか」

　灘はそう言うと少し黙だまってあらぬ方向を睨にらみ、頭の中で何かをまとめてから再び口を開いた。

「例えば、飛行機の操縦席からパイロットをどかして、そこに普ふ通つう車しやの免めん許きよしか持ってない人間を座らせた場合、この飛行機を動かせると思うかい？」

　何なのだその喩たとえ話は。本当に順序立てているのだろうか。

「無理だと思いますけど？」

「そう、無理だ」

　私の答えに、灘は満足げに頷うなずいた。

「それではこの例の中身を少し置き換かえてみよう。日本人の体の中に入っていた魂たましいが、超ちよう古代の存在の魂に換わったとして、日本語が喋しやべれると思うかい？」

「それは……」

　やはり無理だというのか。しかし真里は確かに日本語を──と思ったが、そこで翻訳装置とマフラーが繫がると、私はまったく反論できなくなってしまった。

　思えば昨日、私に案内されてこの図書室を訪おとずれた真里ことミシェルは、自分が読みたがっていた本をわざわざ深山に読ませた。あれは、現代の日本語が読めなかったからということか。どんなに話し言葉を通じさせたところで、文字まではフォローできなかったわけか。

「でも……確かに超古代人になった鈴木さんが日本語を喋れないってのは解りましたけど、それでどうして協力者がいることになるんですか？」

「なるじゃないか。なぜ大昔の記き憶おくしか持たない彼女が、翻訳装置の存在を知っていたんだい？」

　何しろ見た目はただの首輪だ、と灘はペン先で空中に円を描えがきながら説明した。

　なるほど、冷静な視点で見れば、真里が自ら進んであれを首に巻いたわけでないというのは判わかるはずだった。何しろ彼女は、一年乙組の面子メンツのことをよく知らないのである。例えば私の顔なども、一度訊たずねなければ判っていなかった。

　してみると、その首輪をミシェルに与あたえたのが誰だれか別の人物であるという推測は自然と成り立つ。あとはその人物の正体だ。私の考えが正しいならば、それは永代邦美に違ちがいない。

　確かに緒深田が屋上でミシェルを見つけて、それを永代に引き渡わたしたのは、ミシェルがマフラーを巻くよりも後のことである。だが、それ以前から永代がミシェルと接せつ触しよくを果たしていなかったという保証はない。何しろ屋上へ行く以前、私達はそれぞれバラバラになって彼女を追っていたのだ。永代が先にミシェルを見つけて翻訳装置を渡し、その後再び野放しにしたということは充じゆう分ぶん考えられる。

　となると、彼は最初から真里と香織の間に起きたことを知っていたわけか。もちろん工藤の正体さえ知っていた男だ。あり得ないとは言えない。

　だが灘は、そんな私の推理をすべて無に帰させる発言を飛ばしてくれた。

「──工藤くんではないだろうか」

　それが彼の挙げた、ミシェルの「協力者」の名前だった。

「工藤くんが？　どうしてです？」

　私には解らなかった。工藤スグルは「黒幕」である。何か良からぬことを企たくらんでミシェルを手元に置いている、という線は、なくはない。しかし今回の場合、ミシェルを病院へ送ろうともせず学校に留とどめているのは間違いなく永代なのだ。そこに工藤が絡からむ余地はないはずである。

「いや、いくつか引っかかる点があるのさ」

　だが今は裏を取らなければならない段階だ、と灘は言った。

「しかしそうだな、このままぐずぐずしていても鈴木さんを捜さがす時間がなくなっていくだろうし、高浪さん、本当は嫌いやなのだが仕方がない。少々手伝ってくれ」

　この期ごに及およんで嫌がるな。

「最初っからそう頼たのんどけばいいんですよ。鈴木さん捜しでしょ？」

　私は頰ほおを膨ふくらませながらも、再び丙組に関かかわるという予期せぬ事態に胸を高鳴らせ、幾いく分ぶんか期待を込めた目で灘を見た。

「いや、それは昨日も言ったろう。丙組の監かん視し委員に一任する、とね。だいたい人捜しなら犬でもできる。君には冬麻さんを当たってもらいたいのさ。昨日具体的に起きたことを、寸分違たがわず訊き出すんだ」

　なるほど、それなら灘が直接赴おもむくよりも、面識があってある程度の事情も知っている私の方が適役だろう。だいたい女の子の複雑な恋れん愛あい模様が絡んでいる問題に、こんなアレな男をずかずかと立ち入らせるわけにも行くまい。私は頷き、さっそく行動を開始した。

　とはいえ。

　冷静に考えてみれば判ることだったのだが、灘と別れてひとり丙組に赴いた私の前に突つき付けられたのは、香織がまだ教室に来てないという厳しい現実だった。

　無理もない。ミシェルが見つかってない以上、おそらく彼女はいまだその姿を求めて学校中を捜し回っているはずなのだ。仕方なく私は丙組を離はなれ、その足を北校舎へと向けた。もし香織が灘と同じく聞き込みに回ったとすれば、ミシェルがその周辺にいる可能性が高いということも摑つかんでいるはずだった。

　そういえば、北校舎には工藤も現れていたか。私はふと、そんなことを思い出した。最初に私達とＱとのやり取りを立ち聞きしたのはあの屋上だろう。あそこは工藤曰いわく、ロボットを眺ながめるには最高の場所である。そして永代もそれを見み越こした上で、工藤に会うためあの屋上を訪れたのだ。

　それに、ミシェルとなった真里もまた、図書委員である私の情報を摑むため、あの屋上を訪れていた。おそらく「協力者」たる永代に訊ねるつもりだったのだろうが──。

　いや、それはどうなのか。

　屋上を訪れたというなら、それは永代同様、工藤に会うためと考えた方がいいのではないか。

　だいたいあの時、私はミシェルが永代と工藤のどちらに話しかけていたのか、はっきりと確認したわけではない。単に答えたのが永代だったというだけのことだ。もし灘の言うとおり、ミシェルと工藤が関係しているのだとしたら、これは何を意味するのか。

　答えは見つからなかった。ただ、少なくとも灘の発言が、永代こそ協力者であるという私の自信を激しくぐらつかせているのは間違いなかった。

　僅わずかに躊ちゆう躇ちよした後、屋上へ行くことにした。確かに今は香織に会わなければならない。しかしどのみち彼女を捜すにはあちこちへ足を運ばなければいけないのだから、それなら手間は変わらない。

　それに香織だけではない。ミシェルも工藤も、あの場所へ現れる可能性は秘ひめている。情報が欲しいというなら、あそこへ行く価値は充分あった。

　昨日──。一度目は灘と訪おとずれた。ミシェルを見つけた緒深田を迎むかえに行くためだった。そして二度目は、運ばれて行くロボットを見送るために訪れた。そこで私は工藤と永代の間にある、意外な真実を突き付けられた。

　そして、今日。

　階段を上り、私は三度その領域に踏ふみ込んだ。

「……高浪さん？」

　歪ゆがんだ柵さくに手を掛かけ、下を見下ろしていた永代は、振ふり向きざまに驚おどろいた顔で私の名を口走った。

　しかしそれは私も同じである。彼は先ほど私に約束をすっぽかされて、とっとと教室に戻もどってしまったのではなかったか。まさかこんな所にいようとは、夢にも思わなかった。

「先せん輩ぱい？　どうしてここにいるんですか？」

　私は首を傾かしげ、訊たずねた。彼もまた、あのロボットを眺めていたのだろうか。

「──気になったんだ」

　永代は静かに答えた。

「あの子がいるんじゃないかと思った。気になったら居ても立ってもいられなくなって、君には悪いと思ったけど、待つのはやめてここに来ていた」

「あの子……ミシェルさんですか？」

「ミシェル？　ああ、そうだね。そう呼ぶべきなのかもしれないけど、やっぱりあの子は真里だよ」

　そう言って彼は目を細め、その視線を朝の陽ひ射ざしに輝かがやく空へと向けた。その言葉の端はしにどこか寂さびしそうな気配を読み取り、私はその場から動くことなく、彼に向かってそっと話しかけた。

「先輩、教えてほしいことがあるんです」

「昨日のことだね？」

　すでに電話で連れん絡らく済なのだ。そこは永代の方でも解わかっていることだった。

「事実だよ」

　彼は、はっきりと答えた。

「僕はある人に言われて、君達乙組の生徒を見張っている。だから君達のことはよく知っているつもりだ。どんな力があって、どんな性格で、どんな趣しゆ味みの持ち主で、それに灘くんからどんな記号を付けられているかもね。でも、それだけなんだ。僕は所しよ詮せん見張るだけの存在で、それ以上のことは何もできない」

「じゃあ、工藤くんのことはどうなんですか？　先輩は昨日、工藤くんのことを止めようとしてましたよね？」

　──僕は君を止める。ただそれだけだ。

　確かに昨日、彼は黒幕に向かってそう言ったのだ。

「そうだね」

　永代は静かに微笑ほほえんだ。微笑み、そしてその身をゆっくりと移動させ、屋上の端へと歩いていく。私に直視されたくないのだ。何となく、そんな風に思った。

「でもあれは、例外なんだ」

「例外、ですか」

「そう、例外。僕にはそんな権限なんてない。だからあれは僕が個人的な意志で、自分一人の事情でやったことだ。僕はただ……工藤くんの手から真里を救いたかったんだ」

　この瞬しゆん間かん、真里と工藤がはっきりと繫つながった。半ば疑問に思い半ば予想していた事実を認められ、私は複雑な気持ちになりながら、無言で彼に続きを促うながした。

「真里は工藤くんに操あやつられている。それが判わかったのは、行方ゆくえ不明になった真里を皆みなで捜さがしに行った時だ。最初に僕が選んだのは西校舎だった。それはもちろん看視対象である乙組から離はなれたくなかったからだ。ところがそこで偶ぐう然ぜん工藤くんが北校舎へ向かうところを目もく撃げきしてね。僕は後を追った。そして、見たんだ」

　工藤が目指したのは、やはりこの屋上だった。そこにはすでに真里がいて、彼女の姿を目に留めた工藤は興味深そうに話しかけたのだという。

「僕はその様子を物もの陰かげに隠かくれて見守っていた。それは真里がどうとかじゃなくて、純じゆん粋すいに自分の任務を──つまり乙組の一人であり、何をしでかすか分からない最も危険な存在である工藤くんの行動を見張るという任務を遂すい行こうするためだった。二人は、始めは言葉が通じないようだった。そこで工藤くんは、あの首輪を使うことを思い付いたんだろう。急いで立ち去ったかと思うと、それを持って戻って来て、真里の首に嵌はめたんだ」

「じゃあ、鈴木さんにあの翻ほん訳やく装置を嵌めたのは、やっぱり工藤くんだったんですね。するとマフラーも？」

「いや、マフラーは僕だ」

　永代は頭を横に振り、その時のことを思い出すかのように、己おのれの首元をそっと撫なでた。

「当たり前じゃないか。女の子に首輪を着けたまま放置するなんて、悪あく趣しゆ味みにも程ほどがあるよ」

　だから放ほうっておけなかったんだ、と彼は笑って言った。つまり真里のあの異様な出いで立ちは、工藤と永代という二人の男が互たがいの思おも惑わくによって作り上げたものだったのだ。

「先輩、その時工藤くんは、鈴木さんとどんな話をしたんですか？　当然装置を着けただけで終わりじゃなかったんですよね？」

「それは……僕のいた位置からは聴きこえなかったよ」

　ただぼそぼそと風の流れるままに、二人の会話は為なされた。そして永代が見守る中、工藤は装置を着けた真里を残して立ち去った。だから永代はひとり残された真里にマフラーを巻いてやった──。

　それが、緒深田が屋上で真里を発見する前に起きた、一連のやり取りだったのだ。

「でもそれだと、鈴木さんが工藤くんに操られているってことにはなりませんよね？」

　ただ言葉が通じないから翻訳装置をプレゼントしただけかもしれない。二人の会話が聴こえなかった以上、そう判断することもできる。

「君はそれを本気で言っているわけじゃないだろう？　彼は『黒幕』なんだから」

　利用できるとあらばどんなものでも利用する。それが工藤のやり口であることは、私も、そしてこの永代も知っている。

　永代は「このまま真里を工藤くんに任せておくことはできなかった」と、空を仰あおいでいた視線をまっすぐ前に向け直し、呟つぶやいた。それは、彼の強い意志の表れだったのかもしれない。

「僕は……上にこのことを伝えた」

　肝かん心じんな部分に関しては、あくまで曖あい昧まいな物言いだったが。

「乙組の生徒が、乙組以外の生徒を巻き込んでいる。そしてその生徒が、さらに乙組の生徒を巻き込んでいる──。それは彼らにとって例外的な事態のはずだった。だからもし許可さえ下りるなら、僕は即そく座ざに真里を工藤くんのもとから遠ざけるつもりだった」

　そうしなかったということは、その許可とやらは下りなかったのだろう。

　そんな私の推測に違たがわず、永代は首を横に振ふった。

「そのまま真里を学校に留とどめて様子を見届けるように、と言われた。僕には、そんな彼らの命令に背そむくことはできなかった。だから──工藤くんがあのロボットを使って僕らに反旗を翻ひるがえそうとしている素そ振ぶりを見せた時、これは彼を止めるための大きな名目になると思った」

「名目……じゃあ先せん輩ぱいにとっては、あのロボット問題はどうでもよかったってことですか？」

「そうだね。どうでもよかった。ただ、真里を助けたいだけだった。だから工藤くんの計画は潰つぶさなければならなかった。でもそのためには、僕が独断で動かなくちゃならない。工藤くんが見せた反旗の素振りは、そんな独断行動が認められる決定的な名目になるはずだった。でも、でも僕は……」

　真里を救えてない。

　そして、反旗とは名ばかりだった。すべてはこの学校に潜ひそむスパイを誘おびき出すために、工藤が仕し掛かけた巨きよ大だいな釣つり餌えだった。そして永代と工藤の対決は真里の乱入によって流され、何の進展も見せぬまま今に至る。

「僕には、工藤くんが具体的にどんなことを企たくらんでいるのか解わからないんだ」

　永代は、声の中に幾いく分ぶんかの悲痛さを織り交ぜ、そう呟いた。大切な人を守れない苛いら立だち。大切な人が危険に晒さらされるという不安。それでいてまったく手が出せず、出したとしても実力が届かず。そのすべてがプレッシャーとして圧のし掛かかっていながら、課せられた使命のために逃にげることも許されない。

　彼はこれまでどんな気持ちでその任務を続けてきたのだろう。そしてこれから先、どんな気持ちでこの任務を続けていくのだろう。

「僕のこと、君はまだ灘くんには言ってないんだよね？」

　不意に永代が、そんなことを訊たずねてきた。私ははいと頷うなずき、工藤くんに言われたので、と小声で付け加えた。

「工藤くんは言いました。これは僕が追っている問題だから、委員長には黙だまっているように、って」

「そうか……。そうだね、僕も言ってほしくはないな。もちろん彼らの意向があるのもそうだけど、僕はできることなら『ただの高校生』のまま、おとなしくこの一年を終えたいんだ」

「でも、時間の問題だと思うんです」

　申し訳なさそうに、私はそう返した。

「灘くんは今、鈴木さんの事件を追うと同時に、工藤くんが仕組んだ一連の事件も追っています。もし灘くんが真相を摑つかんでしまえば、先輩の正体だってばれると思うんです」

「そうかな。でもね、工藤くんはきっとその辺も考えていると思うんだ。ほら、今朝もまたケーブルが切られたよね。僕の正体を知ったにも拘かかわらずそんなことをしたのは、たぶん当初の見せかけの目的をそのまま遂すい行こうするつもりだからだよ」

　見せかけの目的。それはつまり、巨大ロボット・クズリュウを手に入れる、というあの目的のことか。手に入れた後どうするかは相変わらず謎なぞのままだが、しかしそれを放置して穏おだやかに済むという結末は決してないはずだ。

「でも、そのために鈴木さんをどう利用するつもりなんでしょう」

「それは判わからない。でも、このままでいいはずがない。工藤くんのこともあるし、それに僕は……真里にこれ以上ミシェル＝エルフィーノでいてほしくないんだ」

　不可解な言葉が出た。それが何を意味するのか、私にはさらに訊ねる必要があった。

「どういうことなんですか？　先輩が鈴木さんと付き合いだしたのって、確か……」

　真里が永代の気を惹ひくために、そんな名前を名乗り出してからだったはずだ。その手段があまりに奇き抜ばつだったのは間ま違ちがいないし、それに永代が引っかかっていたというのも、考えてみれば解げせない。そして今、彼はその名前を真っ向から否定した。

「高浪さんは……」

　そう言いかけて永代は、数秒ほど黙り何かを考えた。それでもようやく決心がついたのだろう。やがてその顔を私の方に向けると、まっすぐな視線でこう訊ねた。

「高浪さんは誰だれかを好きになったことって、ある？」

　何とも唐とう突とつな質問だった。

　いや、ないとは言わない。言わないが、まあ、その辺は個人的なことになるので置いておくとして、いったい彼は何を思ってそんな発言をしたのか。訊ねるべきか迷い、少し押おし黙った。その押し黙った間に、彼は次の言葉を紡つむいだ。

「僕はね、高浪さん、心の底から愛している人がいる」

　何だろう。その持って回った言い方は。

「その人を初めて見たのは今年の春。そう、一年乙組の生徒達がこの御伽学園に集つどった時だった。僕は一目見た時から彼女のことが忘れられなくなった。気品があって優やさしくて、美しくて神こう々ごうしくて、冗じよう談だん抜ぬきで女め神がみだと思った。そして、彼女がいるクラスを見守るという役を与あたえてくれた彼らに感謝すらした。本当に一ひと目め惚ぼれだったんだ。……でも、それが間違いだった」

　間違いとはどういうことだろう。今の話を聞くに、永代の意中の相手というのは乙組の生徒のようだが。

「僕がその人のことを好きになった時──僕はその人のことをまったく解っていなかった。だから愕がく然ぜんとしたんだ。その人に、すでに相手がいたっていう事実にね」

「先輩、その人って、もしかして……」

「でもね、高浪さん」

　私の言おうとした名前は、彼の強い言葉のもとに虚むなしく搔かき消された。そして、彼はおそらく黙って聴きいていてほしいのだと察し、私は仕方なく、その人物を心の中で思い描えがくだけに留とどめた。

「理り屈くつでは解っているつもりだった。でも人を好きになるっていうのは、そういう単純なもので抑おさえられるはずがないってことを、僕はその時になって初めて知った。それから先は酷ひどいものだったよ。その人が相手と一いつ緒しよにいるところを見るたびに、これは仕方ないことなんだ、と自分を誤ご魔ま化かさなければならない。眠ねむれない日もあった。眠れば必ず夢に見た。僕はもう、本当に壊こわれていた。……そして、真里が現れたんだ」

　あの時もこの屋上だった、と永代はその首をぐるりと回めぐらし、陽光に白く輝かがやくコンクリートの一帯を見み渡わたした。もっともその片かた隅すみだけは、暴れた竜りゆうの炎ほのおで黒く煤すすけていたが。

「真里が僕のことをどう思っているのかは分かっていた。いや、真里だけじゃない。冬麻さんとか、それに他ほかの女子とかも、僕に対する態度から何となくそれは分かっていたつもりだった。でも僕は、善よくも悪くも『あの人』のことしか見えていなかったから、他の女子のことはどうでもよかった。だから……夏休み前のあの日、真里に屋上に呼び出されたあの時も、もしそういう話なら断ろうと……」

　そう思っていたし、そうするはずだった。

　なのに真里は、そんな話はしなかった。

　──先せん輩ぱいは、好きな人がいるんですよね？

　風に流される髪かみを除よけ、寂さびしそうに微笑ほほえみ、そう訊ねた。

　──解わかりますよ。だって私は先輩のこと、いつだってずっと見てきましたから。

　誰が好きなのかも、その気持ちが決して叶かなわぬことも。そしてその相手がいる限り、永代が決して自分に振ふり向く瞬しゆん間かんなどないことも、真里はすべてを知った上で笑っていた。

　ともに満たされぬ者同士。二人はそのまま黙だまり、初夏の空気の中、何を考えたのだろう。

　──ねえ先輩、知ってました？

　不意に、真里が口を開いた。そして彼女は永代の方を向き、真ま面じ目めな顔で、まるで舞ぶ台たいで演じる役者のように身み振ぶりを添そえてこう言ったのだ。




「私は超ちよう古代文明アラクードの巫かむなぎ・ミシェル＝エルフィーノの生まれ変わりなんです」




　名前の響ひびきが似ていた。本当に、ただそれだけの理由だった。

　真里は、それ以上は何も言わなかった。だからその言葉の真意は解らない。人によっては、それが意中の相手を振り向かせるための計算であると判断してもおかしくないだろう。

　それでも私は、その言葉がただ純じゆん粋すいに永代を励はげましてやりたいという想おもいから出たものだったような気がしてならない。少なくとも、そうあってほしいと思う。

　その後二人はよく話をするようになった。永代は真里のことをふざけてミシェルと呼び、真里もまた永代の前ではその名前を使い続けた。周りから見れば、それは仲が良いけれども少し変わった恋こい人びと同士に見えたかもしれない。

　しかし永代は今でも意中の相手を見み詰つめ続けている。たとえその満たされぬ想いが真里のおかげで幾いく分ぶんか和やわらいだとしても、二人の距きよ離りはゼロにはならない。すべてが理り屈くつで押し通せるほど、単純なものではないのだから。

「でも一昨日おとといの放課後、ここで真里から聞いたんだ。あの子が図書室で冬麻さんに何をされたか──。だからもしあの名前のせいで真里が周りから疎うとまれるのなら、もうそれを口にするべきじゃない」

　だからミシェルでいてほしくない──。

　永代の独白は、そこでようやく幕を下ろした。

　彼なりに真里のことを気き遣づかっているのだろう。いや、あるいはひょっとしたらそれ以上のものが芽生えているのかもしれなかったが、私はただ、今聴いたこの話を生しよう涯がい誰だれにも──例えば真里や香織や、乙組の「あの人」にも──打ち明けまいと心に決め、ひとり屋上を後にしたのだった。
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　８　九月十八日午前　私、預言に巻き込まれる。
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やはりすべての黒幕は工藤くんだった。真実が明かされ、預言は最終章に突入する。









　とにかくこれで解ったことは、工藤がミシェルこと鈴木真里とクズリュウを使って何か企たくらんでいるという、秘密とはいえ乙組にしてみれば実にありがちな構図だったわけである。やはりあの男は黒幕だ。必ず最後に現れて何かと止とどめを刺さそうとする。

　そして香織の足取りも摑つかめぬまま意い気き消しよう沈ちんして教室へと戻もどれば、そこにはすでに彼女が涙なみだでグチャグチャになった顔を歪ゆがませ、机に突つっ伏ぷすミリルに呪のろいを解いてくれと懇こん願がんしている真っ最中だった。どうやら真里を見つけ出すのは諦あきらめたようだ。

　しかしそれをミリルが聞き入れる様子はなかった。それは彼女が冷れい酷こくだからというわけではなく、ただ時間的に睡すい眠みんモードに入っていたからに過ぎなかったわけだが、だからこそ香織のひとり泣き喚わめく様は傍はたから見ていて痛々しいものがあった。

「のろいなんて解けないよぅ」

　体を凄すさまじい勢いで揺ゆさぶられて目を開けたミリルは、それでも朝の緩ゆるみ顔は崩くずさぬまま、これまた昨日の迫はく力りよくはどこへやらの緩ゆる々ゆる口調で、身も蓋ふたもないことを口走った。

「わたしじゃないもん。鍵かぎののろいだもん。鍵にあやまれば許してくれるかもね～」

　それでも一応ヒントをくれた辺り、罪悪感があったのかもしれない。もしくは弱りきった獲え物ものに最後の希望を与あたえて生き長らえさせ、さらに甚いた振ぶろうという魂こん胆たんがあったとも思えなくはないが、その辺は深く詮せん索さくしないでおく。

「冬麻さん、鍵はどこにあるの？」

　思わず見かねて私はそう訊たずねた。他ほかにもただならぬ様子の彼女を心配そうに見守る生徒はいたが、何しろ一番事情を知っているのはこの私である。同じく事情を知るはずの緒深田はまだここには来てない。と言うより、灘の姿もなかったから、例の匿かくまいの件でどこかに呼び出されているのだろう。

「……真里が持ってった」

　そう答えた香織の声からは、すでにあらゆる希望が抜ぬけ落ちていた。

　どうやら昨日、私と緒深田が保健室を去り、永代がトイレに行った瞬間の出来事だったらしい。それは香織が真里と二人きりになり、鍵を使って彼女を元に戻せる唯ゆい一いつの──そして彼女が待ち望んでいた絶好の機会だった。

　だが鍵を手に真里に近付いた刹せつ那な、寝ねていたはずの相手が不意に起き上がり、おぼつかない足取りで部屋を出て行こうとしたのだという。突とつ然ぜんのことに驚おどろきながらも香織はそれを止めようとしたが、逆に跳はね除のけられ、ついでに手にしていた鍵まで奪うばわれてしまったのだ、と彼女は細かな状じよう況きようを説明した。

「跳ね除けるっていっても、鈴木さんはずっと倒たおれてたんでしょ？　そんなに力が出るものなの？」

　一つ疑問に思ったのがそこだった。しかし香織は首を横に振って「分からない」と言うばかりで、その辺のことについては特に理解しているというわけでもないようだった。

　そう、考えてみれば、あの時真里が倒れた原因というのも不明である。輪りん廻ねの鍵とやらにそういう副作用があるのなら話は通るが、私がミリルにそれを訊ねても、「むにゃ」と可愛かわいらしい声が返ってくるばかりで、詳しよう細さいは依い然ぜんとして知れようもなかった。

「ねえ冬麻さん。鈴木さんが倒れたのって、やっぱりその鍵を挿さしたからなの？」

　仕方ないので使用者本人に確かめてみることにした。香織はそれを聞くと、軽く身み震ぶるいしてからこっくり頷うなずき、「もう二分しかない」と言って再び泣き出してしまった。

　言われて時計を見れば、なるほど、予よ鈴れいまであとそれぐらいである。してみると昨日彼女が真里に鍵を使ったのも、これぐらいの時間帯だったのだろう。そして真里は倒れた。その現場に私と緒深田がやって来て──という具合に繫つながるわけだ。

「あの鍵、本当は前の日から借りていたんだ。図書室に行く少し前から」

　涙を拭ぬぐい、香織はそんなことを呟つぶやいた。

「でも使わなかった。持ってるだけでよかったの。だってこれを持っていれば、いつだってあの子より優位に立てると思ったから。だから絶対に使うことはないって自分に言い聞かせて、それでもやっぱりあの子のこと懲こらしめたかったから高浪さんに相談に行った。……でも昨日の朝、そのことで口論になったんだ。それで私はあの子をおとなしくさせなきゃいけないと思って、つい、ついこの手で鍵を」

　使うつもりはなかったのに、ともう一度彼女は上ずった声で繰くり返した。

　しかし実際のところ、鍵を手にした瞬しゆん間かんからすでに運命は狂くるい出していたのかもしれない。友を妬ねたみ、陥おとしいれようと考えた瞬間から、彼女の転落は始まっていた。呪のろいとは所詮それを決定付けるためだけの現象に過ぎないのではないか──。私は事態を伝えに灘を捜さがしに行く傍かたわら、そんなことを考えた。

　予鈴は、それから待つこともなくすぐに鳴り響ひびいた。結局間に合うことはなかった。ただ、鍵を見つけない限り真里を元に戻せないのもまた事実だった。そしてそれを持っているのは真里自身か、あるいは黒幕のどちらかである。

　確かめようがなかった。工藤もまた教室にはいなかったからだ。

　灘の居所を求めて心当たりのある箇か所しよをうろついた私は、やがて一階の生徒指導室でようやく彼の姿を確かく認にんした。もっとも「灘といえば生徒指導室」というぐらいにそこは彼の縄なわ張ばりになっていたわけだが、それならなぜ辿たどり着くのが遅おそかったかといえば、単に上の階から順に捜したからである。深い理由などない。

　予想どおり、誰だれかを匿っていたことを指し摘てきされてしょげまくりの緒深田を前に、憮ぶ然ぜんとした表情で座っていた灘は、私を見るなりその表情を保ったままこちらを睨にらんで、「もう予鈴は鳴ったよ」と小言を言ってきた。しかし授業を放ほう棄きしているのは、この男の指示があったからだ。

「べつに後で報告してくれたって構わないだろう。だいたいもう手遅れなのだし」

　帷子さんの呪いは解きようがないのさ、と彼は呟いた。それが生徒の抱かかえた問題を解決しなければならないという任務を負うこの男にとって、いかに厄やつ介かいな事実であることか、想像に難かたくなかった。

「それで、緒深田さんの方はどうなったんですか？」

　何となく、私は話題を変えた。それが灘に対する気き遣づかいだったとは自分でも思わないし、思いたくもない。だからたぶん、何となく、なのだ。

「僕の推測どおりさ。ねえ緒深田さん」

「はい、申し訳ございません……」

　灘に言われ、緒深田はその小こ柄がらな身をいっそう縮こまらせながら、ぺこぺこと頭を下げた。

「どうしてもと仰おつしやられましたので、ついお世話を……」

「まあいいさ。それで然さしたる被ひ害がいが出ているわけでもないし。そうだな、せいぜい窃せつ盗とうと器物損そん壊かいといったところか」

　然したる被害でないというのか、それは。

　だいたい緒深田が匿かくまっていたというその人物とは誰なのだ。本当に被害がないなら、大だい邪じや神しんのように私達が関かかわっていた事件とは無関係のようにも思えるが。

「しかし──彼女にもいろいろと話を聞く価値はありそうだ」

　そんな灘の言葉は、かの人物が女性であることを示していた。

「緒深田さん、授業はいいから、これから彼女のもとへ案内してくれたまえ。それに……そうだな、やはり知り合いがいた方が向こうも話がしやすいだろう。そちらは高浪さんに呼んで来てもらうとするか」

「知り合い？　いったい誰のことを言ってるんですか？」

「田崎くんだよ。君は教室に戻もどって、田崎くんを連れてきてくれ。緒深田さんが匿っていた人物──それはエキドナさんだ」

　その瞬間、すでに忘れていたハリネズミヘアの少女が私の脳のう裏りに蘇よみがえった。

　西校舎の下でお待ちしております、と緒深田が私に行き先を伝えた。

　その後私が教室に戻り、何かを察して喰くい付いてくる優を振ふり切って、田崎を連れて一階へ下りるのに、ものの数分もかからなかった。だから乙組内の様子をよく観察する時間はなかったが、とりあえず香織は諦あきらめて丙組に戻って行ったようだし、工藤の姿は相変わらずどこにもなく、間宮が落ち込みイオンが憂うれい、ミリルはひたすら眠ねむりこけるという、特に代わり映ばえのない風景が展開しているだけだった。

　田崎は、私が緒深田の名を出すとすぐに事情を察して、急ぎ足で階下へ下りた。そして灘がまだエキドナに接せつ触しよくを果たしてないと知るやホッと一息ついて、自ら一同を促うながしてコートの方へと歩き出した。

「あいつ、ああ見えてもデリケートなんだよな」

　厄介だよ女って、と彼は面おも白しろくもなさそうに呟いた。私には、むしろそう言う田崎の方が単純にできているように思えてならなかった。

　エキドナはすぐに見つかった。今はもう使われなくなった古い体育倉庫の中、掛かけ布ぶ団とんの上に体育座りをして、入ってきた私達を酷ひどく淀よどんだ目で睨み付けた。その周囲に散乱しているのは、どう見てもヒマワリの種の皮で、ついでに彼女が着ている服も、絶対に勝手に拝借してきたとしか思えない陸上部のユニフォーム。

　飼育小屋横の開いていた木箱とか、更こう衣い室しつにあった「変質者に注意」の張り紙とか、いろいろな謎なぞが一度に解けたような気がした。

　だが、どうやらそれしきの謎など些さ細さいなことだったらしい。灘は「エキドナさんだね？」と相手の名を呼んで反応があるのを確認すると、「あのロボットにウイルスを流したのは、君で間ま違ちがいないかい？」と訊たずねた。

　ロボットというのは、北校舎裏に横たわるクズリュウのことだろう。あの機体を憎にくみ、操縦用プログラムを破は壊かいして二度と動かぬよう止とどめを刺さしたのは、この少女だったというのか。

　いや、それよりも、だいたいなぜ彼女がこんな所にいるのだ。

「緒深田さん、これってどういうことなの？」

　私が横で小さくなっているメイドに訊ねると、彼女はすぐそばのロボット乗りの少年をちらりと見てから、「田崎様のお申し付けで……」と小声でご主人様の名を明かした。

「いや、なんかもう帰れないって言うからさ、こいつ」

　それを聞いた田崎が、エキドナとお揃そろいの己おのれの針頭をポリポリと搔かく。そういえば三日前、私がこの男とラドーンに乗って巨きよ大だいロボに立ち向かった挙句、焰邑の乱入によって強ごう引いんに勝利を収めた後、エキドナがどうなったのかまったく知らされてない。てっきり家に帰ったものと思っていたが、どうもそうではなかったようだ。

「……あたしは奴やつらを裏切った」

　エキドナは殺気立った視線で灘を吟ぎん味みしながらも、静かにそう答えた。

「あのクズリュウはあたしが勝手に持ち出した。田崎、それで貴様に勝てたなら、あたしは許されるはずだった。だけど……結果は違った。あれに乗って貴様に敗北した瞬しゆん間かん、あたしの裏切りは決まったんだ」

「な、それで帰れないんだとさ」

　田崎は口元を歪ゆがませ、やれやれと首を横に振った。その笑えみがどこか作り物めいて見えたのは、私の目の錯さつ覚かくでは決してない。彼もエキドナの身を案じているのだろう。だからこそ緒深田の協力を得て、ここにこうして匿っていたのだ。

　ただ一つ言わせてもらうならば、彼女は決して田崎に負けたわけではない。それよりもはるかに性質たちの悪い無関係の暴力巫女みこに負けたのだ。

　で、その挙句日ひ頃ごろから面めん倒どう見みのいい緒深田が、こんなところで損をしているわけである。

「どうでもいいですけど、服はどうしたんですか？」

　ふと疑問に思い、私はそれを口にした。間違いなくどうでもいい質問だったように思うが、気になった以上は仕方がない。

「着てましたよね、あの時は」

「ああ、鬼おにに襲おそわれた時に破けちまったそうだ」

「じゃあ食べ物は？　緒深田さんが買ってきてくれるなら、マング……ハムスターの餌えさなんか盗ぬすまなくたって……」

「いえ、それは私が悪いのです」

　すかさず緒深田が割って入る。いつもながら自己犠ぎ牲せいの人である。

「パンをお持ちするようになったのは昨日からなんです。一昨日はあまりお食べになっていらっしゃらなかったので、きっと朝になってお腹なかが空すかれたのではないかと」

「でも、食べ物は運んだんでしょう？」

「はい、あの、私の手作りのお弁当だったのですが……タコさんウインナーにピーナッツバターの組み合わせはお嫌いやとのことでして」

　それはまあ、確かにこのメイドが悪い。

「──あんた、灘とか言ったよな」

　私達が下らない会話を交かわす中、エキドナは爪つま先さき前にあった種の皮を一枚、指でピンと弾はじき、生徒監かん視し委員長の顔を見た。

「あんたの言うとおりだ。プログラムはあたしが破壊した。乗って初めて解わかったんだ。あれは気軽に動かしていいもんじゃない、ってな」

「そうだね、パイロットが暴走するという話は僕も田崎くんから聞かされたよ。だからプログラムが破壊された段階でもしやと思ったのさ。そして君がここに匿かくまわれていると知って、その推測も確信に変わったわけだ」

　そういえば心を喰らうとか何とか、そんな話もしたような気がする。

「しかし君の結社はあのロボットの回収を目もく論ろんでいるようだけどね」

「結社？　ああ、昨日来たとかいうあのジジイか」

　昨日襲しゆう撃げきしてきた老博士のことだろう。元より口の悪いこの少女だが、博士の話が出た途と端たんに肩かたを怒いからせた辺り、その老人に対して、決してよい感情は抱いだいてないようである。もっとも、ここ数日複雑な人間関係をいろいろ見せられているが、さすがにこの辺まで来ると他人ひと事ごとにも程ほどがあるので、どうでもよくなってくる。

「ったく、あんな出来損そこないなんか回収したって役立たねーよ。あれを操あやつれる奴なんてこの世にいるもんか。逆に操られるだけだ」

　エキドナは、田崎と同じようなことを言った。髪かみばかりか台詞せりふまでお揃いになるつもりか。

「なるほど。そういえば、昨日ここを襲った──ドルワーミ博士といったっけ。あの人が北校舎裏の巨大ロボットを作ったそうだね」

「いや、作ったって、それは変じゃないですか？」

　すかさず私が横から口を挟はさむ。サイバードレイクというのは古代技術の産物で、その結社がどこかから続々と発はつ掘くつしているのではなかったか。ならば老人とはいえ、そんな現在ご存命中の人間に作れるはずがない。

「いったいその博士って、いくつなんですか？」

「あのジジイは冷れい凍とう保存されてた古代人だ」

「……はあ、そうですか」

　その一言で済んでしまうのが哀かなしいところだった。

　灘は私が納なつ得とくしたのを見計らって、改めて口を開いた。

「なんでも当時からロボットの製造に携たずさわっていたそうだ。さて、それに関して一つ確かく認にんしたいことがある」

　クズリュウのことさ、と彼は言った。

「君きみ等らが『クズリュウ』と呼んでいるあの巨きよ大だいロボット、あれもサイバードレイクには違ちがいないだろうけど、いったいいつ造られたものなんだい？」

「いつって、古代でしょう？」

「君には訊きいてないよ、高浪さん」

　いちいち口を出し始めた私を、ついに彼は見かねたらしい。芯しんの剝むき出しになったペンをこちらへ近付け、虫でも払はらうかのように左右に素す早ばやく振ふってみせた。

「いや、いろいろと気になってはいたのさ。というのも、ほら、今あれを管理しているＱの佐原氏という人がいるだろう？　今朝、氏から興味深い話を訊き出すことができてね」

　今から十六年前だ、と彼は思わせぶりに呟つぶやいた。

「今から十六年前、あれに酷こく似じした姿の巨大生物が現れたというんだ」

　酷似というのは、つまり頭の数なども含ふくめた形状のことか。

「当時のＱがその細さい胞ぼう標本を採取したため、氏も覚えていたらしい。そして今ここに現れたのが、その生物にそっくりなサイバードレイク──即すなわち田崎くんも常々言っている、竜と機械の生体融合兵器、というやつだ」

「ようやく認めたか」

　もうただのロボットとは言わせねぇ、と田崎が勝ち誇ほこったように宣言した。もっとも灘にしてみれば、そんな彼の台詞も予測できていたのだろう。その勝利に満ちた顔を一いつ蹴しゆうし、僕はその都度重要な部分を取り上げているだけだ、と言い返した。

「そもそも『記号』というのは、本来多面的な物事の一面を、状じよう況きようによって取捨選せん択たくし定めたものに過ぎない。当然状況が変われば記号も変わる。今僕等はあのサイバードレイクという巨大な物体の成り立ちに関かかわる問題に直面している。だからこそ、ただ『ロボット』という記号を用いるわけにはいかなくなっただけだ。この事件が解決した暁あかつきには、晴れて君の竜を改めてロボットと呼んであげよう」

　最後のその一言は、やはり少し悔くやしかったからか。まあ、私にとってはどうでもいいことである。それより今気になるのは、佐原から聞いたという「十六年前」のことだ。

「灘くん、十六年前のその巨大生物ってのは、いったい……」

「現れたのさ。十六年前、そう、僕等が生まれるか生まれないか辺りの頃ころ、一いつ匹ぴきの巨大な龍りゆうがこの地上に。……いや、あの預言に照らし合わせるなら、蘇ったと言った方が正しいかもしれない。高浪さんと緒深田さんならよく知っているはずさ」

　それは、つまり私達が生まれる少し前に一度実現したというあの預言に書かれた、最悪の存在のことを言っているのか。だとするとあれが──あのサイバードレイク・クズリュウこそが、ここ数日私達の間で話題に上っていた大だい邪じや神しんそのものだったというのか。

「鈴木さんは頻ひん繁ぱんに北校舎を訪おとずれている。北校舎といえば、Ｑの見張りを無視してクズリュウを見張るには絶好の建物だ。そして彼女が例の預言に関わりのある人物なのは間違いない。ならばクズリュウもまたあの預言に関係がある──と、こうして論理立てての憶おく測そくが可能なんだ。ただね、確かに仮定の話には違いない。そこで僕はエキドナさんに確認を取りたいわけだ。十六年前に現れたという巨大生物がクズリュウと同一のものであるか否いなかをね」

「……確かにあんたの言うとおりだ」

　エキドナが立ち上がった。サイバードレイクという強大な力を操る割には、彼女の背が意外と低いことを、私はこの時になってようやく知った。

「クズリュウってのは、大地に封ふう印いんされていた巨大な龍の死体をジジイが去年拾ってきて、古代の技術を利用して現代兵器と融合させたもんだ。もっともその龍の素す性じようまでは、あたしは知らない。あのジジイは知っていたかもしれないけど、あいつとはろくに話なんかしたことなかったからな」

「なるほど。しかしこれではっきりしたようだ。超ちよう古代文明アラクードを滅ほろぼしたガゾツフスは、預言に従って十六年前の日本に復活し、そしておそらく勇者の生まれ変わりによって倒たおされたのだろう。ところが君の結社はそれを回収して、巨大なサイバードレイクへと改造した。それがクズリュウというわけだ」

「ええと、ちょっといいですか？」

　どうせ何か言われるだろうなとは思いつつも、私はしつこく口を出した。どうしても気になったのだ。もし灘の言うとおりあのロボットこそが大邪神であるなら、これは少しばかり事情が違ってきやしまいか。

「ええと……あれってもう倒されてますよね？」

　北側を指差し、私は恐おそる恐る訊たずねた。

　そうなのである。あれはもうとっくに暴れた挙句、焰邑の暴挙によって動きを封ふうじられ、さらにはエキドナにウイルスまで流し込まれて、とうに止とどめを刺さされているはずだ。もちろん修復は可能かもしれないが、普ふ通つうに考えて、二番目の預言もすでに達成されていると見ていいのではないか。

「そうだね。まあ、あれをガゾツフスと見なすなら、だけど」

　灘は意味深なことを言って、パラパラと手帳を捲めくり出した。いったいどの記録を遡さかのぼっているのだろうと思い身を乗り出すが、向こうもそうはさせじと体で私の視線を遮さえぎり、顔だけをこちらに向けて、ところで冬麻さんの話は聞いてきたかい、と話を変えてきた。

　その辺はバッチリである。香織が鍵かぎを使った時間からその後の流れ、そして真里が鍵を持っていったという顚てん末まつまで、私は逐ちく一いち灘に語って聞かせてやった。

「なるほど、してみるとやはり鈴木さんが倒れたのは鍵のせいなのか」

　これですべて解わかったと言わんばかりの満足げな表情である。もっともいつもの愛あい想そのない顔には違いないわけだが、まあ、この男に顔で人の心を和なごませることなど、端はなから期待していない。

「今回の事件、どうも不確定な部分が点在していて、迂う闊かつに切り込むことができないでいた。しかし事態がはっきりすれば後は簡単だ。おそらく一昨さきお昨日とといここの体育館を倒とう壊かいさせたクズリュウは、預言にあるガゾツフスとは見なされないはずだ」

「見なされなきゃ、何だって言うんですか」

「死体だよ。ガゾツフスの死体さ。いや、改造されている以上、純じゆん粋すいな死体とも言い難がたい」

　つまりクズリュウとガゾツフスは、細かく見れば別物だと言いたいわけか。だが、それでもまだ疑問は残る。あれがサイバードレイクという特とく殊しゆな生物兵器である以上、クズリュウとて生きていたわけで。

「サイバードレイクは死体じゃない！」

　私がフォローするまでもなく、そこは田崎が精せい一いつ杯ぱい唾つばを飛ばして叫さけんでくれた。

「やつだって昼ひる寝ねもすれば飯も食うはずだ！」

「しかしね、ガゾツフスは十六年も前に死んでいるんだよ。死んだ後の体が死体じゃなければ何なのさ」

「いや、だからその……ゾンビか？」

　もっとも、あまりまともな討論は無理だったようである。

　そして、そんな田崎に呆あきれたのだろう、エキドナが胸のゼッケンなど弄いじりながら「バカ」と一言呟つぶやいた。あまりに簡素であまりに的確な響ひびきに、私は痺しびれることしきりだった。

「灘、あんたはこう言いたいんだろ？　クズリュウは生体反応があるだけの生ける屍しかばねだ、ってな」

「そこまで抽ちゆう象しよう的な言い方をする気はないけど、そうだね、エキドナさんの言うとおりさ。例えば臓器移植で用いられるのは生きた臓器だけど、それはあくまで生物学的に生命活動を留とどめているのであって、感情を表したり歩き回ったりということはできない。極きわめて概がい念ねん的な見方をするならば、死体の一種だよ。生きている人間から取り出したばかりの肝かん臓ぞうを見せて、これが生き物だと言ったところで、納なつ得とくできるかい？」

　できない。というか、それ以前に喩たとえがグロい。

「つまりいくらクズリュウが暴れたとしても、それだけでガゾツフス本人の復活と見なすには無理があるわけだ」

　灘はそう言って、勝手に納得して頷うなずいた。ただ、彼がそれを実際にどう確信したのかは謎なぞである。だいたいこの男は昨日その口で、問題の預言にあらゆる可能性が秘ひめられていると指し摘てきしたばかりではないか。

「ただの推測だろう？」

　案の定、すぐさま田崎から反論が上がった。もっとも真里達の事件を知らない彼が、今の話をどれだけ理解できているかは分からない。もしかしたら適当に嚙かみ付いているだけのような気もしなくはない。

「判わかるさ。至し極ごく簡単なことだ」

　灘は負けじと彼を睨にらみ付け、それから不意に押おし黙だまって、私の方をチラリと見た。いったい何が言いたいのか。私に関かかわることと言えば、そこそこ限られているはずだが。

「まさに今現在、ガゾツフスは復活を企くわだてている」

　だから蘇よみがえるのはこの後だ、と彼は断言した。もはやすべての真相を知っているとしか思えない口くち振ぶりだった。

　もちろん、復活がこれからだと判っているのならそうもなろう。私は自分がその真相に至ってないことに釈しやく然ぜんとしないながらも、「クズリュウは動いてないじゃないか」と不思議がる田崎とエキドナへの説明は灘に任せて、ひとり考え込んでみた。

　おそらくガゾツフスの魂たましいは別の人間の中にいるのだろう。問題はその人物が誰だれか、だ。始めはミシェルを追っていた冬麻香織の線も強いように思えたが、しかし彼女の様子を見ている限り、とてもそんな謀ぼう略りやくを巡めぐらせているとは考え難い。

　とりあえず今はっきりしているのは、十六年前に封ふう印いんから解き放たれて復活したガゾツフスの死は、やはり十六年前にあったということ。そこで転生を果たしたなら、つまりその魂は十六歳ぐらいの人間に宿っている可能性が高いということになる。そう、例えば──乙組の生徒とか。

「灘くん、その『復活』なんですけど」

　今、凄すごく可能性の高い人物が思い浮うかんだのだが。

「それって、どうやれば『復活』になるんですか？」

「決まってるじゃないか。あれに乗って動かせれば充じゆう分ぶん復活したことになる」

　やはり灘はそう言って、ペン先で北校舎側を指し示した。

　乗るという言葉に田崎とエキドナが何やら反応を始める。だが私の頭の中ではそれ以上に巨きよ大だいかつ意外な仮説が確信へと変わり、そこから導き出される結論に向かってまっしぐらである。

　クズリュウがガゾツフスの死体だと言うなら、その死体に異常なまでの執しゆう着ちやく心しんを抱いだいて手に入れようとしている少年が、うちのクラスに一人いたではないか。当然年も私達と同じぐらい。それが大だい邪じや神しんの生まれ変わりでなくて何だと言うのだ。

　工藤スグルはもともと永代を炙あぶり出すために、クズリュウを手に入れようとする素そ振ぶりを見せていた。しかしそんな不ふ審しんな動きをすれば、灘の目に留まるのは間ま違ちがいない。それは黒幕にとっても避さけたいことだった。そこで永代を誘さそい出す目的とは別に、クズリュウ入手作戦を継けい続ぞくさせ、灘には当初の予定どおりそちらの事件を追わせることにした──というのが、私が永代から聞いた一つの真相である。

　確かに工藤自身があれを乗り回して世界を破は滅めつに導く図は考え難がたい。しかし、もし彼がガゾツフスの生まれ変わりとして覚かく醒せいしていたとしたら、むしろ乗って当然なのだ。

　これですべてが一本に繫つながった。大邪神の生まれ変わりである工藤スグルは、自分の復活のためにクズリュウの体を手に入れようと画策。その一方でミシェルである真里の身を確保し、その傍かたわらで工藤としての目的である永代の誘おびき出し作戦をも遂すい行こうしてみせたわけである。

　一つ気になると言えば、アレに乗ったところでウイルスにやられている以上、動きそうもないことだが。

「ということだから田崎くんとエキドナさん、僕としては不本意だけど、出しゆつ撃げきの準備をしてきてくれ。今すぐ動けて、あの粗そ大だいゴミに太刀たち打うちできるのは君きみ等らぐらいしかいない」

　考える私を置いてけぼりにして、灘はすかさずロボット組二人に指示を出した。ということは、やはりあのクズリュウが大邪神として再復活することを確信しているのだろう。そしてわざわざ不本意と断ったのは、やはりいつもの「ロボットにはアヤカ」という手段が取れないからに違いない。あのサイキッカーには、今後ぜひとも重量制限の更こう新しんに挑ちよう戦せんしてもらいたいところである。

「それに緒深田さん」

　彼は、ひたすらおろおろしているメイドにも呼びかけた。

「君は教室に戻もどって焰邑さんを連れてきてくれ。もし同じ手が通じるなら、彼女の力は大いに役立つはずだ」

「はい！　ただ今すぐに！」

　緒深田は力強く叫さけび、走り出した。もちろんその数歩先でステンと転んだりもしたが、それでもめげずに起き上がり、再びトテトテと駆かけて行く。あれで北校舎側ではなくこの体育倉庫に戻って来なければいいが、と私が案じる中、田崎とエキドナもライバル同士の共きよう闘とうという一大イベントに何やら妙みような昂たかぶりなど見せながら、これまた凄すさまじい勢いでどこかへ走り去っていった。

　一応ラドーンが田崎の家に置いてあるということは知っているが、エキドナの機体はどこから持ってくるのだろう。まあ、当人が納なつ得とくずくで走っている以上、あまり詮せん索さくすることでもないが。

「さて、君だ」

　灘はそう言うと、どことなく疲つかれたような視線で私を見た。どうせまた何か一言言っておきたいのだろうが、そうはいかない。

「ねえ灘くん、工藤くんですよね？」

　先制あるのみである。私は必要以上に身を乗り出し、単刀直入に訊たずねてみた。

「真相が気になる気持ちは解わからなくもないけどね、それを教えるわけにはいかない」

　肝かん心じんなところで口を噤つぐむ男だった。

「そもそも君はそれを知ってどうするつもりだい？　今後君が取るべき行動はただ一つ。教室でおとなしく待機していること。他ほかに何もしてくれなくて結構だよ」

「だから知る必要はまったくない、と？」

　それもいかがなものか。だいたいそれなら意味深に私の方をチラリと見たさっきの目の動きは何だったのだ。あれは、私こそそのヒントを摑つかんでいるということではないのか。

　私だけが知っている事実などそんなに多くはない。ただ、一つ一つがでかすぎるだけだ。

「とにかく僕は解決策を探してみるよ。何しろ相手が相手だ。田崎くん達のロボットだって、どれだけ戦力になるかは知れたものじゃないし、預言どおりと言うからには焰邑さんの力でもどうにもならないだろうからね。あくまで『勇者』の力を借りないと」

　自分で頼たのんでおきながら酷ひどいことを言うと、彼は私に「君は教室に戻りたまえ」と、改めて命じてきた。緒深田にすら出した指示は、やはり私には与あたえられないようだった。

「もちろん駄だ目め元もとでも手は打ってみるけど、どうあれ預言が成じよう就じゆしてしまえば復活は回かい避ひできない。だから問題はそこから先をどうするかだ。その点、君は何かと状じよう況きようを搔かき乱しがちなだけだから、僕としてはこういう重要な場面でこそ、でしゃばらないでいてもらいたいのさ」

　その発言に対して強く反論できなかったのは、こちらにも多少自覚があったからだろう。仕方なく私は灘をその場に残し、教室へと戻ることにした。

　北校舎から渡わたり廊ろう下かを通って西へと向かい、階段を上がる。授業中の校舎内は相変わらずひっそりとしていて、自然とこちらも足を忍しのばせる形になる。

　工藤は今いま頃ごろ教室にいるだろうか。

　真相に行き当たっている私は、少しだけ足を速めた。そして三階の廊下を進み、いつもの乙組の教室に入ると、そこは授業中にも拘かかわらずなぜかがらんとした状態になっていた。

　人がほとんど残ってなかった。いや、緒深田と焰邑がいないのはいい。工藤がいないのも、まあ仕方ないだろう。それでも間宮とかイオンとか優とか、他にもいろいろと主要な人々が消えているのはいったいなぜか。見れば教員も見当たらないし、果たして何があったのだ。

「あ、ランちゃん、どうしたの？」

　こちらを見つけた雛世が駆け寄ってきた。だがそれは私の質問である。なぜこんなに人がいないのかと訊ねると、彼女はお下げ髪がみを揺ゆらしながら首を傾かしげ、「みんな外だよ」と答えた。

「さっきオミちゃんが飛び込んできて、『大邪神が復活します！』って叫んだの。そしたらみんな戦う準備をして出て行っちゃった。ほら、今灘くんがいないから、ここぞとばかりに」

　よほど普ふ段だんから戦えない鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのだろう。仕方ないといえば仕方ないことだが、それにしたって緒深田の方ももう少し上手うまく立ち回れなかったのか。これでまた灘がああだこうだと愚ぐ痴ちを零こぼすに違ちがいない。

　そして教室を見み渡わたせば、なるほど、見事に日頃戦いに明け暮れているべき生徒ばかりが消えていた。まあ、優はそういったこととは無む縁えんだが、こちらはおそらくスクープを求めて突つっ走って行っただけだろう。おかげでここに残っているのは、雛世のようなあまり戦わない部類の面子メンツに加えて、睡すい眠みん中のミリルのように動く意思のない者ばかりである。

　そんな中に工藤がいないのは、やはり彼が何かを企たくらんで動いているからに他ならない。

「先生、怒おこって出て行っちゃったんだよね。スグルちゃんが連れ戻してくるって言って職員室に行ったけど、まだ帰って来ないの」

　雛世はそう言って心配そうな顔を見せた。あの黒幕の発言をいちいち信じているのだろう。いい子である。それはともかくとして、さてどうしたものか。やはり灘に言われたとおり、おとなしくしているべきなのか。

　と、その時である。ふと廊下の方から誰だれかの視線を感じ取り、私は振ふり返った。

「ランちゃん、呼んでるよ」

　雛世が言うとおり、入口のドアの陰かげに立ってこちらを見ているのは、あの永代だった。その顔が緊きん張ちようで固まっているのは、何かあったからに違いない。

「いつの間に知り合ったの？」

　幼おさな馴な染じみの少女は不思議そうな顔で私に訊ねた。事情を知らぬ人間にしてみれば、確かに興味深いところではあるだろう。ここに優がいなくて本当によかった、と思いつつ、私は彼の待つ方へと向かった。

「さっき連れん絡らくがあった」

　私が廊下に出るや、永代は小声で用件を話し始めた。

「僕の失態が知られた。彼らが動き出したんだ」

　それが何を意味するのか──私には正直、何も解わからなかった。ただ、目の前にいるこの少年にとってはそれがいかに危険なことか。彼の声に混じって聞こえる焦あせりの様子から、それは容た易やすく想像できた。

「僕はこれ以上、真里と乙組の問題に関わることができない。そこで高浪さんにお願いがある」

　永代はそう言って、頭を下げた。

「彼を──工藤くんを止めてくれ」

　僕にはもう何もできない、と彼は続けた。

　私は返事ができず、ここから見える彼の頭とう髪はつをただ呆ぼう然ぜんと眺ながめた。この人は何を言い出すのだろう。真里を助けたいと願い、そのために己おのれの使命をも投げ出そうとしていたのではなかったか。それを、なぜ私などに頼むのだろう。

「言いたいことは解る。でも、僕は敢あえて高浪さんに頼まなければならない。君は……君は一年乙組にとって特別な存在だからだ」

「特別って……どういうことですか」

「『転校生』なんだろう？」

　その記号は、昨日の屋上での一度だけを除いてもう使われてない。今の私には関係ないもののはずだった。

「いいかい、高浪さん。一年乙組は作られた存在だ。それを構成する生徒は綿密な審しん査さによって選ばれ、そしてここに集められた。しかし君だけが例外なんだ。君は彼らの審査を受けずに、まったくのイレギュラーとして乙組に入っている。君ならば──そう、君ならば運命を変えられるかもしれないんだ」

　頼たのむ、真里を救ってやってくれ、と彼は私に向かってさらに頭を下げた。

　運命、と呼ぶべきなのだろうか。私にはよく解らない。避さけることのできない預言がこれから本格的に動き出そうとしているのは間違いない。そこで真里は、いやミシェルは大だい邪じや神しんによって命を狙ねらわれ、その結末が不明であることを踏ふまえるなら、おそらくは死を迎むかえることもあるだろう。そう、十六年前と同じように。

　だが、それを私が変えることなどできるのだろうか。いや、そもそも私は、乙組にとって何なのだろう。

　まったく解らなかった。

　ただ、少なくとも今確かなのは、永代が真里の救出を諦あきらめた、というその一点だけだった。

　頷うなずく以外になかった。私は決してこのような立場に甘んじるつもりはないけれど、それで真里を見捨てていいという結論にはしたくなかった。

　無言で彼の前を立ち去り、その足を北校舎の屋上に向けた。工藤はそこにいるような気がした。何しろガゾツフスの肉体を看視するには絶好のポイントだった。

　そして、私にとっては四度目となる場所でもあった。

　屋上へと続く扉とびらを開けた時には、必ずそこに誰かがいる。一度目は緒深田とミシェルが、二度目は工藤が、そして三度目は永代が。そう、いつも違ちがう顔ばかりである。だが今回はあの黒幕と再会するのだとそう信じて、私はその扉を開いた。

「──どうして君はそういちいち余計な動きをしようとするのさ」

　コンクリートの真ん中に、見慣れたメガネが憮ぶ然ぜんと佇たたずんでいた。

　何というか、もう悪い冗じよう談だんとしか思えなかった。

　もっとも私の予想が完かん璧ぺきに外れたわけではない。そこにはしっかりと黒幕・工藤スグルと、それに利用されているという鈴木真里ことミシェル＝エルフィーノの姿もあった。ということは、もしや私は監かん視し委員と黒幕の対決現場に乱入してしまったのだろうか。

「ええと、何事でしょう」

　私はこの現状に軽く引きながらも、どうにか平常心を装よそおって訊たずねた。

「灘くんは大邪神を倒たおす準備をするって言ってましたよね。それこそ何でこんな所に？」

「なぜって、そのために必要な人員を調達しようと思って教室へ戻もどったらほとんど人がいなくて、しかも君が何やら深刻な顔で飛び出して行ったと聞いてね。それで、もしや工藤くんを説得する気かと思ったのさ。だからここで待っていたら、案の定こうしてのこのこ現れたというわけだ」

　もっとも僕とて一応止めてみるつもりだったけどね、と彼はその視線を改めて工藤に向け直した。対する黒幕はただ笑い、そんな監視委員の言葉を真っ向から受け止める。

「止める、か。なかなかの意気込みだ。しかし委員長、君に本の呪のろいを止めることはできない。あの吸きゆう血けつ鬼きは君にとって正に最悪の同級生さ」

「確かに困り者だとは思うけどね。それを言うなら君の方がよっぽど性質たちが悪いよ。何しろその呪いの実現に一役買っているわけだ。君がここ数日あらゆる手を尽つくしてクズリュウの撤てつ去きよを妨ぼう害がいしていたのは、それをガゾツフスとして復活させようと目もく論ろんでいたからに他ほかならない」

　案の定である。だが、そのためにはあの機体に乗り込んで、きちんと操縦する必要がある。いや、それだけではない。破は壊かいされた操縦用プログラムを修復しない限りは、いくらコックピットの中に潜もぐり込んだところでそれも適かなわないはずだ。

　だいいちその条件をひととおり満たしたところで、エキドナの二の舞まいである。この黒幕はどうやってすべてをクリアするつもりだろう。

「しかし君はなかなかそれを実行しようとしなかった。それがなぜか。今この段階になってようやく解ったよ。君は待っているのさ。すべての役者が揃そろい、クズリュウに乗り込むための準備が整う瞬しゆん間かんをね」

「じゃあやっぱり工藤くんはあれに乗るつもりなんですね？」

「誰だれが工藤くんが乗り込むと言った」

　私の期待の籠こもった発言に対して、彼はこちらを睨にらみ、情け容よう赦しやなく駄だ目め出しをしてきた。

「いいかい、これは常識的に考えればすぐに導き出せることなんだ。ただ、その裏を取るのが困難だったために、なかなか切り込めないでいたのさ。しかしいくつかの事実が──例えばクズリュウの成り立ちや、鈴木さんが倒れたタイミングがはっきりした以上、話は早い」

　鈴木さん、という言葉にミシェルは何の反応も示さなかった。彼女にはやはり現世の記き憶おくは残ってないのだろう。ただ工藤の横で無表情に佇み、灘の話に耳を傾かたむけているだけである。

　マフラーは、相変わらず巻いたままだ。あの下にある首輪が、目の前で熱弁を繰くり広げるメガネ男の言葉を翻ほん訳やくし、彼女の脳に送り届けているに違いない。

「その翻訳装置──」

　灘はそう言ってペンを手に取り、先せん端たんで真里の首元を指し示した。

「そう、そのマフラーの下にイオンさんの翻訳装置があるというのは、今さら隠かくすまでもない事実だろう。前世の記憶を取り戻した──いや、むしろその記憶に支配された鈴木さんには、もう日本語は話せない。おそらく彼女が装置なしで用いる言語は、かつてアラクードと呼ばれた文明の中でのみ通じたものに違いないはずだ」

　改めて説明するまでもない、今朝灘から直接聞いた話である。だが、その事実を持ち出して、彼は何を言いたいのだろう。

「この法則を突つき詰つめて考えていくなら、例えば前世が猫ねこだった人間がその記憶に支配された場合、当然人間らしい行動はとれず、猫のように振ふる舞まうことになる。しかしここで大きな問題に行き当たる。そもそも人間と猫とでは体の構造がまったく違う。そこを無理矢理猫のように四足歩行でもしようとすれば、膝ひざでも着かない限り相当動きづらくなるはずだ」

「それはまあ、確かに」

　理り屈くつの通った推論だが、だから何だというのだ。

「──仮に、だ」

　一いつ拍ぱく置いて、灘は表情を固めた。

「もし人間とはまったく体の構造の異なる生物がいて、その魂たましいが記憶の蘇そ生せいという形で人間の体を乗っ取ってしまった場合、果たしてその体はどうなるか」

「動けませんね」

　私はさらりと言ってのけた。

　そして、そんな自分の軽い発言が何を意味するのか気付いた刹せつ那な、マフラーで顔の下半分を覆おおい尽くした少女の眼まな差ざしが、ギリリと弓でも引くかのように絞しぼられるのが見て取れた。

「そう、もし手も足もなく胴どうも蛇へびのように長く、しかも通常の生物なら一組しかないはずの頭部が九つもあったら──。当然筋肉の動かし方や呼吸器官の使用法まで人体とは変わってくるだろう。それが一人のごく普ふ通つうの少女の体に無理矢理収まれば、間違いなくその肉体は混乱する。だからこそ君は倒たおれたのさ。体をどう動かせばいいのか分からずに、ね」

　そうだろう鈴木さん、と灘は真里を睨み返した。

　そして、工藤の瞳ひとみが開かれた。

「──面おも白しろい」

　低く静かに、しかしよく通る声で、黒幕は感想を述べた。

「さすがは委員長といったところだ。では僕の方からも少し質問させてもらおう。まずは一点、君のその理論が正しいとして、なぜこの女子高生は現在普通に動けているのか。体が動かせないのなら、あとは死ぬしかないはずだ」

「君は真夜中に目を覚ましたことがあるかい？」

　灘は極きわめて冷静に、反論と思おぼしきものを持ち出した。

「人間は夜行性じゃない。当然暗い中では何も見ることができない。しかし時間が経たてば目が慣れて、それなりに周囲の景色が見分けられるようになる。それと同じことだよ。そう、彼女は慣れたんだ。もともと自分の体には違ちがいないのだし、あるいは生命活動の危機に陥おちいった肉体が生物特有の適応能力を発揮したのかもしれない。そして慣れた直後に凄すさまじい力で冬麻さんを突き飛ばしたそうだけど、これは逆に力の加減ができなかったからだろう」

「なるほど、ではもう一つ質問だ」

　工藤は退ひかなかった。事態はすでに解明されつつあるというのに、なぜこのような無む駄だな質問を繰り返すのか。単に往おう生じよう際ぎわが悪いのか、それとも。

「人間と体の構造を著いちじるしく異ならせる生物というのは、この地球上にいくらでも存在する。どうして彼女が大だい邪じや神しんであると言い切れる？」

　そんな黒幕の質問は、しかし当然のものではあった。つまり灘が単純な憶おく測そくだけで物を言っているならば、そこに勝ち目はない。だいたい彼は、真里がミシェルであることを前提に十六年前の事件を預言と結び付け、クズリュウが大邪神の成れの果てであるという結論を導き出したのではなかったか。

「それは鈴木さんの行動を考えれば判わかることだよ」

　だが灘はそう言って、手のペンをクイッと下方に向けた。

「鈴木さん、君は輪りん廻ねの鍵かぎによって前世の記憶を呼び起こされて以来、頻ひん繁ぱんにこの北校舎に出入りしている。まるであたかもそこに何か重要な物があるかのようにね。それが何かは説明するまでもない。そう、巨きよ大だいロボット・クズリュウ──即すなわち十六年前に現れて死んだ巨大生物の死し骸がいだ。その一方で、君はこの高浪さんに頼たのんで、アラクードについて書かれた本の内容を確かく認にんしている。つまり例の預言に関心があったということになる。この時点で君という存在にクズリュウと預言が繫つながるわけだ。そもそも僕は始めから君がミシェル＝エルフィーノだとは一言も言ってないよ。あくまで預言に関かかわる者として扱あつかっていただけだ」

　鈴木真里の前世は人間とは激しく異なる生物で、しかも預言とクズリュウに関心がある──。なるほど、してみると結論は明らかである。

「そういうことだよ、鈴木さん。いや、ガゾツフスくん。君が預言の大邪神である以上、こうして蘇よみがえったからには世界の破は滅めつを目もく論ろむはずだ。しかし当然今の姿のままでは、それは不可能。何しろその肉体はただの人間でしかないのだからね」

　普通車の免めん許きよしか持たない人間が飛行機を動かせないのと同じく、飛行機の操縦しかできない人間を普通車に乗せて動かせるか、ということだ。いくら大邪神としての記き憶おくが覚かく醒せいしたからといって、邪視能力を駆く使しして他人を操あやつったり、口から破は壊かい光線を吐はいたりといった芸当は、一いつ介かいの女子高生にできるはずがない。

「そこでこの北校舎だ。すぐ目の前には自分の体があり、しかも上手うまい具合に搭とう乗じよう式しきのロボットに改造されている──となれば、元の体を取り戻もどすためには、当然これに乗る以外に手はない。ところがその周りはＱの面々に固められ、思いどおりに行かず手を拱こまねいて見ているしかないわけだ」

　私は永代の話を思い出した。彼が言うには、工藤が屋上へ来る前から、すでに真里はそこに立っていたはずだ。それは灘の推理どおり、自分の体をもどかしい想おもいで眺ながめていたからなのだろう。

　そして工藤はこの学校に潜ひそむスパイを誘おびき出すため、クズリュウを手に入れる素そ振ぶりを見せようと、この屋上へやって来た。そこで彼女の姿を目に留め、言葉が通じないと知って翻ほん訳やく装置を与あたえ、その正体を知る。

「あとは簡単だ。そこに目を付けた工藤くんは、大邪神に元の体に戻すことを約束した。しかし迂う闊かつに本名を名乗られては面めん倒どうなので、偽ぎ名めいを使わせたのだろう。わざわざミシェルという名を選んだのは、鍵を使われる前の彼女が日ひ頃ごろそう名乗っていたからだ。彼女に関心がない人間なら、多少態度が異なったところで、『自じ称しようミシェルの鈴木さん』には変わりない。特に不自然さは感じないはずだった──。これが一連の流れだよ」

「なるほど。いいだろう、認めよう」

　工藤はそう言うと、大おお仰ぎような身み振ぶりで横にいる真里を指し、「君の言うとおり、この少女こそ現代に蘇った大邪神さ」と改めて紹しよう介かいをした。

「ただ僕も何かと忙いそがしい身でね。なかなか行動をともにすることもできないでいたわけだが、そのせいで彼女が野放しになってしまったのは少々痛い。まあ、止やむを得ないか」

　忙しい、というのは永代と会うためか。確かにガゾツフスの魂たましいを手中に置いて肉体に戻すことを約束したのは、自分がクズリュウと関わることで永代を誘き出すための作戦の一いつ環かんだったわけだから、結果的に工藤は大邪神を欺あざむいていたことになる。それを知られるのは得策ではないと考えたのだろう。

　もちろんこのことを、灘は知らない。ただ彼が知らずとも、すべての推理は成り立つべき方向に向かい進んでいる。黒幕の計算どおりに。

「野放しか。そうだね。何しろそのおかげで鈴木さんは緒深田さんに会って、これに行き着いてしまったのだからね」

　灘はそう言って、ポケットから例の本を取り出した。まだ返へん却きやくはしてなかったらしい。

「ここに書かれているという預言がよほど気になったのだろう？　まあ、当然だろうね。何しろ君の『死』にまつわるものだ」

　勇者の生まれ変わりに倒たおされる、というアレか。だがその預言内容を知ったということは、当然これから先に待つ自分の末路も分かっているということになりはしまいか。それなのにこの大邪神は、しつこく新たなる復活を望んでいるというのか。

「預言など……恐おそるるに足らん」

　真里は灘を睨にらみ、口元を動かした。もっともその動きは、相変わらずマフラー越ごしのものでしかなかったが。

「我は十六年も前に滅ほろびたのだ。正にその預言のとおりにな。ならばこれ以上何を恐れる。預言がとうに終わった今、我が滅びることはない。それに、もはやこの地には我を狩かる勇者など存在せんのだろう？」

「なるほど、一理ある。ねえ高浪さん」

　なぜそこで私に振るのだ、この男は。

　まあ、勇者が存在しないというのは、昨日図書室で間宮と会った時のことを踏ふまえての発言なのだろう。そして、それが事実なのはおそらく間ま違ちがいない。ただこの大だい邪じや神しん、一つ大きな勘かん違ちがいをしているようだ。

　預言は確かに十六年も前に成立済みである。しかし今、それは新たに再現されようとしている。蘇ればまた滅ぼされるという運命を知っている者が、いちいち復活に執しゆう着ちやくするというのは不自然である。

　そう、ガゾツフスは「魔ま書しよの印」の存在を知らないのだ。あくまで預言とは無む縁えんに、工藤の力を借りてこの世に蘇ろうと企たくらんでいるだけに過ぎない。そして蘇ったが最後、勇者の生まれ変わりが登場するまで破壊の限りを尽つくすだろう。何しろ自分を滅ぼすものなどないと信じているのだ。恐れを持たぬ暴君ほど性質たちの悪いものはない。

　こうなれば手は二つ。一刻も早く勇者の生まれ変わりを見つけ出すか、あるいは本に掛かけられた呪のろいを教えることで大邪神を説得するか。灘が好むのは後者だろうが、預言の成立が確定しているこの状じよう況きようで、結果的に効き目があるとも思えない。

　いや、本当に復活は避さけられないのか。

　仮に彼女がクズリュウに乗り込んだとして、だ。そもそもウイルス付きの操縦プログラムを修復し、レバーを自在に操るなどという芸当ができるのだろうか。

「おっと、どうやら役者が揃そろったようだ」

　しかし私が考えている最中、工藤はその顔を柵さくの方に回めぐらせて、そう呟つぶやいた。何だろうと耳を澄すませば、建物の裏手が騒さわがしくなっている。どうやら乙組の面々が集つどってきているに違いない、と思った矢先、すかさずガゾツフスが動いた。

　おそらくこの瞬しゆん間かんを待っていたのだろう。工藤の無む駄だな質問も、その時間稼かせぎだったというわけか。

　ガゾツフスは己おのれの首元に手を掛け、最愛の先せん輩ぱいからの唯ゆい一いつの贈おくり物を宙に放ほうるや、その下に隠かくされていた乳白色の首輪と、紐ひもで掛けられた金色の鍵かぎを揺ゆらし、壊こわれた柵に向かって勢いよくダッシュした。そして──条件反射だったのだろう、私もまたとっさに彼女を止めようと、後に続いて精せい一いつ杯ぱいに手を伸のばす。

　刹せつ那な、灘の嫌けん悪お感かん剝むき出しの表情が見て取れた。

　体が急激な重力に引きずられた。気が付けば、私は大邪神のシャツを摑つかんだまま宙を舞まっていた。

　すぐ目の前には彼女の姿がある。どうやら始めから飛び降りるつもりだったらしい。だが、それなりに勢いをつけて飛び出した体は、地面へと向かわずにその前方、横たわる巨きよ龍りゆうの方へとダイブしていく。

　ぶつかる、と思った。昨日私が計算したとおりだ。そして金属の塊かたまりに身を打てば、ただで済むはずがなかった。

　しかし次の瞬間、工藤が待っていたという最後の役者の力が発揮された。私達二人の体は突とつ如じよ重力から解放され、そこから最も近い安全地帯、即すなわちクズリュウの機体の上に、やんわりと着地したのだ。

「……根室さん？」

　この感かん触しよく、間違いない。彼女の念動力だ。

　そう思って見下ろせば、案に違たがわず他ほかの乙組生徒に交じって、キラキラ輝かがやく銀ぎん髪ぱつ娘むすめが心配そうな顔でこちらを見上げていた。緒深田が騒いだ結果である。

　というか、これは緒深田を選んだ灘の人選ミスなのではないか。いくら工藤とはいえ、こうなることまで予測していたとは思えないのだが。

　しかし悩なやんでいる暇ひまは与あたえられなかった。機体に足を着け再度自由を得たガゾツフスは、すかさず上に向かってよじ登り始めた。

　その目指す先など決まっている。私も放り込まれた、あのコックピットに間違いない。私は「待って！」と叫さけんで後を追い、彼女の細い足首を摑もうとしたが手が届かず、もたもたしている間にその距きよ離りはどんどんと延ばされていく。

　こうなったら大声でアヤカに呼びかけて、彼女を止めてもらうしかない──。私がそう思った矢先のこと、そんな名案もあっさり却きやつ下かするほどの地じ響ひびきが、突如学園全体を揺るがした。

　足がもつれて転がり落ちそうになり、思わずその場にしゃがみ込む。そして何事かと辺りを見れば、いまだ瓦が礫れきの山として放置されている元体育館がゴモゴモと蠢うごめいているところだった。

　べつに体育館が化けて出ようとしているわけでないことはすぐに分かった。倒とう壊かいした支柱を押し退のけ地中から現れたのは、限りなく見覚えのあるメカニックな龍りゆうの頭。それが一本二本、三本四本と次し第だいに数を増やし、やがて地割れを起こしながら、その先に続く巨きよ大だいな胴どうを地表に這はい出させる。

　それは、明らかにクズリュウの姿だった。

　しかし私がよじ登っているこの機体もまた、クズリュウのはずである。どういうことかと上方のガゾツフスを見やれば、彼女もまたきつい眼まな差ざしでもう一体の我が身を睨にらみ、それからすぐに再びコックピットを目指し始めた。

　何が起きているのかは解わからない。もしやあの預言が灘の予想とは別の方向に実現したのかとも思ったが、もう深く考えている余よ裕ゆうはなかった。私はアヤカに呼びかける暇もないまま全力で大邪神の後を追い、力いっぱい飛びついて背後からその身を捕つかまえた。結果、私達は二人してコックピットへと繫つながる円えん筒とう状の通路に転がり込み、激しく落下する羽目になった。

　当然体のバランスが崩くずれた。私はガゾツフスこと真里の体を抱だきかかえたまま、例によってお尻しりを酷ひどく打ち付けた。そしてキャゥなどと苦痛の声を漏もらしている隙すきに、肝かん心じんの真里はすかさず立ち上がるや、半ばこじ開けるようにしてドアを抜ぬけ、振ふり向くことなく操縦席へと腰こしを下ろす。

　操縦プログラムこそ破は壊かいされたものの、どうやらそれ以外の設備は生きていたらしい。正面に広がる巨大モニターが突如点てん滅めつすると、ボディスーツに身を包んだ老人の顔──ただしその禿はげ上がった頭皮には、怪あやしげな無数のチューブが張り付いていたが──が大写しになり、わぁーっはっはと実に得意げな高笑いを上げた。

　おそらく「あのジジイ」である。正確な名前はドルワーミ博士とか言ったはずだが、それがどう見てもクズリュウな乗り物に乗っているのはどういうことか。

「見たか！　これこそがワシの求めた最終兵器だ！」

　真里の後を追って私がコックピットに入る中、ジジイは頭の血管も切れんばかりにシャウトした。

「邪じや龍りゆうガゾツフスのクローン体が持つ力はオリジナルと互ご角かく。しかしその武装はクズリュウ試作機をはるかに凌しのぎ、そして最さい新しん鋭えいの精神抑よく制せいシステムがそのコントロールを百パーセント可能にする！　さあ、こうなった以上、中ちゆう途と半はん端ぱな改造だけの試作機に用はない。そこに乗っているのは誰だれだ？　エキドナか？　ちょうどいい。裏切り者もろとも粉ふん砕さいしてくれるわ！」

　試作機だったのか、これは。それでも充じゆう分ぶん強かったような気がするが、それにしてもこのまま木こっ端ぱ微み塵じんにされては敵かなわない。

「鈴木さん、逃にげましょう！」

　もうこの少女の正体などどうでもよくなってしまった。どうせ彼女には今乗っているロボットなど動かせるはずがない。それよりも逸いち早はやくここを脱だつ出しゆつし、アヤカの力を借りて安全な場所まで飛ばしてもらうのがベストだ。

　だが、真里は私の呼びかけには応じなかった。

「……小こ賢ざかしい」

　そう嘲ちよう笑しようの籠こもった言葉を吐はき捨て、その両手をコントロールパネルに掛かける。

　当然動くはずがなかった。いかにスイッチを押そうがレバーを傾かたむけようが、それを起動に繫げるシステムが破壊されていては元も子もない。エキドナはこのクズリュウが試作機であることなど、そして試作機をはるかに凌ぐ完成機が開発されていたことなど知らなかったのだろう。だからこそ、ウイルスを流すなどという余計な真ま似ねをしてくれたのだ。

　もう駄だ目めだと思った。ついでに、ならばせめて自分だけでも逃げ出そう、と思わなかったのは、おそらく私が目の前で危機に晒さらされている相手を見捨てることのできない性しよう分ぶんだからであり、単に頭の機転が利きかなかったからでは決してない。きっと。

「所しよ詮せん仮かり初そめの肉体に何ができる。貴様が夢見ている愚おろかな破壊など、我が完かん璧ぺきたる破は滅めつの前にはまったくの無意味」

　真里はそう言うや腕うでに力を込め、目の前にあるコントロール用のパネルをグイと引っ張った。

　ネジが緩ゆるかったということはないだろう。おそらくコンピューター系統の破損に備えた臨時の操縦桿を出すために、最初から外れるように設計されていたに違ちがいない。事実、パネルはガバリと剝はがれ、その下にあるチューブ状の触しよく手しゆを糸のように引きながら、真里の足元に転がり落ちた。

　触手の固まりの中に、何かが見えた。右に一つ、左に一つ。確か田崎のラドーンにもある、サイバードレイク専用の半球状コントロール装置だ。そして田崎は、はっきりとこう言っていた。

　サイバードレイクは、パイロットと心を通わせることで動くものなのだ、と。

　真里はその身に激しく鋭えい気きを漲みなぎらせ、博士をはるかに上回る血管切断ボイスで叫んだ。

「さあ今こそ我が力を見せん時が来た！　蘇よみがえれ我が肉体よ！　汝なんじの魂たましい、ここに戻もどれり！」

　そしてパネル下に残されていた、プログラムの干かん渉しようを受けていない本来の操縦システムに、その手をグイと押し付ける。

　次の瞬しゆん間かん凄すさまじい爆ばく音おんが周囲を揺ゆるがし、モニター画面にノイズが走った。それから一瞬の後、博士の姿は消しよう滅めつし、代わりに紅ぐ蓮れんの炎ほのおが画面を彩いろどる。それは本当にあっという間の出来事だった。すぐさま遠景に切り替かわったモニターに映っていたのは、手前から容よう赦しやなく繰くり出されていく九つの灼しやく熱ねつの光と、それを浴びて炎えん上じようする第二のクズリュウの姿だった。




　その年の九月十八日土曜日。古いにしえの大だい邪じや神しんは新世紀の青空の下もと、ついに新たな復活を遂とげた。







　９　九月十八日正午　私、大邪神を封印する。
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ついに大邪神として復活した真里。そして私は、最後の最後までマキゾエだった……。









　ふと、自分のやっていることに虚むなしさを覚える時がある。それが感情における起き伏ふくの谷間に陥おちいった瞬間だとするならば、私はその時、間違いなく心底から自分の行動に疑問を感じている最中だった。

　目の前に大邪神の魂がいた。私はそれを倒たおすでもなく応おう援えんするでもなく、ただ何となく体育座りでぼんやりと眺ながめていた。

　いや、他ほかにどうしろというのだ、この状じよう況きようで。

「目め障ざわりな雑魚ざこ竜りゆうどもが！　失うせろ！」

　真里が叫さけぶと同時に、モニター上を横切るメタリックレッドのボディの陰いん影えいを追ってレーザーが走る。しかし撃げき墜ついは免まぬがれたのだろう、ラドーンは再び遠方にその姿を現すと、今度はこちらから仕し掛かけんとばかりに、スクリーン目掛けて熱線を吐きかけてきた。

　轟ごう音おんが鳴り響ひびいたが、衝しよう撃げきはなかった。モニター画像も乱れることなく、旋せん回かいするラドーンをまっすぐに追い、新たな閃せん光こうの迸ほとばしりを映し出す。

　刹せつ那な、その隙すき間まを縫ぬって新たに出現した別の竜頭が、激しくその角を点てん滅めつさせ、紫むらさき色いろの光を放つ。それがどれほどの高圧電流だったのかは分からない。だが少なくとも、真里が操あやつるこの機体には何の損傷も見られなかった。

　真里は低く嘲あざ笑わらい、一転声こわ高だかに喚かん声せいを上げ、己おのれの「肉体」から放射状に衝しよう撃げき波はを放って、エキドナの竜を弾はじき飛ばした。

　私はそんな彼女の後ろに縮こまり、逃げる機会を逸いつしたことを嫌いやというほど悔くやみながら、果たしてこの状況を覆くつがえす術すべがあるのかと頭を悩なやませていた。

　灘に呼ばれて颯さつ爽そうと登場した田崎とエキドナの駆かる二に匹ひきの竜は、このモニターから見る限り、動きだけは健けん闘とうしているものの、大邪神を前にまったくダメージを与あたえることができないでいる。

　一年乙組の中では最も破は壊かい力りよくに長たけているであろう田崎でさえこれなのだ。アヤカの超ちよう能のう力りよくは重量制限で役立たず、間宮は当初の期待をとうに裏切り、これではもう外部からは手の打ちようなどない。

　残る手段は内部、即すなわちこのコックピットを直接叩たたくことだけである。だがそのために灘が招しよう喚かんした焰邑は、果たしてどれだけ役に立ってくれるのか。おそらく「心が通じる最適なパイロット」を得たせいだろう、すでにこの操縦席は、エキドナが乗っていた時とはすっかり様相を異ならせていた。

　そして、私がそんなことを考えているそばから、モニターを突つき破るかのように一匹の青あお鬼おにが、にゅぅとその上半身を生やしてきた。

「うぜーことしてんじゃねーっ！」

　おそらく外で巫女みこ様さまがそう叫んだのだろう。鬼は焰邑そっくりの声でそんな発言をすると、太い腕を振ふり上げ、真里の頭を張り飛ばそうとした。

　そして、続く展開も私には予想できていた。真里は笑い、「口ばかりなら、でしゃばらぬことだな」と呟つぶやく。同時に周囲の壁かべを這はうチューブが一いつ斉せいに青鬼に襲おそいかかり、その屈くつ強きような体をいとも容た易やすく搦からめ捕とった。

　私と同じだった。もちろんこんな絶好のポジションにいて、私が何も仕掛けてないわけがなかったのだ。

　とにかく真里の手を操縦球から離はなそうとした。だから背後から跳とびかかり、その二の腕を摑つかんだ。その結果チューブに捕つかまって、再びシートの後ろに放ほうり投げられた。

　だから私が真里の後頭部を眺めておとなしく体育座りをしていたとしても、これは誰だれにも責めることができないはずなのだ。たぶん。

「貴様もそこでおとなしくしていろ」

　真里の声とともに、青鬼が私の方に投げ飛ばされてくる。何て乱暴なことをするのだと驚おどろき、慌あわてて避よけようとしたが、そこはさすがに投げられた側も心得があったと見えて、私に激げき突とつすることなく、きれいな受け身の形で踏ふみ止とどまる。

「……高浪、聴きこえるか？」

　鬼が私に呼びかけてきた。いや、焰邑か。

「今からお前に灘の言葉を伝える。そのとおりにしろ。いいか、灘に替かわるぞ」

　何だかもう有う無むを言わせぬ一方的メッセージである。だいたい何かやらせたいなら、この鬼にやらせた方がたぶん確かだ。それなりの図ずう体たいを備えておいて、その仕事がただのトランシーバーではどうしようもない。

「──高浪さん、無事かい？」

　鬼の声が、灘のそれに変わった。

「いいかい、今から君に指示を出す。おとなしくそれに従うんだ」

「おとなしくって、一体何をやらせるつもりなんですか」

　まあ、一応無事の確かく認にんを取ろうとしてくれたことについては、ありがたいと思っておくが。

「がたがた言わずに聞きたまえよ。これは君にしかできないんだから」

　まったく何と間の悪い、と鬼は付け加えた。感謝するだけ損だった。

　灘は私の感情を適当に搔かき乱すと、すぐさま本題に入った。

「今それを動かしているのは鈴木さんで間ま違ちがいないね？」

「ええ、そうですよ。それが何か？」

「だったら輪りん廻ねの鍵かぎを持っているはずだ。それを奪うばって脱だつ出しゆつするんだ」

　その言葉に何かを察したか、周囲のチューブが一斉に迎げい撃げき態勢を取る。おそらく私が言うとおりにすれば、瞬またたく間にその身を縛しばり上げるつもりだろう。いったいどうすれば、この防ぼう御ぎよ網もうを突破できるのか。私は鬼の言葉にその答えを求めたが、相手はそれ以上何も言うことなく、見る見るうちに床ゆかの中へと沈しずむように消えていった。

　いつものことではあるが、あまりに不親切な指示を出すやつである。とりあえず立ち上がり、さてどうするべきかと悩みつつ、私は灘の言葉を頭の中で繰くり返してみた。

　彼は言った。輪廻の鍵を奪って脱出しろ、と。

　輪廻の鍵──それは鈴木真里の魂たましいを大だい邪じや神しんガゾツフスへと変えたオカルトアイテムである。その持ち主であるミリルの説明によれば、人の胸に挿さし込み回すことで、その魂を前世に戻もどすのだという。そして香織はそれを真里に奪われ、彼女を元に戻すことができなくなっていた。

　だが、鍵はここにある。ならばそれを使って真里を元に戻せば、すべては解決するはずだ。

　元に戻す方法は何となく想像がついた。回して効果を発揮する「鍵」なら、反対側に回せば元に戻るはずだ。だから問題は、どうやってそれを真里から奪い取り、その胸に挿し込むか、である。

　いや、というか「挿し込む」というのはどういうことなのだ、いったい。

　いきなり巨きよ大だいな壁にぶち当たってはみたものの、しかしまずは鍵を奪わなければ始まらない。真里の首に紐ひもで下げられたその呪じゆ具ぐの長さは優に十センチ。周囲に蠢うごめくチューブさえなければ、簡単に手て摑づかみできる大きさである。だからあとは、いかにこのチューブを搔い潜くぐるかという一点に懸かかっている。

　焰邑の鬼とは違って、私は何の特別な力もないただの女子高生だ。不利ではある。だが逆に言えば、そのせいで相手が隙すきを見せる機会も多いということになるだろう。しかしその隙を作るなら、こちらも彼女を上手うまく動かさなければならない。

　一つ方法があった。要は大邪神が興味を示すものを出して、気を引いてやればいいのだ。そして、あの預言の始まりでありながら、結局まだ現れていなかった人物がいることを、私は思い出した。

　これを利用しない手はない。

「ガゾツフスさん」

　さんは余計だった気もするが、とにかく私は呼びかけた。

「黙だまっておれ」

　真里はそう言っただけで、振り向く素そ振ぶりはなかった。相変わらず正面のモニターを食い入るように見み詰つめ、その中を飛び交かう二に匹ひきの竜りゆう目め掛がけて、しきりにレーザーを放っている。

「ええとですね、ちょっとお話があるんですけど」

「黙っておれと言ったはずだ。気が散るわ」

「いいから聞いてくださいよ。実は私、ミシェル＝エルフィーノの生まれ変わりなんです」

　もう少し演技力を磨みがいた方がいいかもしれなかった。

　しかし、この言葉が大邪神にとってどれほどの衝しよう撃げきを与あたえたものか。何しろガゾツフスはミシェルの魂を求めていたのだ。ここで放置するはずがない。

「……ほう」

　真里はふと我に返ったかのように、頭を僅わずかにもたげた。だがそれだけである。もし彼女がこちらを振ふり向けば、鍵もこちらを向いて摑つかみやすくなるかもと思ったのだが、そう上手くはいかないらしい。

　ただ、興味を示したのは確かなようだった。途と端たんにそれまで構えていただけのチューブの群れが暴れ出し、その金属でできた表面を激しく軋きしませながら、撓しなる鞭むちのような動きで私の足元を打ち据すえる。

「なるほど、自ら名乗り出た勇気は認めてやろう。だが、それならばちょうどよい。貴様のその力は我が糧かてとなる定め。さあ、世に復活せし我が最初の生いけ贄にえとなるがよい！」

　まったくもって、ちょうどよいわけがない。

　私は慌てて後あと退ずさろうとしたが、その足首にチューブが一本絡からみ付き、グイとシートの方に引っ張られた。当然バランスが崩くずれ、またもや床に尻しり餅もちをつく。こんなことを繰り返していた日には、お尻がいくつあっても足りやしない。

　そしてこちらが動けなくなったと見るや、新たなチューブが両の脹ふくら脛はぎを捕とらえ、さらに別の二本が捲まくれたスカートから曝さらけ出された太ふと腿ももに食い込む。金属とは思えないほど熱く滾たぎった感かん触しよくに驚おどろき、何とか取り除こうと手を伸のばすが、それもまた別のチューブに押さえ込まれ、気が付けば私は瞬く間に全身を雁がん字じ搦がらめにされていた。

　人がそんなあられもない姿にまでなっているというのに、真里は相変わらず正面を見み据すえたまま、何が嬉うれしくてかクックックと嫌いやな笑い声を漏もらしている。この機体と完全に同化しているというのなら、ひょっとしたらあの位置から私の格好まで丸見えなのかもしれないが、それなら明らかに狙ねらっているのか、この女は。

　どこか間ま違ちがった方向に進みつつあるピンチに、私は思わずウガァと吠ほえたくなった。それをしなかったのは、それなりに残っていた「冷静さを欠いたら負けだ」という気持ちと、モニター上に映った決定的瞬しゆん間かんのおかげだったのだろう。

　ラドーンが、光っていた。

　金属光こう沢たくではない。その全身に宿る無数の青い瞳ひとみがいつもよりも一ひと際きわ輝かがやきを増し、強力な閃せん光こうとなって赤き竜りゆうを覆おおい尽つくす。いったい何が起きたのか。呆ぼう然ぜんと見守る中、すかさず真里は九つの主しゆ砲ほうを一いつ斉せいに放ったが、それは青い光に弾はじかれて霧む散さんしただけだった。

　やがて光が薄うすれた。中から現れたのは、全身を深き紫むらさき色いろに染め上げた多眼竜の新たなる姿だった。詳くわしい仕組みは知らないが、最大の敵を前にして、田崎なりに何か発動させてみたらしい。

　ラドーンの口が開かれ、通常の何百倍にも強化された熱線が迸ほとばしる。その威い力りよくがいかに凄すさまじいかは、上方の雲が乱れ散る景色と、無む駄だに赤から金色に変わった光の色からも判わかるとおり。クズリュウは──いや、ガゾツフスの体は大きく揺ゆれ、私を縛しばっていたチューブもまた一時的に力を失い、結果私はまたもや床ゆかに投げ出された。

「ほう、まだそんな力が残っていたか……。面おも白しろい。この程度の傷で我が屈くつすると思っておるなら、今すぐその妄もう想そう、この力で断たち切ってくれるわ！」

　真里が吼ほえ、体が揺れた。当初の作戦とは異なるものの、それは正に私が待ち望んでいた瞬間だった。

　チューブが再度躍おどりかかる。だがそれよりもほんの一瞬、私の方が早かった。

　鍵かぎをしっかりと摑む。その拍ひよう子しに喉のどを軽く絞しめられたか、グウと真里が呻うめく。彼女の背後に付けた私はすかさず鍵を逆手に持ち直した。相手は身を捩よじって抵てい抗こうするが、決してその手を操縦球から離はなそうとはせず、それでもチューブを使って何とか私を退しりぞけようとする。

　わずかに揉もみ合った。そして次の瞬間、私が握にぎった鍵は真里の胸にすっぽりと潜もぐり込んでいた。
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　突つき刺ささったわけではない。抵抗感などまったくなかった。まるで水に指先でも浸ひたすかのように、それはいとも容た易やすく彼女の体に挿さし込まれていた。

　真里の目が見開かれるのが分かった。これこそ最さい期ごの瞬間に間違いなかった。

　私は手首を捻ひねり、鍵を回した。

　その時聞こえたガチャリ、という音は、鍵なりに気を利きかせた演出だったのか。

　そして、くはぁと漏れた彼女の吐と息いきは、蘇よみがえった大だい邪じや神しんの断だん末まつ魔まだったのか。

「鈴木さん！」

　鍵が抜ぬかれるや、途端に力が抜けたように項うな垂だれた真里に向かって、私は大声で呼びかけた。一瞬、また昨日の朝のように危き篤とく状態にでも陥おちいったかと思ったが、しかし彼女はすぐに顔を上げ、虚うつろな目でこちらを見やる。

「……高浪さん？」

　どうやら元に戻もどったようだった。魂たましいを失ったクズリュウの機体も動きを停止し、周囲のチューブも壁かべへと帰る。モニターに映る変色ラドーンも、敵が無力化したことを察したのだろう。ようやく眼球の光を抑おさえ、いつもの赤色ボディに戻っていた。

　すべて終わったのだ。たぶん、この私の活かつ躍やくで。

　となると、もしや勇者の生まれ変わりというのは私のことだったのか、と少し不安を抱いだいたりもしてみたが。

「高浪さん、私はいったい……？」

　ガゾツフスになっていた間の記き憶おくがないのだろう、真里はそう言って、憔しよう悴すいした顔で私に訊たずねてきた。しかし、詳しく教えることもあるまい。たった一人の恋こい人びと未満を巡めぐる友人とのトラブルによって、凶きよう悪あくな前世に目覚め、破は壊かいの限りを尽くそうとしていたなどという事実は、この平凡な少女に伝えるには酷ひどすぎる。それにどうしても伝えなければならないのだとしても、それは私の役目ではない。

「とにかくここを出よう」

　私は軽く微笑ほほえんでそう言うと、彼女の首に巻かれている首輪を外してやった。こんな物はもういらない。彼女はガゾツフスでもミシェル＝エルフィーノでもない、一年丙組の普ふ通つうの少女、鈴木真里なのだから。

　私の声に、彼女は首を傾かしげて周りを見た。その時目に入ったであろうまったく身に覚えのない光景を前に、彼女がどう思ったのかは定かではない。ただ、再び私を見やり、一言こう告げた。

「──その必要はないよ」

　何を言い出したのか、一瞬理解できなかった。

「私は……今まで何をしていたのか思い出せない。でも、あのことはちゃんと覚えてる。私は、私は、私は──殺す」

　明らかに様子がおかしい。これではまるで何かに操あやつられているようだ、と思った私は、そこでようやく自分がとんでもないことをしでかしたと気付いた。

　真里の両手は、触しよく手しゆでしっかりと操縦球に固定されていた。そして田崎の説明が正しければ、クズリュウはパイロットの心を喰くう。強制的にその精神を蝕むしばみ、暴走させる──。

「私は冬麻香織を殺すっ！」

　真里は、はっきりと叫さけんだ。図書室で辱はずかしめを受け、さらに翌朝の教室で口論となり鍵を挿された恨うらみを、この少女は忘れてはいなかった。

「殺す！　冬麻香織！　かおりぃっ！」

　ヒステリックな叫び声を上げ、真里はその身を激しく震ふるわせた。同時にモニター上を九つの閃せん光こうが走り、機体の外で大きな爆ばく発はつ音おんが響ひびくのが聞こえた。

　思えば灘は一言も真里を元に戻せとは言ってなかった。ただ、鍵を持って外に出ろとだけしか命じてなかったのだ。ならば私はその作戦を、自分の先走った考えでふいにしてしまったことになる。

　すでに真里の顔は憎ぞう悪おに支配され、こちらの声など届きそうになかった。さらに周囲のチューブまでが活動を再開し、徐じよ々じよに私のもとへと這はってくる。このまま私が捕とらえられ、真里が感情に吞のまれて校舎を破壊し尽つくすのも時間の問題である。果たして今からでも間に合うか。それは分からなかったが、こうなっては止やむを得ないと私は鍵を握り締しめ、背後のドアを潜くぐり外へと続く円えん筒とう通路へ飛び出した。

　すぐ目の前に、上るための梯はし子ごがあった。だが、機体が動いているせいだろう、それは摑つかんだだけで軋きしみを上げ、決して安定性のある足場ではないことを表してきた。しかし悠ゆう長ちようなことはしていられない。何としてもこの鍵をあいつに届けなければ、この世界はおしまいである。

　後を追ってきたチューブが一本、私の足首に巻き付こうとした。私はそれをとっさに踏ふみ付けると、手足を止めることなく一気に梯子をよじ上った。

　外へ出た。見ればクズリュウは辺りの並木を薙なぎ倒たおし、ゆっくりと校舎に向けて前進しているところだった。

　目的の建物に被ひ害がいらしい被害は見当たらない。ならばさっきの爆発音は何だったのかと思い周囲を見み渡わたせば、西校舎の裏から火の手が上がっていた。おそらく運動部の施し設せつだろう。主しゆ砲ほうの位置の高さが幸いして、校舎そのものへの直ちよく撃げきは避さけているらしい。

　とその時、様子を見ている私の頭上に影かげが差した。何事かと見上げれば、クズリュウの頭が一本、その瞳ひとみを真っ赤に発光させながらこちらを見下ろし、今にも何か吐はきそうな形に口を開いている。

　逃にげなければ、と思った矢先、ドーム状の金属の上に立つということがいかに不安定か、私は思い知る羽目になった。

　足が滑すべった。もう嫌いやになるほど見事に、つるりんと。

　きゃぁと叫んでバランスを崩くずした私は、そのまま物理法則に従って地面目指して転がり始めた。すかさず龍りゆう頭とうが追ってきたが、それが獲え物ものを捕えるには、私は少々加速が付きすぎていたらしい。全身を回転させ、瞬またたく間に追手を引き離はなしていく。

　嬉うれしくも何ともなかった。

「高浪さん、今助けます！」

　アヤカの声がした。そう、これこそがあの超ちよう能のう力りよく少女に与あたえられた仕事だったはずだ。

　思いっきりバウンドした私の体が機体を離れた瞬しゆん間かん、急激な反物理的エネルギーがその回転をやんわりと止め、素す早ばやく地面に向かって牽けん引いんする。彼女の念動力に運ばれるのが初めてでないとはいえ、回転直後に空気の乱れを浴びると、さすがに頭が朦もう朧ろうとしてくる。そしてようやく地に足が着いた時、私はアヤカに支えられる間もなくへたりとその場に膝ひざを着いた。

　この感覚には覚えがある。小さい頃ころ船に乗った時、波に揉もまれて胃がグデグデになった状態によく似ている。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　顔面蒼そう白はくになって俯うつむく私に、誰だれかが声をかけてきた。見れば佐原である。おそらく戦いに加わっていたのだろう、右手に万年筆型のレーザー発射装置など握にぎりつつ、こちらにもう片方の手を差し伸のべてきた。

「危ない兄さん！」

　不意にアヤカが叫んだ。振ふり返れば、私を追って迫せまってきたクズリュウの首が一本、巨きよ大だいな口からビームを発射しようとしているところだった。

　それが真里の意志なのか、それとも目に付くすべてを葬ほうむり去ろうという大だい邪じや神しんの屍しかばねの意志なのかは分からない。とにかく今はっきりしたのは、アヤカが佐原を本当に兄扱あつかいしている、という至し極ごくどうでもいい事実だけだった。

　アヤカは両りよう腕うでを左右に伸ばし、ちょうど大の文字を描えがく形で、私と佐原を直撃しようとするビームの前に立ちはだかった。だがそれも一瞬のこと、凄すさまじい歪わい曲きよくが彼女を中心とした半径五メートルに発生し、すべてを焼き尽くす死の光を打ち返す。

　光はまっすぐに龍りゆうの頭へと逆流した。だが何らかの特とく殊しゆなコーティングが施ほどこされているのだろう、ビームは首を粉ふん砕さいすることなく、その金属ボディに吸収されていくばかりだった。ちなみに私の方はと言えば、今のサイコキネシスが止とどめとなって、再びこてんと倒れてみた次し第だいである。

　陽光に熱せられたコンクリートは温ぬくもりを帯び、決して胃の暴走を抑おさえてくれそうにはなかった。それでも朦朧とする意識を叱しつ咤たし、どうにか目を見開いて空を見上げれば、田崎とエキドナの駆かるサイバードレイクが再び攻こう撃げき態勢に転じ、真里に向かって飛んでいくところだった。

　ただ、ラドーンの色は赤い。さっきの一撃にすべてを懸かけすぎたらしい。やはりどういう仕組みなのかはさっぱりだが。

「高浪様！　ご無事ですか？」

　緒深田の声がした。私は死んだ魚の目でそちらを見やり、メイドがイオンを連れて駆けてくるのを確かく認にんした。

「大丈夫ですか？　ただ今セラモード様にお願いして回復魔ま法ほうを──」

「いや、それよりも……」

　食道をピクピク言わせながらも、どうにか声を絞しぼり出す。こんなところにお姫ひめ様さまを連れてくるのは絶対にまずい。

『死ねぇェェェ！』

　クズリュウのどこかに仕込まれていると思おぼしきスピーカーから、ハウリング交じりの絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。見れば九つの首が一いつ斉せいにこちらを向き、ビームの塊かたまりを撃うち出そうとしていた。

　今の真里は危険である。おそらく彼女を刺し激げきするすべての要素が、その攻撃対象に転じるはずだ。私は緒深田やイオンともどもアヤカの超能力で一いつ緒しよに弾はじき飛ばされながら、そんなことを思った。

　ちょうど私達がいた地面には、ぽっかりとクレーターが開いていた。いずれ埋うめ立てられるまでは、この学園のちょっとした名所になるかもしれないその穴は、おそらく凄まじい熱を帯びているのだろう。しきりに陽炎かげろうを燻くゆらせ、その上に颯さつ爽そうと浮ふ遊ゆうするアヤカの姿をゆらゆらと揺ゆらめかせていた。

　また気持ちが悪くなった。もう、泣きたかった。

　アヤカは自らの腕に掛かけた念で宙に舞まい上がり、首を翻ほん弄ろうすべく高速で飛行し始めた。直接攻撃の手段がない今、サイズの差を利用したこのような戦法しか採ることができないのだろう。それは彼女に限らず、他ほかの面々も同じである。意気込んで集つどった乙組の生徒達は、ある者は地上を走り、ある者は宙を舞い、またある者は直接機体にしがみ付きながらも、相手への決定打を見み出いだせないまま、闇やみ雲くもに攻撃を仕し掛かけているだけだった。

　あまりに分が悪い。ゾウに群がるアリだって、もう少し蟻ぎ酸さんで何とかできそうなものである。やはりここは、私が持ってきたあの鍵かぎを使うしかないのか。

「灘くんは、灘くんはどこ？」

　私はイオンの呪じゆ文もんによって胃をスッキリさせるや、起き上がって緒深田に訊たずねた。そう、指示を出したのはあの男である。とっとと鍵を委ゆだねてしまえば、あとは何とかしてくれるはずなのだ。

「ええと、灘様でしたら先ほど焰邑様とご一緒でした」

　鬼おにから直接メッセージを聞いたのだから、それは知っている。

「で、今は」

「はい、それがその……」

　申し訳ございません、と彼女は頭を下げた。どうもこの騒さわぎの中、見失ってしまったらしい。いくら限られた敷しき地ち内とはいえ、確かに山一つが暴れているこの状じよう況きようでは無理もないだろう。

「鈴木様……泣いていらっしゃるのですね」

　頭を上げた緒深田は、そう言って哀かなしそうな目で怒いかれる巨きよ龍りゆうを見上げた。スピーカーからはなおも香織を罵ののしる声が響ひびいてきていた。だが、それはもう恋こいのいざこざだけでは収まらない。これまで友人同士が過ごしてきた、半年間に溜たまりこんだあらゆる不満、それが一気に爆ばく発はつし、普ふ段だんおとなしいという少女の口とは似ても似つかぬ罵ば詈り雑ぞう言ごんを捲まくし立てている。

「お辛つらいことと思います。ああやって、大切な方にお怒りを向けなければならないなんて」

　本心を曝さらけ出すのに必要な覚かく悟ごも与あたえられぬまま、半はん狂きよう乱らんの状態に陥おちいった真里。そんな彼女の内に秘ひめられた感情を、緒深田はいかなる気持ちで受け取っているのだろう。

　間宮が走ってきた。イオンを避ひ難なんさせるためか。彼の木刀はすでに伝説の光を放つ鋭えい利りな鋼はがねへと変化しているが、この輝かがやきすらも古いにしえの大だい邪じや神しんには効き目がないようだった。

　彼は私達に、校庭を抜ぬけて南側から避難するよう言ってきた。すでに一いつ般ぱん生徒の避難は完かん了りようしているとのことで、残すは乙組の中でも戦力にならない一部の生徒だけということだった。

「間宮様、わたくしはどこまでも、あなたについて行くと言ったはずですよ」

　イオンはその儚はかなげな顔に笑えみを浮うかべ、最愛の勇者にそう告げた。

「大だい丈じよう夫ぶ、まだ魔源マナは充じゆう分ぶんにあります。それよりも高浪さんが灘さんに会いたがっています。どこにいるか知りませんか？」

「いや、さっきまではそこら辺で見かけたけど、今はどうかな。焰邑なら知ってるんじゃないか？」

　間宮が裏門の方を指差す。見ればすっかり巫女みこ装しよう束ぞくになった焰邑が、いつもの澄すました顔で立ち、手で印など組んでいる。ああやって鬼を操あやつっているのだろう。コックピット内はチューブが邪じや魔まで入れないため、おとなしく外部攻撃班に回ったらしい。ともあれ遠えん距きよ離り操作というのは便利なものだ。

「高浪さん、早く行ってください」

　イオンがその笑顔を私の方に向けてきた。

「こんな時だからこそ大切な人と一緒にいたいその気持ち、わたくしにはよく解わかります」

　何か激しく間ま違ちがっているとしか思えない台詞せりふだった。

　私は間宮の可哀かわい想そうな子を見み詰つめるような視線に見送られながら、焰邑のもとへと走った。果たして何か召しよう喚かんしている最中に話しかけていいものかは分からなかったが、よく考えたら鬼を経由して会話したばかりである。ならば問題ないだろうと灘の所在を訊ねると、彼女はこちらを見向きもせぬまま、「校庭」と一言呟つぶやいた。

　おそらく他クラスの監かん視し委員に避難の指示でも出しに行ったのだろう。これでは何のために急いで転がり落ちたのだか分からない。

　とりあえず焰邑に礼を言い、私は校舎の方へと戻もどった。ちょうど正午を告げる鐘かねが鳴り始めたが、上空を駆かけ抜けた一いち陣じんの光線が、すぐにその音を撃ち砕いた。

　すでに防衛が追い付いてないのだろう、校舎の所々から煙けむりが昇のぼり始めている。本当にこんなものが倒たおせるのか。預言が現実のものになっている以上、解決策は存在するはずだが、その術すべがこの乙組にあるとは、私にはもはや信じられない。

「──なかなか壮そう観かんだ」

　不意に、近くで声がした。工藤だ。彼もまた下へと降りてきていたようだ。

「そんな吞のん気きなこと言ってる場合じゃないでしょう」

　私は振ふり向き、そう言い返した。彼は他のメンバーから距離を置いて立ち、ひとり口元を歪ゆがめて、こちらにその色素の薄うすい瞳どう孔こうを向けてきた。

「吞気、か。確かにそのとおりさ。何しろこれは壮大なショーだ。危険はない。危なくなればそこらで戦っている同級生が助けてくれるし、何よりあの大邪神は滅ほろびる運命にある」

　ガゾツフス本人には知らされてなかった決定的な事実を、彼はいとも容た易やすく口にした。ただ問題は、その滅ぼす方法がいまだに解らないということである。

「工藤くんは知ってるんですか？　どうすればあのロボットを破は壊かいして、鈴木さんを救えるか」

「知っていたとしても、それを口にするつもりはない。それに──果たしてあの元大邪神に救いはあるのだろうかね。君にも聞こえるはずだ。彼女の怒りと憎にくしみの声は、もう留とどまることはない。そして一度口に出してしまえば、いかにあの中から助け出されたとしても、取り消すことはできないのさ」

　しきりに香織の命を求めて絶ぜつ叫きようする真里の声が、私の胸に痛々しく響いた。

　終幕が近いようだ、と工藤が言った。彼の視線は私を離はなれ、校舎から出てきた一人の人物へと向けられていた。

「やめて真里っ！」

　彼女は叫さけんだ。冬麻香織だった。

「私はここにいるよ。逃にげないよ。だから暴れるのはやめてよ」

『香織……』

　クズリュウの動きが止まった。闇やみ雲くもだった砲ほう撃げきもやみ、九つの主砲はその口を閉じて、眼下に現れたかつての友人に向けられる。

　そのまま撃うたなかったのは、自ら進んで現れた友人を前に動どう揺ようしてか、それとも一思いに殺したくないほどの憎ぞう悪おでか。

『──小さいね』

　ようやく取り戻された静せい寂じやくの中、スピーカーから流れてきたのはそんな言葉だった。

『香織、あなた小さい。ここは凄すごく高いから、あなたがちっぽけに見えるよ。まるで逆だね。今まではあなたが私の上だったのに。凄いよ。だってここにいれば、いつだってあなたを踏ふみ潰つぶせるんだもの』

「…………」

　香織は何も答えなかった。乙組の面々が見守る中、目に涙なみだを浮かべながらも、まっすぐに異形の金属龍りゆうを見上げていた。

『ねえ香織、あなたが私のことをどう思っていたか、ちゃんと知ってるよ。先せん輩ぱいを盗とった泥どろ棒ぼう猫ねこだって、心の中でそう思ってたでしょ。隠かくしたって解るんだからね。それで私のこと牽けん制せいしながら、自分も先輩に近付いちゃってさ。友達だと思って我が慢まんしてればいい気になって、何が勇者に相談しとけ、よ。先輩に近付くのをやめてほしいからって、そんな陰いん険けんなことしかできないくせに、自分が一番先輩に相応ふさわしいとか思ってんでしょう。馬ば鹿かすぎよあんた』

「……やめてよ真里」

　香織の声は震ふるえていた。

「もう、そんな言葉聞かせないで」

　同じ相手に想おもいを寄せ、友を裏切り、嫉しつ妬とゆえに憎しみを抱いだく──。真里が言葉に出していることは、おそらく香織が胸に抱いてきたものとまったく変わりなかったのだろう。ともすれば冷れい淡たんな行動に出てきた香織と、それを甘んじて受け入れ、時に優やさしさをもって相手に接してきた真里。二人の性格は対照的だが、それは内に秘ひめられた感情をどう表に出してきたかというだけの違いに過ぎない。真里の枷かせが外れたこの瞬しゆん間かん、香織は自分の中に燻くすぶっていた暗い本心を、直接叩たたき付けられているも同然のはずだった。

『香織、あなたはいつだって私を見下していた。でももう友達面づらなんてしなくていいよ。あなたが私に変な鍵かぎを突つき立てた時、私達の関係は全部終わったんだからさ』

　死んじゃえ、と真里は呟いた。同時に龍の口が一いつ斉せいに開き、急速にエネルギーが充じゆう塡てんされる。それに気付いたアヤカがすかさず割って入ろうとしたが、放たれようとしていた光は、もう一人の人物の登場によって幸運にも中断された。

　彼は無言だった。無言で走ってくるや香織に背を向けて庇かばうように立ち、その顔をまっすぐクズリュウへと向けた。

「先輩……？」

　香織が弱々しい声で相手を呼んだ。それでも永代は声を発することなく、じっと真里の乗るロボットを見み詰つめていた。そして真里もまた黙だまったまま、最愛の少年を静かに見下ろす。

「──どう思う？」

　事態を見守る私の横で、工藤がそんなことを訊たずねてきた。

「ここであの少年が登場するのは、もちろん僕の読みどおりだ。彼は元大だい邪じや神しんを説得するつもりだろうが、上手うまくいくと思うかい？」

「……いってほしいです」

　私は素す直なおにそう答えた。どんな手段であれ、この状じよう況きようが覆くつがえせるならそれでいい。

「なるほど。君が望むとおり、もし彼の説得が上手くいったなら、彼こそ勇者の生まれ変わりと言えるだろうね。しかし残念ながら、僕の読みは逆さ」

　工藤は低く笑った。その言葉が裏付けられるのに、そう時間はかからなかった。

『先輩──』

　真里の悲痛な声が響ひびいた。

『──あんたがいなけりゃ、こんなことにはならなかったんだ！』

　そしてすべての光弾が放たれた。おそらくそばにアヤカが待機していなければ、回かい避ひは不可能だったろう。それほどまでに、破は滅めつの光は勢いを増していた。

『そうだ先輩、あんたが全部悪いんだ。何が好きな人がいる、よ。無む駄だだって解わかってるくせにいつまでもグジグジグジグジしやがって、そんなにあの女がいいか。そんなに私が駄だ目めか。そんなに普ふ通つうのクラスの普通の女の子じゃ悪いのかよ！』

　一年乙組なんか消えちまえ、と真里は叫んだ。もはや彼女の怒いかりは、その対象に限りを見み出いだせなくなっていた。

「大当たりだ」

　工藤が私の後ろから、そう可笑おかしそうに囁ささやいた。

　まさかあの少女が乙組を潰しにかかることまで予想済みだったとでも言うのか。そして、黒幕はそれを望んだのか。

　だがその答えを訊きくよりも、今は灘のもとへ行く方が先決だった。彼は校庭にいるという。私は黙って工藤のもとを去ると、すぐさま足を速めて、校舎と校舎の間にある校庭へと続く隙すき間まに向かった。クズリュウの砲ほう撃げきをかわして目的地へ着くには、そこが一番の近道だった。

　灘の姿は、私が校庭に出きらぬ前に見えた。何のことはない、ちょうどこちらへ向かってくるところだった。

　あわやぶつかるかと思った瞬間、彼は素早く身をかわした。おかげで私はカナブンのようにまっすぐ壁かべに激げき突とつしたわけだが、しかし向こうはそんなこと気にも留めぬかのように、「何をしているのさ」と冷たい視線でお決まりの言葉を吐はいてきた。

「それはこっちの台詞せりふですよ。どうして人のことを呼んどいて、勝手にどこかへ行っちゃうんですか」

　まあ、このまま言われっ放しというのも癪しやくである。そう思って打ち付けた額を擦こすりながらの反論を試みたものの、それがこの男に通じるはずがないというのは、もう心のどこかで理解していたことである。

「君が悪いんじゃないか」

　灘は極きわめて冷静に言ってのけた。

「あのまま鈴木さんが大邪神でいれば、田崎くん達が上手く引き付けておいてくれたのに、無駄に君が魂たましいを元に戻もどしたりするものだから、こうやって学校を壊こわそうとしている。まったく、この非常時に避ひ難なん誘ゆう導どうなんて余計な仕事を増やされても困るんだけどね」

　ひととおり文句を言い終えると、彼は黙って右手を差し出してきた。鍵をよこせ、と言いたいのだろう。しかしそれを受け取ったところで、どのようにしてこの事態を収束させるつもりなのか。

　解らぬままに、私は鍵を手て渡わたした。彼はそれを摑つかみ取り、少しの間何か考えてから、不意に「君はこれを使ったんだね」と今さら分かりきったことを確かく認にんしてきた。

「ええ、胸の所にすっぽり入ったから、そのままこう、グルッと」

　答えるついでに手の形まで添そえて再現してやる。灘はそれを見て納なつ得とくしたように頷うなずくと、熱光と念動力と、その他いろんなものが飛び交かう戦場へと引き返していった。私は後からそれを追い、いったいどうするつもりなんですか、と訊ねる。

　灘は振ふり返り、答えた。

「預言のとおりさ。己おのれの信念をもって希望の扉とびらを開きし時、伝説の勇者生まれ変わりて破滅の王を打ち滅ほろぼさん──。最後の人物を呼び出すんだよ」

　そして彼はまっすぐに、ある一点へと向かって歩いていく。その先にいるのは、伝説の勇者の生まれ変わりとは無関係という間宮勇輝。背にイオンを配して剣けんを振るい、敵の弾を弾はじきながらも押されていた彼は、突然の監かん視し委員の訪問に目を瞬しばたたかせ、それから邪じや魔まだとでも言わんばかりに、すぐさまクズリュウへと向き直る。実に気持ちの共感できる行動である。

　いや、間宮にしても、なによりイオンを庇うので手一いつ杯ぱいなのだろう。いまや敵の首の一本は、完全に憎にくき恋こい敵がたきを狙ねらい撃うちにしているのだ。

「誰だれか援えん護ごを頼たのむ」

　灘の声に、すかさず焰邑の鬼おにが駆かけ寄り、鋭するどい牙きばの生え揃そろった大口を開けて、向かってくるビームを飲み下し始めた。ああやって悪あく霊りようの類たぐいを喰くらうことができるのは知っていたが、あんな物理的なものまで飲み込めるのか。

　だが私の感心は長くは続かなかった。すぐに限界が来たのだろう、鬼は嘔おう吐とでもするかのように口から炎ほのおを撒まき散らし、受けきれなくなった大量の光線を身に浴びて、呆あつ気けなく弾はじけ飛んだ。その瞬しゆん間かん裏門側にいる焰邑がどうなったのかは、ここからでは確認できなかったが、とりあえず無事を祈いのるのみである。

　しかし、時間稼かせぎにはなった。田崎もエキドナも複数の首を同時に引き付けられず、アヤカは香織と永代を守るのに精一杯。他ほかの同級生達も各おの々おのがピンチを迎むかえ、新たに割って入ることなどできなかったようだが、しかし灘にはこれだけで充じゆう分ぶんだった。

　彼の手にあった鍵かぎは、間宮の胸にしっかりと挿さし込まれていた。

　特に痛みがあるわけではないのだろう。間宮は苦く悶もんの表情を浮うかべることもなく、ただ何が起きようとしているのか解らずに、目の前の監視委員を呆ぼう然ぜんと見やる。

「さあ、君の出番だ。存分にその力を見せ付けたまえ。伝説の勇者として、ね」

　グルリと鍵が回された。彼の前世であるという名もなき微び生せい物ぶつの魂、それが覚かく醒せいするべき側とは、まったく逆方向への回転だった。

　間宮の体から力が抜ぬけ、その場に崩くずれ落ちる。だがその手にはしっかりと剣を握にぎり締しめ、まるで突然の記き憶おく喪そう失しつにでもかかったかのように、焦しよう点てんの合わぬ目で手元と周囲、そして眼前に迫せまる巨きよ大だいな怪かい物ぶつを見上げた。

「これは……何？」

　間宮が訊たずねた。まるですべての光景が初めてだというように。

「ここはどこ？　あの怪物は何？　僕は……いったい誰なの？」

　口調が変わっているのは、やはり別人になった証しよう拠こか。しかし果たしてそれが何を意味するのか。

　すべての答えは灘が示した。

「ここは御伽学園の裏口。そしてあの怪物は、これから君が戦う敵だ。いや、恐おそれることはない。確かにあの怪物は、巨大で圧あつ倒とう的な攻こう撃げき力りよくと防ぼう御ぎよ力りよくを誇ほこるけど、所しよ詮せん君の敵ではない。何しろ君にはその聖なる剣と、そして何よりも偉い大だいなもの──そう、伝説の勇者の魂があるのだからね」

　普ふ通つうに回して前世に戻るなら、鍵を逆に回せばどうなるか。考えてみれば答えはすぐに分かる。

　そして伝説の剣を手に入れている勇者は、今後果たしてどのような存在になっていくのか。こればかりは将来のことである以上、はっきりした結論は出せない。しかし事実、一同の見守る中で名も知れぬ少年の魂は覚醒した。伝説の勇者──間宮勇輝の生まれ変わりとして。

　イオンのサポートを受け、間宮少年は光り輝かがやく剣を振るった。そこから撃ち放たれる光輪の刃やいばは、かつて私が見た時よりもはるかに大きく、速く、そして鋭く、たちまちクズリュウの首一つを縦一文字に割ってみせた。

　それから預言が終しゆう焉えんを迎えるのに、さほど時間はかからなかった。突とつ如じよ現れた強敵を前に、残る八つの首は為なす術すべを持たない。ビームを撃てば跳はね返され、突とつ撃げきを仕し掛かければ逆に斬きられる。そのすべてが剣の働きと言い切ってしまうわけにいかないのは、間宮が見せる今まで以上に無む駄だのない機き敏びんな動きからも判わかることだった。

「今回の場合、あくまで預言の文面のみが再現されるに過ぎない。だから何も過去に大だい邪じや神しんを倒たおしたアラクードの勇者の生まれ変わりである必要はなかったのさ」

　本には「伝説の勇者」とあるだけだからね、と灘は私に説明した。

　もっとも、もちろん間宮が将来成長してその伝説の勇者になるという確証はなかったはずだ。しかし彼の未来を信じ、それに賭かけた灘は、やはり最高の生徒監視委員か──もしくは最悪の固定観念主義者なのだろう。

　寸断され地に伏ふす巨きよ龍りゆうが湧わき起こす砂すな埃ぼこりに目を細めながら、私はそんなことを思った。

　──九月十八日午後〇時十九分、暴れるロボットを勇者によって鎮ちん圧あつ。

　そして今ここに、本にかけられた呪のろいはようやく完かん了りようした。




　役目を終えた間宮は、すぐさま灘の手によって再び鍵を挿し込まれ、現世に戻もどった。当然彼はそれまでの間に何が起きたかなど覚えているはずもなかったろう。ただ目の前の滅ほろびた大邪神と、労ねぎらいの言葉をかけてきた愛いとしの姫ひめ君ぎみだけが、彼に与あたえられた最大のヒントだったはずだ。

　一方破は壊かいされたクズリュウの方には、すぐさまＱの面々が群がっていった。さらにはいつの間に助かっていたのか、あの老博士が一いつ緒しよになって突入を試み、佐原に間宮、エキドナも交えて不思議メカ対決など始めていたが、それはこの際どうでもいいことである。問題の真里は、つい先ほどまでコックピットだった鉄てつ屑くずの中からどうにか無事掘ほり起こされた。

　結局誰にも説得することはできなかった。今後彼女は、そして香織や永代は、どのような顔で互たがいに向き合っていくのだろう。私はそれが気がかりだったが、灘は「それはあの三人が決めることだよ」と冷たく言っただけだった。おそらく、もうこれ以上の関かかわりは避さけろ、という彼なりの最後忠告だったのかもしれない。

　しかし私はそれを無視して、緒深田とともに真里の介かい抱ほうに回った。彼女は特に目立った外傷もなかったが、意識を失っており、息を吹ふき返すまでにはしばらく時間がかかりそうだった。
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　そんな真里を、香織は無言で眺ながめていた。そして、永代もまた。

　内なる悪意を剝むき出しにした少女への恐れか、それともここまで彼女を追い詰つめてしまった自分達に対する罪悪感か。結局他人である私には彼らの想おもいなど解わかる由よしもなかったけれど、そんな二人をどうにか元気付けようと優やさしく声をかける緒深田を見ていると、闇やみ雲くもに相手を信じることの大切さというのも時には必要なのかもしれない、と少しだけ思った。

　ただ──一つの結果は、今日中に出るはずだった。

　真里が息を吹き返したのは、それから五時間後のことであった。いや、正確にはもっと早くから気が付いていたのかもしれないが、とにかく保健室に運ばれた後、それまで目を開けることがなかったのは確かだ。起きることで現実と向き合わなければならなくなる時間を先延ばしにしようとしていたからか。少なくとも彼女の呼吸は、途と中ちゆうからごく普通の寝ね息いきに変わっていたように思う。

　そしてついに目を覚ました夕方。それは今回すべての混乱のきっかけを与えた、あの少女の目覚めの時刻でもあった。

　保健室の扉とびらが開かれ、帷子ミリルはついにその姿を現した。

「冬麻香織、鍵かぎがあなたに裁さばきを下すと言っている」

　氷のような眼まな差ざしで香織を見み詰つめる吸きゆう血けつ鬼きの手には、おそらく灘から返されたと思われる輪りん廻ねの鍵が握り締められていた。

「どうにかならないのでしょうか」

　そんな彼女に、真っ先に口を開いたのは緒深田だった。

「冬麻様はもうすでに充じゆう分ぶんにお苦しみになっています。これ以上の裁きは必要ないはずです」

「緒深田、それは私が決めることではないわ」

　ミリルは口元に形よい犬歯を光らせながら、首をゆっくりと左右に振ふった。そう、すべては鍵が決める。だから鍵そのものの許しを得ない限り、呪いは確実に香織に降りかかる。それは灘にさえ防ぐ術がない。

　香織は黙だまったまま何を乞こうでもなく、ミリルの手の内にある禍まが々まがしき鍵を見詰めていた。それが覚かく悟ごの表れだったのか、あるいは恐きよう怖ふのあまり言葉が見つからなかったのか、その真ま面じ目めそうなポーカーフェイスからは判断がつかなかった。

「──もういいじゃないですか」

　そして、そんな声が微かすかに保健室に響ひびいた。

　鈴木真里だった。

　決して許しを与える側にいないはずの彼女は、しかし一同の困こん惑わくの視線に臆おくすることなく、顔に笑えみを浮うかべてもう一度、「終わったことなんです」と寂さびしそうに呟つぶやいた。

「全部終わったんです。私達の関係は、きっともう粉々です。私がこの手で、この言葉できれいに壊こわしました。だからもうどうでもいいじゃないですか。確かに香織は悪いことをしたんだろうし、それに私が怒いかりを覚えたのも本当だけど、もう私達は友達でも何でもなくなったんです。赤の他人です。だから今さら彼女を責める気はないですよ」

　それはあまりに清く、残ざん酷こくな贖しよく罪ざいの言葉だったのかもしれない。

　ミリルは頷うなずかなかった。ただ「鍵が決めることだわ」と頑かたくなに右手を差し出し、そっと開いた。

　手の内にあった鍵は、落ちることなくそのまま宙に浮いていた。

　その先せん端たんが独りでに香織の胸むな元もとへ向けられる。今鍵は自らの意思で、彼女に裁きを下そうとしていた。そして、私はこの場にいながら何もできないまま、成行きを見守るだけであった。

　やめろ、と最後の一人が叫さけんだ。真里にすべての元げん凶きようと罵ののしられたその人物は、自ら鍵の矢や面おもてに立った。

「僕が──僕が呪のろいをすべて受ける。それで彼女を許してやってくれ」

　確かに真に悪いのは彼だったかもしれない。だがあのエキドナのように、少なからず組織への裏切りを働いた少年にとっては、身代わりとして進んで呪いの犠ぎ牲せいになるというその行こう為いが別件での断罪にもなり、あるいは自らダメージを負うことで責任から逃のがれようとする意思と取れなくもなく、結局私には、彼の言葉がどれだけ本心から出たものなのか判わからなかった。

　それでも鍵は、永代を選んだ。

　そしてその先端を向け直し、罪人の胸元目め掛がけてまっすぐに突つき進んでいった。

　いつもの物理法則を無視した挿そう入にゆうはなかった。ただ、それはごく普ふ通つうに刺ささり、彼の白いシャツを鮮あざやかな赤で染め上げた。

　その光景を前にして誰だれもが声を上げなかったのは、それがあまりに唐とう突とつな惨さん劇げきだったからか。だが鍵がぐるりと回転して、永代の胸に前世への挿入口を穿うがち始めると、ようやくいくつもの悲鳴が上がり、夕ゆう闇やみに彩いろどられ始めた保健室は、混乱の渦うずへと陥おちいっていった。







　エピローグ　大邪神という名の終幕。
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　そして、一週間が経たった。

　クズリュウの残ざん骸がいは当初の予定どおりＱに回収され、おそらく国連機関内にあるであろう彼らの研究所へ運ばれていった。さすがに今度ばかりは妨ぼう害がいもなかったとはいえ、やはり佐原にとっては犯人が見つからなかったのが心残りらしく、「妹」たるアヤカに調査を依い頼らいして学園を去っていった。

　何でも普段は別々に暮らしているそうである。ならば佐原がここを訪おとずれた時点で、彼女が「兄」のもとへ行く機会は多々あったろう。工藤がケーブルを切りながらしつこく待っていたのは、そんなアヤカと真里がそれぞれ北校舎の地上と屋上に同時に現れる瞬しゆん間かんだったに違ちがいない、とは灘の説明によるものだった。

　Ｑの網あみを抜ぬけてクズリュウに入り込むには、彼らの手の届かない上から行くのが一番早い。そしてそれを助けるのが、アヤカだったというわけだ。

　灘はそう言って自分の推理に納なつ得とくしていた。だから工藤が時間を稼かせいでいた第二の──いや、正確に言うなら第一の目的については、やはり知らないままだったのだろう。

　永代邦美は、御伽学園内に潜ひそむ特別な存在であった。工藤はそれを炙あぶり出すことに成功したが、彼から細かな事情を訊き出すという目的は、ついに達成されなかった。そしてただ、病院に見み舞まいに行ったという緒深田から彼の様子を聞き、やれやれと首を横に振ふるばかりだった。

　そう、永代は今も生きていた。私達の応急処置が功を奏したと見えて、術後の経過も順調だった。ただ一点、精神的ショックによる後こう遺い症しようと診しん断だんされたある症しよう状じようを除いては。

「それさえなければ、永代様はもういつでもご退院できるはずだったそうです」

　緒深田は複雑な表情で、見舞いに行った時の様子を私にも語って聞かせてくれた。

「でも……あの方はミシェル様と名乗ってらっしゃいました。そして、早くこの牢ろう獄ごくから出してくれ、と」

　──かの王、古いにしえの巫かむなぎの魂たましいを求めて再びこの地に君臨せん。

　もし永代の「後遺症」が鍵かぎの力によるものだとすれば、大邪神の魂の持ち主であった鈴木真理は、そんな永代のことをどう思っていたのか。そして「求める」という文字が何を意味していたのか。

　巫までが覚かく醒せいするとは、本にはまったく書かれていなかった。ならばそう、あの預言は完かん璧ぺきな再現を果たしたことになるのだろう。私は緒深田同様、喜ぶことも悲しむこともできぬ困惑の顔で、「はあ」と相あい槌づちを打つばかりだった。

　一方真里と香織の方も、時おり連れ立って、病院へ永代の見舞いに行っているようだった。ともに一人の男の命を救ったことで新たな連帯感が芽生えたか、あるいは互たがいに牽けん制せいし合ってのことだったのか。二人の少女の内面までは、他人である私に理解できようはずもないが、緒深田は「とりあえず安心しました」と言って、ようやく無む邪じや気きな笑え顔がおを取り戻もどしてくれた。そんな彼女の笑顔こそ、今回の一件で私に与あたえられた数少ない希望の一つだったのかもしれない。

　ふと、授業中に雛世から聞いたことを思い出した。このメイドの良さが何となく解わかった気がした。

　ちなみに他ほかに残った希望といえば、これは真里達とは何の関係もない、間宮の将来に関することだけである。

　あれからタイミングを見計らって、彼に伝えたのだ。たとえ自分が伝説の再来でなかったとしても、それならそれで自分がオリジナルになればいい。それでこそ、真の勇者というものだ、と。

　ただ、どうやら私よりも先にイオンから同じことを言われていたらしい。さすがは恋こいする姫ひめ君ぎみである。実は勇者様の悩なやみなどお見通しの上で、それでも慕したっていましたよ、といったところだったようだ。したがって結局私の渾こん身しんの気の利きいた台詞せりふも空から振ぶりに終わり、立ち直って恋人といちゃつく優やさ男おとこを呆あきれながら眺ながめるばかりだった。

　また、こちらも田崎と何となくそれらしい雰ふん囲い気きを見せていたような気がしなくもないエキドナだが、彼女は「やっぱり馴なれ合うのは苦手だ」という一言を残して、田崎のもとから去っていったそうだ。その後、組織に戻れないエキドナがどこへ行ったのかは田崎も知らないようだったが、手て土産みやげにヒマワリの種一ひと袋ふくろを持っていったから、案外またひょっこりと戻ってくることもあるかもしれない。

　とにかく様々な形でそれぞれが落ち着きつつあった。だからこそ、こんな時に灘との会話は避さけるべきだったのである。しかし、やれ事情聴ちよう取しゆだと言って呼び出してくる監かん視し委員を無視するわけにもいかず、いつもの生徒指導室にて一対一でうだうだとやりあう羽目になったのは毎度のこと。彼は「とにかくここまで壊こわされると何も言いたくなくなるね」としつこく二十遍ぺんほど繰くり返し、無む駄だに私を睨にらみ続けた。

　そんな中で話を進めるうちに、真里と香織についての話題が出たのだ。

「実のところ、僕はもう、あの二人は大だい丈じよう夫ぶだと思うんだ」

　私相手に寄せていた眉み間けんをふと緩ゆるめ、彼はそんなことを呟つぶやいた。

「お互いに本音を吐はき出せたんだ。それでいてなおも一いつ緒しよにいられるんだから、やはり彼女達にはそれだけの絆きずながあったんだよ。……いや、もしかしたら逆かもしれない。むしろすべてが壊れたからこそ、再び新しい形での絆を生み直すことができたとも考えられる。まあ、何しろ鈴木さんは『大邪神』なのだからね」

　完全なる破は滅めつの後には必ず新たな創造が始まるものさ、と彼は真顔で言ってのけた。それは間宮への気の利いた台詞が失敗した私に対する、何よりのあてつけだったに違ちがいない、と私は勝手に思い込むことにした。

　だが──そんな灘の言葉こそ、今回の事件に幕を下ろすことのできる唯ゆい一いつの言葉だったような気もするのである。まあ、認めたくはなかったが。

　一部損そん壊かいした校舎の修復もすでに始まっていた。いずれこのまま日々を過ごせば、また新たな事件が起きて、嫌いやな思い出も無理矢理忘れさせてくれることだろう。そういう意味では、この御伽学園一年乙組というクラスは、それなりに均きん衡こうの保たれたクラスなのかもしれない。

　そして私は今日も図書室での仕事を終え、帰路に就ついた。少しずつではあるが陽ひの落ちる時刻も早まり、徐じよ々じよに残暑も終息を見せてきている。これから秋の行事が多々待つ中、果たしていかなる事件が水面下で蠢うごめいているのか。とにかく非日常的日常が忙いそがしすぎて、私もまたこの一件を忘れつつあった。

　いつものように夕暮れの道を歩いていると、ふと一台の車が私の横にゆっくりと着けてきた。

　車種については詳くわしくないが、そのボディの長さから見て、高級車と思って間違いない。もっともそんなものが私に近寄る理由もないため、こちらも足を速めて追い越こそうとする。

　停とまる気配がした。続いて、一人の男の声が私を呼び止めた。

「ちょっといいかな？　君、御伽学園の生徒だよね？」

　振り返ると、紫むらさき色いろのスーツに身を包んだ胡う散さん臭くさそうな男が窓から身を乗り出し、こちらをまっすぐに見ていた。年は三十手前か、あるいはそれ以下か。細ほそ面おもてながら精せい悍かんと呼ぶに相応ふさわしい眼まな差ざしと、よく締しまった体格をしている。髪かみもきちんと整えられてはいるが、ただその出いで立ちからしてまともな人物とも思えない。

「永代邦美って子、知らない？　俺の知り合いなんだけど、連れん絡らくが取れないのよ」

「……いえ」

　否定しなければいけない、ととっさに思った。だから私は何食わぬ顔で首を横に振ふり、その質問をやり過ごした。

　男は「ふーん」と妙みような頷うなずき方をすると、車を移動させて再び私の横に着け、「これ、君のでしょ」と言って、片手に持った見覚えのある物を差し出してきた。

「いや、歯型が一いつ致ちしたからさ、そうだろうなと思って。今度はなくすなよ」

　それはいつだか青森へ旅立ったはずの食パンだった。

　意味も解らぬままそれを受け取ろうとして、ふと男の体の先に目をやると、助手席に一人の女の姿が見て取れた。黒い布とサングラスで顔を覆おおい、身にはやはり黒の着物を着た、これまた胡散臭そうな出で立ちの女だった。

　布の隙すき間まから見えた彼女の口は、絶え間なく動いていた。その声までは聞き取ることができなかったが、唇の動きを見る限りでは、しきりに「ポニーテール」と繰り返しているようにも思えた。

　男は私に食パンを渡わたすと、窓を閉めて勢いよく走り去っていった。

　いろいろな疑問が残った。しかし工藤や永代の言葉に間違いがないならば、私はおそらくその答えを知っているのかもしれない。

　それでも深く考える気分にはなれなかった。ただ私はそのナンバープレートが青森とは無む縁えんの地名であることに違い和わ感かんを覚え、それからいらない食パンを手近なゴミ箱へと放ほうり込むと、再び家路を急いで夕暮れの中を駆かけて行った。
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　あとがき







　先日、とても恐おそろしいことに気付いてしまいました。

　何でもアリとは言いつつ、実は多少の世界設定も用意してあるこの『マキゾエホリック』というシリーズ。前作を読んでお気付きの方もいらっしゃるかもしれませんが、実は近未来のお話です。ですから作中で九月九月と言っているのは、近未来の九月です。

　ところが。もしその辺りの年のカレンダー（結構あるんですね、これ）をご用意できる方がいらっしゃいましたら、前作の近未来を臭におわす部分と照らし合わせてみてください。よく見ると、ある矛む盾じゆんに行き当たるはずです。さて、それはどんなものでしょう。

　ヒントは「十六年前」──。

　と、自分のミスをクイズに仕立ててお茶を濁にごしたところでこんにちは。東です。おかげさまで無事二冊目が出せました。

　もともと多種多様な多人数が絡からむミステリー風味というコンセプトがあった前作。さすがにゴチャッとして解わかりづらい部分も多かったのですが、今回はその辺も解消できるようにと、いくつか工く夫ふうが凝こらされています。その一つが各章の始めに付いた内容紹しよう介かい。これから始まる章の中でどんな事件が待ち受けているのか、予告編のような感じでご覧いただければと思います。

　そして以前からタイトルの予告があったとおり、今回は大だい邪じや神しんです。大いなる邪よこしまな神です。もうこれでもかと言うほどインフレでステキな称しよう号ごうです。

　ある時はファンタジー世界を脅おびやかす悪の権ごん化げとして、またある時はホラー世界に蠢うごめく異形のものとして。強さと恐ろしさを兼かね備えた最悪の存在が、一年乙組とどんな戦いを繰くり広げるのか。ぜひとも楽しんでいただければ幸いです。

　さらに今回は、前作でチョイ役だった生徒を多めに活かつ躍やくさせてみました。緒深田さんや田崎くんを始め、一いち躍やくカバーに大抜ばつ擢てきされた（そう、最初は他の生徒が来る予定だったのです）帷子さんなど、新たに動き回る乙組の顔ぶれもお楽しみください。

　灘と藍子を除いても、クラスメイトは三十人。まだまだ登場してない生徒もいれば、エキストラ扱あつかいのおかげで魅み力りよくの半分も見せていない生徒もいます。今後は彼らの掘ほり下げもしつつ、キャラクター小説的な面おも白しろさも出していければいいなと考えております。

　そしてもう一つ。まだお読みになってない方のために細かい内容は伏ふせますが、今後主人公達が関わっていくことになるであろう、ある大きな謎なぞが今回登場します。一年乙組というおかしなクラスを取り巻く事件の中で、その謎がどのように絡んでいくのか。そんなシリーズ物としての展開にもご期待ください。

　で、そうなると次ですね。おそらく今回もどこかに予告が出ていることでしょう。はい、やはり前作でチョイ役だったあの生徒が活躍します。しかももう一人、その生徒と重要な関わりを持つクラスメイトにも登場してもらう予定ですが、こちらはまったく未登場のキャラクター。巻末のクラス名めい簿ぼには名前が載のっていますので、それが誰だれなのか推理してもらいつつ（手がかりはあるのです、これが）、ぜひ三冊目をお待ちくださいませ。

　ああ、その前に短編が出るかもしれません。これは「ザ・スニーカー」誌の方ですね。この本が出る頃ころにはすでに予告も済んでいることと思いますので、そちらもぜひチェックの程ほどよろしくお願いいたします。

　と、いろいろと片かたっ端ぱしから思いつくままに書いてみましたが、そろそろページも終わりのようです。

　最後になりましたが、今回もお世話になりました担当様にイラストＮｉｎｏ様、お忙いそがしい中を妖あやしいイベントに応おう援えんに来てくださった編集長様、そしてこれまたお世話になりました各方面の方々にも厚く御お礼れい申し上げるとともに、今回は何の鳴き声で締しめようかと思いましたが、このネタを続けていくと巻数を追うごとにマニアックになっていきそうなので、ここは一つ、普ふ通つうにお気に入りの映画のちゃんとした台詞で締めたいと思います。




「いよいよ最後。さようならみなさん、さようなら。ギャー！」


東　亮太　　
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